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　プロローグ　『────』




　よく晴れた日の午後。

　どこまでも深い蒼あおでもって広がる蒼そう穹きゆうの大空に、風に吹ふかれてたなびく白雲がまばらに現れてはどこへともなく流されていく。

　そんな秋晴れ。

「もう……すっかり葉っぱも紅あかくなっちゃったね」

　足あし下もとに落ちた枯かれ葉はが一枚。

　ふり向けばそこかしこに落ちているソレを拾って少女は言った。

　ユミィ・エル・スフレニクトール。

　淡い黄金色オフゴールドの髪かみをした愛らしげな面おも立だちの少女だ。年ねん齢れいは十代の前半だろう。年とし頃ごろの女性と呼ぶには少し早い。可愛かわいいから綺き麗れいへと移り変わる、その少し前。

「シェルティスが一日中木刀ふりまわすんだもん。ほら、木刀が葉っぱに当たって全部落ちちゃってる」

「……そんなことしてないって」

　と言いながらも、少年が手に持った木刀をこそこそと背に隠かくす。

　鳶とび色の髪と瞳ひとみ。

　目の前の彼女と同年代だろう。十代の、それも思春期を過ぎる前の少年特有の中性的な面立ちと、瘦やせた体たい軀く。木刀を持って健けな気げに訓練してもまだ少し頼たよりない。そんな雰ふん囲い気きがある。

「冗じよう談だんよ」

　手の平に紅葉もみじを乗せて少女が笑う。

「でも一回くらい出かけても良かったかなって。ほら、向こうの丘おかの紅葉林ね、少し前まですごい綺麗に色づいてたんだから」

「…………」

「？　どうしたのシェルティス？」

「ん。えと、ユミィってそんなに紅葉好きだったっけ」

　そう答える少年はぽかんと惚ほうけた表情だ。

　ずっと一いつ緒しよにいて、だけど彼女がそんなに秋の情景を嬉うれしがった記き憶おくはない。せいぜい落ち葉を集めて焚たき火をしたりするくらいだ。
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　……ユミィがそんなに紅葉が好きなら。

　……教えてくれてたら、ここで木刀なんて振ふり回さなかったのに。

「なんか大人っぽくない？」

「わたしが？」

「うん。紅葉見に行こうなんて。だって周り、友だちの家だって落ち葉を集めて焼き芋いも作ろうしか言ったの聞いたことない」

「……必要なことなんだって」

　少女の手の平の枯葉。

　前まえ触ぶれもなく風に攫さらわれて飛んでいく。飛んで、地に落ちて、また木こ枯がらしに吹かれて空へと舞まい上がる。

　その情景をじっと見守って──

「巫み女こはずっと塔とうの中にいるでしょ。季節感も時間の感覚も弱くなっちゃうの。だから、人一倍そういうのに敏びん感かんになっておきなさいって」

「……それ、前の研修の時に聞いたの？」

「うん。エルミーティア様が教えてくれたの。すごいんだよ、巫女の第一位の人。時間がとれたからってわざわざ来てくれたの」

「季節感て……でもユミィはまだこれからでしょ」

「うん。初めはみんな巫女見習いから。もちろん巫女になれるかどうかなんてわからないし、すごい先せん輩ぱいもたくさんいるから競争になっちゃう」

　そう頷うなずく彼女の背中には大きなバックパック。

　両りよう肩かたにも大人用の鞄かばん。どれも鞄がはちきれるくらい詰つまっていて重たそうだ。

「巫女の修しゆ行ぎよう、辛つらいんだって聞いた」

「うん。それもエルミーティア様が言ってた。最初の一週間で泣きださない子は見たことがないって。でもそれは当然のことで、泣いた後にやめるのか続けるのか。そっちの方が大事なんだって。どちらであってもあなたたちの人生だから、真しん剣けんに考えなさいって」

「…………」

「厳しそうな人だったけど、すごく真剣に話してくれてたの。みんなの顔を見ながら、きっとわたしたちの反応を見ながら言葉も考えてくれてたんだよ。だからきっと本当のことなんだろうなって思うの」

「そ……っか」

「でもシェルティスだって」

　少女が指さすのは、少年が背中に隠していた木刀だった。

「ずっと訓練してる」

「……そんなことないよ。僕のは単なる素す振ぶりだし」

　背に隠した木刀を握にぎる手がわずかに汗あせばんでいる。

　もう、何時間振り続けていただろう。もう、何日何ヶ月続けていただろう。両手の皮ひ膚ふはすっかり擦すりきれて赤いものが滲にじんでる。

「ユミィの方が──」

「似たもの同士だね、わたしたち」

　くすっ、と少女が微笑ほほえんだ。

　さわやかな秋晴れの日射しの下、淡い黄金色オフゴールドの髪をまぶしく輝かがやかせて。

「……じゃあ」

　その笑顔に混じる寂さみしげな陰かげ。

「わたし、そろそろ行くね」

「あ、荷物持つよ。塔の近くまで送っ──」

「ううん。平気」

　彼女の返事は早かった。

　まるで少年がそうするであろうとわかっていたかのように。

「わたしの荷物だもん。自分の荷物くらい自分で持てなかったら大変よ。明日あしたから巫女見習いの修行も始まるのに」

「……そうだね」

「ありがとう。気持ちだけ、ね」

　ゆっくりと背を向ける彼女。

　歩きだす。

　──その前に。彼女は背を向けたままそっと口を開いた。




「約束だよ？」




　あまりに唐とう突とつに。

　それでいて何の約束かも語らない。だけど──

「わかってる」

　少年は一いつ瞬しゆんの迷いもなく頷いた。

「天結宮ソフイアで待ってて。僕も必ず追いつくから」

「……うん。一番高いところで待ってる。本当に、約束だからね？」

　楽園と呼ばれるフロア。

　巫女が、結界の祈いのりを行う部屋がそこにある。わずかな例外を除いては、巫女と、そして巫女の専属護衛である千せん年ねん獅ししか立ち入りを許されない聖域だ。

「…………」

　背を向けた少女が目元をぬぐう。

　風に舞い上げられた砂が目に入ったのか。それとも──

「じゃあね、シェルティス」

「うん、また」

　彼女が歩きだす。

　背中に、両肩にずっしりと重い荷物を担かついで。時々バランスを崩くずしてよろめいて。少しずつ、少しずつ遠ざかっていく。

　その後ろ姿を少年はじっと見守っていた。

　彼女が見えなくなるまで。

　見えなくなってから、少年は無言で剣けんの訓練を再開した。
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　浮ふ遊ゆう大陸オービエ・クレア。




　この世界で人間が唯ゆい一いつ暮らすことのできる大陸だ。

　遥はるかに、そして無限に続く凍いてついた氷海。その高度一万メートル上空に浮遊している。

　──千年間、人はこの浮遊大陸で生活してきた。

　周りに浮うかぶ無数の浮遊島ラグーンに風車を設置し、吹きこむ風を使って風力発電。それを、浮遊島ラグーンから鋼線ケーブルを延ばして浮遊大陸へと送電する。

　そのため文明も、自然と電気を活いかした高度機械化へと行きついた。大通りを走るバイクや車の多くが、路面を数センチ浮いて走る電力式の浮遊車だ。ふと頭上を見れば、流線形の飛空艇ていが優ゆう雅がに空を泳いでいる光景も目に映る。




「その歴史に終しゆう止し符ふを打ちます。穢歌の庭エデンの完全なる浄じよう化かをもって」




　天結宮ソフイア。

　浮遊大陸の中心に建設された最も巨きよ大だいな建築物だ。

　２９１階建て、高さ二千メートル超ちよう。鳥の飛行域を超こえ、雲の浮遊高度を超え、さらなる天空へと伸のびた塔。

　その２９０階『夢見の天幕』と名付けられた部屋で──

「結界を破は壊かいし浮遊大陸に侵しん攻こうせんとする幽ゆう幻げん種しゆ。これに対し、こちらから穢歌の庭エデンへと攻せめこみます。その最深部へと到とう達たつして穢歌の庭エデンを浄化するために」

　皇おう姫ひサラは宣言した。

　天結宮ソフイアの全すべての者に。

　さらには浮遊大陸の全ての住人に向けて。

「取りもどします。浮遊大陸ではなく、穢歌の庭エデンに眠ねむる本当の大陸を」
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　第二居住区。

　天結宮ソフイアを中心に、その周りをぐるりと取り囲むようにして広がるエリアだ。

　公こう共きよう施し設せつが多く配置された物静かな第一居住区と対照的に、こちらは商業の一大中心地。天結宮ソフイアへと続く大通りをはじめ、数多くの店が建ちならんでいる。

「うわっ！　ちょ、ちょっ、ごめんなさい！　急いでるの！」

　その大通りを猛もうスピードで駆かける三輪ヴィークル。

　運転しているのはまだ十代中なか頃ごろの女の子だ。オレンジ色の髪かみに快活そうな面おも立だち、動きやすさ重視の古びたツナギを身につけている。

「ああもうっ、何から何まで急すぎなんだから！」

　ハンドルを猛もう烈れつな勢いで回し、大通りから路地裏へ。第二居住区を知りつくした彼女ならではの近道で、網あみの目のように複雑な小道を進んでいく。

　──キッ。

　急ブレーキ。

　エンジンが完全に停止するのも待たず、少女はヴィークルから飛び降りた。その勢いのまま真横の建物の裏口へ。

　扉とびら向こうは調理場だ。吹ふきこぼれた鍋なべからあふれ出した真っ白な蒸気が部屋に充じゆう満まんし、その蒸気の向こうには──

「料理長！　料理長ってばいるんでしょ!?」

「あらエリエ、いいところに戻もどってきてくれたわ」

　レース地のエプロンをつけた彼女がふり返る。

　眩まぶしいばかりに輝く金きん髪ぱつにすらりと伸びた高身長、さらにスタイルも抜ばつ群ぐんというモデル顔負けの容姿をした女性だ。外見は十代後半から二十代中頃だけれど、その落ちついた雰ふん囲い気きは三十代から四十代と言われても不思議ではない。

「大変なのよエリエ、知ってるでしょう」

「当然！　だから大通りがもう大混雑なんだから！　料理長も早く早く！」

「ええ、急ぎましょう。いつも店で使ってる紅茶の葉っぱが品しな薄うすで価格急きゆう騰とうなんでしょ。大通りが大混雑だなんて……みんな買い占しめる気ね。負けられないわ」

「違ちがうよ、全然違うってば!?」

「あら？　じゃあ砂糖が大安売りしてた件かしら」

「なに言ってるの料理長!?　そんなボケボケしてる場合じゃないってば！　ああもうっ、シェルティスに言われて来てみればやっぱり……」

　悲鳴をあげてエリエは天を仰あおいだ。

　カフェテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』──第二居住区の大通りに面した喫きつ茶さ店てんだ。

　喫茶店のはずが紅茶の質は並程度で、むしろ日々の創作料理の人気が高い。少し前までシェルティスが住みこみのアルバイトをしていた店でもある。エリエは今でも働いていることから、大あわてで戻ってきたというわけだ。

「浮遊大陸の結界がなくなっちゃうらしいの！　だけどそれは紗砂シヤサちゃんの話だと問題ないらしくて、逆に結界が消えれば塔とうから穢歌の庭エデンに行けるようになるんだって。だけど結界が消えるから逆に幽幻種もこっちに好きなだけ侵攻できちゃって……あれ？　でも紗砂ちゃんは逆に穢歌の庭エデンを浄化するチャンスだって……？」

「落ちつきなさいエリエ。あなたこそ『だけど』と『逆に』の使いすぎで混乱してるわ」

　のんびり口調の料理長。

　こちらは落ちついた様子で、沸ふつ騰とうする鍋の火を止めて。

「さっきから大通りが騒さわがしいのは、紗砂のその発表がキッカケね？」

「うん！　一いつ般ぱん人は荷物まとめて地下シェルターにだって」

　皇姫サラ。

　世界の守護者である五人の巫み女こを束ねる、天結宮ソフイアの最高権力者であり浮遊大陸における神秘の象しよう徴ちようだ。

　彼女の本名は、紗砂・エンデンス・凜リン・ケール。ただし普ふ段だんから皇姫と呼ばれていることから、その本名まで知っている者はごくわずか。エリエはその数少ない一人で、ひょんな事から彼女と知り合って教えてもらったことになる。

　……そのはずだけど。

「そういえば料理長も紗砂ちゃんと知りあいだったよね？」

「ええ、昔からの知りあいよ。……ちょっと待ってね。これ片付けたら全部終わるから」

　洗せん剤ざいで泡あわ立だつ食器を洗いながら、料理長。

「はいお待たせ。それで話を整理すると、要はみんな逃にげなさいと。なぜなら浮遊大陸の結界が消えちゃって幽幻種がやってくるから。そういう話でいいのかしら？」

「……うん。あたしも難しい話はわかんないけど多分あってる」

「結界の消しよう滅めつねぇ。実はそれが疑問だったのよ、私がメイメルの傍そばにいた時はそんな話なかったのに。突とつ然ぜん出た話にしても内容が内容だし」

「はい？」

「こっちの話。それで、一般人は逃げろっていうじゃない。でも天結宮ソフイアの護士たちは？　シェルティスだって塔そつちにいるんじゃなくて？」

「そう！　そうなんだってば！」

　料理長が拭ふいた皿を食しよつ器き棚だなに片付けながら、エリエ。

　すっかり普段のアルバイト作業だけれど、こんな話は何かしながらの方が逆に落ちつくものだ。ただ座っててもソワソワして仕方ない。

「塔の人たちがね、巫女様も護士もみんな出しゆつ撃げきするんだって。なんか……単に結界が消えちゃうのとは違うみたい。選えりすぐりを集めて穢歌の庭エデンに突とつ入にゆうするんだとか」

「それは大それた話ね」

「でしょ？　あたしそれ聞いてビックリしたもん。シェルティスに聞いたら僕は候補生だからどうなるかわからないって。でもそのことでみんな大あわてらしくて、塔の中も人でごった返してたんだから！」

「……へぇ」

　椅い子すに腰こしかけて、調理台で頰ほお杖づえをつく料理長。

「まあいいわ。それで、話を戻すとエリエはそれを教えに戻ってきてくれたのね。避ひ難なんするなら一いつ緒しよのシェルターでしょ」

「あ、えとね、実はあたしまだ塔に戻らなきゃいけないの」

　頭から抜ぬけかけてた用件を思いだしてエリエは手を打った。

　料理長のことで頭が一いつ杯ぱいになってたけれど、自分はもともとここに別用があったのだ。それは自分の部屋から修理工具を取ってくること。

「紗砂ちゃんから直してくれって言われてる人型機械体アンドロイドがあるの。それで直すのに時間も手間もかかりそうだし、使い慣れてる工具持ってこようかなって」

「あら、紗砂の『お願い』は大変よ。あの子が頼たのみ事する時って決まって大事だから」

「大変だよー。ついさっきまであたし華宮カグラと統政庁に行ってたんだし」

　浮遊大陸から数千キロと離はなれた浮遊島ラグーン。

　なにせその人型機械体アンドロイドを直すための電子認にん証しよう鍵キーが保管されているということで、天結宮ソフイアの高速飛空艇でひとっ走りしてきたところだ。

「そそ、それで塔に華宮とユトも待たせっきりなの。急がなきゃ！」

「はいはい、なら急ぎなさい。私はその間に、ガラ空きのスーパーで悠ゆう々ゆうと買い出しをしてくるわ」

「冗じよう談だんはいいから！　あたしちょっと自分の部屋行ってくる！」

　念を押してエリエは調理場を後にした。

　裏の細い出口を走って従業員の専用通路へ。そこをさらに進めば自分の部屋だ。机の上に転がっている工具を手にとって。

「ああ、そうそうコレよ。やっぱこの十字ドライバーじゃなきゃ」

　赤く塗と装そうされた愛用ドライバー。ほかにも細かい器具やら巨大な電動ドリルやらを鞄かばんにつめこんで、再び全速力で最初の調理場へ。

　と、そこには何やら腕うで組ぐみして考え事をしてる料理長。

「あれ？　料理長なにしてるのってば。ほら早く、避難の準備しなきゃ」

「それなのよ。うーん……一般人は避難ねぇ。一般人ていえば一般人だけど、でもメイメルもホルンも昔の同どう僚りようだし、こっそり手伝うべきなのかしら」

「？」

「ああ、こっちの話だから気にしないで。それよりほら行ってらっしゃい。シェルティスとユトちゃんのこともちゃんと気をつけてあげなさい」

「わーかってるって！　あたし行くね。料理長も早めに避難だよ？　じゃ！」

　肩かたにくいこむ鞄の重みを感じながら、外へ続く出口へ。

　そこには今もエンジンがかかったままの三輪ヴィークル。

「よしっと。これで忘れ物はないはず。んじゃ行きますかー。人型機械体アンドロイドの修理、楽しみだね！」

　アクセルを踏ふみこむと同時に機体が猛加速。

　はやる気持ちを抑おさえ、細い路地裏から天結宮ソフイアに向かってエリエは進んでいった。




　──エリエの乗った三輪ヴィークルの機動音が聞こえなくなって。

「もう、シェルティスに続いてあの子まで……危なくなる前に戻ってくればいいけど」

『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』の料理長キリエは小さく溜ため息いきをついた。

　可愛かわいらしい白鳥のアップリケがついたエプロンで手の水気を拭きとって、厨ちゆう房ぼうの奥にある戸棚に手をかける。

「うーん。だけど、あの子も案外そういうのに巻きこまれちゃうタイプなのよねえ。……しょうがない、エリエが戻ってくるまでは私もお店で待っててあげようかしら。なんてったって大切なアルバイトさんだし」

　丁てい寧ねいに並べられた圧あつ力りよく鍋なべやフライパン、ポット。

　それら調理器具を押しのけて手を奥へ。

「ああ、あったあった」

　その手が二ふた振ふりの刃は物ものを摑つかみ、引きよせる。

　抜き身の刃やいば。

　それは厨房でよく見られる包丁と一線を画した、刀かた鍛なか冶じによる美しい刃は紋もんそしてより鋭えい利りな刃の反りと確かな重量を備えていた。とはいうものの、エリエやほかのアルバイトたちはコレも大きな包丁と信じて疑わなかったが。

「よし。刀身には錆さびなし、沁しん力りよくの刻印儀ぎ礼れいも綺き麗れいなまま。あとは肝かん心じんの腕うでね。幽ゆう幻げん種しゆの捌さばき方って忘れちゃったけど……身体からだが覚えてるかしら？」

　手にしたソレを携たずさえて料理長は厨房の椅子に腰かけた。

「いずれにせよエリエ、早く戻って来なさいね」




　　　　２




　天結宮ソフイア11階・候補生宿舎。

　巫女を守る正護士になる前段階、いわば研修生である護士候補生に与あたえられたフロアだ。下は11階から上は20階まで。千人近い数の候補生がこのフロアで寝ね泊とまりし、日々過か酷こくな訓練で実力を磨みがいている。

　それがいまは、深い静けさと緊きん張ちように満ちていた。

　なにしろ皇おう姫ひによる穢歌の庭エデンへの突入宣言の直後だ。候補生を含ふくむ全すべての護士と巫女見習いたちが自室で待機し、「その時」を待っている。

　けれど──

　フロアの静せい寂じやくは、あまりにあっさりと破られた。

「シェルティス、シェルティスどこだ！　いたら返事をしろ！」

「モニカ、そっちはどうですか？」

「返事なしだ。やっぱり私の階に来ているのかな。すれ違ちがってしまっただけか？」

　少女の声が二つ。

　そして、それに対応する足音も二人分。全ての候補生たちに待機命令が出ているというのにも構わずだ。

「待機命令が出ているから自分の部屋にいるのが基本でしょう。ヴァイエルがさっきから通信を繫つなごうとしても応答しないのも変です」

「……あやしいな」

「露ろ骨こつにあやしいですね。大方また何か一人でたくらんでいるのかと。探しだして聞きだしますよ」

　再び足音。

　今度は中央昇降機エレベータの方へと向かっていっているのだろう。徐じよ々じよに足音も小さくなっていく。その気配がすっかり遠ざかったのを見計らって。

「ふぅ……」

　小さく溜息をついて、シェルティスはフロア隅すみの物もの陰かげから姿を現した。

「あぶなかった。華宮が目の前通っていった時はどうなることかと」

『隠かくれんぼの才能は見事だと思います』

　胸むな元もとで輝かがやく機械水晶イリス。

　とにかく見つかったら面めん倒どうということで、機械水晶イリスにもじっと静かにしてもらっていたというわけだけれど。

『しかしダメですよシェルティス。たしかに天結宮ソフイアの全フロアを使った鬼おにごっこと隠れんぼは誰だれしもが一度は夢見る遊びです。しかし、よりによってこんな時にしなくても』

「遊びじゃないって。本当に見つかりたくなかったんだよ」

『モニカに？　華宮やヴァイエルも同じ部隊の仲間じゃないですか』

「……同じ部隊の仲間だからだよ」

　言われたそのままの言葉で返事する。

「皇姫の放送、聞いてたでしょ」

『一いつ般ぱん人は地下シェルターに避難を開始。塔とうの護士と巫み女こ見習いは自室待機、の件ですか。なお居住区での避難率は79パーセントまで進んでいるのを確認しています』

「その後の、護士候補生ぼくらへの補足事じ項こうだよ」

　塔の戦力は二分割される。

　一つは穢歌の庭エデンに突入する部隊。

　もう一方は浮ふ遊ゆう大陸に留とどまり、穢歌の庭エデンからの幽幻種の侵しん攻こうを抑える部隊だ。

『そういえば言ってましたね』




〝穢歌の庭エデンへの突入は危険を伴ともないます。特に今回は、あの異い篇へん卿きようが潜もぐったと思われる最深部への突入なので命の保証はできません〟

〝ですから突入部隊は精せい鋭えいのみに絞しぼります。その部隊の主力は千せん年ねん獅しと巫女、巫女見習い。そして自己申しん告こくに基もとづいた錬れん護ご士しと正護士による部隊です〟




『候補生は天結宮ソフイアと地下シェルターの防衛に回されるらしいですね。よほど強い要望か教官の推すい薦せんがないと穢歌の庭エデンへの突入部隊には組みこまないと』

「その件でモニカも僕のところに来たんだよ、きっと」

　自分の部隊を束ねるのが彼女だ。

　それで、念のため部隊としての意向をと考えたのだろう。

『聞かれたくないんですか？』

「……だって、穢歌の庭エデンへの突入に参加したいかって聞かれたら、僕はどう答えると思う？　僕の意志はさておき、モニカの中での僕のイメージとして」

『千パーセント、穢歌の庭エデンの突とつ入にゆう部隊にって答えると思ってますでしょうね』

　そう、彼女は間違いなくそのつもりで聞いてくる。

　事実間違ってない。

　そもそも穢歌の庭エデンへの突入を皇姫に申し出たのが自分だったからだ。

　──本当は、皇姫にも僕一人で行くっていう意味で言ったんだけど。

「まさか、こんな大がかりな部隊編制になるなんて思わなかった」

『察してあげてください。皇姫サラにとっても穢歌の庭エデンの浄じよう化かは悲願なんです。彼女はね、穢歌の庭エデンの浄化に自分の人生のほとんどを捧ささげて生きてきました。あなたに託たくすしかないとわかっていても、それを黙だまって見てるだけというのはできないんですよ』

「…………そっか」

『それに、やっぱりシェルティス一人が穢歌の庭エデンに潜って、かつ最深部を目指すというのは難しいと思うんです。幽幻種がどれだけ群れて襲おそってくるかもわからないし、異篇卿の妨ぼう害がいだって予想するべきです』

「うん、それはイリスの言うとおりだと思う」

　穢歌の庭エデンの深部で目にした光景がある。

　浄化された大地。

　穢歌の庭エデンに沈しずんだ千年前の大陸が、氷結鏡界によってほとんど浄化されていた。それは間違いなく皇姫サラと過去の巫女たちが成した功績だ。

　──だが結界は、すでに限界を迎むかえている。

　千年という気の遠くなる歳さい月げつをかけてなお、穢歌の庭エデンの浄化には時間が足りなかった。

　ここで必要になるのがサラの後こう継けい者しやだ。

　これは禁断水晶アマリリスに接せつ触しよくして力を得たユミィが、その適格者ということだけはわかっている。彼女が皇姫になりさえすれば、再び氷結鏡界を紡つむぎなおすことができるだろう。

　……そのかわりユミィだけが。

　……たった一人で何百年という期間、塔の頂上で祈いのり続けることになる。

　それを黙って受けいれることができるかどうか。

　──絶対にごめんだ。

　それこそが、自分が穢歌の庭エデンの最深部に向かう決意を固めた全てだった。

『シェルティス？　シェルティス大だい丈じよう夫ぶですか？』

「あ、ご、ごめん。ちょっと考え事してた！」

　イリスの問いかけにはっと顔を上げる。

『さっきのモニカの件ですが』

「ま、まあね……彼女に見つかったらきっと聞かれると思うんだ。穢歌の庭エデンへの突入に参加するかって」

『確実に聞いてくるでしょうね』

「だけどやっぱり、穢歌の庭エデンに突入するメンバーは本当に少なくていいんだ。最深部に僕一人を送り届けてくれるだけの人数でいいから」

　モニカたちの実力を軽視してるわけではない。

　穢歌の庭エデンに突入する数を増やせば、それだけ天結宮ソフイアの防衛に回せる人数が少なくなる。穢歌の庭エデンの最深部に到とう達たつできたとしても守るべきものが壊かい滅めつしてしまえば意味がない。

「できるだけ多い人数でこっちを守ってほしいからさ」

『そう言いきる根こん拠きよというのは、例の、穢歌の庭エデンの最深部でシェルティスの第七真音律エデン・コードが発動すると穢歌の庭エデンが消しよう滅めつするというものですか』

「……そうだね」

　穢歌の庭エデンの深部で明かされたことだ。

　自分が沁力を失って魔ま笛てきを宿した三年前の真実──




〝お前は穢歌の庭エデンを堕おち続けた〟

〝既すでに穢歌の庭エデンの深部に到達していたお前の落下は、幽幻種たちの猛もう追ついをもってしても追いつくものではなかった。封ふう印いんされている禁断水晶もそれを見守ることしかできなかった。そしてたどり着いたのだよ〟

〝セラの悲ひ哀あいが眠ねむり続ける最深部。真なる穢歌の庭エデンへ〟




　穢歌の庭エデンの深部で見つけた、魔笛が浄化された清せい浄じようなる大地。

　そこで出会った黄ア昏マ色デのウ竜ス。

　セラの虚きよ像ぞうの実像オリジナルであると、竜りゆうは自らそう名乗った。




〝お前の命を蝕むしばんでいるのが魔笛なら、お前の命を繫ぎとめているのも魔笛〟

〝セラの意志がお前の命を救ったのだよ〟

〝なぜならお前は、授傷の獣きずだらけのけものですら到達できなかった穢歌の庭エデンの最深部にたどり着いた到達者だったから。セラは眠りの中で、お前という唯ゆい一いつの理解者の存在を知った〟




「僕が穢歌の庭エデンに行くって言えばモニカたちも一いつ緒しよにって話になる。でもモニカたちには、できれば浮遊大陸に残っててほしい。じゃあ行かないってごまかして言っておけばいいかっていうと──」

『逆に怪あやしまれるでしょうねえ。たしかに、いまさらシェルティスが穢歌の庭エデンの突入に躊ちゆう躇ちよする理由がありません。むしろ尻しり込ごみする後こう陣じんを引き連れて、率そつ先せんして進む役に名乗り出てもおかしくないくらいです』

「だろ？　だからウソついても面倒くさいだけだから」

『それでどう答えるわけにもいかず隠れんぼ……むぅ。理由はわかりましたが、何かこう、もっといいアイディアはないんですか？』

「それがあったら僕も苦労はしないって」

　これ見よがしに溜ため息いきをつき、肩かたをすくめてみせる。

　そう……

　全すべてを伝えることができたなら、どれだけ楽になれるだろう。

　誰にも伝えられずにいるもう一つの事実。イリスやユミィ、モニカ、皇おう姫ひサラにすら伝えられずに残ってる秘密の結末──

　全ての魔笛を崩ほう壊かいさせるということの意味。

　……モニカから逃にげてるのも。

　……僕が心の奥で、万が一にでもそれを追つい及きゆうされるのを恐おそれてるから？




〝穢歌の庭エデンを崩壊させる魔笛の解放序詞は、お前に宿った第七真音律エデン・コードだ。あの旋せん律りつそのものが、全ての魔笛に通じる鍵かぎとなる〟

〝全ての魔笛と幽ゆう幻げん種しゆと、そして──〟

〝お前自身をも消滅させるというのだな？〟




　穢歌の庭エデンの最深部にたどり着くことが第七真音律エデン・コードの発動条件。

　穢歌の庭エデンと、そこにうずまく魔笛の全てが消滅する。

　禁断水晶は解きはなたれ、皇姫と五人の巫女もその責務から解放される。

　──それと引き替かえに。

　──三年前に僕の命を繫つなぎとめたセラの魔笛も消滅する。

「…………」

『シェルティス？』

「いや、なんでもないよ……」

　首をふってシェルティスは息を吐はいた。

　それだけじゃないか。

　たったそれだけの代だい償しようでユミィを救える。彼女が皇姫の地位を継けい承しようして、この先も何百年と結界を守り続けなければならない未来なんて僕は見たくない。

　逆に言えば、それ以外に彼女を救う方法なんてない。

　だから僕は────

「……やっぱりやめよう。考え始めるとキリがない」

『？』

「ううん独り言。とにかく隠かくれんぼは続行。夜になったらどうにかレオンに話をつけて、穢歌の庭エデンに突入する部隊に入れてもらおっか」

『明日あしたになってモニカにどう隠れんぼを説明するかだけが問題ですね』

「お腹なかが痛くてトイレに籠こもってたで押し通すよ」

『理由作りは任せます。しかしずっと隠れんぼで隠れてるのがこうも退たい屈くつだとは……』

「我が慢まんしてよ。あともう一ひと頑がん張ばりなんだから」

　瞬またたく機械水晶イリスにそう言って、シェルティスは再び通路の隅すみに身を潜ひそめた。
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　天結宮ソフイア21階。

　巨きよ大だいなフロアを百近い小部屋に区切った会議専用フロアだ。

　扉とびら前には電子認にん証しよう装置つき。部屋と部屋の間は厚みのある壁かべによって遮しや断だんされ、大声でいくら怒ど鳴なっても隣となりには響ひびかない。

　その一つで──

「あやしい、あやしすぎる！」

　頑がん丈じような壁に拳こぶしを叩たたきつけてモニカは叫さけんだ。

　鮮あざやかな桜色の長ちよう髪はつを後ろで結ゆわえた姿が印象的な少女だ。

　青みがかった灰色の双そう眸ぼうに、物静かなで怜れい悧りな雰ふん囲い気きのまなざし。沈ちん着ちやく冷静。そんな言葉がよく似合う。

　そのはずが、今のモニカは声を荒あららげて興奮に肩をふるわせていた。

「これだけ探してるのになぜシェルティスが見つからない!?　おまけに通信にも出ないだなんて」

「だーからよぉ。ほっときゃ勝手に涌わいて出てくるっての」

　部屋の隅からアクビ混じりの声。

　その出所は、ソファーをベッド代わりにして横たわる金きん髪ぱつの青年からだった。

「何なら部屋の前にリンゴの汁しるかハチミツでも塗ぬっておけ」

「……虫じゃあるまいし」

「なげぇトイレかもしれないだろうが」

「ヴァイエル、少しは真ま面じ目めに考えてくれ。もうかれこれ二時間は探してるんだ」

　疲つかれをにじませながらモニカは首を横にふった。

　屋外訓練場、塔とうの地上階、そして候補生宿舎。

　シェルティスが立ち寄りそうな場所は片かたっ端ぱしから立ち寄ったし、途と中ちゆうで会った知りあいや教官にも聞いてみた。なのに結果はこのザマだ。

「目もく撃げき情報一いつ切さいなし。となれば考えられる可能性は二つに一つです」

　部屋の中央で、一人落ちついた様子で呟つぶやくのは小こ柄がらな少女だった。

　華宮。

　肩に届く位置で切った暗緑色の髪かみに、真横にツンと伸のびた耳が特とく徴ちよう的。そんな彼女が、突つきだした右手の指を二本立ててみせる。

「塔の外にいるか。あるいは意図的に隠れているか」

「……一応、まだ塔で見てないフロアもあるぞ？　そっちの可能性は？」

「それは意図的に除外しました。あとで言げん及きゆうしますが、今はひとまずこの二択たくです」

　言葉に自信をにじませる彼女。

　華宮がここまで言うのだ。何らかの根拠なり考えがあるのだろう。

「それで？」

「はい。それでモニカ、先の二つならば、あなたはどちらだと思いますか」

「そう言われてもな……」

　その場で腕うでを組んでしばらく黙もつ考こう。

「塔の外にはいないと思う」

「理由は？」

「皇姫様から待機命令が出ているのが理由だ。いつどんな命令が出るかもわからないのに、それを放ほうりっぱなしにして出かける奴やつじゃない。ヴァイエルだって今日は早々に昼ひる寝ねを切り上げたというのに」

「俺が切り上げたんじゃなくて、てめーらが部屋に押しかけてきたんだろうが。ああくそ、まだねみぃってのに」

　ソファーに寝ころぶヴァイエルが怒いかり混じりの呟き。

「それは仕方ない。シェルティスが見つからないんだ、じゃあお前もいないのかと思って確認しにいくのは当然だ」

「いないわけねぇだろうが。逆に言えばだぜ、こんな事態に姿が見えねぇっつぅことはよっぽど何かあるんだっての。通信機にも出ないんだ、何か理由があるだろ」

「それはそうなんだが……」

　自分の通信機を取りだし、モニカはそれをじっと見下ろした。

　まだ彼からの返信はない。

「でも弱ったな。シェルティス抜ぬきで話を進めるわけにもいかないし」

「……あぁ、朝から幹部連中が大おお騒さわぎしてる件か」

　面めん倒どうくさげな表情でヴァイエルが身を起こす。

「候補生にとっちゃどうでもいいだろ。要は穢歌の庭エデンに乗りこんで黒毛玉と殴なぐり合うか、こっちで黒毛玉と殴り合うかの違ちがいだけだ。どっちだって腹くくりゃいいんだよ」

「候補生にとっても大きな問題だ」

　テーブルを挟はさみ、モニカは華宮の対面の席に腰こしかけた。ほらお前も座れ──手招きして、寝ころぶヴァイエルを呼び起こす。

「まず戦う環かん境きようが違いすぎる。浮ふ遊ゆう大陸か穢歌の庭エデンか。一度行ってお前も体感したはずだ。あの場所は人が居続けられるところじゃない。結界系の術式で大気中の魔ま笛てきを浄じよう化かしないと息すらままならなかったじゃないか」

「敵の戦力もです。おそらく深部に潜もぐれば潜るほど敵の個体数が増えるし、強い個体と相まみえる可能性が高い。さらに言えば無事に戻もどってこれる保障があるのか」

「それだよ」

「どれですか？」

「その、戻ってくるってのに決まってんだろ」

　テーブルに頰ほお杖づえをつくヴァイエル。

「戻ってくる時ってのは任務を成功させた時だ。そもそもなぜ急に、お偉えら方がたは穢歌の庭エデンに突とつ撃げきなんて決定をした？」

「お偉方ではないだろう。命令の出所は一つだ」

　皇姫サラ。

　塔のこれだけに影えい響きようを与あたえる決定は彼女にしか許されない。塔の管理を司つかさどる各局局長級の事前承認もなかったに違いない。

　……でなければ塔の事務員がこうも慌あわてている理由がつかない。

　……たぶん、本当に急な決定だったんだ。

「事情があったんでしょうね。サラ様とはつい先日に２９１階でお会いしましたが、聡そう明めいな印象の方でした。一時の感情や情勢に流されて軽はずみな決定をされる方ではないように見えましたよ」

　ヴァイエルと対照的に、こちらは几き帳ちよう面めんに両手を膝ひざの上にのせた華宮。




〝ではあらためて、護士候補生モニカ〟

〝あなたと、あなたの部隊をわたしの護衛に指名します。ついてきてください〟




　穢歌の庭エデンからシェルティスとユミィを救出した時だ。

　二人を助けるために２９１階までたどり着き、皇姫の力を借りた。あの時はまさか皇姫本人が動いてくれるとは夢にも思っていなかったけれど。

「推測ですが、あの時点では、皇姫様にとっても今回の命令を出す未来は想像できていなかったのではないでしょうか」

「？　それはなぜだ？」

「あの時はシェルティスとユミィ様を助けるのが目的でした。ですが、今回の穢歌の庭エデンへの突とつ入にゆう命令が見込めていれば話は違ったと思うのです。それこそ最初から今回のように大部隊を計画して穢歌の庭エデンに突入して、そのついでにシェルティスとユミィ様を救出すればいいんです。そうすれば穢歌の庭エデンに行くのも一度で済んでいました」

「なるほどな……」

　つまり今回の件は皇姫にとっても想定外の事象が起きた。それが直接の理由となって、穢歌の庭エデンへの突入を決意したと考えるのが妥だ当とう。

「それで最初の話に戻りますが、モニカが言ったとおりシェルティスが外出している可能性は低い。塔のどこかに隠れているのでは、というのが私の結論です」

「さっきの二択の話か」

「はい。塔の上層フロアにいる可能性も考えたのですが、彼、千せん年ねん獅しやら巫み女こ様には顔が広いですが正護士にはそうでもなさそうですからね。ちなみに、上層フロアの人たちはとっくに部隊わけの段階に入ってます。シェルティス個人と悠ゆう長ちように話していられる暇ひまはないはずなんです。さらに言えば私が塔とう内ないに設置してる私設モニターにも彼の姿は映ってない。彼が昇降機エレベータを使った形けい跡せきすら見あたらないんです」

「…………」

　フロア間の移動は非常階段を使ってか？　いや、だとすれば高層階へのフロア移動は手間だ。わざわざそうする意味もない。

「ね？　もう隠れてるくらいしか考えられないんです」

「だけど誰だれから」

「さあ？　ですが彼単独で隠れんぼする理由がありません。まず上層フロアの誰かが何らかの意図をもってそうさせたんでしょうね。個人的にその背景が気になりますので、夜を待って待ち伏ぶせしましょう。というわけでモニカ、さあ選んで」

「選ぶ？」

「はい。このリストの中から一人だけです」

　懐かい中ちゆうから員章を取りだす華宮。そこの裏面に埋うめこまれた液えき晶しよう画面を何やら操作して、彼女はそれをこちらに手て渡わたしてきた。

「モニカがこれはと思う人のフロアで、夜に待ち伏せです」

「……こういう人選か」

　表示された名前は全部で十人近くある。

　予想できた名前もあれば予想外の人物の名前まで。

「でも、それならシェルティスの部屋のある11階で待ち伏せは？　中央昇降機エレベータのあたりで見張っていれば」

「甘いですねモニカ。私なら非常階段を駆く使ししますよ？　たとえば、すでに10階に隠かくれていたらどうします。私ならその10階から非常階段で12階まで昇のぼって、そこから中央昇降機エレベータで上層フロアに移動しますね。ほら、11階のどこで見張ってたってダメでしょう。彼が夜中に訪おとずれそうな相手を絞しぼって、その部屋の周りを重点的に見張ってないと」

「さ、さすが華宮……」

　趣しゆ味みは人間観察と尾び行こうというだけあって、この類たぐいの立ち回り予想と対策は見事としか言い様がない。

「そうなると完全に勘かんだな、シェルティスが誰のところに行くのか」

「そこはモニカの日ひ頃ごろの注意力が試ためされますね。普ふ段だんからどれだけ彼の細かい仕草や表情まで観察しているかです。自信のほどは？」

「自信っ!?　い、いきなりそう言われても」

　真顔でそう聞かれ、思わず目線をそらしてしまった。

「私がしていることといえば……ええと……せいぜい遠視で彼の部屋をちょっと確認させてもらっているくらいだぞ。いやその……なんだ……寝ね顔がおというか……様子が気になってというか。それも数日に一度だし……二夜連続の時もあるけど……」

「……意外に盗とう撮さつの才能がありそうですね」

「そ、そんなことはないっ！」

「気をつけてくださいよモニカ。沁しん力りよく術式の悪用は厳げん罰ばつです。特に遠視での覗のぞき見は、覚えたての巫女見習いが陥おちいりやすい誘ゆう惑わくだと聞きますから」

「ふふん、なんだ。それなら心配ご無用だ」

　自信に満ちた口調でそう答え、モニカは胸を張ってみせた。

「なぜなら私は護士だ、とっくに巫女見習いじゃないから問題ない」

「…………」

　けれど、なぜかそれを聞いた華宮の表情がいっそう冷たくなる一方で。隣となりに座っていたヴァイエルにいたっては大きく溜ため息いきまでつく有り様だ。

「……いますぐ精神内科に運んだ方がいいかもしれませんね。これは重症です」

「ち、違う!?　私は真ま面じ目めに部隊長として──」

「その歪ゆがんだ正義心が誤った行動を正当化させてしまう。ええ、一部の変質者に見られる傾けい向こうに見事あてはまってますよ。ね、ヴァイエル？」

「ったく、生き真面目な奴にかぎって盗撮やら痴ち漢かんに走るからな。手に負えねぇよ」

「だから違うと言っているじゃないか!?」




　　　　３




　深夜零時十五分。

　天上を蒼あおく染めていた色が黒一色に塗ぬりつぶされた夜ふけ。あれほど騒さわがしかった塔内も、いまは廊ろう下かを歩く人ひと影かげもまばらになっている。

　天結宮ソフイア２８７階。

『赤外線分析サーモグラフイによる感知なし。非常扉とびらの周りには誰もいません』

「……よし、っと」

　小さくうなずき、シェルティスは金きん属ぞく扉とびらを押し開けた。

　なるべく静かに。まず人と会うことのない非常扉を選んだけれど、物音を立てれば誰に気づかれるかわからない。

「レオンと春蕾シユンレイは一いつ緒しよだと思う？　ユミィは……」

『昼間のうちは巫女も千年獅も互たがいに忙いそがしかったはずですからね。夜に打合せというのは考えられます。ユミィはどうでしょう。こっそり会いに行きますか？』

「…………」

　通路の壁かべに手をついた姿勢で立ち止まる。

「……実はさ、こんな時だけど少しほっとしてるかもしれない」

『それはどういう意味で？』

「ユミィが考え直してくれるキッカケになったらって」




〝わたしが……サラ様から皇おう姫ひの地位を受け継つげばいいの〟

〝だって……穢歌の庭エデンに逃にげた異い篇へん卿きようを追うなんてできないよ。捕つかまえられるかもわからない。それに、ごめんね黙だまってて。今のサラ様の結界はもう保もたないの〟




　昨日までのユミィは、もう決意を固めかけていた。

　自分が新しい皇姫になる。

　そうすれば苦しいのは自分だけ。穢歌の庭エデンに堕おちていった空白イグニドを追う必要もないし、氷結鏡界が崩ほう壊かいする心配もいらないと。

　──でも、それじゃ終わりにならない。

　──また始まってしまう。千年前と同じ事をもう一度くり返すだけだから。

　それがどれだけ辛つらいことか皇姫だけが知っていた。




〝託たくしていいですか？　あなたに、この浮ふ遊ゆう大陸の全すべてを託していいですか？〟




　泣きそうな表情だった。

　守って、守って、守り続けて、最後に……皇姫は僕たちに「それ」を託してくれた。できることなら、彼女はきっと最後まで自分が守りぬきたかったはずなのに。

　それがどれほどの決意であったか。

「あの皇姫が、結界を守ることじゃなくて穢歌の庭エデンに突入することを選んだんだよ。誰より驚おどろいてるのが巫女だと思うんだ」

『そりゃそうですよ、寝ね耳みみに水だと思います』

「だから、これがユミィの転機になれば……って」

　もしも穢歌の庭エデンへの突入が失敗に終わってしまったとしてもだ。皇姫の今回の決断が、ユミィの考え直すキッカケになってくれると信じたい。

『なるほど。そういうことなら、ユミィにも心を落ちつかせる時間が必要かもしれません。シェルティスの言うとおり今晩会うのはレオンだけにしましょう』

「そういうこと」

　ユミィの部屋から離はなれる方へ。

　そのまま通路を進んだ目の前がレオンの部屋。その奥が春蕾の部屋だ。

「問題はレオンが部屋に戻もどってるかどうかだけど」

『それ11階から上がってくる時に三回も確かく認にんしたじゃないですか。在室情報が間ま違ちがってないかぎり大だい丈じよう夫ぶですよ』

　レオンの部屋の前で深呼吸。

　と、ぶ厚い機械扉の方がひとりでに両開きで開いていって。

「え？　てか、まだ何も──」

「…………」

　扉のすぐ奥に立つ銀ぎん髪ぱつの青年。

　目鼻立ちのはっきりとした白はく皙せき。鋭するどい刃は物ものを想起させる眼光に、極限まで鍛きたえあげられた長身の肉体はどこか獅し子しのそれを彷ほう彿ふつとさせる。

「遅おそかったな。お前が一番最後だ」

「……はい？」

「とにかく入れ。俺と春蕾もだが、小一時間は待たされた身のことも考えろ」

「え、ちょっと待ってよレオン!?　何がどうなってるのさ！」

　返事も待たずに進んでいくレオンを追いかける。

　千年獅のために用意された個室。候補生のものとは比べものにならない広いリビングで、絨じゆう毯たんのうえに正座しているのは黒くろ髪かみの巫女だった。

「あ、やあ春蕾」

「……こんばんは」

　いつもの着物調の法ほう衣い姿である彼女が、リビングの真ん中の方を指さした。

　そっちの方へと目をやって。

『なるほど、こういう展開ですか』

　真っ先に声を発したのは機械水晶イリスだった。

『読まれてましたねえ私たち。いや、向こうの方が一手上でした』

「……まあ、ちょっとだけ覚かく悟ごはしてたけどさ」

　リビング中央のテーブルにそって座る候補生三人。

　腕うで組ぐみし、なぜか目をつむったままのモニカ。その隣には機メ械ツ帽トをかぶった華宮がいて、最さい奥おうには眠ねむそうな不ふ機き嫌げん面づらのヴァイエルだ。

「いい勘ですよモニカ。サラ様、ユミィ様との三択たくでしたがアタリを引きました」

「ああ。まあユミィはないだろうとは思ってた。どうせ今回の出しゆつ撃げきに関しての相談事だと予想はできていたからな」

　目をつむったままうなずく部隊長。

「…………で、シェルティス」

「うっ!?」

　ぎろりと、片目だけを開いたモニカに睨にらみつけられた。視線は氷のように冷たいのに口元には不敵な笑えみが浮うかんでいる。

　……やばい。

　……これ完全に頭にキてる時のモニカだ。

「隠かくれんぼは私たちの勝ちだ。当然、負けた方には相応の代だい償しようがある。わかっているな？」

「……はい」

「よし。素す直なおに話すなら叱しかるのは後回しにしてやろう」

「結局叱られるんじゃん!?」

「当然だ」

　頰ほおを膨ふくらませて答えるモニカ。それでも両目を開けて腕組みをほどいてくれたのは、ひとまず話を聞いてからという判断に落ちついたからなのだろう。

「私や華宮、ヴァイエルにも秘密で何をコソコソしてたのか。レオン隊長にも確認したが、事前にお前からの話もないというじゃないか」

「いや、だってレオンに話しようにも昼間は急がしそうじゃん」

「それはその通りだな」

　春蕾が正座する間近のソファーに腰こしを下ろすレオン。

「……レオン、お茶は？」

「今はいい。それよりメイメルに呼ばれたんだろう？　こっちは平気だから行ってこい」

「……うん」

　立ち上がり、こちらに目配せしてから春蕾が退室。その後ろ姿を見送って、華宮が静かに口を開いた。

「シェルティス、あなたの話の前にこちらの話をしましょうか」

「というと？」

「簡単な経けい緯いです。要は、昼間にどこを探してもあなたがいないと。それで、これは夜を待っているのではと推察しました」

「正解……。もう何にも補足いらなそうだね」

「それは何より。あとはモニカの勘かんでレオン隊長に目星を立てて、部屋の手前であなたを待ち伏ぶせしていたわけです。そこまでは計画通りだったものの、当然といえば当然ですが、レオン隊長の部屋にいた春蕾様の遠視で、このフロアに私たちが来ていることがあっさり見つかってしまったと」

　それで三人ともレオンの部屋にいたわけだ。あとは僕がこのフロアに来る前に、レオンを含ふくめた四人で情報交こう換かんをしていたと。

「とはいえだ、今朝に皇姫からあの命令が下されたんだ。お前が俺のところに来た理由も大方予想はついている。なにしろ候補生は原則、穢歌の庭エデンへの突とつ入にゆう部隊には回されないとのことだしな」

『さすがレオン。こちらから話すことはありませんね』

「しかしだ。お前のことだから考えあってのことだというのはわかるが、モニカ部隊長がお前の動向を不安に思うのも無理はない」

「……うん」

　……それはそのとおりだ。

　こういう時、レオンはたとえ親しい仲だったとしても露ろ骨こつに仲間を庇かばうようなことはしない。自分が正しいと思ったことを率そつ直ちよくに告げるのみ。

　だからこそ、その発言一つ一つが部下からも厚い信しん頼らいを受けているのだ。

「一人で行く気だったのか？」

　椅い子すに腰かけたモニカが前のめりにこちらを見上げる。

「穢歌の庭エデンに。私たちを置いて、お前一人で行く気だったんだろう」

「……それは」

「理由も察しはつく。穢歌の庭エデンへの突入は危険極きわまりない。お前の一存で部隊を窮きゆう地ちに追いこむような真ま似ねはしたくなかった。そうだな？」

「…………」

　お見通しだと言わんばかりのモニカの口ぶり。

　……きっと。

　……ここで無理やりごまかしてもすぐに矛む盾じゆんができちゃうんだろうな。

　不幸中の幸いがあるとすれば、一人で穢歌の庭エデンに行きたいという目的こそ知られても、その理由までは誰だれにも知られずに済むということだ。

　本当の理由……

　第七真音律エデン・コードの発動で穢歌の庭エデンが消しよう滅めつした後に待っている結末だけは、今もまだ誰にも言える気がしない。

「お前が来る前にレオン隊長と少し話をした」

　テーブルに両りよう肘ひじをつくモニカ。

「さっき私も知ったことだが、錬れん護ご士しと正護士で構成される部隊はすでに編制が完かん了りようしているらしい。ここに候お補ま生えが急きょ入った場合には編制の組み直しが必要になる。穢歌の庭エデンへの突入と言っても行動単位は小隊が基本。つまりお前が入るべき小隊が必要になるだろうとレオン隊長は教えてくれた」

「……うん」

「そして、お前の部隊は目の前にある」

　そう告げるモニカの言こと葉ば遣づかいは穏おだやかだった。

「聞けば、正護士と錬護士すら今回の編制は申告制だったそうだ。危険を冒おかして穢歌の庭エデンに向かうことを選んだ者だけで穢歌の庭エデンに行く。私は、そこにはたくさんの理由があると思うんだ。自分がやらねばという義務感だったり、憎にくい敵に反撃したい、鍛えた実力を発揮したい、実際にはもっと複雑な理由もたくさんあるだろう」

「そうだね」

「だから私も、お前がどんな理由で穢歌の庭エデンに向かうのかは聞かない。聞かないが、もうそれだけで私には十分すぎる理由ができた」

「…………」

「お前がいくから私も行く。それが私の理由だ」

　彼女の声がすっとリビングに拡ひろがり、そしてわずかな余よ韻いんを残して消えていく。

「んな大した話じゃねえよ。ちっと前にも行って戻ってきたばかりだろうが。ビビるんならその時にビビってるっつぅの」

　二の句を継ついだのは、椅子の背によりかかったヴァイエルだった。

「黒毛玉どもの巣で黒毛玉と戦うか。天結宮ここで黒毛玉と戦うか。それだけの違いだ。小難しく考えすぎなんだよ、てめぇはよ」

「私も同感ですよシェルティス」

「……華宮」

「と言っても、私は皇姫様から任された人型機械体アンドロイドの修復作業がありますので。ま、さっさと終わらせて駆かけつけますのでご安心を」

　膝ひざに機マ械キ珠ナを抱かかえながら、華宮。

「穢歌の庭エデンでのデータ収集は終えています。なにせ一度無事に生せい還かんした場所です。今さら油断するつもりはありませんが、過か剰じように恐おそれる必要はないでしょう」

「というわけだ。それでもお前は一人を望むか？」

「…………」

　モニカ、華宮、ヴァイエルそしてレオン。四人の視線を感じながらシェルティスは天てん井じようを見上げ、そしてゆっくりと息を吐はいた。

　──わかっていた。

　モニカも華宮もヴァイエルも迷わない。

　自分が穢歌の庭エデンに行こうとすれば必ず同行を進みでてくれるだろうと。

　そして、もしもそうなったら、自分はきっと断ることができないこともわかってた。

　断るのが気まずいからとかじゃない。純じゆん粋すいに、目の前の三人が自分にとって本当に心強い存在になっていたから。

　……穢歌の庭エデンに堕おちた僕を助けに来てくれた時から。

　……僕の中で……こんなにも、三人が心強い存在になっているから。

　だから、断ることができないとわかってた。

「モニカ」

　彼女の目をまっすぐに見つめ返して。

「……ごめん、僕が間ま違ちがってた」

「バカ、最初からそう素直に相談しに来てくれれば早かったんだ」

　そう言い返すモニカが照れかくしに咳せき払ばらい。

『というわけでレオン、お待たせしました』

「ああ。では推すい薦せんは俺から出しておく。モニカ部隊長をはじめとする小隊四人、俺の指揮下で正式に──」

「その話、待った！」

　レオンがそう言いかけた時だ。

　通路奥の扉とびらが開いて、日焼けした褐かつ色しよくの肌はだをした少女。

「爛ラン？　どうしたこんな夜ふけに？」

「よー。実はさっきまでメイメルと話してたんだけどさ、今回の件、候補生は基本的にコッチ側の守備に回すって話だろ。だけど候補生にも部隊経験の豊富なのがいるわけじゃん。そういう奴やつら探して、個別に声かけてきた方がいいんじゃないかって話が出てたわけ。部隊編制も一段落してオレも少し時間が空いたしな」

　亜あ麻ま色の髪かみを乱雑に切ったボーイッシュな少女。

　悪戯いたずらっぽい笑みに大きな瞳ひとみといい、どこか猫ねこを思わせる顔だちが印象的だ。服装は重じゆう厚こうなコート姿のレオンと対照的に軽装だが、その半はん袖そでジャケットには千せん年ねん獅しの証あかしである獅子の刺し繡しゆうが覗のぞいている。

「で、どうお前ら。ウチ来ない？　メイメルも歓かん迎げいって言ってたぜ」

「……ひょっとして僕らのこと？」

　真正面から指さしされて、シェルティスはモニカと顔を見合わせた。

「そそ。シェルティスのことは俺もメイメルも知ってるし、そこのモニカって部隊長も元は巫み女こ見習いだろ。穢歌の庭エデンに突つっこむんなら沁しん力りよく術士は欲ほしいんよ。というわけでほらこれ、実はもう推薦状まで用意してあるから名前だけサインを──」

「待て待て、爛、それは聞き捨てならないな」

　推薦状を掲かかげる爛の前に立ちはだかるレオン。

「モニカ部隊長はじめシェルティスたち四人は、すでに俺の指揮下を予定している。悪いが候補生なら他をあたるんだな」

「でもお前、まだ推薦状も何も用意してねえんだろ？　こんな事態にそんな悠ゆう長ちようなことでいいのかよ。事は一刻を争うんだぜ。つまり推薦状を先に用意しているオレの早い者勝ちってわけで──」

「そうか。それは気が合うな」

　カツッ、と硬こう質しつな靴くつ音おとが爛のすぐ後ろから。

　現れたのは、両目を漆しつ黒こくの遮眼帯ブラインダーで覆おおった女性だ。

　成人男性にも並ぶ長身の首から足先までを迷めい彩さい柄がらのスーツで包み、上着として膝ひざ下したまでのロングコートを羽織っている。

「おぉ？　ホルン、どした？　お前が別のフロアに降りてくるの珍めずらしいじゃん」

　物もの珍めずらしそうな表情で真横の同どう僚りように声をかける爛。一方で、そう言われた方はじっとこちらを見つめながら。

「ちょうど話題に上がっていた件だ」

「ん？　候補生の推薦の件？」

「そうだ。早い者勝ちということならば私に分ぶがあったようだな」

　そう告げる彼女の手には四枚分の推薦状。しかし爛のものと違うのは、こちらの四枚にはもう朱しゆ色いろで受付印が押されているということだ。

「モニカ・イスペラント部隊長含ふくむ四名、先の古代幽ゆう幻げん種しゆ『Ｓベクター第八種』討とう伐ばつの件における活かつ躍やくは評価に値あたいする。よって皇おう姫ひによる穢歌の庭エデン突とつ入にゆう計画、私の指揮下での参戦を決定した」

「あ？　おいちょっと待て。なに勝手に決めてんだよ。だからサインもらいに来たのは俺の方が先であってだな」

「あいにくと私名義での推薦は完了している。本人承しよう諾だくなど二の次だ」

「きたねぇっ!?」

「この事態に本人確かく認にんなどしていられるか。というわけでモニカ部隊長はじめ──」

「待てホルン、そして爛もだ」

　推薦書を手にする彼女を前に、再びレオンが立ちはだかった。

「大事なことを忘れているようだな。お前たちの言う早い者勝ち理論、さらに本人承諾すら二の次というのであらば、そもそも塔とう法第十四条に規定する緊きん急きゆう命令に基もとづき推薦書の提出すら不要と言える」

「ほう？　それで何が言いたい」

「簡単な話だ」

　遮眼帯ブラインダーごしに強きよう烈れつな視線を送るホルン。

　その視線を受けるレオンにいたってはまったく動じた様子もなく、挙げ句の果てには軽く肩かたまですくめてみせて。

「何を隠かくそう、実はこの四名には昨日の時点で話をしてあった。ちょうど今から俺の部屋で作戦会議をするところだったわけだ」

「ウソつけっ！」

「下らん。そんなこじつけ話を誰が信じる」

「先に強ごう引いんな理り屈くつを持ちだしたのはお前たちだ。シェルティスの部隊は俺の指揮下で行動する。ここに本人たちが来ていることが何よりの証。本人たちの意思確認ができたのであれば推薦書など必要ない」

「はぁ？　だから推薦書は必要だっての。これは組織行動だぜ。俺らはわかっても部下がが混乱するだろ。誰が誰を推薦すんのかも確認とれねぇだろうが。なあホルン？」

　爛にそう問われ、ホルンが力強く首しゆ肯こうしてみせる。

「その通りだ。そして推薦書の提出は早い者勝ち、つまり私の勝利となる」

「いやいや、だから候補生の意思確認を飛ばしたらダメだろ。なあレオン？」

　爛にそう言われ、今度は真正面のレオンが頷うなずいて。

「その通りだ。そして何よりも優先されるのが候補生の意思。四人が俺の部屋にいる以上、推薦書などなくても合意は明らか。つまり俺の勝利だ」

「はぁ？　だから推薦書は必要だっての。これは組織行動だぜ。俺らはわかっても部下が混乱するだろ。誰だれが誰を推薦すんのかも確認とれねぇだろうが。なあホルン？」

「その通りだ。そして推薦書の提出は早い者勝ち、つまり私の勝利となる」

「いやいや、だから候補生の意思確認を飛ばしたらダメだろ。なあレオン？」

「その通りだ。そして何よりも優先されるのが候補生の意思。四人が俺の部屋にいる以上、推薦書などなくても合意は明らか。つまり俺の勝利だ」

「はぁ？　だから推薦書は必要だっての。これは────」

　同じ話で繰くり返し白熱し続ける千年獅三人。

　……うわ、これはひどい。

　気合いが入っているのか、それともさすがに昼間の疲つかれがあるのか、話が延々ループし続けているのにも気づいてない。

『あ、これ終わらないパターンですよ。三人とも頭が回ってなさそうだし』

「だよね。どうするのさモニカ？」

「……私に聞くな。一応、私たちを評価してもらえることは光栄だけど」

　呆あつ気けにとられた様子で呟つぶやくモニカ。

「ただ、この三人のうちの誰かの推薦をもらわないことには……」

　穢歌の庭エデンの突入に小隊として参戦できない。

　参戦が決まらないと準備もできない。いつ皇姫からの突入命令が出てもおかしくないのに、このまま朝まで話がまとまらなかったらさすがにまずい。

『しょうがないですね、シェルティス出番ですよ』

「説得は任せたぞ」

「頑がん張ばってくださいね」

「僕っ!?」

　モニカと華宮がぐいぐいと背中を押してくる。

「あ、あのさレオン。僕らこう見えて急いでるわけで。ほら準備とか作戦とか──」

　息を吞のんで覚かく悟ごを決める。

　鋭するどい視線を飛ばしあう三人に割って入ろうとするものの、彼らはそんな自分の様子に気づいた様子もない。むしろ話は加熱していく一方で──




「うるさいっっっっっっ！」




　怒いかりに満ちた少女の声が、２８７階のフロアに響ひびきわたった。

「あなたたち、この夜ふけに何をしているのですか！」

　ぜぇはぁ、と激しく肩で息する女の子。

　通路の照明を浴びて輝かがやく水鏡色の髪に、憂うれいと儚はかなさを帯びた大おお粒つぶの双そう眸ぼう、まるでおとぎ話の妖よう精せいのように愛らしげな面おも立だちをした少女だ。

　背せ丈たけは春蕾と同じくらい。

　年ねん齢れいにしたら十三か十四かといったところだろう。服装は無地のシャツに無地のプリーツスカート姿。その幼さと服装から、塔の事務員どころか単なる迷子と思われてもおかしくない雰ふん囲い気きだ。

　が。

　そんな彼女を見た途と端たん、千年獅三人の激しい口論がぴたりとやんだ。

「……皇姫……様？」

「サラ……様？」

「皇姫様……だよな？」

　目を大きく見開いて目の前の少女を見つめる千年獅三人。

「あなたたちの大声、２９０階の私の部屋まで響いてきました」

　真っ赤に充じゆう血けつした目の皇姫サラ。

　その目元には疲ひ労ろうの隈くまが色いろ濃こく浮うきでていて、身体からだを支える両足さえ力が感じられずにふらふらだ。

「私が……私が……体力の限界だけど、穢歌の庭エデンへの突入の綿密な計画を立て……立てようとしてるのに、あなたたちと……いったら、何をそんな小さなことで言い合いをしているのですか」

「────」

「────」

「────」

「返事は？」

「……大変なご無礼をいたしました」

「……わ、わりぃ……じゃなかった。え、えっとお詫わび申し上げます」

「……軽けい率そつでした。以後、このようなことのないよう厳げん粛しゆくに受けとめます」

　レオン、爛、ホルンが順々に緊きん張ちようした表情で頭を下げる。

　ある意味、ものすごく稀き少しような場面だ。塔の絶対階級である千せん年ねん獅しが頭を下げる光景なんて見たことのある者の方が少ないだろう。

「まったくもう。威い勢せいが良いのは心強い反面、いささか思し慮りよに欠けるのがあなたたちの代の問題点ですね」

　腰こしに手をあてて胸を張る皇姫サラ。

「若くして護士としての実力は申し分なし。しかし近ちか頃ごろの若い千年獅、錬れん護ご士しもそうですがどうにも自制の精神が見受けられません。根を張った定見に欠けているようにも思えます。いいですか、理想の護士とは実力だけにあらず。すなわち礼節と知ち恵え、そして風流を解する優ゆう雅がな心を兼かねそなえているものです」

「……はあ」

「……近頃の若い千年獅……ですか」

「……努力します」

「精しよう進じんするよう期待しています。そうそう精進といえば、あなたたちから数えて四代前の千年獅の話ですが、それはそれは立派でしたよ。実力はもとより品行方正、さらには礼節、風流すべてを兼ねそなえたまさに────」

　げっそりとした表情の千年獅三人。

『……帰りましょっか』

「え、いいの？」

『気にしないでいいですよ。ああなった紗砂は二時間は止まりません。幸い本人の注意は前の千年獅三人です。こっちの様子は目にも入ってないですので、囮おとりが時間を稼かせいでる間に避ひ難なんしましょう』

　……というわけで悪い、レオン。

　……それじゃ僕ら一足先に戻もどってるから。

　モニカ、華宮、ヴァイエルの三人にこっそり目配せ。なるべく目立たぬようゆっくりと千年獅たちの真横を通過、皇姫のすぐ真横をすり抜ぬけていく。

「あ、待てシェルテ──」

「レオン、私の話を聞いていますか？」

　何やら言いかけたレオンが皇姫に睨にらみつけられて沈ちん黙もく。その間に、シェルティスはモニカたちを引き連れて中央昇降機エレベータへと走っていった。
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　天結宮ソフイア２８８階。

　２９０階の皇姫の私室同様に、一年のほとんどを塔とうで過ごす巫み女こにもそれぞれ私室が設けられている。巫女にとっては公務から解きはなたれる数少ない憩いこいの場だ。

　その部屋で──

「あれ？　なんか通路の方が騒さわがしい……？」

　リビングのソファーに腰かけた姿勢で、ユミィはふと目を瞬またたかせた。

　玄げん関かんの向こう。ぶあつい機械扉とびらによって音はほぼ完全に隔かく離りされているが、フロア内の物音くらいは遠視の沁しん力りよく術式で常に監かん視しを怠おこたらないようにしている。

「ねぇメイメル？」

「気にしなくていいわよー」

　そう答えたのは、リビング中央のテーブルに陣じんどったメイメルだ。

　淡あわい色合いのドレスを羽織った見み目め麗うるわしい長身の巫女。

　背中をこえて伸のびるエメラルド色の長ちよう髪はつは絹糸のようにさらりと流れ、こちらを見つめる灰色の双眸はおっとりと優やさしげだ。

「ちょっとサラ様が日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを噴ふん出しゆつしてるだけ。サラ様といえど人間だもの。大事な戦いを前にああやってストレス発散していただかないと。爛は運が悪かったわね」

「……？　よくわからないけど、メイメルがいいって言うなら」

　内心で首をかしげながらもソファーにもたれかかるように身を預ける。……ああ、眠ねむい。昼間にずっと動きっぱなしだったから疲労も限界だ。

　と。

「……お茶、用意できた」

「ユミィさんメイメルさん、少し休きゆう憩けいにしましょう」

　ダイニングから現れる二人の巫女。

　一人は小さな盆ぼんに急きゆう須すを載のせた春蕾。もう一人はヴィオラ・ノヴァ、こちらは巫女の第三位でホルン・ノヴァの実じつ姉しでもある。

「これ、居住区の有名なお菓か子し屋さんで買った焼き菓子です。ホルンが買ってきてくれて以来、もう大好物で。皆みなさんぜひ食べてみてください」

　にこにこ笑え顔がおで山盛りのお菓子をトレイで運んでくるヴィオラ。

　一枚布に頭を出す穴だけをあけた貫かん頭とう衣い風の法ほう衣いを着た彼女は、見た目は子供のような幼い外見と身体つきだけれど、実際にはメイメルに次ぐ年長者だ。

「ヴィオラ、いつもこんなに買ってるの？」

「ええ。ここ最近ずっと三食この焼き菓子です。おかげでホルンからはいつもお小言です。姉上、甘いものを食べたら歯は磨みがきしないと虫歯になりますって」

「……太らない秘ひ訣けつでもあるんですか」

　テーブルを埋うめつくすお菓子を前に、ユミィはこくんと喉のどを鳴らした。

　浮ふ遊ゆう大陸を守護する巫女とはいえ生身の女性である。日々の過か酷こくな修しゆ行ぎようにはどうしても体力が必要で、そのためには食事と睡すい眠みんが欠かせない。だけれど食事も過ぎればどうしたってお腹なかに脂し肪ぼうがつくわけで。

「あーら、ユミィはもっと食べていいわよ？　春蕾もそうね、あと三キロは体重をつけた方がいいかしら」

　真っ先にクッキーを口にするのはメイメル。

　そんなことを言う彼女自身は長身な上にモデル体型。それこそファッション雑誌の表紙だって飾かざれそうなスタイルだ。

「そんなこと言って油断させて、わたしと春蕾だけ太らせる気じゃ……」

「そーんなことないってば。あなたたちは知らないだろうけど、十年くらい前の巫女っていうと皆みんなふっくらしてたんだから。ねえヴィオラ？」

「はい。やはり体力を維い持じするにはどうしても一定の脂肪が必要です。こんなに線の細い巫女が集まったのは何代ぶりでしょう」

「そうよねえ。私も巫女になりたての頃ころは、それこそ先せん輩ぱい方から嫌いやというほど食事を勧すすめられたものよ。それこそ修行、食事、修行、食事の連続だったわぁ。あの頃は今より五キロは体重も重かったかしら」

　懐なつかしそうなまなざしで天てん井じようを見上げるメイメル。

　そして。

「……なーんて、こんな話ができるのも今夜が最後かしらね」

　しっとりと、どこか惜おしむような口調で彼女はそう呟つぶやいた。

「ユミィは二年、春蕾はこれで三年目になるのかしら。私がこう言うのもおかしいけれど、二人とも巫女として本当によく頑がん張ばってくれているわ。巫女見習いで研修期間を過ごしてる姿を見た時はまだまだ子供と思ってたのに」

「……そ、そうですか？　春蕾も？」

「……わからない」

　顔を見合わせるも、春蕾の方も複雑な表情ではにかむだけだ。

「そういうものよ。ねえヴィオラ？」

「巫女見習いの時期ですか、懐かしいですね」

　湯気の立つ茶ちや碗わんを両手で持ちあげながら、ヴィオラ。

「今まで、僭せん越えつながらもそれなりの期間、巫女として籍せきを置かせていただいておりました。その間にたくさんの巫女見習いを見てきて、同時に、たくさんの方が志し半ばで塔を去っていく姿も見てきました。……今だから話せる話になりますが、ユミィさんはいつもどこか寂さみしげだったし、春蕾さんはすごく弱々しく見えました。この先大だい丈じよう夫ぶなのかって不安にも思っていました。それが今はこんなにも立派になられて」

「そうねえ。春蕾はよい千年獅を見つけたのも大きかったわ。こればかりは巡めぐり合わせだもの。自分が巫女になった時、錬護士にこれと思える者がいるかどうか。そこにレオンがいたのは幸運と言うほかないわね」

「……うん」

　ほんのりと頰ほおを赤らめながらも頷うなずく春蕾。

　その光景を、ユミィは思わず息を止めて見つめていた。

　……本当に素す敵てきだよね。

　……そんな嬉うれしそうに、自信もって言える千年獅がいるっていうの。

「ユミィもね」

「わたし？」

「彼が塔に戻ってきて、見み違ちがえるくらい表情が明るくなったわ」

「彼？　わ、わたしは別に……シェルティスはまだまだ候補生だし……」

「あらぁ、私はシェルティスなんて名前出してないけれど？」

「～～～～っ!?　メ、メイメルずるいっ！」

　顔が、耳たぶまで猛もう烈れつに熱くなってるのが自分でもわかってしまった。あまりに突とつ然ぜんの悪戯いたずらに、危あやうく手にした茶碗を落とすところだった。

「いいじゃない、さっき通路が騒がしかったのだってきっとその事なんだから」

「その事って？」

「明日あした、あるいは明後日あさつてのうちにサラ様から穢歌の庭エデンへの突とつ入にゆう命令が下されるわ」

　テーブルに両りよう肘ひじをつくメイメル。

「イグニドと名乗る異い篇へん卿きようを穢歌の庭エデンまで追いかけて、そして第七天音律ソフイア・コードを取りもどす。それがサラ様の決定。第七天音律ソフイア・コードが関かかわるから巫女も動くことになる。私たちのうち二人、もしかしたら三人までは穢歌の庭エデンに向かうことを覚かく悟ごしておくべきでしょうね」

「……はい」

　イグニドと名乗る異篇卿。

　……わたしに変装して塔に侵しん入にゆうして、最上階にまで到とう達たつしてしまった。

　……そして第七天音律ソフイア・コードの譲じよう渡とまで知っていた。

　考えれば考えるほどわからない。

　第七天音律ソフイア・コードは五人の巫女、そして巫女の最終試験を経験した巫女見習いにしか知らされていない秘ひ匿とく事じ項こうのはずなのに。




〝ヴィオラに触ふれ、第七天音律ソフイア・コードを唱和する。これで結界の祈いのりは私に譲渡された。あとは私が祈りを放ほう棄きすれば、もう結界を維持することはできないというわけです〟




　そもそも自分そっくりに変装していたというのがまず腑ふに落ちない。

　レオンと春蕾、さらにはホルンまでもが一時とはいえ騙だまされたというのだ。三人の話では、本当に自分そっくりの容姿をしていたという。

　法衣だけじゃない。顔かたち、髪かみ色、瞳ひとみの色。声質に話し方まで。

　まるで鏡で映しだしたかのようにそっくりだったという。

　……そういう沁力術式があるとしたら？

　……ううん、それだったら春蕾がすぐに感知できるはずだもん。

「────」

　テーブルの下で拳こぶしを握にぎりしめる。

　わたしが、自分で確かめなくちゃいけないんだ。

　あの異篇卿から第七天音律ソフイア・コードを取りもどす責任もそうだし、その正体を突つきとめるのも全すべて自分がやらなくてはいけない。

　……だけど。

　…………だけど少しだけ怖こわい。




〝ねぇユミィ〟

〝まだ私がわからない？　本当に？　本当に私が誰だかわからない？〟




　胸むな騒さわぎにも近い悪お寒かんを感じずにはいられない。何かとてつもない秘密をあの異篇卿が握ってる。そんな気がしてならないのだ。

　わたしだけじゃない。

　わたしと、シェルティスに関わる何かとても大事な秘密。

　あの黒くろ帽ぼう子しの下の素顔はいったい────

「ユミィ？　どうかした？」

「っ！　な、なんでもないです！」

　不安が表情に出ていたのだろう。メイメルにヴィオラ、それに春蕾までもが心配そうなまなざしで自分を見つめていた。

「ちょ、ちょっと……緊きん張ちようしてきただけですから」

　精せい一いつ杯ぱいの作り笑顔で場をとりつくろった。

「心配？　そうね、気持ちはわかるわ。私だってそうだもん」

「メイメルが？」

「そんな意外そうな顔しないでちょうだい。私だけじゃないわ。ヴィオラも春蕾も、何よりサラ様が誰より張りつめていらっしゃるはずなんだから」

　ティーカップを両手に抱かかえるメイメル。

「でもこれだけは覚えておいて。突入当日、巫女わたしたちは決して不安を表に出しちゃいけない。弱音を吐はいてもいけないの」

「……心得ています」

「大丈夫よ。千せん年ねん獅しと錬れん護ご士しをふくめ、塔とうの総力をあげて護衛部隊が結成されるわ。どんな時だって必ずあなたを守ってくれる」

　千年獅は全員が穢歌の庭エデンに向かうという。

　錬護士と正護士は志願する者に限定する予定だったが、いざ招集をかけたところ予想を上回る数の勇士が名乗りを上げたと聞いている。さらには候補生もだ。教官と幹部の推すい薦せんを受けた成績上位数パーセントが部隊に組みこまれることが決まっている。

　──候補生。

　──シェルティスもだよね？

　穢歌の庭エデンの深部を誰より熟知している護士という意味でも心強い。

　そう、誰より信じてる。

　自分の命だって預けられる。それは昔から変わってなくて、むしろ今ほど強く感じる時はないだろう。

「…………」

　でも、昨日のシェルティスは何かが違ちがった。




〝塔に戻もどってきて、僕が最初に約束したこと覚えてる？〟




　昨夜のこと。

　異篇卿に第七天音律ソフイア・コードを奪うばわれた日の夜よる遅おそく。

　お互たがいにテーブルを挟はさんで向かいあって、掛かける言葉も思いつかずにただただ時間が過ぎていったあの時だ。

　別れ際ぎわに彼が言った一言は────




〝もし覚えてるなら、それだけは絶対に忘れないで。必ず、今度こそ守るから〟




　……あれはどういう意味だったの？

　昨日はそればかりが頭に残って一いつ睡すいもできなかった。だって、あんなにも思いつめたシェルティスの表情……本当に初めて見たかもしれない。

　あのまなざしは、真しん剣けんとか真ま面じ目めとかそういう範はん疇ちゆうじゃなかった。

　怖くなるくらい純じゆん粋すいで。

　それでいて、見つめられている自分の胸が痛くなるくらいに優やさしかった。

　……ねえ、シェルティス。

　……なにか……とても大事なこと……わたしに秘密になんか、してないよね？

　何か大事なこと、自分だけで抱えこんでなんかないよね？

　彼に関わる重大な何か。

　自分が見過ごしているような気がして。

「────」

　ユミィは、両りよう膝ひざの上で自分の両手を固く合わせた。

　祈りの姿勢。

　誰に、何を願うわけでもない。

　ただ漠ばく然ぜんと……胸の中にある小さな不安を取り除きたかった。




　……こんなにも胸が痛い……怖いよ。

　……ねえ、シェルティス？




　……また三年前みたいに、私を置いていったりしないよね？

　……どこか遠いところにいっちゃったり……しないよね？







　第二章　『全すべて禁断水晶アマリリスに愛された者たちの』







　　　　１




　天を結ぶ塔。

　遥はるか天上をも衝つくほどに空へと伸びた塔は、同時に、その全フロアの事務員そして巫女を護衛する護士を含ふくめれば一万人を数える巨きよ大だい機関でもある。

　それがいま、朝から静かなざわめきに満ちていた。

　塔の誰だれ一人として取り乱すことはなく、けれど誰もが緊張の面おも持もちで通路を早足で歩いていく。

　そうした張りつめた空気の理由は──




　天結宮ソフイア・地上階。

「エリエ、準備はいいですか」

「ん、バッチリ！　ていうか華宮カグラのが遅おそいってば。あたし昨日から待ってたのに」

「こちらも誰かさんが隠かくれんぼなんてしなければ早かったんですが。ねえシェルティス？」

「シェールーティースー？」

「……だからごめんてば。悪気はなかったんだって」

　背中に大きなバックパックを背負ったエリエと華宮。二人にじろりと睨にらまれ、シェルティスはがっくりと肩かたを落とした。

　昨夜、２８７階から降りた後もそう。

　真っ先に自分の部屋に戻ったヴァイエルはともかく、残りの華宮とモニカに捕つかまって、フロア11階の片かた隅すみで延々と謝り続けるはめになってしまった。

「まあいいでしょう。とにかく、私とエリエはこれから塔の地下に向かいます。皇おう姫ひ様じきじきのご依い頼らいですからね。人型機械体アンドロイドの修復というのにも興味があります」

「わかってる。そっちは任せたから」

　首元のアクセサリを取り外し、それをエリエの首元にかけてやる。

　ルビーにも似た真っ赤な機械水晶イリスつきのネックレス。

「なんか……まだ信じられないけど」

　皇姫からエリエがじきじきに依頼を受けたという話はもちろん、その内容だ。

　塔の地下に、幽ゆう幻げん種しゆと戦うための人型機械体アンドロイドが眠ねむっているという。

　現代の重装機兵はその名残なごりだ。

　さらに太古の昔は現代以上に機械兵を利用した戦力が主流で、それゆえに現代の重装機兵以上の性能を秘ひめたものも生産されていたと聞く。

「それがイリスっていうのが驚おどろきだよ」

『ふっふっふ、すごいでしょう？　ちゃんと紗砂シヤサから証言がありましたものね。つい数日前にも一いつ緒しよに当時の写真を見たし』

　機神イリス。

　当時の科学技術では解かい析せき不能な技術が組みこまれているせいで、世界にたった一体のオリジナルしか存在しない究極機体。




〝あれが、あのベッドに転がってる機械水晶イリスです〟




　皇姫の部屋のフォトフレームにも、可愛かわいらしい家メ政イ婦ド姿をした銀ぎん髪ぱつの少女として映っていたのを確かに見ている。

「でも言われてみれば、魔ま笛てきの観測機にしてはやたら幅はば広ひろい機能持ってるなとは思ってたけど……」

　双そう剣けんの構築もそうだし、天結宮ソフイアの中央コンピュータにあっさり侵しん入にゆうしたことも。単なる魔笛観測機でないことは前々からわかっていたことだ。

「でもエリエは全然驚いた感じじゃないよね？」

「あたしは前にイリスから話聞いてたもん。メンテナンスお願いされた時にも二人でお話ししてたし。ねね、それよりどう？　似合う？」

　機械水晶イリスのついたペンダントをつけたエリエが声を弾はずませる。

　普ふ段だんから化け粧しようっ気けゼロ、宝ほう飾しよくの類たぐいもいっさい身につけたことがない本人にとっては珍めずらしくてたまらないのだろう。

「似合うよ。でも油まみれのツナギ姿じゃなかったらもっと似合ってるのに」

「？　この服、ステキじゃない。動きやす……って華宮、先に行かないでってば！　ユトだってまだ来てないのに！」

「ユトちゃんならさっき会ったばかりじゃないですか。後から来るらしいので平気ですよ。それよりほら、ファッションについて語ってないで行きますよ。シェルティス、私たちのことモニカによろしく伝えてくださいね」

「わかってるって」

　早口でまくしたてる華宮に手を振ふってみせる。

「イリスも、早く元の身体からだに戻れるといいんだけど」

『うーん、私自身なんだかふしぎな気持ちです。なにせこの小さな身体ですっかり慣れていたので。……シェルティス、あなたの双剣はいつもと同じ型のものを構築して部屋に置いてあります。メインの二本と予備の二本。あわせて四本でよかったですか』

「うん、ありがとう最後まで」

『こちらこそ。最後までお伴ともできず申し訳ありません。──ご武運を』

　人ひと気けの少ない地上階ロビー。

　小さな靴くつ音おとを響ひびかせて華宮、その後を追ってエリエが大あわてで走っていく。そして、それと入れ違いに背後で新しい足音が。

「お？　モニカちょうど噂うわさしてたところだよ」

「華宮は？」

「つい入れ違いで行っちゃった。モニカによろしくだって言われたところ」

「そうか。こちらもユミィ……ユミィ様との話が終わったところで、もしかしたら華宮にも話を伝えられるとも思ったけど」

「あとで連れん絡らくしておけばいいよ。あと、別にユミィのままでいいんじゃない？　どうせ誰だれも聞いてないんだし」

　律りち儀ぎに言いなおすのだからさすがモニカだ。

「そ、そうか？　これでも人前だし体てい裁さいは……と思ったが、地上階ここは人が少ないな。上のフロアになると人の行き交かいが慌あわただしくて、ここも大変な騒そう動どうかとばかり」

　静まりかえるロビーを見わたす彼女。

「ここは普段なら一いつ般ぱん人の観光客が多いから、それがまったくいないのか」

「だね。エリエから聞いたけど、居住区なんか昨日のうちにほとんどの人が地下シェルターに避ひ難なんしてるらしいよ。いま歩道を歩いてるのは街を巡じゆん回かいしてる警備員と無人観測機くらいだって」

「……上のフロアは相当に慌ただしかった。なにしろ巫み女こと千せん年ねん獅しが一人残らず穢歌の庭エデンに出しゆつ撃げきすることが決まった。前代未み聞もんの総力戦だ」

「上のフロア、もう蜂はちの巣を突つついたような騒さわぎらしいね」

「ああ。皇姫様の決定だから確定だろう」

　腕うで組ぐみした姿勢でモニカが深々と息を吐はく。

　朝五時。

　夜明けとともに皇姫が出した最終編制案がそれだ。いまは塔とうの全職員と護士がそのための準備に追われている。

「私もユミィも、五人の巫女のうち二人は浮ふ遊ゆう大陸に残ると思っていた。それが全員だ。巫女の護衛である千年獅も当然に全員が出撃する予定と聞いた」

「そうなった理由も聞いた？」

「ユミィから内密に教えてもらった……場所を移そう。さすがにロビーの真ん中では話しにくい内容だ」

　何十という受付席が並ぶロビーの端はしへ。

　照明からも遠ざかった暗がりで足を止め、モニカが無言でふり返る。

「結界の統制権を奪うばって穢歌の庭エデンに堕おちていった異い篇へん卿きようがいる。今回の皇姫様の命令は、その統制権を奪い返すのが目的だ」

「…………」

「統制権というとわかりにくいが、実際には結界を維い持じする鍵かぎのようなものだ。月に一度だけ皇姫様から巫女へ譲じよう渡とされ、そして再び皇姫様へと戻もどされる。エアコンでいうならば操作用のリモコンを奪われたようなものだそうだ。いまはエアコン本体の電源が切れたまま、部屋のなかの冷気がまだわずかに残ってる状態だけれど……」

「いつまで保もつかは？」

「わからない。が、すでに結界のひび割れが生じ始めているらしい。それで巫女と千年獅を総動員しての穢歌の庭エデン突とつ入にゆうなんだろう。結界の統制権が戻らなくては巫女が浮遊大陸に残っていても無む駄だだから」

　巫女と千年獅を穢歌の庭エデンに向ける。

　一方で、浮遊大陸の防衛は皇姫サラ自らが指揮し、そこには錬イ護シ士ユ筆タ頭ルを中心に正護士と護士候補生による部隊が予定されているという。

「……シェルティスは冷静だな。驚かないのか？」

「え？」

「あまり驚いたように見えない。巫女見習いだった私にしてみれば、巫女が五人一度に、しかも行き先が穢歌の庭エデンだなんてまともに信じられる話じゃないのに。やっぱり根っからの護士だとそれも素す直なおに受けいれられるものなのか？」

　こちらの表情をモニカがまじまじと見つめる。

　そんな彼女とうまく目を合わせることができなくて。

「ま、まあね。昨日の感じだとそれもありそうだったから」

　シェルティスは片手をふって場をとりつくろった。

　……本当は、昨日のうちに皇姫から教えてもらってたから。

　……なんて言えないし。

　今回の作戦に巫女と千年獅の全員を投入する。

　皇姫サラがそう決定した理由まで、昨夜のうちにシェルティスだけが聞かされていた。




〝今回の目的は二つです〟

〝異篇卿に奪われた結界の統制権をユミィが奪い返すこと。これが表向きの目的〟

〝その裏で、穢歌の庭エデンの最深部まであなたを無事に到とう達たつさせるという目的。それはもちろん、第七真音律エデン・コードによって穢歌の庭エデンを浄じよう化かするためです〟




〝あなたを信用していないわけではありません。ただ……穢歌の庭エデンの深しん淵えんがどうなっているのか私にもわからないのです。強大な幽幻種に行く手を阻はばまれる。あるいは最深部への道が閉とざされているという想定はしておくべきでしょう〟

〝ゆえに、異篇卿から結界の統制権を奪い返すことも疎おろそかにできません〟




　もちろん穢歌の庭エデンの最深部に到達するのが理想。けれどできなかった場合のシナリオも想定が必要になるというのが皇おう姫ひサラの話だった。

　──穢歌の庭エデンの途と中ちゆうで二手に分かれるはずなんだ。

　──穢歌の庭エデンの最深部に突入する僕と、異篇卿を追つい跡せきする部隊に。

　二手に分かれるからこその大部隊。

　そしてそのどちらか、あるいは両方が異篇卿の妨ぼう害がいに遭あう可能性が高い。

「驚くのはもちろんだけどさ、その先のこと考えてたから」

「……そうだな」

　懐ふところから取りだしたコインを自じ販はん機きに押しこむモニカ。待つこと一秒弱、自販機の取りだし口に飲料水の入ったボトルが二本落ちてくる。

「ほら。喋しやべりっぱなしで喉のどが渇かわかないか？」

「ありがと」

「……私も、さっきから緊きん張ちようで唇くちびるが乾かわいて仕方ないんだ。お前のいう『その先のこと』を考え出すとキリがない」

　飲料水で唇を潤うるおす彼女。

「時間になった、行こう。我らが部隊の指揮をしてくださる巫女様と打合せだ」

「ていうかユミィなんでしょ？」

「ああ、それも皇姫様の決定らしい。詳くわしい話は直接会って聞くことになってる」

　飲みかけのボトルを片手にモニカが歩きだす。

　その背中をシェルティスも追いかけた。




　天結宮ソフイア２８７階。

　巫女の第五位にあてがわれた私室のリビングで、まず真っ先にこちらを見るなり口を開いたのはヴァイエルだった。

「てめーら遅おそすぎなんだよ。どこほっつき歩いてやがった」

「中央昇降機エレベータが混雑していたから不ふ可か抗こう力りよくだ。塔の上から下まで護士がフロアを駆かけまわってるみたいで、どの昇降機エレベータも定員オーバー気味だった」

「ったくよ」

　待ちくたびれた様子のヴァイエル。

　我が物顔でリビングの椅い子すに腰こしかけてふんぞり返っているあたり、まるで彼の方が部屋の主ぬしとでも言わんばかりの雰ふん囲い気きだ。

「おら、巫女サマがお待ちかねだぞ」

「え？　あ、は、はい！……あ、あの……ええと……、と、とにかく話を……」

　ろれつの回らない口調のユミィ。

　堂々と椅子に腰かけるヴァイエルと対照的に、一番偉えらいはずの彼女がなぜか一番隅すみっこに申し訳なさそうに身を小さくして座っている状態だ。

「ご、ごめんなさい。みんな忙いそがしいのに」

「お前こそ平気なのか？　ろくに睡すい眠みんも取ってないんだろう？」

「わたしは定期的に寝ね溜だめしてますから」

　気き丈じように笑え顔がおを作るユミィ。

　その瞼まぶたの下にうっすらと隈くまが浮うかんでいるにもかかわらず、だ。

「ええと華宮さんは、やっぱりもう出発を？」

「ああ。さっきシェルティスが見送りに行ったところだ。エリエと二人、もうそろそろ塔の地下フロアに到とう着ちやくしてる頃ころだと思う」

「そうですか。あの、それではあらためて」

　ユミィが小さく咳せき払ばらい。

「ついさっき、サラ様から正式に告知許可が出ました。その内容は……二日前、塔に侵しん入にゆうした異篇卿によって結界の統制権が奪われたというものです」

「告知許可ということは」

「はい。遅かれ早かれ、塔の護士なら誰もが知らされる内容です」

　モニカに向けて頷うなずくユミィ。

　そしてそのまま。彼女は自分やヴァイエルに向かっても頭を下げて──

「……ごめんなさい。巫女わたしが至らなかったばかりに」

「じゃねえだろ」

　腕組みしたヴァイエルが大きく溜ため息いき。

「誰だれのせいとか誰の責任とかって議論じゃねえ。そもそも巫女の本分は結界を維持することだろうが。塔を守るのは護士の方だ。それができなかったから、後始末のために穢歌の庭エデンに突っこんで、その異篇卿をとっ捕つかまえる。それでいいんだろ？」

「は、はい。そうです！」

「それで俺らの指揮がアンタってことか」

　じろりとユミィを睨にらみつける。

「ウチの大将からちっとは話も聞いてる。千年獅をつけないせいでずっと塔の内勤だったそうじゃねえか。巫女になってからは生ビ態オ生ト育ー野プへの巡回経験もなしときた。当然に護士を指揮した経験も数えるくらい」

「ふ、不安ですよねやっぱり。こんな巫女で……」

「あ？　別にいいんじゃねえの」

　口ごもるユミィ。

　それを気にした様子もなくヴァイエルは飄ひよう々ひようとした面おも持もちだ。

「穢歌の庭エデンに堕ちて戻ってきた経験がある指揮官なんてアンタだけだろ。十分じゃねえか。指揮官としての経験不足なんて大した問題じゃねえよ。覚えとくのは一個だけだ。指揮官なら不安を見せるな。ウチの大将くらい無神経に構えてりゃいいんだよ」

「わ、わかりました！　モニカ先せん輩ぱいくらい無神経に！」

「……おいヴァイエル、ユミィもだ」

「モニカ先輩」

　片目を引きつらせるモニカに、ユミィがくすっと口元に手をあてて。

「ヴァイエルさんて、厳しいけど優やさしい人ですね」

「……そ、そうか？」

「わたし実はほっとしてるんです。滅めつ多たに経験したことない指揮官をって言われて。こんな場面で指揮を任されてうまくいくのか怖こわかったけど、モニカ先輩の部隊って聞いて嬉うれしかったんです。わたしがみんなを知ってること以上に、この人たちならわたしのことを知ってくれてるってわかってるから」

　一いつ瞬しゆん。

　ほんの一瞬だけ、ユミィが横目でこちらを見た気がした。

「さっきまでメイメルにも相談に乗ってもらってたんです。実際の作戦はレオンやメイメルがその都度考えてくれると思うんですけど、わたしもなるべく自分で考えて行動して、足手まといにならないようにしようって」

「いつの出発になるかは？」

「メイメルが言うには明後日あさつての朝らしいです。統政庁にも応おう援えんを要よう請せいしてるみたいで、その到着を待つって。どれくらいの規模かはわからないけど」

「そうか、統政庁も……」

　思わずシェルティスも声に出してしまった。

　まるで考えになかったけれど、言われてみれば協力を仰あおぐのも当然だろう。だとすればやっぱり、本当に大がかりな編制になる。

「わかった。それまで私たちも準備を怠おこたらないようにしよう」

　引き締しまった表情で立ち上がるモニカ。

「んだよ、こんな時に訓練だとかいうんじゃねえよな」

「それは無しだ。ここで身体からだを酷こく使ししていては本番で保たない。かわりに21階でミーティングだ。華宮が合流するまでは私たち三人で四人分の分担が必要だからな」

「はー……ったく、しょうがねえな」

　渋しぶ々しぶといった口調で、けれどヴァイエルが頷くのは意外なくらい早かった。

「シェルティス」

「わかった。じゃあ──」

　モニカ、ヴァイエルの後を追って立ち上がる。ふり向き際ぎわにそれとなくユミィに手を振ふるも、彼女の方はなんだか落ちつかない表情で。

「シェルティス……」

「ん？　なに？」

「…………ううん、ごめんなさい。やっぱり何でもないの」

　迷いを振りきるかのように首を横にふるユミィ。

「……あの、がんばろうね？」

　振りしぼるように。

　声をわずかに掠かすらせて彼女が口にした、たった一言。

「わたし、シェルティスのこと信じてるから」

「うん……」

　右手の拳こぶしをかるく握にぎって、それを天てん井じように向けて振りあげた。
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　天結宮ソフイア２９０階。

　光の小部屋とも喩たとえられるフロアだ。色いろ鮮あざやかなステンドグラスを通った陽光が、七色の輝かがやきを帯びて通路を照らす。

　──美しく。

　──そしてどこまでも無音の通路。

　大気が透すきとおるほどの音無き回かい廊ろう。まるで、この厳おごそかな空間においては音すら息を潜ひそめているように。

　そして、その先には巨きよ大だいな銀色の扉とびらが待っている。

　皇姫サラの『夢見の天幕』。

　天結宮ソフイアの絶対階級である皇姫の安息室だ。氷結鏡界を一ひと月つき祈いのり続けた後に許された三日間の休息をとるための私室でもある。

「……この部屋で、私が仮か眠みんを取らないのは久しぶりです」

　深い蒼そう穹きゆうを映すドーム形のガラス天井。

　目眩めまいすら感じるほどに圧あつ倒とう的な天上の存在に目を向けながら、皇おう姫ひサラは独り言のように呟つぶやいた。

「疲つかれてるのに眠ねむれないんです。今まで、この部屋に来た時にはベッドに倒たおれるようにして寝ね込こんでいたのがウソのよう」

「緊きん張ちようか？」

「それもあります」

「それも、か……」

　皇姫サラの真横に並び立つ、黒くろ髪かみの長身女性。

　身体に密着するつくりの銀色の法ほう衣いを羽織って、そのまなざしは真横の小こ柄がらな皇姫に向けられていた。

「要はそれだけではないと？」

「私の命令でたくさんの人間が不眠不休で動いてる。その責任を感じないといえばウソになるでしょう。そして今回のことへの緊張……だけどねツァリ、私が感じているのはもっと別のことです」

「というと」

「昂こう揚よう」

　触ふれるだけで折れそうなほど華きや奢しやな自分の両手。

　その指先がふるえている光景を、水鏡色の髪をした少女はどこか達観したまなざしで見下ろしていた。

「千年前、私は……氷結鏡界を発動させる祈りに専念するしかなかった。……あの時、もしも私が戦いに参加できていたのなら……あなたにあのような負傷をさせることもなかったかもしれない。イリスが破損することもなく、凪なぎが穢歌の庭エデンに堕おちることもなかった。そう考えてしまって──」

「…………」

「今回は違ちがうわ。私が誰より前に立って塔とうを守るの。私が戦うことで傷つかずにすむ者がいるかもしれない。理想を語るなら、一人の犠ぎ牲せい者しやも出したくないから」

「後半はともかく前半は同意しかねるな」

　ぽんと皇姫の頭に手をのせるツァリ。

「いつも言っているお前の悪い癖くせだ。……生き急ぐな。自分では長生きしすぎたと考えているんだろうが、私に言わせれば、お前はやっぱりまだまだ子供だよ。これで終わりじゃない。この全すべての決着を終えて、それでようやくお前の人生が始まるんだから」

「…………」
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「それと、お前が出る時は私も一いつ緒しよだ。気負う必要はない」

「……そうでしたね」

　頭を撫なでられるまま少女は微わ笑らった。

　皇姫という階級。

　誰よりも強く、気高く、そして誇ほこり高き浮ふ遊ゆう大陸の守護神である少女がかいま見せた、一瞬の心の弱さと安らぎがそこにはあった。

「信しん頼らいしています。誰よりも」

「ああ」

　そう交かわす二人の視線はガラス製のドームのその先へ。

　──空に走った真しん紅くの亀き裂れつ。

　蒼あお一色のはずの大空がひび割れて、そこに穿うがたれた一筋の裂さけ目。見ているいまも、その亀裂はわずかずつながら拡大していっている。

　穢歌の庭エデンの扉。

　それが開きつつあることはすなわち、氷結鏡界が縮小しているということ。それを二人は誰よりも深く理解していた。

「あと何日保もつ？」

「自然消しよう滅めつまでの期間であれば一週間以上は先でしょう。とはいえ遅おそくとも明後日には、穢歌の庭エデンに向かうための扉を私が開くことになる。それと同時に、崩ほう壊かいは決定的なものとなるはずだから」

「…………」

「禁断水晶アマリリスの声は、もはや私にも聞こえません。ユミィの目もく撃げきした姿が真実ならば、禁断水晶もまた穢歌の庭エデンの最深部に堕ちていったはず」

「異い篇へん卿きようの追つい跡せきと禁断水晶の救出。そしてシェルティスの────」

「ええ、為なすべき事は山ほどあります。だけど一つとして無意味なものはない。そこに希望があるものと信じましょう」

　穏おだやかな口調で。

　けれど何事にも歪ゆがまぬ決意をにじませて皇姫サラは頷うなずいた。
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　天結宮ソフイア・地下エリア。

「おー、来たね来たね！」

「エリエお静かに。ここで警備員に怪あやしまれたって良いこと一つもないんですから」

「……もう、華宮ってば細かいこと気にしすぎだよ」

　ずっしりと重いバックパックを背に、エリエは薄うす暗ぐらいフロアを歩いていた。

　システム制せい御ぎよ室。

　自分たちがいるのは、天結宮ソフイアの全システムを一いつ括かつ管理する中央コンピュータ『大たい母ぼ真しん数すう』が設置されたフロアだ。

「そういえばさ、前来た時は見れなかったけど『大母真数』って中央コンピュータあるじゃない。アレの管かん轄かつって華宮のいる塔制局の電算開発部でしょ」

「そうですよ。私は主にプログラム担当で、実際に機械の入った部屋で作業するのは専門の技術屋ですが」

「中身見てみたいな！　興味あるの。世界一大きい演算機コンピユータって話だし」

「見た目だけなら普ふ通つうの黒い箱ですよ。結局は目の前のこれの延長線上です」

　華宮が指さすのはフロア全域をびっしりと埋うめつくす巨大演算機だ。さらには演算機同士を連結する黒い配線ケーブルが床ゆか一面に根を張っていて、天井にも演算機からの排はい気きを濾ろ過かして冷れい却きやくするためのダクトがびっしりと。

「天結宮ソフイアの建設当時からあったことを考えると驚きよう異い的な性能ではありますが、やはり私やあなた視点で見れば感動には及およばないと思います」

「ふぅん？」

「そんな経けい緯いもあって、私の関心の対象は塔から薄うすれていきました。その頃ころですね。護士になりたいという気持ちが芽生えたのは」

「目新しいこと見つけたかったんだ？」

「そうでしょうね。……でも今この瞬しゆん間かんだけは、やっぱり技術屋も捨てがたいとあらためて思いました。太古の人型機械体アンドロイドの修復、それも今まで塔のあらゆる技術者が直せなかった代しろ物ものに挑ちよう戦せんできるなんて。こんな事態に不ふ謹きん慎しんですが胸躍おどるというものです」

　珍めずらしく華宮が声を弾はずませる。

「だから急ぎますよ」

「ほいほい。ていうか数日前にも来たしね。えっと確かこの先に……」

　一台の机き上じよう端たん末まつ機き。

　大きさは、天結宮ソフイアの事務員が使用する業務用と同サイズだろう。ただこちらの場合、床の土台と完全に一体化しているのが特とく徴ちようだ。

「おお、これこれ。この端末のクイズに答えれば隠かくしフロアに行けるんだよね」

「同じ問題が出るとは限りませんよ」

　端末に表示されるメッセージは、自分たちへの問いかけだ。

　地下に眠る人型機械体アンドロイドを修復するだけの知識があるかどうか。端末に表示される試練に答えられないようではフロアに至る資格さえないというわけだ。

　出題数、実に五十近く。

　以前に見たものと同じ問いかけもあれば、初めて見るものもある。その全てに答えていって──

「お、きた！　ちゃんと隠し昇降機エレベータが出てきたよ！」

　壁かべに偽ぎ装そうされていた扉が左右に開き、そこに現れたのは小型の昇降機エレベータ。それに乗って、あとは自動運転に任せるまま塔の最深部へ。

　……天結宮ソフイアを一本の大樹とするなら。

　……さしずめここは、その根っこにあたる部分なのかな？

「到とう着ちやくしましたね」

　停止した昇降機エレベータから降り立つ華宮が深呼吸。

　機密エリア。

　その通路構造は、天結宮ソフイアの地上階にあるフロアと何一つ変わらない。白を基調とした壁へき面めんと、硬こう質しつな床が延々と続いているだけだ。

　以前と何一つ変わらない。

　まるで人の気配を感じないのも同じだ。

　──正面、右、左。

　三つに分ぶん岐きした道をまっすぐに。その奥にある巨きよ大だいな自動扉とびらの先へ。

　光に包まれた作業フロア。

　部屋の中央に巨大なモニターが設置され、その真下には人間一人が入れそうな白銀色の機ボ械ツ容ク器スが設置されている。

『あ、これですこれ。この中に私の本体が格納されているはずなんです』

「ありゃ。なんだイリス起きてたんだ？」

　突とつ然ぜんに胸むな元もとで点てん滅めつしだした機械水晶イリス。さっきまでずっと静かだったからてっきりスリープモードにでも入ったのかと思っていたところだ。

「やっぱこの中なんだ。前に来た時は蓋ふたの開け方がわからなくて、それで昨日まで統政庁に行ってたわけ」

『お手数おかけします。私が解除コードを知っていれば早かったのですが、なにせこの封ふう印いん櫃ひつができた頃は私もずっと機能停止していまして』

「全然。あたしもユトも飛空艇の運転できて楽しかったし。……で、どう華宮？　この前の黒い千せん年ねん獅しさん見つかった？」

　歩いてきた通路の方にふり返る。

　けれど、ここから見える昇降機エレベータまでの道のりに彼女はいない。

「かーぐーらー？」

「はいはい、ここにいますよ」

　ひょっこりと三さん叉さ路ろの角から姿を現す小こ柄がらな少女。

「探したけどダメですね。千年獅の第一位、ファルバレン・シーケンサー隊長どこにも見あたりません」

「ありゃ？　じゃあ仕方ないか。本当はお礼したかったのに」

　……封印櫃の解除方法教えてくれたことだし。

　……お礼用のお菓か子しもたくさん荷物に詰つめてきてたんだけど。

『誰だれか探してるんですか？』

「そそ。最初にここ来た時にさ、この機ボ械ツ容ク器スの開け方がわからなくて苦戦してたの。そしたらコレ単体じゃ開かないよって教えてくれた人がいたのよ。真っ黒いコート来た人で、聞いてみたら千年獅の第一位の人だって言うんだもん。ビックリしちゃった」

『……ああ、なるほどです』

　なぜか苦く笑しようまじりな口調のイリス。
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　ふしぎな人だった。

　笑うことなど忘れたかのように冷たく乾かわいた表情だけど、いざ話してみると意外なくらい話しやすくて、向こうもそれがまんざらでない様子だった。

　……おしゃべりが苦手な人なのかな？

　……塔とうから追放されたてのシェルティスに雰ふん囲い気きがそっくりだったし。

「よし、なら黒い人が戻もどってくる前に始めちゃおうか。ええと、まずはこの電子端末の鍵かぎをレベル３まで解除しないと」

　機ボ械ツ容ク器スの封印を管理しているのは、機ボ械ツ容ク器スとケーブルごしに連結した電子端末だ。その初期画面を埋めつくすのは無数の正体不明フォルダ。フォルダの名前も容量もまるきりランダムに配置されていて、この暗号を解き明かせれば、機ボ械ツ容ク器スの封印を解除するコードが手に入るというわけだ。

　──ただし、開く手順を誤ればその時点で全暗号が書き換かわる。

「前回はこれに手を焼きましたからね。どうですかエリエ、暗号に心当たりがあると言っていましたが」

「そう、それなのよ」

　電子端末の前に座って、その正体不明フォルダ群を睨にらみつける。

「進しん捗ちよく状じよう況きようでいうと三分の二くらい」

「というと？」

「帰りの飛空艇の中でさ、あたし暗号レベル１と３の解き方は見当ついたの。で、残りのレベル２だけまだ悩なやんでんのよね。とりあえず何パターンか試ためしたい選せん択たく肢しは思いついてるんだけど……」

「ふむ。ならレベル２は私が替かわりましょう」

「え？　もしかして──」

「ふっふっふ、よくぞ聞いてくれました」

　わざわざ機メ械ツ帽トを脱ぬいでまで華宮が勝ち誇ほこった笑え顔がお。

「私、昨日の帰りの飛空艇のなかで、すでにレベル２の解法を発見してしまいました。まず間ま違ちがいないと思います」

「おぉぉっ!?　華宮やるじゃん!?」

「第八世代コンピュータに多く取り入れられていた遺伝的アルゴリズムによる解法ですね。数理論理学をはじめ論理プログラミングは私の得意分野です」

「あ、やっぱりそっちだったんだ。もしかしたらそうかなって」

「……といっても、逆に私はレベル１と３で手間取っていたわけですが」

　苦く笑しようがわりに肩かたをすくめる彼女。

「さてどうします？　いつもなら互たがいに独力でレベル１から３まで挑戦するところですが、今回ばかりは時間がありませんよ」

「だね。じゃあ協力戦線ってことで。まずはレベル１の解除コードから打ちこむよ」

　さっそく端末のキーボードに指をかける。

　踊おどる指先。ピアノを弾ひくかのように美しく、そして時に激しいキータッチでもって実行プログラムを打ちこんでいく。

「おし、順調」

「あっさり行くものですね。前回はあんなに苦戦したのに」

「でしょ？　レベル１とレベル３はプログラムメインじゃなくて、なんていうか推理小説の犯人探しみたいな感じだしね。犯人のトリックだけわかればプログラムは簡単だもん」

「……非論理的な直感思考は苦手です」

「ねー。華宮ってば推理小説読むの好きなくせに犯人あてになると絶対外すし」

「う、うるさいですっ！」

　顔を真っ赤にして華宮が声を怒いからせる。

「とにかく、レベル１が終わったのなら次は私の番でしょう。ほら、私の美しい論理式が展開されるのをちゃんと見ておくのです！」

「ほいほい。じゃあ任せたよ」

　席を交代。エリエが作成した実行プログラムを基もとに、さらに別のプログラムを華宮が打ちこんでいく。

「…………」

「どうしました？」

「ううん、やっぱあたし華宮のタイピング好きだなあって。滑なめらかだよね。打ちこむリズムが安定してて綺き麗れいだよ」

　エリエのキータッチが情熱的な音楽であるならば、さしずめ華宮のは正確に時を刻み続ける万年時計のようなものだ。

「ねえイリス？」

『はい、それに指もとても細くて白くて可愛かわいいですよ』

「……変なほめ方しないでください。動どう揺ようしてタイプミスしたらどうするんですか」

「ホントだって」

「ですから、真顔でそれを言うからなおさらなんですってば。……さてどうしましょう。先ほどあなたのレベル１解法をヒントにレベル３の解き方も予想がついたのですが。このまま進めちゃっていいですか？」

「ほいほい。あたしも見ながら再チェックするから」

　機械水晶イリスのペンダントをぎゅっと握にぎりしめ、華宮の打ちこんでいく解除コードを見守った。最後の一行まで二人で何度もプログラムを確かく認にんし、最後に実行命令へ。




『レベル４解除コードを入力してください』




「おー、たどり着いた！　よかった。あとは統政庁で教えてもらった解除コードそのまま打ちこめばいいはずだし。パッと入力しちゃって」

「…………」

「ん、華宮どしたの？」

「……いえ。最後はあなたが決めるべきところですよ、エリエ」

　小さな笑みを浮うかべて華宮が立ち上がる。

「私はレベル２と３の解除コードのお手伝いをした。それだけで十分です。皇姫様からの依い頼らいを受けたのもあなたですしね」

「そんなのどっちでもいいのに」

「……ほら。この手て汗あせ、もうキーボード叩たたきながら汗で指が滑すべりそうでした」

　恥はずかしそうに手を向ける彼女。

「手汗の理由、どうせあなたにはわからないでしょうけれど」

「緊きん張ちよう？」

「そうです。でもプログラムの正否に緊張したんじゃないのです。……あなたの前だから。ライバルが見てる前で失敗するわけにはいかないでしょう？」

　ハンカチで手の汗を拭ぬぐう彼女。

　そう言いながらも、その表情はどこか穏おだやかだった。

「私は十分楽しめました。後は裏方に徹てつしますよ。ほら」

「……わかったよ。華宮がそう言うなら」

　再び端たん末まつの前に。

　レベル４解除コードを求める表示画面。

　その入力スペースに、最後のコードを入力していく。




　──Laphes Ilis via銀色の希望は─ol─dia ris生まれ、飛び立ち　kiss hiz Laspha, 彼の者の待つ戦場へvilis Xe cross.と舞い降りる




　統政庁の聖廊で。

　ミクヴァの緋眼という記録装置のなかに託たくされていたメッセージだ。

　エリエの指先が最後の一文を打ち終える。

　と同時、真横の床ゆかに設置されていた機ボ械ツ容ク器スに変化があった。白銀色の表面に色いろ鮮あざやかな蛍けい光こう色の文字が浮かびあがり、その周囲にある機器が次々と自動で起動を始める。

　──キンッ

　機ボ械ツ容ク器スの内側で何かが外れる金属音。

「解除されましたね。蓋ふたを開けてみましょうか」

「だね。あたし蓋の右持つから華宮は左ね。重そうだから一いつ緒しよに開けよ」

　機ボ械ツ容ク器スを覆おおう巨きよ大だいな蓋の取っ手に手をかける。華宮に目配せし、エリエは肩から腰こしに力をこめて一気に上に持ちあげた。

　開いた容器の内側に──




「……女の子だ」




　銀ぎん髪ぱつの少女が眠ねむっていた。

　愛あい嬌きようのある可愛らしい顔立ちに、こぶりな薄うす紅べに色の唇くちびる。人型機械体アンドロイドとは思えぬほど柔にゆう和わで自然な微笑ほほえみを浮かべ、彼女は静かに横たわっていた。

　可愛らしい家メ政イ婦ド用の上着とスカート。

　時間による自然劣れつ化かだろうか。布のあちこちが崩くずれかけていることさえ目をつむれば、このまま巫み女この給きゆう仕じ役だってできそうな雰囲気だ。

「……信じられない。これが太古の機械だっていうんですか。現代技術を駆く使ししたって、ここまで精せい巧こうな人型機械体アンドロイドはそうそう造れませんよ」

「ね。あたしもビックリ」

　少女の腕うでをとって触さわってみる。

　人工皮の素材はラバーだろうが、それすら人工と感じさせぬ人ひと肌はだそっくりの質感に加工してあるから驚おどろきだ。今にも体温が感じられそうなぬくもりまで。

『なんだかふしぎな気分です。外から自分の外見を眺ながめるのって』

「じゃあ本当にイリスの身体からだなんだ？」

『はい。私の製作者がデザインから全すべて手がけてくださったと言ってました。そのおかげでこんなに素す敵てきな容姿に仕上げていただいて』

「ふむ。だけど、あたし一個だけ納なつ得とくいかないな」

　眠る機械の少女を見下ろし、エリエはおもむろに腕うで組ぐみしてみせた。

「どう華宮？　わかる？」

「奇き遇ぐうですねエリエ、私も同じことを考えていたところです。この人型機械体アンドロイドには、私たち人類への宣戦布告とも言うべき絶対的な問題点がある」

「これは問題。いや欠けつ陥かんだね」

『……え、え？　そ、それってど、どういうことですか？』

　慌あわてて点てん滅めつをくり返す機械水晶イリス。

　それに応じ、エリエは指先で問題の箇か所しよを指さしてみせた。

　──眠る人型機械体アンドロイドの胸むな元もとを。

「いくら女の子の造形だからって、胸コレ、大きすぎじゃない？　あとお尻しりも大きすぎ」

「まったくです。なんですかこの破は廉れん恥ちなサイズ。服の下からもハッキリ谷間がわかる大きさっておかしいです。……私なんか、私なんか胸の下着がいつまでたっても一番小さいサイズから変わってないというのに！」

『……はい？』

「こんなに胸おっきかったら動きづらいと思うの。この際、修復のついでに胸もお尻も動きやすいサイズに削けずってあげるよ。……あたしより小さいサイズに」

「賛成です。削るというか抉えぐるくらいに減量させましょう。……私より小さいサイズに」

『ちょ、ちょっとエリエ、華宮!?　二人してなに言ってるんですか！　こ、この胸は……機械水晶わたしが格納されるための胸部装そう甲こうだから厚みがあるわけで！　け、決して意味なくこのサイズになったわけじゃあ──」

「ふふふ……」

「あはは……」

『い、いやぁぁっ!?　た、助けて！　お嫁よめにいけない身体に改造されるっ!?』

　悲鳴を上げる機械水晶イリスが激しく点滅。

『落ちついてください二人とも！　そ、そうだ！　こうしてる場合じゃないですよ。もっと先にすべきことがあるはずです！』

「む？　そりゃそうか」

　機械水晶イリスを電子端末の上に載のせる。

　一度大きく背筋を反らして身体を伸のばし、エリエは大きく深呼吸した。

「冗じよう談だんはともかく、始める？」

「仕方ありませんね。胸の減量作業はまた後日に先延ばしするとして、いまは肝かん心じんの修復作業を優先させましょう」

　溜ため息いきをつきながらも愛用の工具を取りだす華宮。

　と思いきや、工具を握りしめたまま彼女が何やら機ボ械ツ容ク器スの内側、人型機械体アンドロイドの少女の枕まくら元もとをじっと眺めて。

「このボタン？　何かの解除スイッチでしょうか」

　華宮の指先が何かに触ふれる。

　直後、機ボ械ツ容ク器ス内の小さな隔かく壁へきが金属音を響ひびかせて開いていった。パシュッという空気の抜ぬける音。人型機械体アンドロイドの少女の枕元に黒い本のようなものが現れて……

「長期保存用の真空格納ですね。これは本？」

「メモ帳っぽいね」

　華宮から手て渡わたされたぶ厚いメモ帳。いたるところに付ふ箋せんが貼はられ、継つぎ足しの用紙が挟はさみこまれ、元のページの二倍くらいの厚みになっている。

『あ、これヨミのアイデア帳です。見覚えあります』

「イリスを造った人だよね。もしかして修理方法とか書いてあったり？　どれどれ」

　何の気なくメモ帳をパラパラとめくっていく。

　けれど……

　読み進めるほどに、メモ帳をめくる手が遅おそくなっていって。

　……あれ。

　……これって。

「…………」

「エリエ、どうしました急に黙だまりこくって。何か面おも白しろいものでも見……っ!?　ちょっと!?　な、なに泣いてるんですか！」

「……え？」

　メモ帳を片手に抱かかえ、もう片方の手で目元をぬぐう。

　水すい滴てき。

　目元をぬぐった自分の指先がぐっしょりと濡ぬれるほどに、まぶたの下には大おお粒つぶの涙なみだが浮かんでいる。そのことにエリエはようやく気づいた。

「あたし泣いてた？」

「……私が聞きたいくらいですよ。いったいどうしたんですか」

「うん。このアイデア帳を書いた人すごいなって。本当に……これ見るだけで、この人のことすごくよくわかるの。何度も何度もアイデアを書き直してさ、付け足してあってさ、普ふ通つうの人ならどうでもいいやで済ませちゃう細かい部品まで自分の改造を加えてる。機械のこと好きで仕方なかったんだなって伝わってくるの。ああ、昔にもこんな素す敵てきな人がいたんだなって。……コレ、きっとこの人の宝物だったんだよ」

　ずっしりと重みのあるメモ帳を、エリエは胸元に抱だきかかえた。

　何十年、何百年前だろう。修理しかけのイリスの身体と一緒に、この人は自分の宝物をずっと先の未来に託したんだ。




〝この一旋律ワンフレーズが、機ボ械ツ容ク器スの電子封ふう印いんを開ける最後の鍵かぎ。詳しよう細さいな修復方法も一緒に入れてあるわ。それで『希望イリス』は再び甦よみがえる。……お願い、できるかな？〟




　統政庁の地下で。

　ミクヴァの緋ひ眼がんと呼ばれる記録装置に映ったイリスの設計者。

　……あたしそっくりの人だった。

　……声も、外見も。

　だけど一つだけ大きな違ちがいがある。この人のアイデア帳を見てすぐに感じたことだ。

「……遠いなあ」

「エリエ？」

「あたしがこの人のところにたどり着くまで、あとどれくらいかかるんだろ」

　自分はまだ、この人の領域に遠く及およばない。

　遥はるか昔に、彼女はたった一人でなんと偉い大だいなる高みに上りつめたことか。

「こんな素敵な人からお願いされちゃってたんだって。このメモ帳読むうちに嬉うれしくてたまらなくなっちゃってさ」

　……直接会って話すことはできないけれど。

　……この人と通じ合えた。それだけで十分すぎる。胸がいっぱいだ。

　それがきっと涙の理由。

　気づいた時には目の奥がじんわりと熱くなっていた。

『エリエ、あなたはまだ若いです。心配せずともきっとヨミの高みにたどり着けますよ。いえ、必ずや越こえられる。それに今だって──』

　一呼吸分の合間をおいて機械水晶イリスが瞬またたいた。

『代えがたい友情とチームワークがあるじゃないですか。素敵な友だちがいるんだもの』

「……うん」

『そんな嬉しそうに頷うなずかないでください。見てる私の方が恥はずかしいです』

　ぷいっと顔をそらす華宮。彼女の方はというと、さっそく人型機械体アンドロイドの少女の破損箇所を確かく認にんしているところだ。

「ふむ。大まかな部分の修復は終わっているようですね」

『基き礎その部分はヨミの独自技術が深く関かかわっているので、そこだけはヨミが終えてくれたと聞いてます。完全修復までたどり着く前に、彼女も働きすぎたせいで体調を崩してしまって……』

「ここまで終わっているなら後は根こん競くらべですよ。始めましょうか」

「だね。あたしも早くイリスが動いてるの見たいもん」

　再び指先を目元に押し当てる。

　──乾かわいてる。

　──大だい丈じよう夫ぶ、もう涙は流れてない。

　それだけこっそり確認し、エリエは愛用の工具を握にぎりしめた。




　　　　３




　浮遊島ラグーン。

　直径数メートルの小型の島から、大陸と見まちがえるほどの巨きよ大だいな大地を有した島まで。どこまでも砂さ漠ばくが続く荒こう廃はいした島から、さらには多用な生態系が発達した熱帯雨林の島まで、無数に存在しながらも浮遊島ラグーンは一つとして同じものがないと言われている。

　その一つ。

　浮遊大陸から遠く離はなれた名もなき島の地下で──

『見つけた、イグニド見つけたよ！』

『うん、見つけた。念話も繫つながったね』

　どこからともなく響いてくる双ふた子ごの声。

　よほど聞き慣れた者でなければ、子供一人が声を弾はずませて喋しやべってるようにしか聞こえないだろう。それほど酷こく似じした声こわ音ねだ。

「それで？　ちゃんと生きてるかしら」

『さっきまで幽ゆう幻げん種しゆに追われてたけど逃にげきりましたって』

『うん、逃げきった。順調に穢歌の庭エデンの深いところまで進んでいけてるみたいだね』

「へぇ？　じゃあ前情報のとおりかしら」

　片かた眉まゆをつりあげて、ナタラーシャは薄うす暗ぐらいフロアの天てん井じようを見上げた。

　大きく波打つ真しん紅くの長ちよう髪はつ。

　そして悪あく魔ま的に妖よう艶えんなシルエット。今にもこぼれ落ちそうなほど深い胸の谷間に、折れそうなほど細いウェスト。さらにはぐっと突つきだした腰こし回まわりまで、男性であれば思わず凝ぎよう視ししてしまう魔ま性しようの肉体美を兼かねそなえた女性だ。

「穢歌の庭エデンに堕おちたイグニドの追つい跡せきは可能と。最初に聞いた時は半信半疑だったけれど、はてさて上う手まくいくものね」

　双子からの念話。

　当の本人たちは、今ごろ一つ上のフロアでじっと沁しん力りよく術式を構築中のはずだ。

　──空白イグニドとの接せつ触しよく。

　穢歌の庭エデンに堕ちていったはずの異い篇へん卿きようを追って、その足取りを遠視で追跡すること八時間。ようやくイグニドの居場所を探知できたらしい。

　……いえ、むしろ。

　……無限とも言える穢歌の庭エデンの深しん淵えんから人一人を捜さがすのにわずか八時間。

「褒ほめてあげるべきかしら？」

『そうだよー。ボクらじゃなきゃ見つけられないよ』

『うん。見つけられっこないね。でなきゃ今ごろ天結宮ソフイアの巫み女こ様に見つかってるはずだし。と言っても、イグニドが追尾術式マーキングをつけてくれてたおかげだけど』

「結構。いずれにせよプランに狂くるいはないわ」

　ハイヒールの踵かかとを打ち鳴らし、ナタラーシャは小さく頷いた。

「天結宮ソフイアも一両日中には動くでしょうね。第七天音律ソフイア・コードを奪うばったイグニドを追うために、皇おう姫ひサラが氷結鏡界を解除する」

『そうそう。そうすればボクらも穢歌の庭エデンに行けるよ』

『うん、行けるね。イグニドの現在位置は摑つかんでるから最短ルートで追いつけるね。ボクらの方がずっと早く先回りしてイグニドと合流できるよ』

「……とのことですわ、アルマデル様？」

　ふり返ったナタラーシャの眼前。

　いつの間にそこまで近づいてきたのか。無言を保ったままの金きん髪ぱつの大たい剣けん使いが、圧あつ倒とう的なまでの存在感でもってその場に佇ちよ立りつしていた。

「理想的なタイミングだな」

　強固な鋼はがねを思わせる、強い意志の光を放つ剣士の眼光。

「マハの体調も安定している。ベルトマーも偵てい察さつから戻もどってきた。あとは結界の綻ほころびに乗じて突とつ入にゆう。天結宮ソフイアより先にイグニドと合流し、その護衛たちを迎げい撃げきする」

「ええ。おそらくは千せん年ねん獅しとの交戦になりますわ。天結宮ソフイアと異篇卿われわれの最終決戦ですわね。その勝者こそが結界の統制者となる。天結宮ソフイアが勝てば巫女による神性結界『氷結鏡界』の継けい続ぞく。異篇卿が勝てば、彼の結界にかわってノイエ・ノエシスの重層世界『楽園幻げん想そう』が浮遊大陸を覆おおうことでしょう」

　重層世界『楽園幻想』。

　穢歌の庭エデンを浄じよう化かするのでなく、浮遊大陸から強制的に切り離して隔かく離りする。人類に与あたえられたもう一つの究極結界だ。

　その計画は遥か古代。

　現代では昔話となった機神イリスが稼か動どうしていた時代までさかのぼる。

「当時はまだ楽園幻想の術式が未完成であったため、皇姫サラの氷結鏡界に先手を打たれたと聞きましたわ。けれどいまは違う。当時の技術を双子が完成させ、さらには私やアルマデル様をはじめ異篇卿の精せい鋭えいがそろった現代ならば……」

『バッチリだね』

『うん、大丈夫。今度こそボクらの結界の方が勝つよ』

　巫女による結界はもはや要いらない。

　穢歌の庭エデンを完全に切り離す。度たび重かさなる穢歌の庭エデンからの侵しん入にゆうを受け、いつ終わるともわからない穢歌の庭エデンの浄化を待つ危険を冒おかすこともない。

「人類の悲願ですわ」

「…………」

　無言で佇たたずむ金髪の剣士。

　それとなく彼に歩みよって、ナタラーシャはその表情をじっと見上げた。

「アルマデル様？　何かご不安でも」

「逆だ。こんな局面だというのに、元より勝者の決まった話というのが些いささか味気ない。そう考えていた」

「あら、時代の趨すう勢せいというものは得てしてそのようなものでしょう？」

　鍛きたえあげられた剣士の左ひだり腕うで。

　その腕に自分の細腕をからめるようにして、ナタラーシャはクスッと微笑ほほえんだ。男性を惑まどわす妖艶な表情でなく、憧あこがれと情熱のまなざしで。

「異篇卿わたしたちの有利は傾かたむきません」

　天結宮ソフイアとの最終決戦を待つまでもない。

　万に一つ異篇卿が敗れてもだ、最終的には双子の重層世界『楽園幻想』を止める術すべがない。いざとなればイグニドが第七天音律ソフイア・コードを奪ったまま穢歌の庭エデンを深く深く潜もぐり続け、双子が結界を完成させる時じ間かん稼かせぎに徹てつすればいい。

　そう、必要なのは時間稼ぎだけ。

「……張り合いに欠けるな」

「アルマデル様は可お笑かしな人ですわ」

　抱きかかえた彼の腕を、己おのれの豊満な胸にぎゅっと押し当てる。

　色いろ香かで誘ゆう惑わくする意図なんてない。その程度で陥かん落らくするような男であればナタラーシャも興味を抱いだかなかっただろう。

「まだ高みを目指すというのですか？　すでに剣士として何者をも寄せつけぬ領域まで上りつめておられるのに」

　──本当に、あなたという人は。

　──なぜこうも強く孤こ高こうでいられるのですか。

　だからこそ惹ひかれる。

　強さだけでない。この男の生き方そのものが研とぎ澄すまされた刃やいばそのもの。彼に必要なものは恋こい人びとでなく、ただひたすらに強者との巡めぐり合わせなのだ。

「天結宮ソフイアとの最終決戦、それが最後の機会か」

「強者との邂かい逅こう。巡り合わせ。それもまた時代が決めることですわ。願わくば、最終決戦にふさわしい強者が現れることを。異篇卿われわれにとっては脅きよう威いではありますが」

「不ふ謹きん慎しんか？」

「……いいえ」

　目を閉じて、ナタラーシャは小さく首を横にふった。

「天結宮ソフイアの精鋭と戦い、打ち勝つというのはそれだけで意味あることですわ。巫女をはじめ護士たちの戦意を断たつ何よりの楔くさびとなりましょう。ゆえに、マハ──」

「承知しています」

　背後で頷うなずくのは雪よりも白い彼女だ。

　純白の新雪よりも透すきとおった白髪を腰こしまで伸のばし、その肌はだもまた白磁のように白い。だがそれは決して褒め言葉でなく、病的なまでに血色が悪いという意味でしかないことは異篇卿ならば誰だれもが知っている。

　はっきりした目鼻立ちといい顔かたちの造形は整っているだけに、その瘦やせこけた全身がなおさら痛々しく感じられてしまう。

　──双子と同じで、千年前から眠ねむり続けてきたマハ。

　──千年前の人類の窮きゆう地ちを知る生き証人。

　だからこそなのだろう。楽園幻想を望む意志は、異篇卿のなかでも特に強い。

「統政庁に侵入していたベルトマーから報告は受けました。つい先ほど、統政庁からの精鋭が支し援えん部隊として天結宮ソフイアに到とう着ちやくしたと」

「そうね。きっとあの男もいるのでしょう？」

「……そう聞いています」

　うつむいた姿勢で続ける白の女性。

「いいのです。以前にお話しした時より覚かく悟ごは揺ゆらいでおりません。あの方と対たい峙じすることになって、忌いみ嫌きらわれたとしても。双子の新たな結界はこの世界に必要なものです。いつかはあの方もわかってくださると考えるだけで……私は救われる」

「────」

「そしてこれが私の生しよう涯がい最後の戦いとなりましょう」

　消え入りそうな声。

　それが自じ嘲ちようでないことをナタラーシャもアルマデルも知っている。仮にあと一年、この計画が後ろ倒だおしになっていればマハはもう戦えぬ身体からだになっていただろう。

「ナタラーシャさん」

「なにかしら」

「ありがとうございます。前々から、もう貴女あなたは休んでいなさいと言ってくれていましたね。私の身を案じて。あとは残った異篇卿メンバーで終わらせるから、と」

「さあ？　あいにく記き憶おくにないけれど」

「ナタラーシャさんの優やさしさ、痛み入ります。嬉うれしかったです」

　弱々しいながらもしっとりとした微び笑しようの彼女。

「でもごめんなさい。これは私の悲願だから……」

　病びよう魔まに蝕むしばまれた身体。

　それでもなお、マハは異い篇へん卿きようとして最後の戦いに赴おもむくという。

「かつて、世界は皇姫サラの氷結鏡界によって救われました。私はもちろん、世界中の人間が歓かん喜きした。当時はまだ一国の主導者であった紗砂・エンデンス・凜リン・ケールを世界の主導者と褒め称たたえ、平和の象しよう徴ちようである皇姫として迎むかえ入れたのです」

「いまの天結宮ソフイアの起源ね」

「……ですが、その平和は決して永くは続きませんでした」

　弱々しく拳こぶしを握にぎる彼女。

　その手が震ふるえているのは怒いかりか憤いきどおりか、それとも恐きよう怖ふか。

「いまの浮ふ遊ゆう大陸に天結宮ソフイアが建設され、それからわずか十数年間の安あん寧ねいと聞いています。生ビ態オ生ト育ー野プで発見された一体の幽ゆう幻げん種しゆが、再び世界を恐怖に陥おとしいれたと」

「それは異篇卿の記録にも残されているわ」

「はい。そして私は……遅おそすぎたことながら悟さとりました。穢歌の庭エデンという存在は、もはや封ふう印いんも浄化もできる代しろ物ものではなかった。あの恐おそろしき病巣は、もはや世界から切除して隔離するほかないのだと」

　ふぅ……

　小さく、小さくマハが深呼吸。

　重層世界『楽園幻想』。ノイエ・ノエシスの双ふた子ごを媒ばい介かいに、穢歌の庭エデンという病巣そのものを別世界に隔離する究極の人工結界。

　その完成こそが異篇卿の悲願。

「私にも、その完成を見届けさせてください」

「……ええ」

　ただ一言、ナタラーシャは相づちで応こたえた。

　それが異篇卿第三位「黄マ金ハ」の意志であるならば、誰がそれを否定できようか。

「では、アルマデル様もご用意を」

　絡からめていた腕をほどく。無言のままのアルマデルから一歩退き、ナタラーシャは自ら彼に背を向けた。

「氷結鏡界が消しよう滅めつし次し第だい、イグニドの追尾術式マーキングを辿たどって穢歌の庭エデンに向かいますわ」




　　　　４




　天結宮ソフイア２６９階・会議フロア最上階。

　塔とうの上層階に位置するこのフロアは、会議の中でも巫み女こと千年獅、そして錬れん護ご士したちが使用する頻ひん度どの高い場所だ。

　交かわされる内容は主に、重要な作戦前の部隊編制が中心となる。

　そのフロアの一角。

　２６９─Ｆ会議室、十数部屋あるうちの一室で──

「あー、長旅は身体に堪こたえるねぇ」

　広鍔帽子カトルマンハツトを目ま深ぶかにかぶった男が、疲つかれ果てた様子で椅い子すの背もたれによりかかった。長身瘦そう軀く。細身ではあるが貧ひん相そうという印象は感じさせず、むしろギリギリまで身体を絞しぼった力強さを感じさせる。

　服装は薄うす茶ちやのシャツの上に濃のう褐かつ色しよくのジャケット、それに色あせた紺こんのパンツルック。大昔のカウボーイを想おもわせる恰かつ好こうだ。

「で？　わざわざ遠路はるばる天結宮ソフイアにまで出向いた俺らの編制はどうなんの？　こっちはもう丸々二時間このフロアで待ちぼうけだぜ。なあ黒ク猫ロよ？」

「盛りすぎですヒューイック様、せいぜい一時間ですよ」

　そう応えるのは、こちらは背筋を正して椅子に腰かける女性。

　皺しわ一つない黒のスーツに身を包んでいる。

「申し訳ありませんシェルティス様。この状じよう況きようでお忙いそがしいでしょうに、ヒューイック様の退たい屈くつしのぎに延々と付き合っていただいて」

「え？　い、いや僕は平気だから。もう出発の準備できてるし」

　あわてて首と手を横にふってみせる。

「お気き遣づかいありがとうございます。ところでこの部屋、懐なつかしいですね。覚えてらっしゃいますか。メイメル様の指示による作戦会議を──」

　部屋を見回して懐かしそうに目を細める彼女。

「統政庁と天結宮ソフイアの、歴史上でも数少ない隠おん密みつの共同作戦でした」

「……もちろん。色々と忘れられないこともあったから」

　苦笑を押し殺してシェルティスは首しゆ肯こうした。




〝統政庁は襲しゆう撃げきを受け、あんたらもマハに部下を潰つぶされてる。こりゃお互たがい協力していいんじゃねーか？〟

〝統政庁はここらで反撃に出る。俺と黒ク猫ロで見つけた拠きよ点てんの一つに侵しん入にゆうってね〟




　統政庁特務機関『天の車』所属の第九ヒユーイツク。

　その補ほ佐さ官かんである黒ク猫ロ。彼女の名前はもちろん通つう称しようで、黒いスーツを着こなしながらも猫のごとく俊しゆん敏びんな体術を扱あつかうことに由来する。

　──あの時も、この二人だった。

　──異篇卿の拠点に侵入する合同作戦への呼びかけも。

「まあそういうこった。前は統ウ政チ庁ラの都合で協力してもらったからな。今度はこっちがお宅らの招集に応える番ってね」

「そうでなくとも、結界存続の危機ということのようですから」

　背筋を伸ばした姿勢のまま、黒猫。

「シェルティス様もご存じだと思いますが、この塔の敷しき地ち内の……屋外訓練場でしたか？　そちらに統政庁からの機械兵と整備士たちを待機させています。あいにくと天結宮ソフイアほど多くの人材を抱かかえているわけではないので、戦力となる人間で動けるのが私たちくらいになってしまうのですが」

「いや、本当にありがたいよ。それに今回は……行く場所が場所だから、本当に人を選ばないと取り返しのつかないことになりかねないし。天結宮ソフイアでも小隊の最低人数は三人だし、三人で来てくれたからこっちも部隊編制がしやすいと思うんだ。単純に一つ小隊が増えたと思えばいいから」

　そう、三人だ。メイメルを通じて天結宮ソフイアが統政庁に応おう援えんを呼びかけ、そしてそれに応じて集まった精せい鋭えいたち。

「まあそういうこったな。あんまり大勢で押しかけても命令系統が混乱しかねないしな。って、おい第一ゼアドールさんよ聞いてんだろうな」

「…………」

「おーい第一ゼアドール？　寝ねてんじゃねえぞこら、この俺が大事な話をしてるんだぜ」

「……瞑めい想そう中である」

　部屋の隅すみ、硬かたい床ゆかに直接あぐら座りで腰下ろした大男。

　薄うす地じの黒インナーの上にまとう灰色のロングコートが、彼の発達した筋組織を隠かくしきれずに内側から膨ぼう張ちようしているのが見てとれる。焦しよう土ど色の髪かみは短く刈かって逆立てており、灰色の瞳ひとみは力強さに満ちている。

　──そのすぐ真横には、壁かべに立てかけた巨きよ大だいな金属製の鎚矛メイス。

　たった一つの武器で戦せん陣じんに向かうことからこそ「第一」の異名を与あたえられているのだと、シェルティスも聞いた覚えがある。

「全すべては義をもって尽つくす。これで足りるのであろう？」

　薄目を開ける第一ゼアドール。

　子供が見ればその場で泣きだしそうな強こわ面もてと眼光だ。同どう僚りように対してもコレなのだから、いまの表情が本人にとっては普ふ段だんどおりということなのだろう。

「第九ヒユーイツクよ、部隊編制などなぜ気にかける？　吾わが輩はいたちはいかなる編制においても、ただその命に忠ずるのみである」

「……いや、まあそういう究極的な話をされると言い返せねぇんだけどな」

　広鍔帽子カトルマンハツトのツバを持ちあげて第九ヒユーイツクが困り顔。

「お前も気になるだろ。だってどの部隊に配属されるかで当然に作戦内容も違ちがうだろうし、事前にわかってた方が不測の事態への対応策だってな……」

「吾輩たちは外様。いわば後拵ごしらえの部下である。優すぐれた将ならばそんな部下を先陣にはつかせまい？　先に天結宮ソフイアの精鋭たちが道を拓ひらき、我らがその後備えとなるのは明白よ。ならば対応すべきは主に背後からの敵の奇き襲しゆう。さらには撤てつ退たい時に備えての退路の確保であると考えるが？」

「……お、おう。お前、そんな厳いかつい顔して頭は回るのな」

「瞑想の効果である。ところでシェルティス」

　ぎろり、と第一ゼアドールの視線がこちらに。

「ユミィ殿どのはおられるか」

「……へ？」

　いきなり自分が呼ばれたこと。そしてユミィの名前が出てきたこと。二つの意味で呆あつ気けにとられてロクな返事もできなかった。

「いることはいるけど、僕だって会えないくらい大おお忙いそがしだよ。今日は早朝に皇おう姫ひから巫女に話があったみたいで、それが終わって巫女と千せん年ねん獅しと錬護士で最終会議があって。午後はずっとモニカと部隊編制で打合せしてるみたいだし」

「そうか」

　何やら考え事でもあるように第一ゼアドールが腕うで組ぐみ。

「先せん般ぱん、世話になった件である」

「セラの虚きよ像ぞうのこと？」

「うむ。あの戦いくさでは僥ぎよう倖こうながら巫女殿との共きよう闘とうを仰おおせつかった。得る物の多き戦であった。その礼をと思った次し第だいであったが」

「そっか、僕からユミィに伝えられるタイミングあればいいんだけど」

　結界を越こえて現れた最古の幽幻種たち。

　黒竜アマデウス。巨蛇ミクヴエクス。聖者ヘケト。

　セラの虚像と呼ばれる三体の個体は、いずれもが他の幽幻種を超ちよう越えつした強さを誇ほこっていた。あの時は穢歌の庭エデンへの扉とびらを開くために力の大部分を割さいていたというが、それでもなお圧あつ倒とうされたのは記き憶おくに新しい。

　……そういえば、そうか。

　……ユミィと一いつ緒しよに戦ってくれたのは第一ゼアドールだったから。

　ユミィを庇かばって魔ま笛てきを浴びながら、なお黒竜アマデウスへの起死回生の一撃を与えるキッカケを作った本人だ。

　その後すぐに自分とユミィが穢歌の庭エデンに堕おちて話す機会もなかった。

「ありがとう、その話聞かされたから僕も知ってる。ユミィが魔笛を受けて倒たおれてたら誰だれも魔笛を浄じよう化かできなくなってただろうし、本当に絶望的な状況だった」

「うむ。結果は上々であった。ユミィ殿も若くして天あつ晴ぱれな娘むすめである。吾輩も巫女というものを多少なりとも曲解していたゆえ、学ぶことの多き戦であった。此こ度たびの戦でもユミィ殿が戦場におられるならば心強きことである」

「そうだね。穢歌の庭エデンに突とつ入にゆうしたら魔笛の浄化は必ひつ須すだろうし」

　そして、それを言うならモニカもだ。

　沁しん力りよく術式を併へい用ようする護士なら正護士や錬れん護ご士しにもいるが、巫女見習いの修しゆ行ぎようを経験した護士というのは彼女以外にいるかどうか。




〝わたしは落ちこぼれだから組んでくれる相手がいないって……わたしだって相手がいなくて困ってたんだ〟




　……懐かしいや。

　……あの時は僕もモニカも周りに部隊を組んでくれる人なんかいなかった。

　それがいま、少しずつ努力が認められてきている。華宮やヴァイエルといった部隊の仲間も集まって任務もこなしてきた。

　そしておそらくは、この戦いこそが集大成。

「これが最後の部隊戦か……」

「シェルティス様？」

「あ、ああっ。なんでもないよ。ちょっと──」

　考え事していた。

　そう言いつくろうとした矢先、会議室の扉が音を立てて開いていった。

「どうしたシェルティス、そんな目を見開いて」

「あ、いや少しビックリしただけ。まさにちょうどなタイミングだったから」

「？」

　ぽかんとした表情で首を傾かしげるモニカ。

「ユミィと打合せが終わった。ヴァイエルとお前にも話を伝えておきたいから、このまま部屋に残ってくれ。あとそちらの……」

「おう、俺らかい？　いよいよ参集ってなら歓かん迎げいだぜ」

　不敵な笑えみを浮うかべて早くも第九ヒユーイツクが立ち上がる。

「２８１階の大聖堂だそうだ。そこでメイメル様と爛ラン師隊長、あと共に行動する錬護士たちの部隊が待っているらしい」

「あいよ。じゃあ行くとしますかね黒ク猫ロ、おら第一ゼアドールもそろそろ立てや」

「メイメル様ということは第二位の巫み女こ様の部隊ですね」

「うむ。望むところである」

　足早に会議室を出て中央昇降機エレベータへと向かう統政庁の特務員たち。すでに塔とうの内部構造は把は握あくしているのだろう、その足取りに迷いはない。

「──さて、あとはヴァイエル待ちだな」

　黒猫が座っていた席に腰こしかけるモニカ。

「ちなみにどんな話だった？」

「覚かく悟ごしていたとおりさ。ユミィ、そして私たちの部隊が全軍の先頭に立って穢歌の庭エデンに突入する。その合意を取りたかったそうだ」

　淡たん々たんと応こたえる彼女。

　緊きん張ちようと昂こう揚ようと、そして部隊長としての重圧を感じさせる表情で。

「聞く必要はないと思うが、差しつかえないな？」

「当然」

「ヴァイエルは前々からどこに配置されても関係ないと言っていたし、まあアイツのことだから物もの怖おじすることもないだろう。話を二言三言伝えて、それが終われば私たちも中央昇降機エレベータを使って移動だ。ユミィが待ってる」

「てことは２８７階？」

「いや」

　押し殺した声の彼女。

「２９１階。もうユミィとレオン師隊長指揮下の部隊が集合しているはずだ」

「……てことは」

「ああ」

　短い相づちとともに頷うなずいて。

　桜色の髪をした部隊長は、こう言った。

「いよいよ作戦開始だ。皇姫様が開いた扉から、私たちが穢歌の庭エデンに突入する」




　　　　５




　天結宮ソフイア２９１階「楽園」。

　天てん井じようも横壁もない、どこまでも延々と続く無限の空間がそこにはあった。

　──別世界か、それとも新世界か。

　遮さえぎるもののない頭上には白夜に似た光があふれ、その輝かがやきの下には見上げるほどの巨大な蒼あおの氷ひよう壁へきがどこまでも連なる光景。氷壁の表面はあらゆる宝石よりも鋭するどく美しく研とぎ澄すまされ、鏡のごとく世界を映す。

　……息が、凍こおる。

　あらゆる防寒着も意味をなさない。あらゆる生物、あらゆる物質、そして幽ゆう幻げん種しゆ。全て例外なく凍いてつかせて封ふう印いんする究極結界。その術式を維い持じするフロア。

「結界が維持できなくなったからこの部屋も……と思ってたけど」

　白く輝く自分の吐と息いき。

　フロアを覆おおいつくす冷気に触ふれ、またたく間に氷の結けつ晶しようとなっていく。その光景をシェルティスはじっと見上げていた。

「さすがにそんなヤワな結界じゃなかったか。この寒気……全然弱まってないね」

「巫女が千年かけて鍛きたえあげた結界だからな」

　真横を歩くモニカの唇くちびるもすでに真っ青だ。

　昇降機エレベータを降りてまだ十メートルも歩いていないのに、全身の体温を根こそぎ奪うばわれていく感覚すらある。すでに手足の感覚も麻ま痺ひしてきた。

「ヴァイエルは」

「あ？　まあ予想どおりってところじゃねえの」

　すでに拳鉄甲ナツクルダスターを両りよう腕うでに嵌はめた彼。その先の指先が寒さで震ふるえているものの、その足取りには微み塵じんの躊躇ためらいも見られない。

「んなこと言ってる暇ひまがあれば早く歩け。少しでも動いてた方が温かいだろうが」

「……正論この上ないな」

「だね」

　どこまでも続く蒼そう氷ひようと鏡の回かい廊ろう。

　寒気に震える唇を嚙かみしめて、蒼氷の連なる回廊を進んでいく。やがて氷の連れん峰ぽうがふと途と切ぎれる。と同時に、周囲を駆かける氷雪混じりの強風も静まった。

　……着いた。

　湖とも見まがう広大な泉の中心に、ひときわ巨きよ大だいな蒼氷結晶。

　本来ならあの淡あわく透すきとおった結晶の中心に巫女がその身を封印し、結界の祈いのりを捧ささげているはずの場所。

「お待ちしていました。時間どおりですね」

　その一番手前──

　自分たちを出で迎むかえたのは、法ほう衣いをまとう少女だった。

「……サラ様？」

「穢歌の庭エデンに向かう勇士たちへの餞はなむけは、皇姫としての務めです」

　紫むらさき色の唇でにこりと微笑ほほえむ彼女。

　ウェディングドレスのように裾すその長い白銀の法衣。絢けん爛らんかつ神聖。皇姫が公的な場で好んで羽織るとされる正装だ。

　──すごい。

　──やっぱりこの人だけは持ってる雰ふん囲い気きが違ちがう。

　息を吞むほどに可か憐れんで、華きや奢しやで、そして気高い。巫女の誰が同じ正装を着たとしても、こうも神聖な存在感は出せないだろう。

「護士候補生モニカ、ヴァイエル、そして……シェルティス」

　皇姫の視線が順に移り、自分の目を見つめる場所で止まる。

「任せました」

「……はい」

　たった一言ずつの会話の交こう叉さ。

　けれどそれは幾いく千せんの言葉を交わすよりも重たく、言霊ちからある言の葉だ。

「それでは先へどうぞ。ユミィも待っています」

　皇姫が手をかざす方向へ。

　その先に並び立つ何百人という数の護士たち。いずれも錬護士、正護士それに巫女見習いを加えた部隊だ。それがさらに錬護士を隊長とした斑まだらになっていて、こちらは多くても四、五人といった小規模チーム。これが実際の活動単位になる。

「ざっと三百から四百人くらいか？」

　泉の前に整列した部隊を見回しながら、モニカ。

「そうだね。もともと錬護士の数が五十人で、正護士が三百の巫女見習いが二百くらい。このうち半分が集まってるとしても二百人超こえるから──」

「巫女五人、千年獅四人、錬護士四十人、正護士二百人、巫女見習い百三十人。これに教官及および幹部からの推すい薦せんを受けた候補生が五十人。合わせて四百二十九人だ」

　そう答えたのは、両目を遮眼帯ブラインダーで覆った千年獅。

「ホルン……？」

「そうそう。あと付け加えるなら支し援えん部隊の皆みなさんもですよ。銃じゆう器きの整備士のほか医い療りようチーム、通信チームの皆さんにもご協力をお願いしています」

　長身の妹の後ろからひょっこりと姿を出した姉。

　ヴィオラ・ノヴァ。ホルンの実じつ姉しであり巫女の第三位にあたる女性だ。

「ここまでが私とホルンの第三師隊。私たちは後方支援なので後ろ寄りです。……さ、どうぞ前へ。泉の一番手前でユミィさんが待ちかねてますよ」

　にこりと微笑み、自分たちの前方を指さすヴィオラ。

　彼女の指さす方に進んだその先に──

「来たか」

　腕うで組ぐみした姿勢でふり返る銀ぎん髪ぱつの大剣使い。

「レオンはここ？　この位置ってことは前線部隊？」

「ああ。最初は後こう陣じんを担当する予定だったが、こちらの希望でメイメルの師隊とそっくり担当を入れ替かえた。なるべく前の方がいいと春蕾シユンレイが、な」

　寄りそう黒くろ髪かみの巫女の頭に手をのせるレオン。

　春蕾。

「そうだったな？」

「……うん」

「なにしろユミィとお前たちが全軍先頭だ。特にユミィに関してはこういう大部隊の行動に慣れていないだろうし、なるべく近くで様子を見ていてやりたいらしくてな」

「…………」

　無言で頷く巫女の第四位。

　レオンにピタリと寄りそう姿は一見して弱々しさを感じさせるが、もしも「弱いだけ」ならば危険な前線を自ら申し出ることはできないだろう。

　……本当は芯しんの強い子なんだろうな。

　……どんなに気弱に見えたって、彼女だって巫女なんだから。

　史上最年少で巫女になったという彼女。

　その理由を垣かい間ま見みた気分だ。

「……ユミィを……お願い」

「うん、こちらこそ」

　春蕾の言葉に背を押され、さらに前へ。

　冷たく輝く水面みなも。無数の氷ひよう晶しようが浮うかぶ巨大な泉のほとりで──

「お待たせ」

「おそいー。もうすっかり身体からだ凍こごえちゃったよ」

　血の気を失った紫色の唇で。

　それでも笑顔で手をふる幼なじみの巫み女こが立っていた。

「ここがわたしたちの待機場か。本当に先頭の先頭なんだな」

　ごくりと息を吞のみこむモニカ。

　緊張するのも当然だ。ふり返ればすぐ後ろに、何百人という仲間の護士たち。それもほとんどが自分たちより上の階級にいる精せい鋭えいたちなのだから。

「おいこら大将、今ごろ緊きん張ちようしてんじゃねえよ。膝ひざガクガク笑ってんじゃねえか」

「き、緊張なんかしてないぞ!?　この震えは武む者しや震ぶるいだから！」

　ぱちんと自分の頰ほおを平手打ちするモニカ。

「モ、モニカ先せん輩ぱいってば気合い入れすぎじゃあ」

「いいんだ。これくらいしないと身体が動かなくなる。……ユミィこそ平気なのか。こんな本格的な遠えん征せいは巫女になってから初めてと聞いているけど」

「え、ええと……実はちょっと緊張してるかなぁって」

　深く息を吸いこむユミィ。

　時間をかけて、今度は肺にたまった空気を吐はきだして。

「ヴァイエルさんは全然落ちついた感じですね。シェルティスはどうなの？」

「僕？　僕は……」

「うんうん。僕は？」

　深みのある碧へき眼がんにじっと目を覗のぞきこまれる。

「緊張はあるよ。でも緊張してるって言えるのって、実はちょっとだけ余よ裕ゆうのある時って気がするんだよね」

「……？」

「たとえば幽幻種との戦いもそうだけど、いざ実際に戦い始めたら『あぁ、自分は緊張してるんだな』なんて思う余裕もないじゃん。緊張できる時間ていうのは、まだ緊張なんてものが入り込めるくらいの心の余裕があるんだろうなって。──コレ、実は僕も受け売りなんだけどね」

　そう言って、視線を再びユミィから後ろの大部隊へ。

　──そう、受け売りなんだ。

　──僕に双そう剣けんを教えてくれた人からの。

　千年獅の第ホ三ル位ンと第レ四オ位ンはこの場にいる。第二位の爛も、２８１階の大聖堂で統政庁のメンバーと打合せをしているところだ。終わり次し第だいやってくるだろう。

　巫女に関しては第三位ヴイオラと第四位シユンレイ、そして第ユ五ミ位イがこの場にいる。第二位であるメイメルは爛と同じで大聖堂。じきに現れるに違いない。

「ユミィ、第一位の……」

「あ、うん。ちゃんと来るみたい。巫女の第一位エルミーテイアも、それにシェルティスの剣の先生も一いつ緒しよに。ただ、あえて出発時間をずらすとかメイメルが言ってたから」

　巫女の第一位、エルミーティア・遊ユウ・ラスカ。

　千年獅の第一位、ファルバレン・シーケンサー。

　どちらも自分が錬れん護ご士しだった時代の頃ころから、いやそれよりずっと前から第一位であった二人だ。にもかかわらず表に出てくる場面がほとんどない。

「ファルバレンさんのこと気になってるの？」

「あれで僕の先生だしね。最近は全然会えてないけど、でもあの人はいつものことだし、心配はいらないかなってさ」

　ならば、あとはメイメルたちの第二師隊の到とう着ちやくを待つばかり。

　そう思って昇降機エレベータの方を眺ながめた矢先のこと。氷の大地を踏ふみしめる硬かたい足音が、それも何十人という数で伝わってきた。

「はーい、お待たせ。第二師隊到着よー。後方支援および撤てつ退たい時の殿しんがりは任せてちょうだい。あらあら、でもすごいわねえ。こんな大人数の遠征はさすがに私も初めてだわ」

　極ごつ寒かんの寒波のなか響ひびくメイメルの歓かん声せい。

「サラ様、これにて第二師隊から第五師隊まで参集いたしました。第一師隊については仰おおせのとおり塔とうの地上階で待機しています。こちらは錬護士筆頭のイシュタルが指揮をとるということでよろしかったでしょうか」

「結構です。それでは……」

　氷雪まじりの寒風に法ほう衣いをなびかせて皇おう姫ひが歩いてくる。

　列の最さい後こう尾びからホルンの師隊、レオンの師隊、そして最後に自分たちの真横を通過して、巨大な泉のほとりで足を止める。




「この場に立つ全すべての勇士たちへ。私からあなたたちに授さずける言葉も命令もたった一つです。──見事目的を達成し、そして生きて帰ってきてください」




　氷の世界に響く皇姫の命。

　極寒の風に身を震ふるわせながらも、水鏡色の髪かみをした少女は力強くそう告げた。

「これより穢歌の庭エデンへの扉とびらを開放します。と同時に、浮ふ遊ゆう大陸を覆おおう結界には無数の亀き裂れつと穴が生じるでしょう」

　その一つ一つが全て、幽ゆう幻げん種しゆにとっては侵しん攻こうのための通り道となる。

　つまり自分たちが穢歌の庭エデンに向かった直後、浮遊大陸は無数の幽幻種たちから侵攻を受けることだろう。どれだけの規模、どれだけの数の個体が浮ふ上じようしてくるかもわからない。

　誰だれもがそれを知っている。

　覚かく悟ごのうえでの最終決戦だ。

「ですが──」

　皇姫サラの声が静せい寂じやくを打ち破る。

「浮遊大陸でもまた、塔の仲間たちが戦っていることを忘れないで。穢歌の庭エデンであなた方が戦っている間、残された浮遊大陸でも仲間が戦っている。私もそう……同じ塔の仲間です。最後まで、ともに戦い抜ぬきましょう」

　皇姫が右手を高々と振ふりあげる。

　直後、その背後に広がる蒼の水面から無数の光の飛ひ沫まつが噴ふき上がった。

　──虹にじ色に輝かがやく光の噴ふん水すい。

　その光源は、湖さながらに広大な泉の奥底からだ。




「行きます」




　静かに、けれど力強い声でそう宣言したのはユミィ。

　……ちゃぷん。

　ユミィの靴くつ先さきが水面に触ふれ、そして水中へと沈しずんでいく。

　それに続いてモニカ、ヴァイエル。その最後に、シェルティスもまた足のつま先で水面に触れた。

「──っ、っっ！」

　刹せつ那な。

　電流にも似た寒気が全身を一いつ瞬しゆんにして駆かけめぐった。

　……そうだ、この泉が最初の試練だった。

　……穢歌の庭エデンから戻もどってくる時に、本当に生きた心地ここちがしなかった。

　この泉も沁しん力りよくで創つくりだされたものだ。

　水という外見でありながら、その正体は穢歌の庭エデンの扉を封ふう印いんする凍気そのもの。

　フロアに渦うず巻まく寒風も凄すさまじいが、この泉だけは本当に別格だ。どんなに覚悟していても足りるものじゃない。

　……それでもまだ、一度は経験してるから。

　……この場でこれが初めてだったらどんなに苦痛だったことか。

　唇くちびるを嚙かみしめながら左足、そして右足を前に。足首から膝まで水面に沈み、さらに腰こし、胸までゆっくりと泉に身体を浸ひたしていく。

「これはっ……」

「っ……ぅ……なんという……」

　背後で聞こえる狼ろう狽ばいの声。

　ふり返ったそこには、泉の水面に足先だけを浸つけたまま苦く悶もんの表情を浮かべる護士たち。護士だけではない。日々過か酷こくな訓練に耐たえてきた巫女見習いですら、この泉の凍気を前になかなか二の足を出せずに躊躇ためらっている。

　埒らちがあかない。

　自分と、そして同じことを悟さとったらしきレオンが目を合わせた時。

「てめぇら、なにをノタノタしてやがる！」

　水面をふるわす怒ど号ごうが響きわたった。

　……ヴァイエル？

「おいどうした、てめぇら錬護士に正護士だろうが！　候補生の俺がこうしてるんだぞ。先頭にいる巫女だっててめぇらと同じだ。同じ人間なんだよ。寒ぃものは寒ぃんだ。だけどてめぇらを案内するために、我が身を切って最初に泉に飛びこんだじゃねえか。ソレ見て何も思わねぇのかよ！」

　しん、と静まりかえる周囲。

　一方で金きん髪ぱつの青年は肩かたまで水中に浸かり、彼らに背を向けたまま。

「なあ……アンタらいいかげん腹括くくれよ。この時のために汗あせ水みず流してきたんだろうが。まだ黒毛玉と戦うどころか穢歌の庭エデンにも突とつ入にゆうしてねぇんだ。ここで時間食ってる場合じゃねえんだよ。わかったか？　わかったら二度と弱音吐くんじゃねえぞ」

「──その通りだ」

　口元に微び笑しようをたたえて頷うなずくレオン。

「お前たち、進むぞ。俺たちはこの時のために耐えてきたんだ」

　部下から声は上がらない。

　けれど一人、また一人、極寒の泉へと足を進めていく護士と巫女見習いたち。無言で、ただじっと身を強こわばらせて寒気を凌しのぎ、そして水中へ。

「シェルティス、私たちも行こう」

「そうだね」

　モニカに促うながされ、シェルティスは泉の中へと沈んでいった。

　蒼あおい。

　魚も海かい藻そうも、岩もない。

　ただひたすらに蒼い水の世界が広がっていた。

　──見えた。

　一分も泳がぬうちに真白く光輝く扉が見えてくる。先頭のユミィとヴァイエルがその扉に手を触れて。

「────」

　そして、光の円えん環かんの中へと消えていった。

　まずは二人。

　そのすぐ後ろを追いかけて、シェルティスもまた光の境界とびらに手を触れた。

　……行こう。

　……これで最後だ。

　境界とびらの輝きへ。

　これが最後の部隊戦。

　双そう剣けんを振るう、最後の戦いの始まり────
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　護士の最後の一人が、泉の中へと潜もぐっていく。

　その光景を見送って。

「……ダメですね。歳としをとったつもりはないのに、涙なみだもろくなってる」

　目の端はしに涙を浮うかべ、皇姫サラは声を震わせながら呟つぶやいた。




〝あなた、そういえば名前を聞いていませんでしたね〟

〝ヴァイエルだ〟




　悲しいことには慣れている。

　だからどんなに悲しいことがあっても泣かない自信はある。どんなに痛くても、辛つらくても、寂さびしくても涙は見せない。

　だけど一つだけ例外。

　嬉うれしい時の涙だけは、どんなに訓練しても耐えることができない。

「ありがとう。あの時の一言は──」

　シェルティスとユミィを救出する時だ。まったく同じ状じよう況きようで泉に潜ろうとして彼が躊躇した時のこと。




〝ええ、辛いですよ。皇姫サラとて寒いのです。許されるならすぐにでも引き返して暖を取りたい。それをじっと我が慢まんしているだけです〟

〝……悪わりぃ。俺の覚悟が足りなかった。もう二度とあんたの前で弱音は吐かねぇ〟




「あれは本当に、あなたの心からの誓ちかいだったのですね」

　あの時の彼が。

　あの時の何気ない一言が、いま、こんなにも力強い言葉となって甦よみがえった。

　それが嬉しかった。

「皇姫、冥みよう利りにつきるか？」

「……ええ。こんなに嬉しかったのは本当に久しぶり」

　氷の粒つぶとなった涙を指先で払はらい落とし、皇姫サラは静かに歩きだした。

　その後ろに立つのはツァリ。

　濡ぬれ羽ば色の髪を突とつ風ぷうになびかせる彼女もまた、口元に微笑。

「小気味よい啖たん呵かだったじゃないか。千せん年ねん獅しでも巫み女こでもなく候補生の発した言葉だからこそ、なおさら強く訴うつたえるものがある。最初はお前の指示かとも疑ったほどだ」

「指示？　まさか」

　法ほう衣いをなびかせて「楽園」を歩く皇姫とツァリ。

「時が来ただけ。本当に、いまほど強く感じる瞬間はありません。私やあなたじゃない。この先の世界を形づくる新しい息吹いぶきがこうして芽生えた。それもシェルティスやユミィだけじゃなく、本当にたくさんの芽が根付いてる」

　寄らば大樹の陰かげという言葉がある。

　けれどもう、天結宮ソフイアという大木すら必要ない時が訪おとずれたのかもしれない。

　ここにいくつもの新芽が育っている。

「ならば私たちの役目も、これが最後というわけだ」

「守りぬきます。芽生えた大事な息吹。一つだって枯かれさせやしないんだから」

　自らに言い聞かせるように宣言する。

　そして、皇姫サラは塔とうの最上階を後にした。
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　天結宮ソフイア・地下フロア。

　塔のどんな電子マップにも記き載さいのない秘密の格納庫が設置されたスペースだ。機械装置を組み立てる作業場にもなっており、浮遊大陸のあらゆる貴金属と加工器具、工具が収納されている。

　巨きよ大だいモニターの真下で──

「華宮カグラ、そっちのＬ３端たん子しちょうだい。あとケーブル切る圧力バサミも」

「了りよう解かいです。私の方もＷ型螺ら旋せん螺ね子じが足りなくなったので五つほどもらえますか。あと、人型機械体このこの腕うでを固定したいので制せい御ぎよアームを回してください」

　お互たがいに工具を交こう換かんしあう。

「よし、じゃあ肩の接続端子入れかえるよ」

『お願いします。さすがエリエ、手慣れてますね。私も安心して見られます』

「へっへっへ。だんだん具合が摑つかめてきたからね」

　額に流れる汗あせをぬぐってエリエは頷いた。

　点てん滅めつする機械水晶イリスは広い作業台の上。

　そのすぐ真横に、機ボ械ツ容ク器スから移動させた人型機械体アンドロイドが仰あお向むけに横たわっていて、自分と華宮がその両りよう脇わきで共同修復中というわけだ。

「イリスさん、こちらの電子神経節の交換ですが、二条分ぶん岐きを三条分岐に取り替かえます？　接続端子の入れかえだけでシステム修正の必要はないかと思います」

『あ、それでしたらお願いします』

「了解しました。エリエ、そっちにある──」

「あいよ、投げるから受けとって」

　工具セットから指先ほどのサイズの機械を漁あさり、華宮へと放ほうり投げる。

『お手数おかけします。なにせ古いポンコツですので』

「いえ、むしろその逆です」

　機械を両手で受けとる華宮。彼女もまた額から大おお粒つぶの汗が流れ落ちているが、その瞳ひとみは爛らん々らんと輝かがやいていた。

「『場違いな工芸品オーパーツ』……イリスさんの身体からだはまさしくロストテクノロジーの塊かたまりですよ。修理だけで手て一いつ杯ぱいで、改造なんて夢のまた夢。この電子神経節の交換だって、三条分岐にするのは単に私がそちらの方が慣れているからです」

「華宮ってば嬉しそう？」

「楽しいですよ。見てるだけで楽しくなって、こんな事態でなければ修理をすっぽかして一日眺ながめていたいくらいです」

「勉強になるよねぇ、やっぱり時代が違ちがうと使う素材も道具も違うから」

　なにせ相手は古代の機械。

　人工皮を剝はがして内部を見てみれば、自分たち二人をしても容易には正体の摑めぬ装置とケーブルがぎっしりだ。機能を予想できたものはまだしも、不確実なものについては素す直なおに機械水晶イリスに確かく認にんしながらの作業になる。

　……本当はもっと時間をかけて、装置の中身も推理しながらだと楽しいんだけどね。

　……みんな待ってるから。

　天結宮ソフイアもそうだが、居住区も気になる。

　料理長はちゃんとシェルターに避ひ難なんしてくれただろうか。ユトも、まだ姿を見せてない。どこかに避難しているならいいのだけれど。

「イリス、こっちの青ケーブルは外皮だけ切っていい？」

『一層目と二層目は保護ラバーなので大だい丈じよう夫ぶです。真ん中の三層目だけ重要な神経ケーブルなので、これは切ってしまうと結合不可なので気をつけてください』

「でもこの部分、三層目まで破損してるよ？」

『えぇっ!?　そういえば昔、左ひだり腕うでの小指だけ反応が遅おくれると思ってたんです』

「んじゃ直そうか。新品のに丸ごと交換すればいいよね」

『恐きよう縮しゆくです……』

「ほいほい。えっとそれじゃケーブルをさっそく……ん？　あれどこいったっけ。ああ、そうだ。華宮そっちに────」

　神経ケーブルの保管ボックスがあるから。そう言葉を発するつもりで口を開いた直後、だが喉のどの奥を突ついて出たのは悲鳴だった。

「うわっ!?」

　──轟ごうッッ！

　ずん、と視界が大きくぶれて、エリエはその場にひっくり返った。

『エリエっ！』

「だ、だだだ、大丈夫だけどさ、こ、これ何よ!?」

　床ゆかに四つんばいになっても、床そのものが跳はねるように揺ゆれるのだからバランスの取りようがない。

「エリエ、そこの格納ボックスです！　その取っ手に摑まって！」

「う、うん！」

　機材を収納する巨大なボックスに飛びついて必死に摑まる。

　……地鳴り？

　……あたしたちが統政庁から帰ったくらいから気になってたけど。

　ここまで大規模で長時間なのは初めてだ。

　地下フロアの天てん井じようがミシミシと嫌いやな音を立てて軋きしみ、パラパラと塗と料りようの欠片かけらが頭の上に降ってくる。

「この天井、まさか崩くずれないよね」

「怖こわいこと言わないでください。……ほ、ほら、だいぶ収まりましたよ」

　同じく格納ボックスにしがみついたままの華宮。

　彼女が言うように地鳴りは収まった。けれどまだ小さな揺れは続いてる。三半規管が弱い子供ならこれだけで酔よってしまいそうなくらいだ。

『エリエ、華宮、動けますか』

　作業台の上のイリスが点滅。

「え、ええ」

「なんとか」

『それは何よりです。なら、本当に申し訳ないのですが……続きをお願いしたいのです。いよいよ時間が限られてきたようです』

「時間て。あ、シェルティスの言ってた──」

『浮遊大陸全土で、結界が急速に縮小しつつあります。穢歌の庭エデンに突とつ入にゆうするため、塔の最上階で皇姫が扉とびらを開けたのだと思われます』

　エリエも話の大おお枠わくは華宮から聞かされている。

　結界の維い持じに必要なものが奪うばわれて、それを取り返しにシェルティスたちが穢歌の庭エデンに向かうのだという。

「……シェルティス、平気かな」

「二度も穢歌の庭エデンに堕おちて生せい還かんした張本人です。実力から考えてもそう簡単に力つきたりしませんよ。むしろ問題なのはこっちです」

「こっち？」

「浮遊大陸の方です」

　ひび割れの入った壁かべを睨にらみつけ、華宮は押し殺した声でそう言った。

「巫女と千せん年ねん獅し、錬れん護ご士しの大部分が穢歌の庭エデンへの突入に割り当てられています。残った戦力で浮遊大陸を守りぬかなくてはなりません。幽ゆう幻げん種しゆがどこから浮ふ上じようしてくるかは未知ですが、居住区全土の防衛がどれだけ困難なことか……」

「で、でもさ、前にも似たようなことがあったじゃん？　あの時は──」

　シェルティスを三輪ヴィークルに乗せて塔に向かったのを覚えてる。

　あの時も幽幻種の大群が襲おそってきたけど、逆にほぼ全すべての個体を返り討うちにできたはずだ。

「あれは、幽幻種たちの狙ねらいが天結宮ソフイアだったからこちらも戦力を集中できたに過ぎません。それが今回、侵しん攻こうはおそらく浮遊大陸全土に及およぶはず。それを、巫み女こも千年獅もいない残りの人員だけで守ることがどれだけ無理難題を極きわめるか……」

『同感です』

　重々しい口調の機械水晶イリス。

『結界が途と絶だえたいま、幽幻種が天結宮ソフイアを優先的に襲う理由は消えました。侵攻はなんの見境もなく居住区に及ぶ。そう覚かく悟ごするのが妥だ当とうでしょう」

「じゃ、じゃあ……」

『エリエ、さっきお願いした神経ケーブルの破損箇か所しよはそのままで結構です。致ち命めい的な欠けつ陥かん箇か所しよを優先的に修復してください』

「う、うん！」

　揺れる視界のなか、それでも両足に力をこめて姿勢を保つ。

　よろめきながら作業台へ。左手で台にしがみつき、残る右手に作業ドライバーを。

　──集中しよう。

　──この子を直すことに全神経を集中するんだ。

　唇くちびるを嚙かみしめて、エリエはじっと手元の人型機械体アンドロイドを睨みつけた。
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　浮遊大陸・第二居住区。

　耳が痛くなるほどに静まりかえった大通り。道のあちこちに、シェルターへの避難時に落としたと思われる荷物が散乱している。

「ジン、あれ見て」

「子供の靴くつか」

「……取りにくる余よ裕ゆうなんてなくて、裸足はだしで逃にげたのかしら。それとも親が背負って逃げたのかしら」

　片方だけ脱ぬぎ捨てられた赤い靴。

　明らかに子供用であろうソレを遠目に見つめ、正護士の少女はふっと息を吐はいた。

　イーシャ・イス・イシマエル。

　金色の長ちよう髪はつを二つ結びにした小こ柄がらな少女だ。

　沁しん力りよく術士型正護士「人にん形ぎよう遣つかい」──沁力術式に長じた彼女の武器は剣けんでも銃じゆうでもなく、彼女の少し後ろを浮ふ遊ゆうする超ちよう重量の鉄球。可か憐れんな見た目にそぐわず、あの鉄球でもって幽幻種の身体ごと核かく晶しようを押しつぶすという大だい胆たんな戦せん闘とうスタイルをとる。

「余裕があればシェルターに届けてあげるところだけど」

「気持ちはわかるが、任務優先だ」

　淡たん々たんと告げるのは、隣となりを歩く長身禿とく頭とうの双そう銃じゆう使い。

　イーシャの指さす靴を一いち瞥べつしわずかに眉まゆを動かしたものの、こちらは動じた様子もなく通路を進んでいくのが印象的だ。

「さっきの地鳴り、わかっているな」

「……ちゃんと報告聞いてたわよ。自然区で幽幻種の発生を確認したんでしょ」

　突入部隊が穢歌の庭エデンに向かったのが一時間前という。

　それと時同じくして地じ盤ばんをひっくり返すほどの揺らぎ、そして雷かみなりのような地鳴りが塔とうを振ふるわせた。

　──直後、自然区上空で結界の亀き裂れつが発見されたという。

「発生の規模までは報告になかったわよね」

「結界の破損規模によるだろうな。いまはせいぜい十数体だろう。……が、時間が経たって結界の傷が肥大化すれば手に負えなくなるのは目に見えている」

　何十体が何百体に。

　何百が何千。何千が何万という侵攻に膨ふくれあがる。そうなれば到とう底てい抑おさえきれるものではない。

「とどのつまりタイムアタックだ。討つのが先か討たれるのが先か」

「……嫌な表現ね」

　適切すぎるからこそ嫌な喩たとえだ。

　──いずれ浮遊大陸側の防衛には限界が訪おとずれる。

　──それまでに間に合うかどうか。

　穢歌の庭エデンに向かった部隊が目的を達成して帰き還かんするのが先か。それより先に浮遊大陸側の防衛が力つきるか。

「だからこその戦力集中だ。第三居住区は放ほう棄きする」

「…………」

　ジンの言葉に無言で応じる。

　そもそも浮遊大陸は大別して生ビ態オ生ト育ー野プ、自然区、居住区の三エリアに分かれている。

　広大な樹海、厳しい気候、獰どう猛もうな大型動物の住処すみかである生ビ態オ生ト育ー野プ。

　人の手の入った自然管理地域である自然区。

　そして人間の住まう居住区だ。

「厳しい言い方だが第三居住区は住宅街だ。破は壊かいされても人の手で必ず復興できる。避ひ難なんシェルターの第二居住区と天結宮ソフイアのある第一居住区。この二つさえ守りきればな」

「……わかってるわよ」

　大通りを郊こう外がいへと進んでいく。

　一大商業地域を抜ぬけたそこには、高層ビルとも見み紛まがうほどの巨きよ大だいな工場がいくつも立ちならぶ光景が広がっていた。

　生産プラント。

　食料、水の浄じよう化かシステム、衣料、それに薬やく剤ざいなど。人が暮らすにはおよそ必ひつ須すとなる資材が、このエリアで生産されている。

「死にものぐるいで徹てつ底てい抗こう戦せんよ。ここを守れなきゃ、たとえ人命を守れても意味がないわ。食料だって水だって生きるには必要なものだから」

「もちろんです、指揮官殿どの」

　そう応じたのは黒くろ髪かみの青年候補生だ。

　ナッシュ・Ｇ・エンデルフィン。

　長身細身、眉び目もくの整った顔だちの優やさ男おとこで、口元には常に好意的な微び笑しよう。しかしその瞳ひとみは、どこか人を食ったような不敵なものを感じさせる。

「あんたのその嫌みったらしい笑顔なんとかならないのかしら」

「よく言われるんですが、実は生まれつきなもので」

　恭うやうやしく敬礼してみせる彼。

　しばらく前に、イーシャも一度だけ任務で同行したことがある。あの時は自然区の巡じゆん回かいで、自分が候補生部隊の試験官として同行していた。

「第六十八班から第七十七班までの候補生のべ四十九人、予定どおりプラント防衛の配置につきました。通信部隊、医い療りよう部隊も到とう着ちやく済みです」

「わかったわ。今度は勝手な行動を起こさないようにね」

「肝きもに銘めいじて」

　口元を引きしめて頷うなずく青年。

　……ふん。

　……なんだ、真ま面じ目めな表情だってやればできるのかしら。

　あの時とは多少なりとも違ちがうというわけだ。

「けれど意外ね」

「何がですか？」

「あんたたち、候補生のなかじゃ相当良い成績だったらしいじゃない」

　個々の成績はもちろん、ナッシュを部隊長として部隊の総合成績は突とつ出しゆつしていたはず。穢歌の庭エデンへの突入部隊にと教官から推すい薦せんがあって当然かと思っていた。

「穢歌の庭エデンの件なら、四人で話しあったうえでの総意なので」

　後ろに並ぶ三人の候補生にふり返る彼。

「名めい誉よ挽ばん回かいするより先に汚お名めい返上ということです。いきなり大それた任務に手を出して浮うき足立つ真ま似ねはもうしたくないので」

「……そ」

　名誉を求めるより先、失われた信用を取りもどす。昇しよう格かくという点では遠回りかもしれないが、いずれ大きな局面で必ずや生きてくるだろう。

　……反省の気持ちは見えるわね。

「そうね。今回の防衛がうまく行けば、わたしも前回のことは水に流すことを検討するわ」

「精しよう進じんしますよ。それで指揮官殿こそ？」

「わたし？」

　穢歌の庭エデンには行かないのか、という問いだろう。

　正護士であれば教官や幹部の推薦は必要ない。自分の意志で希望すれば部隊に編入されていたはずだ。

　ここに残っているということはつまり、それを希望しなかったということ。

「身内がいるからな」

　そう答えたのは横で黙もくしていたジン。

「ご家族が？」

「姉だ」

「ジン、それわたしが言う台詞せりふだってば」

　錬護士筆頭イシュタル・イス・イシマエル。

　千年獅にもっとも近い席。実際にはその話も何度となくあったらしいのだが、それを全て断って錬護士に留とどまっているという異色の護士でもある。とはいえ実力は本物。現在の千年獅にだって劣おとらないとイーシャは考えている。

「ああ、そういえばこちら側の総指揮担当でしたね。あの方は」

「そうよ。お姉様が塔に残ってるのにわたしだけ穢歌の庭エデンに向かうわけにもいかないもの」

　もともとは姉に憧あこがれて入塔した身だ。

　姉は天結宮ソフイアでの総指揮、自分は居住区と防衛ポイントこそ離はなれてしまったけれど、姉の任務に同行するのは長年夢見ていたことでもある。

「指わ揮た官しの恥はじは総指揮官おねえさまの恥につながる。そんなのご免めんだから、あなたたちも全力で協力しなさい。奮ふん闘とうした結果は教官に伝えてあげる」

「せいぜい精進──」

「失礼、イーシャさん」

　ナッシュの言葉を遮さえぎって近づく巫み女こ見習いが一人。

「イーシャさん、たったいまエルミーティア様から念話が」

「……エルミーティア様？　巫女の第一位が？」

「はい。実は──」

　ローブを羽織った巫女見習いがこっそりと耳打ち。

　巫女の第一位も千せん年ねん獅しの第一位もほとんど人前に姿を見せない。正護士であるイーシャですら顔を見るのは一年に一度くらいのものだろう。それが今回の作戦でさすがに動くことになったと聞くが……

「緊きん急きゆう事態です」

「なんて？」

「第二居住区前線にて、侵しん攻こうしてきた幽ゆう幻げん種しゆと防衛班が交戦開始。すでに負傷者が出ているとのことです」

「もうっ!?　そんな、早すぎる！」

　自然区に発生したという幽幻種。それがもう自然区、それに第三居住区を突とつ破ぱしてきたというのか。どんなに早く見積もってもあと一時間はかかると思っていたのに。

「それが……エルミーティア様の話では、第三居住区の上空に巨大な魔ま笛てきの反応があり、そこから幽幻種の発生が確かく認にんできたとのことです」

「…………」

　異い篇へん卿きように奪うばわれたという第七天音律ソフイア・コード。

　鍵かぎを奪われたことで結界が機能停止。縮小していくことで浮遊大陸を覆おおいきれなくなったせいだ。考えてみればたしかにそう。結界の切れ目がどこに現れるかなんて予想もできない。幽幻種の侵攻が自然区や生ビ態オ生ト育ー野プから始まるなんて保証はない。

「わかったわ。すぐにプラント周辺の部隊に連れん絡らくをお願い。こっちだって対岸の火事じゃすまないもの。いつ……」




　────ピシリッ




　崩ほう壊かいの音。

　ガラスがひび割れる瞬しゆん間かんを想おもわせる、硬こう質しつで無機質な音がこだました。

「……遅おそかった……みたいね」

　頭上。

　雲一つない青空が続くはるか向こうで、何もないはずの虚こ空くうが突とつ然ぜんにひしゃげ、そして小さな破は片へんをまき散らしながら砕くだけちっていく。

　黒の亀き裂れつから噴ふきだす濃こ紫むらさき色の霧きり。

　その正体が魔笛だというのは、全身にいたる寒気が何より明確に教えてくれた。

「第六十八班から第七十七班までに連絡ですか、ね」

「そうね。でも連絡じゃなくて警告よ。あんたたちもすぐに持ち場につきなさい」

　ナッシュにそう言い捨ててジンに目配せ。

　すでにこちらは両手に双そう銃じゆうを握にぎりしめている。予備の弾だん薬やくもベルトのポーチに嫌いやというほど補ほ充じゆうされた状態だ。

　──展開。

　自分を取り囲むように浮ふ遊ゆうする超ちよう重量の鉄球たち。その表面には蒼あおく輝かがやく沁しん力りよくの文様。巫女によって強力な沁力が刻印された稀き少しような武器だ。

「開戦よ。総員、気合い入れなさい！」

　右手を掲かかげ、イーシャは高らかに宣言した。




　　　　２
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　穢歌の庭







　輝く境界とびらのその先で──




　……ちゃぷん。

　シェルティスが最初に聞いたのは、小さな水しぶきの音だった。

「ここは──っ！」

　鼓こ膜まくをつんざく暴風雨。

　大気に渦うず巻まく波動は身を凍こおらせるほどの冷気を帯びて、その地に立つ者の体温を瞬またたく間に根こそぎ奪い取っていく。

　──凍いてついた黒の世界。

「前にわたしたちが来た場所と違うな」

　雪まじりの地表を踏ふみしめ、モニカがゆっくりとあたりを見回した。一度経験してるからだろう。緊きん張ちようした表情ながらも動どう揺ようというほどの狼ろう狽ばいは見られない。

　そして。

「ヴァイエルの一いつ喝かつが幸いしたな」

「……だね」

　自分たちの真上から次々と大地に降り立つ何百人という護士たち。見慣れぬ光景に途と惑まどいこそ見せながらも、すぐに点呼と号令を始めている。

「シェルティス、ここに見覚えは？」

「あいにく。僕の時はひたすら下に下に自由落下で落ちていったから」

　今回もそうとばかり覚かく悟ごしていた。

　それがどうだ。いま自分たちが立っているのは２９１階の続きとでも言わんばかりの氷の大地だ。地上では蒼く発光する神秘的な氷ひよう壁へきがどこまでも高くそびえ立ち、見み渡わたすかぎり、漆しつ黒こくの世界の果てまで続いている。

「でも、だいぶ深いところまで一気に堕おちてこれたと思う」

「どうしてそう思う？」

「魔笛の浄じよう化かがある程度終わってるから」

　前回でわかったことだ。

　穢歌の庭エデンの表層部はいまだ濃こい魔笛に包まれているが、深層階では浄化が終わったエリアがかなり広こう範はんにわたって続いている。

　……ここを下に下に進んでいく。

　……ただ、問題なのは最深部の浄化具合だ。

　穢歌の庭エデンの最さい奥おうがどういったものであるかは想像もつかない。果たして人が立ち入れるような場所であるのかどうか。

「浄化が終わっているということは、この氷は氷結鏡界の結けつ晶しようか」

　服に付着する氷雪を指先にのせるレオン。

　北風のごとく吹ふきすさぶ風で雪ほどの氷ひよう晶しようが無数に大気に舞まい、それが自分たちの服や肌はだにこびりついてくる。

「春蕾シユンレイ、お前たち巫女のおかげだな。このあたりの浄化が終わっていたおかげで、すぐさま幽幻種と戦うような目には遭あわずにすみそうだ」

「……うん。でも油断はダメ」

　緊張をはらんだ面おも持もちで、それでもほんの少しだけ嬉うれしそうに頷うなずく巫女。

「……この先、……浄化終わってない場所も……ある」

「そうだな。いずれにせよ俺たちは穢歌の庭エデンの下層部に用がある。シェルティス、ここを下っていくことで問題ないな？」

　レオンが睨にらみつけるのはまっすぐ目の前。

　凍った大地が急きゆう勾こう配ばいな下り坂になっている。どこまで続いているかはわからないが、まっすぐ歩くだけでもかなり下に降りていけるはず。

「ある程度まで下ったら、そこからは巫女と巫女見習いの遠視で片かたっ端ぱしから異篇卿を探して回ればいい。そう聞いているが」

「そうだね。まずは異篇卿まで接近しないと」

　まずはひたすら深部に向かって下っていく。

　イグニドをはじめ異篇卿がどこに隠かくれているかは不明だが、ある程度の距きよ離りまで接近できたなら沁力の波長を感知できるはず。

　巫み女こ四人。

　さらには百を上回る数の巫女見習いたち。

　沁力術士をここまで大部隊で編制したのもそれが理由だ。圧あつ倒とう的な範はん囲いの遠視によって穢歌の庭エデンを走査し、異篇卿の居場所を突つきとめる。

「待って」

　じっと押し黙だまっていたユミィが顔を上げたのは、その時だった。

「シェルティス、こっちの道……」

「右側？」

　指さしたのは下り坂でなく、その右手。

　十メートル近い高さの氷壁と氷壁の間を縫ぬうようにできた平へい坦たんな道だ。曲がりくねっているのと氷壁に阻はばまれて奥までは見えないが、見えている範囲では傾けい斜しやがない。つまり進んでいっても深層部には到とう達たつしないことになる。

　一見しただけでは。

「この曲がりくねった道ってこと？　ええと、これ下り坂じゃないけど」

「うん……でも、こっちの道の気がするの。本当に弱いけど沁力の残り香がみたいな、そんなのが残ってるの感じない？　ちょっと不自然な残り方だから追尾術式マーキングかも……」

「──わかった。ちょっと待ってて。モニカもここで！」

　ユミィとモニカの返事も待たずに走りだす。

　沁力の残ざん滓しを感じとる能力は自分にない。ただ、ユミィがそういったものを感じとるのであれば確かめてみるだけの価値はある。

　──この距離くらいなら巫女の遠視より自分で走った方が早い。

　氷壁の隙すき間ま道へ。

　真っ青な氷に挟はさまれた道を駆かけ足で。左右の壁かべは、覗のぞきこめば自分の姿が映るくらい磨みがき上げられた氷結晶だ。おかげで右も左も自分の姿。距きよ離り感が摑つかみにくいことこの上ない。

　……もっとも難易度の高い迷路は、通路が鏡製のだって聞いたことあるけど。

　……本当にこれは天然の迷めい宮きゆうだ。

　一本道でなければ諦あきらめて引き返していただろう。

　蒼く輝く道を進むこと数分。

　唐とう突とつなまでに忽こつ然ぜんと、目の前の氷壁が消えて視界が晴れた。

「行き止まりかっ!?」

　数メートル先から地面がなくなって、その先には真っ黒な虚こ空くうだけ。

　崖がけ？

　……いや違う。

「階段、か」

　クレーターを思わせるすり鉢ばち状の急きゆう斜しや面めん。

　さっきの道も傾斜があったが、こっちは下り坂というのを通りこして階段状。真下に跳ちよう躍やくするだけで優に数メートル下まで落下する。それが延々と続いているのだ。

　窪くぼみの奥までは見通せない。

　それは逆に、この道が相当に深いところまで繫つながっている証しよう拠こだ。

　……これでユミィが言ってたことにも信しん憑ぴよう性せいが出てきた。

　……イグニドがこの道を通った可能性はある。

　だとすれば。

「シェルティス！」

　ふり返ったそこに、桜色の髪かみを大きくなびかせて走ってくる少女。

「ごめんよモニカ。わざわざ来てもらって」

「あまりに遅おそいからな……と言いたかったけど、追いかけてきた甲か斐いはあったな。これが目的の道か」

「確証はないけどね。どうしようか」

「こんな未知の世界だ。確実なんて言えるものの方が少ないだろう」

　腕うで組ぐみするモニカが背後へとふり返る。

　大地を駆ける無数の足音。

　続いて鏡の迷宮を抜ぬけてやってくるレオンに春蕾、そしてユミィ。その奥からはさらに部下の護士たちが。

「ふむ。ユミィのお手て柄がらか」

「そんなことないよ。本当にちょっとした勘かんだもん」

　肩かたで息するユミィが苦笑。

　レオンや部下の護士たちまでやってきたということは、自分の足取りをユミィと春蕾が遠視で確かく認にんしていたからだろう。それで最終的にこの崖を発見して、思いきってすぐに追いついてきたというわけだ。

「護士はいいとしてユミィは平気？　この崖みたいな階段もかなり下まで続いてるけど」

「う、うん。……飛び降りた時に捻ねん挫ざしないよう気をつけるから」

　二メートルはあろう落差の崖を見下ろす彼女。

　生ビ態オ生ト育ー野プの荒こう野やを巡じゆん回かいする護士には見慣れたものだが、巫女にとってこの崖を延々と飛び降り続けるのは相当に負担だろう。

「あらヤだわぁ、ジャンプした時にスカートめくれそう。ねえ爛ラン、お姫ひめ様さま抱だっこで抱かかえて下まで運んでくれない？」

「スカートくらい手で押さえてりゃいいだろ。お姫様抱っこなんてしたらオレの手が塞ふさがって大変だっつぅの」

「もう、爛てばかわいげがないわねえ」

　真下の崖をじっと見つめるのは巫女の第二位メイメルだ。口調こそ愛あい嬌きようにあふれているものの、崖の奥を睨みつける彼女の目は決して笑っていない。

「でもそれが正解みたいね。……ユミィ」

「は、はい！」

「この先、ちょっと危ないかもしれないわよ。先頭のあなたの身が一番危険。心して進みなさい。常に術式を発動できるようにしておくこと」

「心して進みます」

「結構。では進みなさい。最さい後こう尾びは私と爛の師隊が引き受けるから」

　メイメルに促うながされ、ユミィが警けい戒かいをはらんだ表情で前に出る。

「モニカ先せん輩ぱい、ヴァイエルさん、シェルティス……護衛のこと」

「任せておけ」

「では、行きます！」

　決死の表情でユミィが宙に身を躍おどらせる。

　凍こごえる虚空をわたる少女。

　優に二メートル以上の落差をこえて真下の地面に着地。その勢いのままさらに前方へ進み、さらに次の崖、次の次の崖を蹴けって真下に飛び降りる。

「シェルティス、私たちも」

「わかってる」

　崖を連続で飛び降りていくユミィを追って地面を蹴る。

　自分とモニカ、そのすぐ後ろにヴァイエル。さらにはレオンと春蕾が続いて、レオンの第二師隊がそれを追いかけるかたちだ。

「モニカ、ユミィの真横にまで追いつこう」

　先を進んでいくユミィ。

　その背中を追ってシェルティスは加速した。

　跳躍。

　飛び降りるのでなく、まっすぐ前へ跳とぶ。崖二つ分を飛びこえて遥はるか真下の地面に着地。またたく間に先頭のユミィに並び立つ。

「ユミィ、足は」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……」

　息を切らせながらも気き丈じようにうなずく巫女。

　──よく頑がん張ばってる。

　──こんな足場の悪い道なのに。

　二メートル、時には三メートル以上の落差のある崖だ。それもただ跳躍するのでなく休む間もなく連続で。足首への負担も相当だろうに。

「あまり焦あせらないでいいと思う。後ろにだって春蕾やほかの巫女見習いもいるんだろ？　みんながみんな走るの得意なわけじゃないだろうし」

「う、うん」

　心なしかほっとした様子でユミィが減速。

「そうだユミィ、今のうちに一つだけ」

「なに？」

「僕らがはぐれた場合のこと。特に僕とユミィが離はなればなれになった時がマズイんだ。たぶん、いまのユミィだと僕に念話ができないから」

「…………」

　隣となりを走る少女の顔にさっと陰かげがよぎる。

「……そうだよね。ごめんねシェルティス、わたしが」

「なに言ってるのさ。ユミィの沁しん力りよくが強いのはものすごく心強いんだから」

　念話は沁力に乗せて思念を送る。

　問題は、いまのユミィの沁力がもはや皇おう姫ひサラに限りなく近づいているということだ。そんな状じよう況きようの彼女が自分に念話を送ればどうなるか──




〝この頭痛は？〟

〝ユミィの沁力が強すぎるせいであなたの魔ま笛てきと反発してるんです。直接の接せつ触しよくならまだしも、念話程度の接触でここまで反発する例は私も知りません。このままでは最悪、非接触の状態でもエルベルト共鳴が発生することすら……〟




　穢歌の庭エデンに堕おちた時に発生した現象だ。

　ユミィの沁力の放射に対して、自分に宿った魔笛が拒きよ絶ぜつの反応を示した。つまり一度はぐれてしまえば、自分と彼女とで連れん絡らくを取り合う方法がないということになる。

「通信機は？」

「もちろんそれが使えれば一番いいけど、僕とユミィが通信部隊からも離れた時のことも想定しておきたいんだ」

　ここは穢歌の庭エデン。

　見た目通りの道など一つとしてなく、正しい道と呼べるものも一つとしてない。一歩間ま違ちがえるだけで互たがいに別の道に彷さま徨よいこんでしまうことも考えられる。

「集合場所を決めておこう」

「……その場で待ってればいいの？」

「いや」

　ユミィのすぐ真横を並走しつつ。

　シェルティスは、あくまで真下の闇やみを見下ろしながら二の句を継ついだ。

「一番下。穢歌の庭ここの一番下にたどり着けば必ず会えるはずだから」

「…………」

　こくんとユミィが息を吞のみこむ仕草が伝わってくる。

　最深部。そこにたどり着けば必ずや合流できる。なぜならそこにはイグニドも待っているであろうからだ。避さけては通れない。

「あくまで万が一の時の話だけどね。お互いにもう完全に場所がわからなくなった時の最終手段くらいに考えてて」

「うん、わかっ──」

　頷うなずきかけたユミィが、不意に口をつぐんで言葉を止めた。

　彼女が見つめるのは前方。

　どこまでも深く深く続く黒の世界。吹ふきすさぶ極ごつ寒かんの風が──




　風が、何の前まえ触ぶれもなく生ぬるいものに変へん貌ぼうした。




「っ！」

　肌はだにまとわりつく大気に全身が粟あわだった。

　冷気が弱まった。

　つまり氷結鏡界の効力が行き届かぬ地点に突とつ入にゆうしたということ。その事実が示し唆さすることは、すなわち……

「いる！」

「総員、構えろ！　来るぞ！」

　同時だった。

　ユミィが声を発すると同時、レオンの怒ど号ごうが響ひびきわたった。

　黒の大気。

　吸いこむだけで窒ちつ息そくしかねない猛もう毒どくの闇が広がる先に、血色の眼光がおぞましいほどの輝かがやきを放っている。

「ごめんシェルティス、ちょっとだけ我が慢まんして！」

　何を。

　そう訊たずねる間もなく、ユミィの全身から蒼あおい光が立ちのぼった。

【ele So Phi-わたしにできるa-s Arma-Riris全ての願いを……】

　力ある言葉。

　巫み女この唇くちびるから、力の発動を意味する開放序詞が唱うたわれる。直後、あふれる蒼そう光こうの粒りゆう子し一ひと粒つぶ一粒が巨きよ大だいな光の柱となってその周囲に展開した。

　その規模、実に半径数百メートル。

　先頭に立つ自分たちから最後尾を守るメイメルの位置に達し、まだ十二分に余よ裕ゆうのある効果範はん囲いだ。

「シェルティス──」

「大丈夫。これくらいだったら支障ないから」

　じゅっ。

　何かが灼やける音とともに全身の肌が小さく傷いたむ。身体からだに宿る魔笛が、ユミィの沁力結界に対して早くも拒絶反応を示している。

　……さすがにエルベルト共鳴までは起きないけど。

　……あまり長くいると余計なダメージを蓄ちく積せきしかねないか。

「やはり、少なくないな」

　宙そら高くにいたる光の柱を見上げるモニカ。

　彼女の数十メートル先に広がる濃こ紫むらさき色の闇がまたたく間に浄じよう化かされて消しよう滅めつし、そこに隠かくれていた幽ゆう幻げん種しゆの姿が露あらわになった。

「ざっと二十体か」

「いや、その後ろにもまだ同じくらい控ひかえてる。行くよ」

　──イリス。

　──この剣けん、最後まで大事に使いぬくから。

　腰こしの鞘さやから双そう剣けんをひき抜ぬき、シェルティスは断だん崖がいを飛び降りた。

　落差五メートル。

　その下に群がる幽幻種へと飛びこんだ。

「はっ！」

　落下の勢いそのままに剣を振ふり下ろす。

　真下で迎むかえつつ獅し子し型の幽幻種は動じない。余裕ある動きで魔ま笛てき障しよう壁へきを展開し、こちらの剣を受けとめる迎げい撃げき態勢をとって……

　──リィィッンッ。

　鋭するどい破は砕さい音が鳴り響き、双剣の切っ先が障壁ごと幽幻種の核かく晶しようを断たちきった。

「まず一体！」

　いまのは奇き襲しゆう。

　魔笛障壁が通じぬことを利用した初手だ。これも次からは通じないだろう。

「……ぐっ、この！」

　猟りよう犬けんの姿を模した幽幻種の爪つめを正面から受けとめるのはモニカ。右と左、それぞれに握にぎった十字棍ロザリオで敵が動けぬよう挟はさみこむ。

「ヴァイエル！」

「言われなくてもわかってる……んだよ！」

　濃紫色の巨きよ体たいを、真横からヴァイエルが全力で殴なぐり飛ばした。

『ッッ！』

　宙を舞まう巨体。

　続けざまにモニカの沁力術式を受けて、着地することもなく虚こ空くうに消えていく。

「上出来だ」

　その二人の間をすり抜けて突とつ進しんするのはレオンだ。

　身みの丈たけほどもある規格外の大剣を軽々と構え、十体以上が群がる場所へとたった一人で駆かけていく。

「レオン……私も？」

「控えていろ春蕾。幕開け早々に巫女が力を消しよう耗もうする必要はない」

　余裕すら感じさせる口調でそう答える千せん年ねん獅し。

　振りあげた大剣で一体、さらに返す刀でもって二体を同時に消滅させる。障壁を展開させるどころか身動きすら許さない。

　さらに眼前の二体へ。

『────』

　身を屈かがめる獣けものたち。その前面に強力な魔笛障壁が発生。

　いや、その直前。

「遅おそい」

　レオンの姿が一いつ瞬しゆんブレた。

　銀色の剣けん閃せん。

　直後、銀ぎん髪ぱつの大剣使いは音すら置き去りに幽幻種二体をまとめて薙なぎはらっていた。

「……さっすが」

　幽幻種が障壁を発生させる、その直前の隙すきをついて一気に斬きりふせた。神がかった早はや業わざだ。倒たおされた幽幻種ですら何が起きたか理解できていなかっただろう。

　──負けてられないか。

　ヴァイエルの倒しそびれた一体を追って跳ちよう躍やく。

　宙に逃にげる前に翼つばさを切断し、着地際ぎわに一刀のもと叩たたき伏ふせる。さらに挟み撃うちで襲おそいかかってくる二体をかわして動きを誘ゆう導どう。攻こう撃げきが空くうをきった一体を薙ぎはらい、残った一体も反撃を許すことなく撃破。

　が、まだだ。

「モニカ、上！　新しい個体！」

　まだ剣も跳躍も届かない遥はるか頭上から無数の気配。見上げれば、光の結界を通りぬけた獣けものの群れが悠ゆう々ゆうと空を滑かつ空くうする光景が。

「……空にいるのは厄やつ介かいだな」

　上空を見上げて呟つぶやくモニカ。

　空を舞う幽幻種は、多くの護士にとっては難敵この上ない相手だ。剣も十字棍ロザリオも届かない。それにここは穢歌の庭エデン。どこを見わたしたって、よじのぼる木も足場にできる大岩もない。

「私の沁しん力りよく術式ならぎりぎり届くけれど」

「いや、それはまだ──」

「焦あせるな」

　銃じゆう声せい。

　一発の弾だん丸がんが、銀色の閃光となって上空の幽幻種を三体まとめて撃ちぬいた。

「銀の王ラステイハイトの弾丸は無む駄だだったな、使うに足る相手でもなかったか」

　銀色の大型銃を手にしたホルン。

　頭上の敵から目を離はなさぬまま、彼女は独り言のように言ってきた。

「モニカ部隊長、体力は温存することだな。沁力術式は体力を大おお幅はばに奪うばう。目的を達して帰路につく時点で体力の六割以上を残すことが理想だ」

「……は、はい！　では上空の敵は」

「そのための第三師隊だ」

　銀の王ラステイハイトを空高く掲かかげる彼女。

　と同時、地面をゆるがす衝しよう撃げきとともに無数の銃声が轟とどろいた。ホルンの指揮する第三師隊からの一いつ斉せい射撃だ。

　地上から射出された銃じゆう弾だんが、次々と上空の幽幻種を消滅させる。

　わずか十秒足らずで消滅する上空の気配。

「姉上、ちゃんと耳は塞ふさいでいましたか？」

「もう少し早く言ってください。あなたの部隊は手て際ぎわが良すぎるのが玉に瑕きずです。……う、鼓こ膜まくが破れるかと思いました」

　耳を手で覆おおったヴィオラがしかめ面つら。

　そのさらに背後では。

　──ズッ！

　硬かたい地じ盤ばんにめりこむ巨きよ大だい幽幻種。

　空高く跳躍した爛が、地ち竜りゆうを模した竜型幽幻種を素す手でで打ちのめしたところだ。

「わぁ、さすがね爛。頼たよりになるわー」

「巫女はしばらく応おう援えん専門か？」

「そうねぇ。未浄化のエリアをどれだけ進むかわからないし、結界に力を残しておいた方が賢けん明めいなのよ。ほら、しっかり！　ファイトよ！」

「……気の抜ける応援はやめてくれって」

　小さな旗を振り回すメイメルと、心底嫌いやそうな表情で応こたえる爛。

「そういうことです。体力のないヒューイック様も休んでいてください」

「いやいやいや、そりゃ第一ゼアドールと比べりゃそうだけどよ」

　両手に鉄てつ扇せんを構える黒猫。

　彼女と背中合わせに立つ第九ヒユーイツクも両手に複数のナイフを構えている。

　──悪くない。

　──まだ皆みんなの体力と精神に余裕があるうちに。

「ユミィ、進もう」

「え？　う、うん！」

　先せん陣じん切って走りだす彼女と並走。

　……いまはユミィが一人でこの場の沁力結界を支えてる。

　……早く浄化されたエリアまでたどり着かないと。

　沁力の結界は維い持じするほどに体力を消耗する。普ふ段だんから氷結鏡界を支えている巫女だから当分は大だい丈じよう夫ぶだろうが、やはり温存するに越こしたことはない。

　春蕾、ヴィオラ、メイメル。

　後ろに控えた巫み女こ三人も、明らかに意識して体力を残している。

「っ、シェルティス！」

「そのまま走って」

　結界を突とつ破ぱして迫せまる個体。ユミィに向かって急接近する個体の前に割って入り、一刀のもとに斬きりふせる。

「…………」

　走るユミィが、ふと横目でこちらを覗のぞき見。

「どうしたの？」

「あ……う、うん。なんか……ちょっといまの『いいな』って思っちゃった。さすがシェルティスだね、頼りになるもん」

　えへへ、と小さくはにかむ少女。

「……千せん年ねん獅しみたい」

「そ、そうかな」

「わたしも頑がん張ばるから。シェルティスに頼りすぎないようにする」

　表情を一転、口元を引きしめてユミィが双そう眸ぼうを細くする。

　……前回で経験したことだ。

　燭しよつ光こうの輝かがやきに羽虫が引きよせられるようなもの。彼女の強力すぎる沁力は、穢歌の庭エデンでは幽ゆう幻げん種しゆを誘おびき寄せる何よりの目印となってしまう。

　対策は、沁力術式を使わないこと。

　つまり氷結鏡界によって浄じよう化かされたエリアに一刻も早くたどり着くことだ。

「ユミィ、さっき感じたっていう沁力の気配は」

「……うん、感じるの。こっちの道であってると思う。ずっと道なりにまっすぐ」

　階段状になっている崖がけを連続で飛び降りる。

　背後ではまだホルンの師隊による銃声。敵は前方から現れるだけじゃない。崖の横や上空から直接に後方部隊に襲いかかる個体もいるのだろう。

　が、それでも伝わってくる銃声は少ない。

「倒せきれそう？」

「それもあるけど、たぶん逃げる方を優先したんだと思う」

　最前線のユミィが支障なく進めているのなら、敵の排はい除じよは本来は必要ないことだ。

　幽幻種の数は無限と割りきって、前に立ちふさがる個体だけを倒す。上空を浮ふ遊ゆうし続ける囮おとり役の個体は一いつ切さい狙ねらわないと決めたのだろう。

「────っ、前！」

　不意に。

　ユミィが短く叫さけんで急停止。

「新しい個体!?」

「……ううん。ほら、目の前」

　ユミィが指さす眼下。

　連続する崖がふと滑なめらかな傾けい斜しやにかわって、そこから先の地面が輝いていた。

　黒炭のような地盤から、輝く氷の大地に。

　見覚えのある沁力の輝きだ。

「ユミィ、もう大丈夫。少し歩いて息を整えよう」

「……うん」

　汗あせばむ額をぬぐう巫女。

「モニカそっちは？」

「いまのところ順調だ。ヴァイエルが掠かすり傷を負ったが浄化は終わっている。ケガそのものは出血もほとんどない」

　後ろから小走りに追いついてくる部隊長の少女。

「また鏡の迷めい宮きゆう探検か」

「そうだね。これ、単に進むだけなら未浄化エリアの方が楽なくらいだ」

　前方にそびえ立つ氷ひよう壁へき。

　その合間合間にも人間大の氷ひよう晶しようがあったり、足あし下もとには尖とがった氷の破は片へんが散乱している。足を滑すべらせでもしたら出血沙ざ汰ただ。

「ユミィ、待って。僕が先頭に立つから」

　前を歩く彼女より一歩先に。

　なにしろ氷壁の隙すき間ま道を歩いている。道みち幅はばが狭せまく、大人二人がようやく並んで歩くのが精せい一いつ杯ぱい。いざ戦せん闘とうとなると一人動くのが限界だ。

「こっち？」

「ここ、この先の分かれてる道は左」

　目の前の細い道を指さす巫女。

　最初に道を示した時はまだ躊躇ためらいが見られたが、それと比べて明らかに迷いがない。

「ユミィ、もしかして」

「さっきより反応が強くなってるの。たぶん、ここを通ったのがそんなに前じゃないからだと思う。……シェルティスも気をつけて」

「じゃあ近づいてるってことか」

　異い篇へん卿きようの誰だれか。

　イグニドとは限らないが目と鼻の先にいる。あるいはもう、この近くの氷晶か氷壁のどこかに身を潜ひそめていることも考えられる。

　……僕だったら不意打ちだ。

　……だけど、どのタイミングでそれを狙う？

　未浄化エリアに身を潜めるのは危険極きわまりない。ならばこの浄化エリアのどこかに隠かくれているか。あるいは待まち伏ぶせているか。

「レオン」

「わかっている。気を抜ぬくなよ、どこに何が潜んでいるかわからんぞ」

　春蕾の前を歩きながら応じる千年獅。

　……手が汗ばんでる。

　進むことさらに三十分近く。道の両側にそびえたつ氷壁が終わりを告げて、目の前には無数の氷樹が立ちならぶ氷の樹海に。

「シェルティス、これたぶん本物の樹きだよ」

　氷樹の木き肌はだをじっと観察していたユミィが、ふと思い至った表情で顔をあげた。

「ほら、大昔に穢歌の庭エデンに沈しずんだっていう大陸の……」

「じゃあここが？」

　千年前にあったとされる巨きよ大だいな大陸。

　それは浮遊大陸よりも遥はるかに巨大だったとされるが、幽幻種の魔ま笛てきによってその大部分が死の大地に変わってしまったという。

　それを浄化するために、氷結鏡界が穢歌の庭エデンごと大陸の大部分を覆いつくしたのだ。

「……浄化、進んでるんだね」

　沁しん力りよくを帯びて輝く大樹。

　こんな闇やみの世界でも、少しずつその穢けがれは洗い流されていっている。

「しかし寒さといい景色といい、まるでフェルンの棘とげ森だな」

　ぽつりとモニカが呟つぶやいた。

　生ビ態オ生ト育ー野プでも特に指折りとされる極ごつ寒かんの難所。異篇卿の戦いの後、自分の過去がイグニドに暴あばかれたことで天結宮ソフイアにいることもできなくなった時だ。

　部隊でフェルンの棘森の巡じゆん回かいにあたった思い出がある。

「あの時のような水龍ヒドラ、わたしはもうご免めんだぞ」

「さすがにアレはいないだろうけど……かわりにコイツらがいる！」

　双そう剣けんを握にぎって樹海を駆かける。

　全軍から離はなれた位置にそびえる氷樹、その陰かげめがけて剣を振ふり下ろした。

　──キンッ。

　澄すみきった音を立てて真っ二つに砕くだける核かく晶しよう。

　濃こ紫むらさき色の霧きりをまとった獣けものが、断だん末まつ魔まの雄お叫たけびを上げることもなく冷たい大気のなかに消えていく。

「幽幻種、ここにもか！」

「こいつ斥せつ候こうだ。モニカは逆方向を見て、油断してると囲まれる！」

　氷樹から氷樹へ。

　その陰に移動しながら接近してきたのだろう。ユミィや春蕾よりも先に気づけたのは偶ぐう然ぜんに近い。たまたま幽幻種の影かげが氷の大地に映りこんでいたからだ。

　……ずっ、ずず……ずっ……。

　氷樹の陰から這はい出てくる黒い影。

「そこら中に！」

　軽く跳とび退のきながら剣を交こう叉ささせて構える。

　だけど、なぜこの場にこれだけの数が？　純じゆん粋すいな魔笛の集合体である幽幻種にとって、沁力結界の中にいるだけで苦痛をともなうはず。

　事実、さっきの浄化エリアでは一体も見かけなかったではないか。

『────』

　正面、右、左。

　三方向から猛もう烈れつな速度で這い寄ってくる呪のろわれた獣。




　その悉ことごとくが、背後から機き関かん銃じゆうの一いつ斉せい射しや撃げきを浴びて霧む散さんした。




「こんなところに機械兵!?」

　口を半開きにして叫ぶユミィ。

　そう、幽幻種たちを殲せん滅めつさせたのは人ではなかった。

　──重装機械兵。

　メタリックカラーに輝く分厚い装そう甲こうをそなえ、両手の部位には黒くろ塗ぬりの重機関銃。その全身には沁力の刻印儀ぎ礼れいが青白い紋もん様ようとして浮うかびあがっている。

「わたしたちの味方なのか？」

　狐きつねにつままれたような面おも持もちのモニカ。

　不用意な接近はできない。結果的に幽幻種を排除したからといって、敵の敵が味方とは限らないからだ。

「待て。この機械兵……たしか、あの時の浮遊島ラグーンで似たものを……」

　そんななか、独り言のようにレオンが自問自答。

　記き憶おくを辿たどって視線を虚こ空くうへとやって、だが次の瞬しゆん間かん、その千せん年ねん獅しは自分の巫み女こを庇かばって前へと進みでた。

「総員、構えろ！　こいつは天結宮ソフイアの機械兵じゃない！」

　銀色の大剣が虚空を薙なぎはらう。

　と同時、その刃やいばに弾はじかれて無数の弾だん丸がんが四方に飛んでいく。言うまでもない。目の前の重装機械兵が発はつ砲ぽうした銃弾だ。

「眠ねむり仔ごとかいう幽幻種の培ばい養よう施し設せつがあった浮遊島ラグーンでだ。その時に同じタイプの機械兵が配置されていた。……だったな、アルマデル！」

「そういうことだ」

　氷雪を踏ふみしめる硬かたい靴くつ音おと。

　一ひと際きわ巨大にそびえ立つ氷樹から現れたのは、顔立ちから体型からレオンに酷こく似じした金きん髪ぱつの大剣使い。

「──四時間後」

　赤みを帯びた大剣。

　その刀身を深々と足下の大地に突つきさす異篇卿。

「こちらが事前に予想した、お前たちの到とう着ちやく時間だ。イグニドと合流して十分な迎げい撃げき態勢を用意するだけの時間があると見誤っていた。まさか異篇卿おれたちと同じ最短ルートでここまでやってくるとは思わなかった。イグニドの残した追尾術式マーキングを辿ったか？」

「さあな」

「空とぼける必要もあるまい。お前たちがこんなにも早く現れたのが何よりの証しよう拠こ。……いや、あるいはイグニドめ。最初からそのつもりで追尾術式マーキングを残したか？」

　苦く笑しようの吐と息いきをこぼす金髪の異篇卿。

「……教えてください。イグニドという異篇卿はどこにいるんですか！」

「巫女の第五位ユミィ・エル・スフレニクトールか、それを知ってどうすると？」

「大事なものを返してもらいます」

　強きよう烈れつな眼光をその身に浴びながらも奥歯を嚙かみしめて、ユミィは目の前の大剣使いをにらみ返した。

「あの異篇卿は、塔とうの至宝を奪うばっていきました。それは皇おう姫ひサラ様と代々の巫女が守ってきた大事なものです。是ぜが非ひでも返していただきます」

「承しよう諾だくしかねる。それはわかっているだろう？」

「ええ、ですから見つけるまで追いかけるんです。あなたたちより先に」

　ぐっと息を吞のみこむユミィ。

「先ほどあなたは時間を見誤ったと言いました。イグニドと合流するだけの時間があると思っていたと。つまりイグニドはここにはいない。さらに言えば、まだ異篇卿も誰だれ一人としてイグニドと合流できてないということですね」

「そのとおりだ。時間の問題ではあるが」

　あまりにあっさりと頷うなずいてみせる異篇卿。

「居場所は特定している。あとはこの場で天結宮おまえたちを撃げき退たいし、その間に別行動の仲間がイグニドと合流し浮ふ遊ゆう大陸へと帰き還かんする。ただそれだけの話だ」

　飄ひよう々ひようとした言こと葉ば遣づかいからにじみ出る絶対の自信。

　そして、それを裏づけるだけの圧あつ倒とう的な重圧感がこの男にはある。大剣は地に突きさし、一見隙すきだらけとも言える自然体。

　……それが、あまりに完成された構えに見える。

　あらゆる奇き襲しゆうも奇き策さくも無む為い。一いつ切さいの搦からめ手が通用しない古今無類の古ふる強つわ者もの。

「ならば突とつ破ぱする」

　その眼前に進みでたのは銀ぎん髪ぱつの大剣使いだった。

「お前も、お前たちの計画とやらも一いつ閃せんのもとに打ち倒たおす。ただそれだけだ」

「お前がか？　千年獅レオン」

「そうだ。二度、後おくれを取ることはない」

「…………」

「不満か？」

「いいや、久しいと感じただけだ。俺の前に二度立つ気き概がいのある男、永らく見なかった」

　地に突きさした剣の柄つかに手を添そえる異篇卿。

　身みの丈たけほどもある剣を一息で大地の鞘さやからひき抜いて、その切っ先でもって自らの背後を示してみせる。

「ここをひたすらに走り続けるがいい。樹海を抜けた先、イグニドの待つ深層部へと続く空くう洞どうがあるはずだ」

「……動どう揺ようを誘さそう手口か？」

「事実と反することを告げたつもりはない」

　切っ先を背後に向けたまま、アルマデル。

「いままでもイグニドの追尾術式マーキングを辿ってきたお前たちだ。俺がここで話さずとも、結局は同じルートが見つかってしまうだろうからな」

「…………」

「もちろん通ることができればの話だが」

　アルマデルがそう口にした、途と端たん。




「世界彩色レイヤーコード『真朱ヴアーミリオン』────炎ほのおよ、目覚めなさい」




　凍いてついた大地の亀き裂れつから猛烈な業ごう火かが噴ふき上がった。

　大人一人を吞みこむほどの大きさから、一瞬のうちに数十メートルの範はん囲いにまで膨ふくれあがった炎の渦うず。

　それが、アルマデルの指ししめした道を覆おおいつくした。

「道がっ!?」

「氷の世界に咲さく炎の大輪。なかなか美しいでしょう」

　燃え上がる炎を背景に近づいてくる人ひと影かげ。

　炎と同色のスーツを着た女性が、アルマデルの傍そばに寄りそった。

「異い篇へん卿きよう第二位、『紅ぐ蓮れん』のナタラーシャ。そう簡単に行かせなくてよ。マハ、あなたも出てきなさい」

「…………」

　ナタラーシャの足あし下もとが盛り上がり、そこから黄土色のフードをかぶった大おお柄がらな沁しん力りよく術士が這い上がってくる。

　──マハまで。

　──天結宮ソフイアの足止めをこの場所に選んだのか。

「シェルティス」

　燃えさかる炎の轟ごう音おんに紛まぎれる小声で、レオン。

「先に行け。ここは俺と部下たちで抑おさえる。イグニドとやらもそう遠くではないだろう。最低限、お前の部隊とユミィが向かえば追いつめられるはずだ」

「……だけどあの炎が」

「それについても策がある」

　隣となりに控ひかえる黒くろ髪かみの巫女をちらりと見下ろすレオン。が、すぐに視線を正面の大たい剣けん使いへと向けて。

「それで終わりか異篇卿。三人でこれだけの大部隊を止めるとでも？」

「もちろん、数の差を語るならそれを埋うめるまで。敵の敵は味方というわけだ」

「……っ？」

「さっき言ったばかりでしょう千年獅さん？　私の炎は、氷の世界に咲く真っ赤な大輪。それはそれは美しく、目立つんだから」

　くすっと妖よう艶えんな笑えみを浮かべるナタラーシャ。

「あなたたちの部下、後ろの獣けものたちが構ってもらいたいみたい」

「っ、まさか！」

　背後に現れる無数の気配を感じとってレオンがふり返る。

　いつの間に集まってきたのか。

　繁はん茂もする氷の大木から一体、また一体と次々に濃こ紫むらさき色の怪かい物ぶつが姿を見せる。獅し子しの姿をした小型種から地ち竜りゆうほどもある巨きよ体たいまで。

「そうか、レオンあの炎だ。あれが──」

　燃えさかる炎をシェルティスは指さした。

　行く手を遮さえぎるだけが目的ではなかった。これだけ高々と噴き上がる炎だ、遠くに隠かくれ潜ひそむ幽ゆう幻げん種しゆたちが気づくには十分すぎる。

　……浄じよう化かエリアに幽幻種が現れたのもそれが理由か。

　……あらかじめ、あの炎で幽幻種たちを近くまで呼びよせていたんだ。

「小細工を！　各人、小隊ごとに幽幻種を包囲しろ。巫女見習いは──」

「マハ」

「──────」

　黄金の術士が無言で地に手をかざす。

　直後、その場を中心とした氷の地面が盛り上がり、脈動を始めた。そのうねりは半径数百メートル規模にまで拡大し、そこから突きだした樹きの根が地上の巫女見習いたちを次々と覆い囲んでいく。

「先に巫女見習いを封ふうじる気か！」

　大剣を掲かかげて黄マ金ハへと迫せまるレオン。

　が、そこに金髪の大剣使いが一瞬にして割って入った。レオンの振ふりあげた剣を、自らの剣でもって受けとめる。

「これでお前の部下も迂う闊かつに動けまい。数の優位は消え去ったわけだ」

「それが……どうした！」

　せめぎ合う剣の切っ先。

　アルマデルの剣を押し返してレオンが言い放つ。

「春蕾！」

「…………行って」

　黒髪の巫み女この双そう眸ぼうがこちらを向いて。

「ここは……平気だから」

「──わかった。ユミィ、こっちだ！」

　頷き、シェルティスは樹海を駆かけだした。剣をかわす大剣使い二人の脇わきを通過し、ナタラーシャそしてマハをもかわして正面の道へ。

　──目の前には業火の壁かべ。

【Lin Endes 我、万象連ネpel On Nes祝詞ヲ開放】

　春蕾の口ずさむ開放序詞。

「……祈いのり、響ひびきわたりて奏を為なす」

　氷の大地に膝ひざをつき、黒髪の少女が決意のこもった声で高らかに謳うたいあげる。

「応こたえて！」

　炎の壁が弾はじけた。

　地面の亀裂から輝かがやく冷気が噴ふん出しゆつし、行く手を遮っていたナタラーシャの炎を中和し消火したのだ。

「やるっ!?　氷結鏡界の冷気を操あやつって私の炎を……！」

　歓かん声せいにも近い叫さけび声をあげる赤の異篇卿ナタラーシヤ。

　その光景を横目に、シェルティスは炎の壁に穿うがたれた氷の門をすり抜ぬけた。

「ユミィ早く！」

「うん！」

　炎の壁はまだ死んでない。冷気が放出された箇か所しよだけが勢いを失ったものの、数十メートルという範囲にわたっていまだ燃えさかっている。

　──とにかくユミィと僕たちだけでも通過してしまえば。

　──この炎の壁があれば、逆に異篇卿や幽幻種たちもすぐには追いつけない。

「モニカ、ヴァイエル！」

　二人が通過すると同時に、炎を中和していた冷気もまた消しよう滅めつした。

　再生する炎の壁。

　炎の向こう側には天結宮ソフイアの部隊と異篇卿、そして幽幻種がいまだ残ったまま。

「……と、とにかく先を」

　息を吸いこんだユミィがまっすぐ走りだす。

　刹せつ那な。

　シェルティスは、巫女を庇かばうかたちで前に跳とびだした。

「モニカ、ヴァイエルも前にっ！」

　煌きらめく二条の剣けん閃せん。

　二色の双そう剣けんが、高速で撃うちだされた銃じゆう弾だんの悉ことごとくを斜ななめ後方に打ち流した。

「機械兵か！」

「ちっ、まあ妥だ当とうだな。壁を突破された時の保険てか」

　モニカの十字棍ロザリオ、そしてヴァイエルの拳鉄甲ナツクルダスターに弾はじかれる弾だん丸がん。いずれも沁力が付ふ与よされて蒼あおく輝く刻印弾であるとわかる。

　──炎に照らされて浮うかびあがる巨きよ大だいな影かげ。

　漆しつ黒こくの装そう甲こうを施ほどこされた巨大な重装機兵だ。巨大な人型のフォルムではあるが四つ足歩行。その両りよう腕うでには巨大な重じゆう機き関かん銃じゆうが握にぎられている。
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「こんな兵器まで穢歌の庭エデンに運んでいたのか」

「おい、しかも後ろにまだいやがるぞ。何体いるんだよクソが！」

　狭せまい氷樹の隙すき間まを這はいずるように現れる機兵たち。

　先の幽幻種ほど数は多くないが、そのどれもが見上げるほどの巨体を誇ほこっている。しかもあのぶ厚い装甲だ。どれほどの防ぼう御ぎよ力を備えているのか想像もつかない。

「────」

　その機兵たちの集合地点へ、シェルティスは躊躇ためらわず駆けだした。

「シェルティス!?」

「バカ野や郎ろう、わざわざ真正面から飛びこむ奴やつがいるか！」

　向けられる銃口。

　その瞬しゆん間かんに地面を蹴けって氷樹の陰かげに。跳ちよう躍やくし、樹の枝に飛び移って上空から機兵たちを飛びこえて背後に回る。

　……ずんっ、と足音を立ててふり向く機兵たち。

「ユミィ走って！」

　機兵の視線が自分に集中したと同時に叫んだ。

「そんな!?　シェルティスも！」

「僕らはこいつらを倒たおした後に追いかける。だから早く！」

「……で、でも」

「時間がないんだ。浮ふ遊ゆう大陸だってどれだけの幽幻種に襲おそわれてるかわからない。とにかくイグニドの居場所だけでも先に見つけて！」

「…………」

　唇くちびるを嚙かみしめてうなずくユミィ。

　一いつ瞬しゆんの迷いこそ見せながらも、きびすを返して樹海の道を全力で走りだした。

「あの子一人を先に向かわせるのは不安だが……」

「変わんねぇよ。集団の最前線に置くって時点で、あの巫女サマが誰だれより危ねぇ位置にいるのはわかってたことだ。そんな心配は最初からだろうが」

　背中を見送るモニカ、対してヴァイエルの表情に動どう揺ようはない。

「こいつら速そつ攻こうで叩たたき潰つぶして廃はい棄き工場送りだ。そんでもってさっさと追いかける。それで十分だろうが」

「そういうこと」

　双剣を構えなおし、シェルティスは眼前の機械兵を見上げた。

　この障害を突とつ破ぱして深層部へとたどり着く。

　いまはそれだけを考えろ。

　……頼たのんだユミィ。

　……必ず僕も追いつくから。




　　　　３




　天結宮ソフイア──

　天に向かってそびえたつ白はく亜あの建造物だ。

　かつては幽幻種と戦う意志の象しよう徴ちようとして設計され、現代でも巫女による神秘と奇き蹟せきを示す記き念ねん碑ひとして建物そのものが祀まつられている。

　その敷しき地ち内に描えがかれているのは沁しん力りよくを帯びた円環サークルだ。複雑な文字の組み合わせによって地上絵として描かれたソレは、昼間では無色透とう明めい、夜間になればうっすらと蒼い光を放っておぼろげに光りだす。

　──幽幻種の侵しん攻こうを止める浄化の結界。

　幽幻種にとっては立ち入るだけで苦痛となる。

　塔とう初期の巫女と巫女見習いが施し、それを現代にいたるまで幾いく星せい霜そう、次の世代の巫女と巫女見習いが修復と改善を重ねていったものだ。

　それが……

『伝達！　入塔ゲート前の結界、突破されました！　第二円環サークル、第五円環サークルが完全破は壊かい。第三、第八も機能停止。ただちに修復が必要な状じよう況きようです』

　通信機から聞こえてくる報告は、その結界が蹂じゆう躙りんされた報しらせにほかならなかった。

　むろん効果はあった。

　敵の侵攻を遅おくらせ、魔ま笛てきを弱体化させる。ただ一つ、沁力結界をほどこした巫女たちが想定していた幽ゆう幻げん種しゆの数だけが誤算だった。

『イシュタル司令！』

「わかってますよ。すでに修復のための応おう援えんを向かわせています。無理はしないで結構。突破された分は正面扉前こちらで引き受けますので」

　淡たん々たんとそう告げて通信を切る。

「ふぅ、まったくもって」

　よどんだ息を吐はきだして、イシュタルは壁に立てかけてあった金属鎗やりを手に取った。

　──錬れん護ご士し筆頭イシュタル。

　眩まぶしく輝く黄金色の長ちよう髪はつに、強い青の双眸が印象的な彼女。

　羽織るのは儀ぎ礼れい衣いのコートだが、それを肩かたや肘ひじ、太ふと股ももといった部位に黒の獣じゆう皮ひベルトを巻きつけて固定することで、余分な服の生き地じを押さえつけている。服がなびくのを抑おさえることで機動性を最重視した恰かつ好こうだ。

「司令なんて役やく柄がら、まったくもって性しように似合わないというのにねっと！」

　背せ丈たけよりも長い鎗やりを右手に提さげ、大地を蹴りつける。

　舞まい上がる砂すな煙けむり。

　常人を遥はるかに凌りよう駕がする脚きやく力りよくでもって大地に足あし跡あとを穿ち、その爆ばく発はつ的な推進力で疾しつ走そう。塔の壁へき面めんに足をかけ、真上に跳躍。

「目め障ざわりだ」

　塔の外がい壁へき沿いに浮遊しようとする幽幻種たち。その一体を跳躍中のすれ違ちがいざまに斬きりつけ、もう二体を地上へ撃ち落とす。

　さらに一体、落下途と中ちゆうに鎗で薙なぎはらって壁面に叩きつけた。

　……ほら。

　……こっちの方が気楽でいい。

　またたく間に四体。

　しかし塔の上空を浮遊する数はその比ではない。

「たしかに正面扉前で引き受けるとは言ったけど、さすがに数多すぎないですかねぇ」

　上空を睨にらみつけたまま着地。

　皇姫サラから授さずかったイシュタルの任は、残された浮遊大陸側の護士たちの総指揮だ。千せん年ねん獅しと巫女が全すべて穢歌の庭エデンに向かうという以上、錬護士筆頭である自分が最上位の地位にあたる。階級からしても適役だろう。

　しかし本音を言えば、ひたすらに敵を殲せん滅めつさせる前線部隊でいたかった。

　……とにかく幽幻種の数が多すぎる。

　……防戦一方というのが気にくわない。常に対応が後手後手に回ってしまう。

「ねね、そこのキミ。統政庁から輸送された機械兵は？」

　塔内部から駆かけてくる通信兵を呼びつける。

「ご命令のとおり前線部隊への応援に全機体を派は遣けんしました。第二居住区と第三居住区の区界にて交戦中です」

「うんうん。そろそろ損傷機体が増えるはずだから連れん絡らくに気をつけて。魔笛を浴びた機械も、巫み女こ見習いの浄じよう化かが間に合えば再起動できるはずだし」

「承知しました」

「んじゃ、よろしくねー。あ、そうそうもう一つ…………あ、ウソ、やっぱいいや」

「はい？」

「ごめん取り消し。なんでもないから行っていいよ」

　ごまかし笑いで手を振ふってみせる。

　一礼して背を向ける通信兵を見送って、イシュタルは内心溜ため息いきをついた。

　……イーシャちゃんのこと聞きたかったけど。

　……一度聞いちゃうと、また何度でも聞きたくなっちゃうか。

　第二居住区の防戦部隊にいるはずの妹。

　重要基点である生産プラントを死守するのが役目と聞いているが、その情報がまったく入ってこないのだ。報せがないうちは無事というのが常じよう套とうだが、今回それがあてはまるかはイシュタルにもわからない。

「…………」

　見えぬ未来。

　見えぬ戦せん況きよう。

　見えぬ姉きよう妹だいの安否。

「それでも戦うのかって？　もちろんですよ」

　自らを奮い立たせ。

　鎗を手に取り、部隊を指揮する。

　塔の事務員も護士も巫女見習いも、そのほとんどが自分から見れば弱者の集まりだ。誰かに指揮をしてもらわねば動くこともできないだろう。

「しかし相応に気き概がいはあるのです。巫女も護士も事務員も誰もが等しく」

　だからこそ立ちむかう。

　だからこそ──

「世界を革新するのは、いつだって人の覚かく悟ごなんだから」
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　天結宮ソフイア・地下エリア。

「ま、また揺ゆれてるっ!?」

　塔そのものを揺らす地じ響ひびきに転てん倒とうしかけ、エリエは作業台にしがみついた。

「結界が崩ほう壊かいする前まえ触ぶれなんだよね」

「……いえ。すでに居住区まで幽幻種の侵攻を受けているようです」

　同じく作業台に摑つかまる華宮。片手で台の取っ手に摑まりながら、彼女はもう片手で摑んだ通信機を耳にあてていた。

「っ、そんな!?」

「もちろん護士が防衛にあたっていますが、侵攻の何割かは塔の敷地にまで到とう達たつしているとのことです。内部にまで侵しん入にゆうされるのも時間の問題でしょう……そして地こ下こにも」

　微び震しんする天てん井じよう。

　パラパラと落ちてくる破は片へんを見上げて華宮が目を細める。

「いつ、あの怪かい物ぶつがやってくるかわかりません。急ぎましょう」

「……うん」

　揺れが弱まったタイミングを見計らって立ち上がる。

「華宮、そっちのケーブルと金具押さえてて。さっきの続きから」

「了りよう解かいです」

　糸のように細い金属ケーブルを特とく殊しゆ器具で繫つなげていく。何十本あるケーブルから正しい連結先を選び、一ミリの狂くるいなく繫げる繊せん細さいな作業だ。

　手先が狂えば人型機械体アンドロイドの機能全体に支障を来きたす。

　地響きが来たら作業は中断。息すら止める緊きん張ちようと集中力で続ける根気の戦いが、もう一時間近く続いている。

「エリエ、交代しましょう。こっち押さえててください」

「あいよ」

　噴ふきだす汗あせをぬぐう。

　金具を握にぎり続けた手の平はとっくに汗でヌルヌルだ。それどころかトイレも休きゆう憩けいも水分補給もなく、もう何時間作業を続けていることだろう。

　──それでもこの手を止めたくない。

　興奮と緊張と重圧と。

　その全てが最高の状態まで高まっているのが自分でもわかる。

「イリスさん、こちらでどうですか」

『問題ないと思います。今のところ全行程で遅ち滞たいなく、いえそれどころか私の予想を遥かに上回るペースで進んでいます』

「よっし。ちょい待ってね。電子神経節はこれで終わったから」

　ヨミという研究者の手書きメモ帳をめくる。

　書き殴なぐりで描かれたデザインと注意書き、工程表を丁てい寧ねいに確かく認にんしてエリエは力強く宣言した。

「次、原動機いこう。これさえ終われば完成も同然だよ」

　原動機とは人型機械体アンドロイドの動力源だ。

　内エ燃ン機ジ関ンとも呼ばれる、機械が動くためのエネルギー供給機関。

　ちなみに人型機械体アンドロイドでは重心の位置に近い腰よう部ぶに原動機が内蔵される。そうすると必然的に腰こし回まわりが大きくなるし、機械水晶イリス本体が格納される胸部は装そう甲こうが厚くなる。ゆえに人型機械体アンドロイドは女性型で生産されることが多いのだ。

　……だから機械水晶イリスも女の子の人格なんだろうね。

「華宮、あとちょっとだけど大だい丈じよう夫ぶ？」

「システム周りのチェックも忘れずにですよ。とはいえ、ようやく全体像が見えてきましたね。原動機が事実上最後の強敵ですか」

　濡ぬれタオルで顔をふく華宮。

「私、まだあと十時間はイケそうです」

「あたしも全然大丈夫。このまま一気にやっちゃおう。イリスにも待ってもらっちゃってるしね」

『……恐きよう縮しゆくです』

　小さく点てん滅めつする機械水晶イリス。

『二人とも頑がん張ばって』

「任せてってば」

　手元の工具を入れかえながら、頷うなずいてみせる。

「……いつかあたしも」

『はい？』

「いつかあたしも、イリスみたいに可愛かわいい人型機械体アンドロイド造りたいなって。なんか自分の子供みたいじゃん」

『もちろんエリエなら造れます。でも私は、エリエがいつか結けつ婚こんして子供ができて、その子供を最初に見てみたいですね』

「……うーん、そっちはまだしばらく先かもね」

　後ろ頭をかいて苦笑い。

『保証しますって。エリエは髪かみを伸のばしてきちんとお化け粧しようすれば本当に可愛くなります。素す敵てきな男性も見つかりますよ』

「もう、まだいいってば。そういうの考えるのはまだ先でいいよ」

　むず痒がゆくなった鼻先をこすってエリエは応こたえた。

「いまはこうしてるのが一番楽しいの。イリスも華宮も、ユトもシェルティスも紗砂シヤサちゃんもさ、みんなと一いつ緒しよにいるのが一番好きだから」







　第四章　『天上なる剣けん戟げきの旋せん律りつよ』
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　穢歌の庭エデン・第五鏡界──




　明かり無き常とこ闇やみと夜とがまざりあう世界。

　そこにわずかな光をもたらしているのは、氷結鏡界が生みだした氷結晶だ。どこまでも透すきとおった宝石から生まれる輝かがやきが、光なき世界に光と視界とほんの少しの希望を与あたえてくれる。

「いい舞ぶ台たいだ、悪くない」

　燃え上がる紅ぐ蓮れんの炎ほのおを背に、うかびあがる剣けん士し二人の姿。

　身を超こえる規格外の大剣を自在に振るい、その切っ先が幾いく度どとなく衝しよう突とつすることで激しくも美しい音色となって響ひびきわたる。

「この自然ならざる超ちよう常じようの世界。どこまでも広く過か酷こくで、そして容よう赦しやない。まさに終しゆう焉えんの地にふさわしい」

　剣を振り下ろす銀ぎん髪ぱつの千せん年ねん獅し。

　対し、金髪の異い篇へん卿きようもまた剣を振りあげる。

　幾いく年とせの月日を経て互たがいに何千何万回と振り続け、磨みがき上げてきた超速の一いつ閃せんだ。それはもはや剣の軌き跡せきですらなく一いつ瞬しゆんの光そのもので──




　リッ……ィィィィィィッッッッ……ッッッ…………ンッッ




　光が弾はじけて音が生まれる。

　ハンドベルにも似た音色。世のあらゆる作曲家の残した楽がく譜ふにも記されることのなき、極限の剣戟だけが気まぐれにもたらす天上の旋律だ。

「そうは思わないか？」

「……いいや、考えたこともないっ！」

　奥歯を嚙かみしめ、レオンは呼気とともにそう吐はき捨てた。

　尋じん常じようなき腕わん力りよくでもって押しこんでくる剣先を、こちらも純じゆん粋すいな腕力でもって押し返す。

「俺はどんな場所も、それが終焉の地だなんて考えたことはない！」

　銀色の剣先が、赤しやく銅どう色の剣先をはじき飛ばした。

「では穢歌の庭ここを何とする？」

「春蕾シユンレイが祈いのり続け浄じよう化かしてきた地だ。それがお前のいうように無味乾かん燥そうな終焉の大地だとは思わない。意味のある場所だ」

　浄化するに足る大地であると。

　春蕾が幼きうちから人生をかけて祈り続ける価値のある大地であると。

「そう望むのが巫み女こに仕える剣士だろう」

「……なるほど。そう捉とらえるか」

　大剣をぶらりと提げた恰かつ好こうでアルマデルが小さく笑む。

「可お笑かしいか？」

「貴様の剣に乱れがない理由をかいま見た。そう思っただけのこと。普ふ段だんは黙もくして語らねど、その心の内では地に根付いた未来を描えがいている。まさに天結宮ソフイアの剣士。貴様ほど巫女の専属護衛にふさわしい者もそうはいまい」

「戯ざれ言ごとを」

「いや、本心でそう言っている」

　金髪の異篇卿が地を蹴けった。

　右手に持つ大剣を横一直線に横よこ薙なぐ、とみせかけてその剣先がなんの前触れもなくレオンの顎あご先さきめがけて跳はね上がる。

　すくい上げの一いち撃げき。

「異お篇ま卿えに言われるのが癪しやくだと言っているんだ」

　空くうを切る大剣。

　一歩身を引いて剣をかわし、空から振ぶりにおわったアルマデルへと逆に踏ふみこんだ。

「はっ！」

　裂れつ帛ぱくの気勢とともに剣を突つきだす。

　空を切った大剣をはじき飛ばす。そのつもりで放った一撃が狙ねらい違たがわず刀身の根元を穿うがつ。……そう確信した直後、異篇卿の大剣が猛もう烈れつな速度で振り下ろされた。

「──っ！」

　迷わなかった。

　一瞬の躊躇ためらいもなく後方へ跳ちよう躍やく。と同時に、突きだした剣を引っこめる。そのすぐ真横をかすめて振り下ろされる赤銅色の大剣。

　……際きわどいにも程ほどがある。

　……躊ちゆう躇ちよしていれば剣をたたき落とされていたのは俺の方か。

　誘さそったつもりが逆に術中にはまっていた。

「いい反応だ」

　凍いてついた大地に剣を深々とめりこましたまま、アルマデル。

「いつぞやの負傷は完治したとみえる」

「荒あら治ち療りようだったがな」

　目の前の大剣使いによって負った傷。

　治療中にも意識が戻もどれば病院を抜ぬけだして訓練に移っての繰くり返し。それが無ければ退院はもっと早かったと医師から何度も言われたほどだ。

「アルマデル、貴様にあらためて尋常の勝負を挑いどませてもらう」

「それは口ではなく剣で示せ」

「──そのつもりだ」

　柄つかを握にぎる手にあらん限りの力をこめ、レオンは大地を蹴った。

　目の前の異篇卿。

　紛まぎれもなく最強の剣士。

　兄と酷こく似じした容姿の、兄と同じ名前を持つ男に向かって。
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「あらあら、もう始まってる？　アルマデル様ってばあれだけ最初は様子見だなんて言って、自分はもうとっくにデキちゃってるなんてずるいですわ」

　吼ほえたける真しん紅くの炎。

　氷樹の森を真っ二つに区切るかたちで燃え上がる炎の壁かべのすぐ手前、炎と同化するように佇たたずむ真紅の女性がくすりと微笑ほほえむ。

「それで、ねえ、私としてはアルマデル様のお傍そばで戦いを見ていたいのだけれど？」

「…………」

「そんなに睨にらまないでほしいわ。あ、もしかして私がアルマデル様の加勢をするなんて思ってる？　それは誤解よ。私はただ大好きな御お方かたの姿を見ていたいだけ。応おう援えんも加勢もする気はないわ。だってアルマデル様は負けないもの」

「…………」

「レオンと言ったかしら。あの千年獅。あなたの専属護衛、本当にアルマデル様にそっくりよね。見た目も戦い方も、声もそっくり。ねえあなたは興味ある？　あの二人の関係、あの二人、ただの赤の他人とは思えないもの」

「……興味……なんて、ない」

　炎に照らされる黒くろ髪かみの巫女。

　春蕾・ピア・ヌクレネン。たった一人で、護衛すらつけずに彼女は赤の異篇卿と対たい峙じしていた。

「レオンは……レオンだから……」

「へえ？　彼のことになると少しは話せるようになるじゃない。彼の後ろにいないと言葉もろくに話せない臆おく病びようさんかと思ってた」

「…………」

「でもいいわ、そういう純情な乙女おとめでいたい年とし頃ごろなのね。それも────」

「……一つだけ」

「え？」




「レオンは負けない」




　唇くちびるをふるわせながらも巫女の言葉は揺ゆるぎなかった。目の前の異篇卿をじっと見上げる眼まな差ざしに、絶対の自信と決意をこめて。

「……レオンは一番強いから。誰だれにも負けない……から」

「それ本気？　だってあの剣士、前の決戦じゃアルマデル様に完敗したって話じゃない。知らないわけがないでしょう？」

「それは、昔」

「昔？」

「もう……負けないって言った。二度と負けないって」

「気があうわねぇ」

　ぼっ、と音を立ててナタラーシャの髪かみが浮うかびあがる。

　彼女の足あし下もとで破は裂れつした火の粉の爆ばく風ふう。その一瞬の火花が、不敵な笑みを浮かべる異篇卿の表情をありありと照らしだす。

「私も常日頃から同じことを思ってたわ。アルマデル様が最強だって。剣士としても男としても。……だけどそれがまるで浮ふ遊ゆう大陸では知られていない。異篇卿の悲しい宿命よね。どれだけ強くったって主張できない。アルマデル様は興味もないだろうけど、私はずっと叫さけびたかった。浮遊大陸中に知らしめたかった。誰が一番強い男なのかって。誰がもっとも過酷な覇は道どうを歩いてきたのか、その名を知らしめたかった」

「…………」

「だから心待ちにしてきたわ。巫女の専属護衛である大剣使い。千年獅レオン・ネストリウス・オーヴァ。あの男とアルマデル様が剣を交える瞬間にずっと焦こがれてた。あの剣士に二度打ち勝てば、もはや大衆への説明は不要。浮遊大陸最強の剣士の座は、間ま違ちがいなくアルマデル様のものとなる」

「……ならない」

　烈れつ火かのごとく強きよう烈れつな光をはなつ眼光を真っ向から受けとめて。

「レオンは負けないから」

「譲ゆずらないわねぇ。もっとも私だって譲る気ないけれど」

　にらみ合う二人の沁しん力りよく術士。

　真後ろで業ごう火かが燃えさかっているにもかかわらず、その猛烈な熱波に皮ひ膚ふを焦がされながらも、互たがいにその場から微び動どうだにしない。

　──引くことが敗北であると。

　──もっとも愛する男への愛情で負けることだと知っていたから。

「女の戦い、やっちゃいましょうか。泥どろ沼ぬまの戦い。愛する人間には絶対見せられない醜みにくい戦いをね」

　たった一つ手に入る祝しゆく杯はいは。

　勝った方が愛する剣けん士しのもとへ駆かけつけられるという栄光。

「…………」

「やる気まんまんて表情じゃない。それは自信？　それとも虚きよ勢せい？　ねえ教えて！」

　炎ほのおが吼えた。

　ナタラーシャの指先に灯ともった火花が弾けて無数の火の粉となり、それがみるみるうちに大人をも吞のみこむほどの巨きよ大だいな業火となる。

「炎に我が身を焼かれる痛み、あなたは知らないでしょう。痛みのあまりに涙なみだを流したってすぐに蒸発してしまうの。教えてあげるわ」

　火球、と呼ぶにはあまりに大きすぎる炎の塊かたまり。

　パチッ。

　異篇卿が指を打ち鳴らすと同時、炎が猛烈な勢いで回転を始めた。氷の大地に接せつ触しよくした炎の塊が、その場で渦うずを巻きながら巫女へと迫せまる。

　それが──

「……」

「っ、なんですって!?」

　真っ赤な炎の渦が、春蕾を吞みこむ直前に動きを止めたのだ。

　炎の揺らぎも飛びちる火の粉も、まるで時間そのものが止まったかのように完全停止する。凝ぎよう視しすれば、その真紅の色が徐じよ々じよに蒼あおに染まっていくのに気づいただろう。

「へえ？　これは珍めずらしいものが見れたわね」

　その現象をむしろ余よ裕ゆうすら感じさせる笑みで見守るナタラーシャ。

「凍てついた炎。燃えさかる炎を瞬しゆん間かん凍とう結けつさせるなんて、いったいどれだけの冷気を操あやつれればそうなるのかしら」

「……炎は風に、氷は水に」

　黒髪の巫み女こがそう呟つぶやくと同時、凍こおりついた炎が千を超こえる欠片かけらとなって砕くだけちった。そのまま穢歌の庭エデンに吹ふく突とつ風ぷうに流されて消えていく。

「さすがは穢歌の庭エデンを封ふうじた氷結鏡界の冷気。第七天音律ソフイア・コードを奪うばわれ、すでに結界としては崩ほう壊かいしているのにまだこれだけの力を残してるなんて」

「…………」

「いえ、だけど褒ほめるべきはそれを局所的に操る技能ね。見直したわよ巫女サマ？」

「……知ってるから」

「？　なにを？」

「……炎の痛みは……あなたほど多くを知ってない…………けど、氷の痛みを……巫女は誰よりよく知ってるから」

　氷樹の幹に手で触ふれた春蕾。

「…………巫女を、バカにしないで」

　炎に我が身を焼かれる痛みを知らぬかわりに、氷に閉とざされる痛みを知っている。

　痛みのあまりに涙を流したって蒸発してしまう経験のかわりに、痛みのあまり涙を流したってすぐに凍りついてしまう寒気を経験している。

　ナタラーシャが稀き代だいの炎術の使い手ならば。

　巫女もまた、稀代の氷術の担にない手なのだから。

「あら、見かけによらず負けず嫌ぎらいなんだ？」

「……あなたが言ったこと」

　女の意地の戦いであると。

　愛する者に捧ささげる戦いであると。

「……千レ年オ獅ンの前で……巫女わたしは負けられない」

「そ？　じゃあその言葉、確かめさせてもらおうかしら」

　ナタラーシャの足下が燃え上がる。

　彼女の背せ丈たけを上回り、氷樹をも越こえて夜色の天上へと噴ふき上がる紅ぐ蓮れんの業火。

「始まりに炎あり。あなたに突とつ破ぱできて？」
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　どこまでも続く氷の樹海。

　輝かがやく大地に根ざすは凍いてついた大樹たち。細身の木立から、見上げてもなお頂上が見えない大樹まで。何千、何万本という木々に一つとして同じものはない。

　それら全すべてが大自然の森と変わらない。

　違いを挙げるとすれば、そこには何一つとして生物が見あたらないことだろう。木々から飛び立つ鳥もいなければ、大地の花を飛びかう蝶ちようも、木の幹にくっつく昆こん虫ちゆうもいない。ただそこに凍った木が生えているだけの沈ちん黙もくの森。

　──その静せい寂じやくを、一発の銃じゆう声せいが打ち破った。

「ふっ！」

　鋭するどい呼気とともに身をひるがえす。

　直後、自分が今まで立っていたすぐ後ろの枝が何の前まえ触ぶれもなく砕けちった。

　……あの時と同じだな。

　……聞こえるのは遅おくれてやってくる銃声だけだ。肝かん心じんの銃じゆう弾だんが目で追えない。

　忌いま々いましげに舌打ちし、ホルンは膝ひざ立だちの姿勢から立ち上がった。

「多少は動体視力の訓練も積んだつもりだが、これほど役に立たないとかえって潔いさぎよく諦あきらめられそうだ」

「……それは……なに、よ……り……だ…………」

　凍った茂しげみから這はいずり出てくる男。

『鈍にび色いろ』のベルトマー。

　足先から頭までを迷めい彩さい柄がらのスーツで覆おおった銃使いだ。

「擬ぎ態たい昆虫も顔負けの模も様よう替がえだな」

「……ん？」

「以前は樹木と赤土を模した迷彩服だった。それがいまは、わざわざこの樹海用に青く染めた迷彩柄とはな」

「……そうとも。完かん璧ぺき……性しよう……なのでね」

　低く笑い声を漏もらす異い篇へん卿きよう。

「化学迷彩……光の屈くつ折せつ率を歪ゆがめ……自分の背景を金属繊せん維いによって映像化する……」

「過去の遺産だな。幽ゆう幻げん種しゆに対してその類たぐいの迷彩は意味をなさないと結論が出たのを知らないのか？」

「もちろん……これはあくまで対……人間……用……だ」

　右手に大型のライフル銃を握にぎったベルトマー。

　銃でありながらも先せん端たんや銃身に突とつ起き状の瘤こぶが付属しており、灰色がかった白で塗と装そうされていることで銃の外見からはかけ離はなれたデザインになっている。

　さしずめ、喩たとえるならば大おお型がた獣じゆうの骨か。

「貴様の……部下……はいない……のか？」

「知ってのとおり森の入り口で幽幻種と交戦中だ。それとも何だ。私の部下たちがやってきての加勢が不安か？」

「いいや……逆さ」

　骨を模したライフル銃を肩かたに担かつぎ、異篇卿は嬉き々きとした口調でそう告げた。

「部下たちに……貴様が哀あわれなまでに惨ざん敗ぱいを喫きつする姿……見せてやりたかった……集団の戦意をそぐのに……これ、以上……有用な手はない」

「あいにくと気色悪い趣しゆ味みにつきあう気はない」

　両目の遮眼帯ブラインダーを剝はぎとり、肉眼でもって異篇卿を睨にらみつける。

　天球図画。

　未来の軌き跡せきを映しだす沁力術式を生まれながらに有するかわり、普ふ段だんのホルンは自分の両目を覆っている。

　天球図画の未来世界と肉眼で捉とらえる現実世界、二つの映像を同時に理解し把は握あくしようとすれば脳に多大な負ふ荷かをかけるからだ。訓練した現在でも数分間で目眩めまい、一時間を超えようものなら脳疲ひ労ろうによる失神すらありえる。

　……が、こいつ相手に体力温存などありえない。

　……以前も同じ条件であれだけ一方的な戦いだったんだ。

　ホルンにとって、同じ土俵で味わう初めての完敗だった。

　こちらの銃弾はほぼ全すべて弾はじかれ、敵の銃弾の加速に対応できずこちらが一方的に撃うち負けての敗北だ。

「以前とは……違う、といいな？」

「そのまま余裕面づらをしているがいいさ」

　背中に固定していた短機関銃サブマシンガンをひき抜ぬいた。対する鈍色ベルトマーもまた、左手に骨を模した短機関銃サブマシンガンを握っている。

「はっ！」

　呼気を吐はきだして、大地を滑すべるように真横に走りだした。

　一瞬遅おくれて異篇卿が同じく真横に疾しつ走そう。互いに距きよ離りを保ったまま並行に樹海を走ること十メートル。巨大な樹木の陰かげにまで走りこんだ刹せつ那な、ホルンは急きょ身をひるがえし、たったいま走ってきた方角に向かって逆走した。

「っ!?」

　完全な死角での方向転てん換かんに鈍色ベルトマーの反応が一いつ拍ぱく遅れる。その一瞬の虚きよを突ついて、ホルンは手にした短機関銃サブマシンガンの引き金を弾いた。

　発射速度一〇〇〇発毎分。

　わずか数秒で装弾九十発が空となり、高速回転する銃弾が鈍色の立っていた茂みを木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕く。

　が、そこに鈍色の姿はない。

「相変わらず……銃弾が、素す直なお……すぎる」

　くぐもった声は上空からだ。

「そして遅……すぎる」

　氷樹の枝上に飛び移った異篇卿。

　その左手に握られた短機関銃サブマシンガンがこちらに向けられる瞬しゆん間かんを天球図画で捉え、ホルンもまた上空の男に向けて銃口を向けた。

　──そんな枝上ではろくに避よけることもできないだろう？

　銃声は二発。

　先に狙そ撃げきした自分の銃弾と、一瞬遅れて鈍色の銃弾。

　だが、絶対に外しようのない距離で銃弾はどちらかに直撃するどころか、まるで見当外れの方へ弾かれただけだった。

「ちっ！」

　こちらの銃弾を見てから撃ち落とされた。

　以前の戦いから引き続き、これで二度目だ。前回が偶ぐう然ぜんであればと思って試ためしたが、これで間ま違ちがいない。この男は狙ねらって銃弾を撃ち落とす。

「……ではこちらから」

　悠ゆう々ゆうと着地するや、地を這うような低姿勢で鈍色が走りよってくる。骨と皮だけのような瘦そう軀くとは考えられない強きよう靭じんな脚きやく力りよくだ。

　それを。

「────」

　その姿を一いち瞥べつするや、ホルンは一いつ片ぺんの躊躇ためらいもなく背後の茂みに身を投じた。

　氷の破片が頰ほおや肩を激しく切りつけることもお構いなし。ただひたすらに鈍色の接近をかわすための選せん択たくだ。

「……これはこれは。予想外。負けず嫌いで対たい抗こうしてくるかと思ったが」

「言ったはずだ。貴様の趣味に付き合う気はない」

　蒼あおい茂みをかき分け、背後の異篇卿から身を隠かくす。

　真後ろからの銃弾が背中をかすめるものの直撃にはほど遠い。いかに鈍色が超ちよう人じん的な狙撃手であろうと、現在位置が摑つかめなければ弾たまの当たる道理はないわけだ。

　──至し近きん距きよ離りでの撃ち合いは分ぶが悪い。

　それだけは素直に認めよう。

　こちらの銃弾は弾かれ、相手の銃弾は目で追うことができないのだ。相あい性しようが悪いという言葉だけでは済まされない隔へだたりがあると考えた方がいい。

　そのうえで勝つ方法を考える。

「どこまで……逃にげる……気だ？」

　遥はるか後方から聞こえる声。

　かなりの距離を稼かせいだことを察知し、ホルンは茂みから飛びだした。と同時に、背中に固定してあったホルダーから折りたたみ式の金属武器を取り外す。

「逃げる？　違うな、コイツを組み立てる時間を作っただけだ」

　朱しゆ塗ぬりの機械骨格。

　そこに張り巡めぐらされた四本の金属弦づるに矢を番つがえ、胸を張り、肩から上半身に力をこめて振ふりしぼる。

「機械弓クロスボウ？　いや違う、これは……」

「ただの弓さ。素材こそ金属に金属繊維の組み合わせだが、原理はもっとも原始的な弓と何一つ変わらない。ただ弓に矢をかけて振りしぼり、中あてるのみ」

　四本の金属弦。

　美しいまでの曲線でもって張りつめた弓に番えられた四本の矢。

「四方の矢。同時に放たれ、一つとして同じ軌跡はなし」

「……四本……同時射しや撃げき……だと？」

「幼少時の独学だ。銃の弾だん丸がんなど到とう底てい買えなかった孤こ児じ院いん時代のな」

　弦を引き、弓全体が大きく弧こを描えがくほどに振りしぼる。

　そして。

　ホルンは、魔ま弾だんの異篇卿に向けて不敵に唇くちびるをつりあげた。

「貴様と決着つけるために歯を食いしばって再特訓した技わ術ざだ。泣いて感謝しろ」
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　氷の大地。

　第七天音律ソフイア・コードという制せい御ぎよを失ってなお、氷結鏡界の冷気によって地中の水分が凝ぎよう縮しゆくされて霜しも柱ばしらと化し、地表はうっすらと氷雪に覆われている。

　そんな極ごつ寒かんの世界で──

「……ふぅ。あっつい。こんなに動いたのなんて久しぶり」

　その細い指先で、メイメルは額に浮うきでた大おお粒つぶの汗あせを払はらい落とした。

　心まで凍いてつかせる寒気。

　それとは別に、身体からだの奥で燃えるような熱気が滾たぎっているのを確かに感じる。

「メイメル！」

　大気を切り裂さく爛ランの怒ど号ごう。

　と同時、メイメルの背後に積もった雪が蠢うごめいた。

「後ろ！」

「休む暇ひまがないわね……っと」

　地表の雪が勢いよく空へと噴ふき上がる。

　だが直前に、メイメルはドレスの裾すそを指でつまみ、勢いよく身をひるがえしていた。

　──雪を背に覆おおい、地表に擬ぎ態たいした幽ゆう幻げん種しゆ。

　その身体の厚みわずか二センチ、ヘドロのように半液状化した個体だ。

「新種？　厄やつ介かいそう、嫌いやだわぁ」

　今まで浮ふ遊ゆう大陸で確かく認にんできた幽幻種は、一部の例外を除けばごく弱い魔ま笛てきゆえに氷結鏡界をすり抜けた個体たちだ。

　それがもしも浮遊大陸で発見できていない希少種に遭そう遇ぐうしたとすれば、それはつまり、氷結鏡界が封ふう印いんしていた強力な個体である可能性が高い。

「近づくのは危険かし────」

　言い終える前に。

　目の前の幽幻種から、何十本という巨きよ大だいな棘とげがメイメルに向かって放たれた。鋭えい利りな鎗やりを思わせる黒の刃やいばが銃じゆう弾だんのごとき速度で迫せまる。

「あら怖こわい」

　が、その全てをメイメルは肌はだに触ふれる寸前でかわしきっていた。特別な体術でも回かい避ひでもなく、素人しろうと同然の動きでだ。

『ッッ』

　必殺の一撃が空を切り、水面みなものような体表がわずかに波打つ。

「動どう揺よう？　幽幻種にもそういう反応があるのね。でも危なかったわぁ」

　肉眼で捉えてからの反応では、棘に全身を貫つらぬかれていただろう。

　結界探知。

　半径百メートル、十メートル、二メートル、三十センチ。

　四種の結界術式を並行して発動させることで、それぞれの範はん囲い内に何かが迫った場合にそれを瞬時に感知するメイメル独自の技能。今の超人じみた反応も、黒の棘がメイメルの三十センチ領域に達したことによる反射回避だ。

　──結界の巫み女こと呼ばれるが所以ゆえん。

　──多重結界配置。

　それは決してたやすい技術ではない。

　性質の異なる四つの結界を同時に展開するということは、剣けん士しで言えば四刀流のようなもの。それも全すべて異なる大きさの剣での四刀流だ。

　それを完かん璧ぺきに制御するメイメルの技量が、ただ圧あつ倒とう的と言うほかない。

「でも、こういうのも悪くないわね」

　身体が熱い。

　汗を吸って重たくなった法ほう衣い。巫女の法衣の中でもとりわけ薄うすく露ろ出しゆつ度も高いドレス風の設計にはなっているが、それでも身体の火ほ照てりが収まらない。

　……こんな感覚って久しぶり。

　……統とう率そつ役に徹てつするんじゃなくて、前線で護士たちと一いつ緒しよに戦うなんて。

　巫女見習いの時代を思いだす。

　一心不乱に修しゆ行ぎようを重ねた十代の時。あの頃ころは、まだ結界も二重がけが限界だった。

「我が懐なつかしき少女時代の思い出ね」

　艶つややかな唇から笑えみがこぼれた。

　多重結界もそう。

　巫女見習いの時に、幽幻種と戦う機会の多かった巡じゆん回かい任務で必死に完成させた技法だ。

　それが巫女になり、千せん年ねん獅しという護衛を得てからは扱あつかう機会などないと思っていた。

　自分は使う機会を失った。

　かといって他人に教えたところで、いまだ誰だれ一人として習得できたことのない超ちよう絶ぜつ技法。なにせユミィや春蕾ですら音ねを上げた代物だ。

「もう忘れられるだけの技法だと思ってたのにね」

　まさかもう一度使う場面が訪おとずれるなんて。それが自分でも可お笑かしくてしかたなかった。

　……本当にふしぎ。

　……心だけじゃなく、身体まで少女の頃に戻もどったみたい。

　上気した頰。

　美しい肢し体たいは全身がうっすらと汗ばみ、色いろ香かにも似た雰ふん囲い気きをにじみ出している。

『────ッッッ！』

　言語と呼べる領域をこえた幽幻種の奇き怪かいな絶ぜつ叫きよう。

　液状化した身体が瞬時に硬こう化かし、黒の鎗となって再び発射される。今度はさらに接近した間合いでの一いつ斉せい射撃だ。

「あら危ない」

　が、それすら結界の巫女は反応していた。

　とびかう鎗の方向を瞬時に見み極きわめ、身を虚こ空くうへと投げだすことで鎗を回避する。

　結界調整。

　通常なら二メートル範囲の結界を五十センチへ限定。

　同じく、三十センチ範囲であった四番目の結界を半径十五センチにまで限定。より高速で精せい緻ちな反応を可能にする。

　踊おどるように。さながら舞まいを舞まうように美しく。

「メイメル！」
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　行く手を阻はばむ幽幻種を二体同時に蹴けり上げる爛。一心不乱に駆かけつけてくる彼女に、メイメルは艶やかな微び笑しようとともに手をふってみせた。

「はーい、私はここよ」

「じゃねえだろ！　そこの気味悪ぃ珍ちん種しゆは────」

「安心なさい。もう終わってるわ」

　地面に張りついたまま動きを止めた怪かい物ぶつ。

　その液状化した体表が小刻みにふるえだし、やがて虚空へ蒸発して消えていく。

「……どうやったんだ？」

「なーんにも。ただ向こうから私の結界に飛びこんできただけよ」

　沁しん力りよくを帯びた四重結界。

　そこに自ら入りこんできたということは、メイメルの沁力を直じかに浴びたに等しい。

　特に先の個体は自らの肉体を棘と化して、もっとも強力である四番目の結界に一度ならず二度までも触れてしまった。あの時点で勝敗は決していたわけだ。

「爛、そっちは？」

「幽幻種はあとちっとだけど、残ってるのが軒のき並なみデカくて一ひと癖くせある個体ばっかりだ。こっちは巫女見習いが応おう援えんにいってる。だけど厄介なのは機械兵だな」

「異い篇へん卿きようが持ちこんだ奴やつらね」

「あいつら沁力効かないし、装そう甲こうもバカ硬かたいんで剣も通じにくい。今は統政庁の方で相手してくれてるみたいだけどな」

「…………」

　背後をふり返り、メイメルは奥にある炎ほのおの壁かべを睨にらみつけた。

　異篇卿の一人が放った業ごう火か。

　あれを突とつ破ぱしないかぎり先には進めない。かろうじてユミィ一人が抜ぬけたという報告も受けてはいるが、逆に一人で延々と進ませるわけにもいかないだろう。

「異篇卿は？」

「わかんねえ。千オ年レ獅らの誰だれかが相手してるだろうけど、距きよ離りが離はなれてるのと混戦とで通信班も状じよう況きようが摑つかめてないらしい」

「……そう」

　巫女のヴィオラは幽幻種と戦せん闘とう中。

　問題なのは春蕾だ。普ふ段だんなら真っ先に返事が返ってくるはずの彼女が、いまだに念話の応答がない。

「…………」

「どうする？」

「味方を信じましょう。ここで応答を待ってても時間を浪ろう費ひするだけだから」

　鮮あざやかな翡ひ翠すい色の長ちよう髪はつをなびかせる。

　あくまで優ゆう雅がな足取りで、メイメルは眼前の戦場へと再び歩きだした。

「私は向こうの幽幻種を片付けるわ。爛、あなたは機械兵の破は壊かいを優先。終わり次し第だい、お互たがいに合流しましょう」
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　樹海の奥で猛たけ々だけしく燃え上がる業火。

　視界右手では激しい銃じゆう声せいが絶え間なく鳴り響ひびき、左手側では剣と剣とがぶつかり鍔つば迫ぜり合いをくり返す特有の金属音がいまも続いている。

「むぅ、まさしく最終決戦よ。互いに誇ほこりと誇り、意地と意地をかけた自我の鬩せめぎ合い。もはや言葉は不要。なんと苛か烈れつで勇ましき──」

「おいこら、てめぇ第一ゼアドール！」

「変な感心してないでこっち手伝ってくださいよ」

「……無論である」

　ぶあつい背中を同どう僚りように小こ突づかれ、ゼアドールはゆっくりと鎚矛メイスを振ふりあげた。

　その足あし下もとには粉々に叩たたき潰つぶされた重装機械兵。これも異篇卿が穢歌の庭エデンに持ちこんだという話だが。

「吾わが輩はいの相手は引き続きこやつらか？」

「あいつらの装甲ハンパじゃねえからな、てめぇのバカでかい鎚矛メイスが活かつ躍やくする番だぜ？　かわりに俺と黒ク猫ロで幽幻種だから、こっちは気にするな」

　背を向けたまま応こたえるのは同僚の第九ヒユーイツクだ。こちらは両手にナイフを複数構え、部下である黒猫とともに奥の茂しげみへと走っていく。

「ち。おい黒ク猫ロ、向こうの木こ陰かげにまだ相当残ってるぞ。こりゃ増ぞう援えんか」

「これだけの規模で戦闘が続けばさすがに気づかれますね。早く倒たおさないとキリがありません。というわけで私が小型種を片かたっ端ぱしから潰します。上司であるヒューイック様はどうぞ奥の大型個体をお願いします」

「っておい!?　てめぇ俺一人に無茶振ぶり過ぎるだろっ！」

「上司に手て柄がらを譲ゆずっただけです」

　野生の獣けものさながらの俊しゆん敏びんな体術を活いかして木々をくぐり抜け、沁力を帯びた鉄てつ扇せんでもって幽幻種を次々と打ちすえていく黒猫。

　その後ろでは、巨大な人型の幽幻種の魔ま笛てきをかろうじて第九ヒユーイツクがかわしたところだ。

「……ふむ」

　加勢は無用。

　そう結論を見いだし、ゼアドールは低く唸うなった。

　……第九ヒユーイツク、黒猫とも統政庁の誇り高き特務員よ。

　……どれほど奇怪な幽幻種とて易やす々やすと後おくれは取らぬであろう。

「では続きといこうぞ、機械の兵よ」

　鋼鉄を圧縮して鍛きたえた大型の鎚矛メイスをゆっくりと構えなおし、前方をふさぐ黒くろ塗ぬりの大型機械兵たちへと距離を詰つめる。

　ダンッ！

　轟とどろく銃声。

　ゼアドールが一歩踏ふみだすと同時、十体以上もの機械兵が同時に重じゆう機き関かん銃じゆうを発射。その全てが狙ねらい違たがわず全身を激しく打ちつける。

　氷樹の幹すら容易に抉えぐる銃じゆう弾だん。

　それを一発残らず身に浴びた衝しよう撃げきでゼアドールの巨きよ体たいが宙に浮うく。

　──が、それだけだった。

「来たか、多勢に無勢とは不届き者……と言いたいところであるが、悲しいかな。いかなる奇き襲しゆうとて吾輩の防ぼう御ぎよを崩くずすのは至難の業わざである」

　大地に着地して仁に王おう立だつ偉い丈じよう夫ふ。

　その身体からだはおろか、身にまとうコートにすら傷一つない。

「我が聖域術式に隙すきはなし！」

　聖廊の守護者だけに伝わる沁力術式だ。

　天結宮ソフイアにおいては概がい念ねん顕けん現げんとも呼ばれる高等術式。この術式によってゼアドールが創造したものは『名もなき最硬物質』であり、これを鎧よろいとして武装。

　鍛えあげたゼアドール本人の強きよう靭じん無比の肉体と組み合わせることで、機械兵の重機関銃すら通さぬ防御力を発揮する。

「受けよ我が一撃」

　轟ごう音おんを響かせてゼアドールが鎚矛メイスで周囲を薙なぎはらう。

　技わざも工く夫ふうもない、ただ全力でもって鎚矛メイスをふるうだけの単純極きわまりない殴おう打だだ。

　だがそれゆえの圧あつ倒とう的な破壊力。

　最速で──

　全力で──

　何万回と振り続けてきた至高の一撃。

　巨きよ大だいな武器の先せん端たんが機械兵を掠かすめただけで、まるで紙切れのごとく機械兵が真後ろに吹ふき飛ばされていく。重量何百キロという鋼鉄の塊かたまりであるはずの機械兵がだ。

「うむ、幽ゆう幻げん種しゆよりよほど相手のしがいがある！」

　幽幻種の身体は霧きり状じようになっている。

　殴なぐって倒したとしても、本体中ちゆう枢すうにある核かく晶しよう一つを砕くだいた感かん触しよくしか伝わってこない。それがどうにも味気ないのだ。

「それに、この役目も悪くない」

　近づいてくる機械兵を片っ端から殴り飛ばしていく。

　機械兵たちの狙いは背後で幽幻種と戦っている巫み女こ見習いだろう。沁力術式を得意とする彼女たちを拘こう束そくすることで、魔笛の浄じよう化かを遅ち延えんさせる狙いがうかがえる。

　ここで機械兵と幽幻種の殲せん滅めつが長引くほど異篇卿たちにとっては有利。

　イグニドという異篇卿の逃とう走そうを許してしまう。

「だが、そうはいかんのである」

　猛もう烈れつな速度で大地を疾しつ走そうする機械兵。狙いは護士から離れた巫女見習いだが、鉄の巨きよ腕わんが彼女を拘束するより先、ゼアドールの一撃が本体を背中から殴り倒した。

「よぉ第一ゼアドール、そっちはどう？　順調？」

「無論よ」

　一礼して去っていく巫女見習いを指さし、ゼアドールは後方の第九ヒユーイツクへとふり返った。

「吾輩が目を光らせているかぎり何人た、たり──り──と………………？」

　…………

　……馬ば鹿かな。

　その声が軽く裏返る。

　ゼアドール自身、喉のどの奥が引きつって声が出せなくなったのは初めての経験だ。

「な……なぜ……あの娘がここに…………」

「ん、おいどうした第一ゼアドール」

「第九ヒユーイツクここは任せた。吾輩は向こうの樹海に用がある」

「はっ？　お、おいてめぇ勝手な────」

　それ以上は、大地を蹴ける音に紛まぎれて聞こえなかった。

　鎚矛メイスを片手に並みいる機械兵たちを薙ぎはらい、巨大な炎がいまも燃えさかる樹海へとひた走る。

　その先に──

「お待ち申し上げておりました、ゼアドール様」

「お主……っ!?」

　真っ白な女性だった。

　腰こしまで伸のばした白髪に、日焼けとは無む縁えんの肌はだ。そのやせ細った身体は枯かれ枝のごとく弱々しく、薄うすい白のドレスからのぞく足首にいたっては小石につまずくだけで折れてしまいそうなほどだ。

　華きや奢しやという言葉で表すには、あまりに弱々しく病的な女性。まだ若く、そして目鼻立ちも整って美しいからこそ余計にそれが際きわだってしまう。

　そんな彼女を、ゼアドールは知っていた。

　そう、あれはいつだったか。




〝…………助けてもらってありがとうございます〟




　統政庁で珍めずらしく外部の見回りを命じられた時だ。

　見るからに弱っている彼女を介かい抱ほうし、医者に連れていった。それも遠い昔ではない。

「思えば名を告げることもないままでした。大変なご無礼をお許し下さい。……私、名をマハと申します」

「マハ……だと！」

　異い篇へん卿きようにそう呼ばれる沁しん力りよく術者がいることはゼアドールも知っている。

　統政庁の聖廊にイグニドなる男が侵しん入にゆうしてきた時、地上で大暴れして注意を引きつけていた術者だ。

　ここは穢歌の庭エデン。

　幽幻種を除けば天結宮ソフイアと統政庁、そして異篇卿しかこの場にはいないはず。

　その状況を理解さえすれば、彼女が何者かは明らかで──

「だ、だがマハなる術者はローブを羽織った偉丈夫という話である」

「それは私が黄おう金ごんより模かたどった人形です」

　彼女の真後ろに、音もなく人ひと影かげが現れた。

　色いろ褪あせた黄土色のローブをまとう大男。

　フードを目ま深ぶかにかぶり、筋骨たくましい身体を足下まで覆おおい隠かくしている。

　──それが、彼女の一言でさらさらと元の砂金へと戻もどっていく。

　残ったのは砂金の山と黄土色のローブだけ。

「…………」

　もはや言葉が出ない。

　状じよう況きようが状況ならば騙だまされていたと憤いきどおっていたかもしれないが、彼女は違う。彼女は出会った時から何かを隠している節があった。




〝わたしのこと…………わか……わからない……です、か〟

〝知ってたら……こんな優やさしく…………扱あつかってもらえなかったはずだから〟




「むぅ。つまりその、吾輩とお主とは……」

「敵です。ゼアドール様にとって、私は統政庁を襲しゆう撃げきした張本人。イグニドが聖廊へと侵入するのを手助けした重罪人にあたります」

「…………」

　やせほそった胸むな元もとに手をあてて答えるマハ。

「いつか、この時が来てしまうことはわかっておりました。あなた様から受けたご恩に報むくいるどころか、仇あだとして返すことになってしまう。それが私の逃のがれられぬ定さだめであると」

「…………」

「一度だけ、お茶につきあっては頂けませんでしょうか」

「なに？」

　思わず聞き返してしまった。ゼアドールすら耳の錯さつ覚かくかと疑うほど、それは、あまりに唐とう突とつで場ば違ちがいな呼びかけだった。

「用意がございます」

　哀あい愁しゆうまじりの微び笑しようでもって彼女が指さすのは森の奥。

　鬱うつ蒼そうと茂しげる木々がほんの少しだけ拓ひらけた場所に、小さくて粗そ末まつな机と椅い子すが二つ。

　木製のテーブルの上には白のクロスが掛かけられて、その上には陶とう器きでできた紅茶用の容器が並んでいる。

「……最後の一時、心残りのまま迎むかえるのが辛つらいのです」

「いまここでと申すか」

「私からの最初で最後のお願いでございます。五分だけでも結構ですから」

「…………」

　背後ではいまも仲間が幽幻種そして機械兵と戦っている。

　その状じよう況きよう下かで──

「……わかった」

　苦く渋じゆうの表情とともにゼアドールは頷うなずいた。

　半分は彼女の情に流されて。もう半分は将としての冷静な判断だ。すなわち自分と彼女が戦場を離はなれているということは、異篇卿側の戦力も落ちるということ。

　決して不利益だけではない。

「ありがとうございます」

　ほっとした表情で息をつく彼女。

　──美しい。

　その姿だけ見れば、あの憎にくき異篇卿の一員というイメージは欠片かけらもない。物静かな口調は理性と知性を。弱々しいながらも凜りんと振ふる舞まう姿は気品と気高さを感じさせる。

「ではこちらへ」

　弱々しい足取りで先を進み、自らテーブル前の椅子に腰かける彼女。

「どうぞ」

「……わかったのである」

　テーブルを挟はさみ、彼女の対面へと腰かける。

「何か、お好きな銘めい柄がらはありますか」

「茶か。そういえば久しく口にしていないな」

「では僭せん越えつながら私が選ばせていただきますね」

　口元に微笑をうかべてガラス製の容器から茶葉を取りだす彼女。

　しかし煮にえたった湯がないのでは？……そう思った矢先、マハが向かったのは森の道を遮さえぎるナタラーシャの炎ほのおの壁かべだ。

「こういう時にナタラーシャさんの火は便利です。近づけすぎるとポットまで熱で溶とけてしまうのが欠点ですが」

　火の手前に置いてあったポットを持ってくる彼女。

「……用意が良いのであるな」

「はい。ずっとこの時のことを考えていましたから」

　自じ嘲ちようめいた苦笑の吐と息いきを浮うかべるマハ。

　慣れた手つきでポットに茶葉を入れ、そこに煮えたつ湯を注いでいく。

「お主は、その、深窓の令れい嬢じようというものか」

「私が？」

「吾わが輩はい、統政庁で多くの上流階級を見てきたのである。だがお主はまた違う。どの娘むすめよりも気品があるように見えるが」

「……まあ、ゼアドール様、それは私を口く説どいてらっしゃるのですか？」

「む？」

「冗じよう談だんです」

　ふっ、と彼女が口元に手をあてて小さく噴ふきだした。

「私はそのような身分ある者ではありません。生まれながらに路頭をさまよい、雨水で喉を潤うるおしては残飯で飢うえをしのぐ生活をしておりました。ただ、沁力の才に恵めぐまれたことで専門の特とく殊しゆ機関に預けられたのが唯ゆい一いつの幸いでしょうか」

「ふむ……」

「その特殊機関というのが異篇卿わたしたちの原型です。私、ナタラーシャさん、ベルトマー、そしてノイエ・ノエシスの双ふた子ごもそう。穢歌の庭エデンを隔かく離りする結界『楽園幻げん想そう』の計画の中ちゆう枢すうとなる者たち。そこにアルマデルさんとイグニドを交えたのが現在の異篇卿わたしたちです」

「────」

「蛇だ足そくでした。さ、もうよいでしょう」

　白しろ塗ぬりのティーカップに湯気だつ紅茶が注がれていく。

「これは？」

「黒こく曜よう花かの新芽を使った紅茶です。芳ほう醇じゆんな香かおりの中でも渋しぶみが強く残っているのですが、その奥に確かな甘みと優しさが感じられる素す敵てきな味わいが特とく徴ちようです」

　頰ほおをわずかに赤く染めて、嬉うれしそうに彼女は言った。

「ゼアドール様にぴったりのお茶だと思います」

「……頂こうか」

　ティーカップを口元に。

　確かに一口目は苦みと渋みが強い。が、後味はむしろ爽さわやかで柑かん橘きつ系にも似た風味が感じられる。

「うむ、悪くない」

「それはよかったです」

「しかし独特の味のする紅茶であるな。苦みと渋み、それに甘みのほかにも何か──」

「ええ、それはきっと」




「紅茶に入れた毒の味でしょう」




「そうか」

　何事もなかったかのように呟つぶやき、ゼアドールはそれを一気に飲み干した。

「うむ、馳ち走そうになった」

「…………」

　空になったカップを見下ろして呆ぼう然ぜんとなるマハ。

「……あの……毒、というの冗談かと思われた、の……ですか」

「真実であろうな。お主の目と言葉はウソをつかぬ」

「で、では……なぜ……」

「武人が一度宴うたげに呼ばれたのならば、それは無下にはできぬであろう」

「だ、だけど…………」

　目を伏ふせてうつむく彼女。

　そのふるえる指先がかろうじて握にぎるカップには、彼女は先から不自然なほどに口をつけていなかった。

「ど、毒と聞かされてたものまで、なぜそこまで……」

「なぜそこまでというのなら、そもそもなぜお主は毒を混ぜてることを明かした？」

「…………」

「お互たがい様さまであろう」

　短く告げて椅子から立ち上がる。

「そして、もう一つ理由があるとすれば──」

「？」

「お主が最後の願いとまで頼たのみこんできた席だ。断る理由は吾輩には見つからん」

「……っ！」

「義は通す。それが人というものであろう」

　純白の女性が驚おどろいたように顔を上げた。

「…………ゼアドール様……あなたという人は、どこまで……」

　下した唇くちびるを嚙かみしめて言葉を吐はきだす彼女。

「黒曜花の新芽は……渋みの中にも甘みと優しい口当たりを感じられる紅茶です。ゼアドール様にこれ以上ないものだと思い……私が……今日のために手て摘つみして集めてきたものです」

　まだ温かみの残るポットに指先でふれたまま。

「混ぜたものは……即そつ効こう性の睡すい眠みん導入剤ざいです。……効き目はせいぜい四、五時間。時が経たてば身体からだの外に排はい出しゆつされて一いつ切さいの後こう遺い症しようが残のこらないものを……、選んだつもりです」

「お主が服用している薬の一つか」

「……はい。病やまいの激痛で眠ねむれない時の、最後の頓とん服ぷく薬として調合されたものです。その成分を抽ちゆう出しゆつして……飲ませたのが象であっても五秒で意識を失うはずの量……です」

「────」

「目を閉じている間に全すべては終わっているでしょう。双ふた子ごの結界によって穢歌の庭エデンは隔離され、浮ふ遊ゆう大陸は永遠の安あん寧ねいを得る。ゼアドール様が二度と傷つくことのない世界が……もうすぐ…………だから……………………………………………………………………………………だから、それまで眠っていてくださいっ！」

　最後の言葉は悲鳴。

　──マハの涙なみだの叫さけびに応こたえ、氷の大地がうごめき出す。

「むっ!?」

「捉とらえて」

　氷の表層を突つき破やぶって現れたのは、ゼアドールの巨きよ体たいをも上回る太さの木の根だった。それがまるで動物のように大地を滑すべって近づいてくる。

「これしきのこと！」

　迫せまりくる木の根を鎚矛メイスで薙なぎはらう。

　……が。

「っ、ぬぅっ!?」

　目眩めまいにも似た意識の混こん濁だくに、気力とは裏腹に片かた膝ひざをついてしまう。

　薬やく剤ざいの血中濃のう度どが急激に上がりすぎた影えい響きようか。眠ねむ気けと同時に、体中の細さい胞ぼうが拒きよ否ひ反応を起こして全身がふるえだす。

　……身体が。

　……言うことを聞かぬ。

　戦せん闘とうで負傷したことや疲ひ労ろうは数知れず。出血過多で倒たおれることも幾いく度どとなく経験しているが、この症しよう状じようだけは未経験だ。

「だが吾輩は……倒れるわけには…………」

　血が噴きだすまで唇くちびるをかみ切る。

　痛みでもって意識を覚かく醒せいさせて立ち上がろうとし──

「ダメです」

　真正面に立つ女性が弱々しくもそう告げた。

「私の病の激痛をやわらげるための睡すい眠みん薬やくです。手術の時に麻ま酔すいをかけるのと同じ。その程度の出血では痛みなんて感じられません」

「……なんと」

「ですから、どうか痛みのないまま眠ってください」

　再びマハの足あし下もとの大地が盛り上がっていく。

　木の根？　いや違う。今度動いているのは大地の下にある根ではなく、大地そのものだ。「ぐぅぅっ……！」

　片膝にくわえ片かた腕うでまでも大地につく。

　もはや右手に持った鎚矛メイスで身体を支えなければ、即そく座ざに地面に横転しかねないほど意識が薄はく弱じやく化してしまっている。

　……まずい。この薬、精神剤の成分までも入っておるのか。

　……聖域術式の統制が乱れてしまう。

　絶えず全身を覆おおっている聖域術式が剝はがれ落ちていく。普ふ段だんなら睡眠時でも解けないはずの術式が、外部からの強制施せ術じゆつ的な精神介かい入にゆうによって解除されたのだ。

「これにて終しまいです」

　マハの命にて、膨ぼう大だいな量の土つち塊くれが巨きよ大だいな人型を形成していく。

　ゼアドールをも見下ろすほどの巨体。右腕だけが異様なほど発達した不ぶ恰かつ好こうな巨人が、その右腕を振ふりあげた。

「まだ……だ……まだ……吾輩っ、はっ…………」

　鎚矛メイスを支えに巨人を睨にらみつける。

　聖域術式。絶対の防ぼう御ぎよをほこっていた五層におよぶ装そう甲こうのうち、最後の一層目までも解除。その剝がした装甲を鎚矛メイスに集中する。

　守護者として。

　否いな、戦士として、目の前に立ちはだかるこの巨人だけは倒さなければ。

「吾輩……『第一』のゼアドー……ル、すなわ……ち、千の弓に勝る単一の武器を与あたえ……られ……た者よ。これより、もたらされる秘ひ奥おうは、すなわち……」

　鎚矛メイスが聖域術式によって強化され、周りの空気が蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらぎ始める。

　光と空気が旋せん風ぷうのように渦うず巻まいて。

「唯一無二の聖せい弾だんな──────」

　鎚矛メイスを投げ放つ。

　強大無比の破は壊かい力をともなった投とう擲てきが、眼前の巨人を一いつ瞬しゆんにして粉ふん砕さいする。

　──そのはずだった。




　その巨人の真後ろに、真っ白い彼女が立ってさえいなければ……




　見てしまった。

　巨人の後ろに立つ彼女。

　真っ赤に腫はらした目でこちらを見つめるマハを。

「────」

　鎚矛メイスを投げつければ巨人は跡あと形かたもなく粉砕できるだろう。が、そうであれば巨人を貫つらぬいた鎚矛メイスが真後ろに立つ彼女にまで及およぶことになる。

　もし投げれば。

　彼女は避さけない。防御さえしようとしないだろう。

　……そんな気がした。

「…………」

　一瞬の逡しゆん巡じゆんの後。

　ふっ、と目を閉じてゼアドールは苦笑した。

「済まぬな皆みなの者。吾わが輩はい、やはりどうにも上う手まくいかぬようなのである」

　力を失った手から鎚矛メイスがこぼれ落ちる。

　直後、まったくの無防備で巨人の拳こぶしを受け、ゼアドールは地に倒れた。

「…………」

　衝しよう撃げきの昏こん倒とうか。

　あるいは薬による睡眠か。

　どちらであれ、もう数時間は目覚めることはないだろう。

「ノエシス」

『うん、見てたよ。ボクもう結界の準備できてる。ノイエも待ちくたびれてるんじゃないかな』

　どこからともなく聞こえてくる念話。

　双ふた子ごの姉であるノエシスだ。イグニドの待つ下層とは別地点に待機し、すでに重層世界『楽園幻げん想そう』の発動準備にとりかかっているはず。

「順調であれば何よりです」

『うん。マハも早く応おう援えんに来てよ。ボクだって結界の準備中は隙すきだらけなんだから』

「…………」

　その言葉に、マハの応えは沈ちん黙もくだった。

　彼女が見つめるのは遥はるか前方。

　仰あお向むけになって倒れている統政庁の守護者の姿。

「ノエシス、少し待っていてください。私、所用を済ませてから合流します」

『？　いいけど早くおいでよ？』

　途と切ぎれる念話。

　ノエシスからの遠視の気配も消えたことを確かめて、マハはゆっくりと歩きだした。

　敵であるはずの男へ。

「……せめて……お顔だけでも……」

　ハンカチを取りだす。

　土塊の人形に殴なぐられて泥どろがついた顔を拭ぬぐって綺き麗れいにしてあげたい。それだけが、いまの自分にできること。最後の恩返しであることだから。

「…………なのに」

　ハンカチを握にぎった手に力がこもる。

「邪じや魔まをしますか、統政庁の手先が」

「おーおー。なんだよおい、ずいぶん俺ら怒いかり買ってね？　よお黒ク猫ロ、お前いつからあの異い篇へん卿きように恨うらまれてたんだ？」

「知りません。ヒューイック様こそ身に覚えはありませんか」

　異篇卿の第三位マハ。

　彼女の前に立ちはだかったのは、ゼアドールの同どう僚りようである二人だった。

「ま、あったとしても逆さか恨うらみだろうな」

　目ま深ぶかにかぶった広鍔帽子カトルマンハツトをわずかに指先で押しあげる第九ヒユーイツク。

「ったく盛せい大だいにやられやがって。だけど外傷らしきものがねえのはどういうことだ？」

「おそらく薬剤でしょう。睡眠薬か痺しびれ薬か」

「あーあ、なにやってんだかね」

　倒れたゼアドールを見下ろして溜ため息いきをつく二人。

　その二人を、明確な敵意をもってマハは睨みつけていた。

「……そこをどいてください」

「あいにくと、そう簡単にウチの同僚に手を出させるつもりはないんだがね？」

「手は出しません。私はただ……大事なゼアドール様のお顔を……」

「ん？　様って何だ」

「待ってヒューイック様、彼女なにか様子がおかし────」

　黒猫が言い終えるより先。

「……どきなさいっっ！」

　異篇卿の第三位は、全身を震ふるわせて吼ほえ哮たけった。

「私とゼアドール様の……最後の一時さえも奪うばうなら容よう赦しやしません！……私には……私に、は……もう、時間がないんだから！」

　マハの全身から迸ほとばしる黄金色の沁しん力りよく。

　黄土色のローブを頭までかぶった黄金像が砂金より模かたどられ、その膨大な沁力を受けて動きだす。

「あの女、なんか鬼き気き迫せまる感じですね。どうしましょう？　そこの倒れた上司拾って逃にげに徹てつするって方法もありますが」

「そりゃ不採用。こっちだって頭にキテんだ」

　銀色のナイフを構えて第九ヒユーイツクは黄金の術士像と対たい峙じした。

「こう見えて第一ゼアドールとの付き合いは長いんだよ。……なあ異篇卿、どんな策でクスリなんざ盛ったか興味もねえが、一つ教えといてやる。第一ゼアドールはな、そういう姑こ息そくな手を何より嫌きらう性格なんだよ。お前はソレを利用した」

「…………」

「こんな戦いは結果が全すべてだ。不意打ち、罠わな、奇き襲しゆう、囮おとりなんでもアリだ。どんな姑息な真ま似ねだろうと、毒を盛られる方が悪いってのは大昔から変わらねぇ────だがな！」

　第九ヒユーイツクのつま先が大地を力強く抉えぐりこんだ。

　ぎりっ、と奥歯を嚙かみしめる音が聞こえてきそうなほど押し殺した声こわ音ねで。

「同僚の俺から見ても第一ゼアドールだけは例外なんだよ。特にお前みたいな女や子供が相手だったらそうだ。罠とわかってても囮とわかってても、困ってたら手を差しださずにいられないし、お願いされたら聞かずにはいられない。だからこそ、それだけは同僚として許せねぇ。最低最悪のやり方だよ、お前がやったのは」

「……恨むならどうぞ。見解の相そう違いとて、こちらも心情を話す気はありません」

「ああ、知るかよ」

　異篇卿と統政庁、その選ばれし精せい鋭えい中の精鋭たち。

　彼方かなたに倒たおれた第一ゼアドールの見守るなか、二人は真っ向から対峙した。

「ゼアドール様のお気持ちを理解しない痴しれ者ものが。速すみやかに排はい除じよさせてもらいます」

「それは俺の台詞せりふだよ。どんな事情があるか知らねぇけどな、同僚の煮にえきらなかった鬱うつ憤ぷん、俺が直じき々じきに立てかえさせてもらう」
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　天結宮ソフイア・地下エリア。

「────うん、大だい丈じよう夫ぶそう！」

　大きく溜ためていた息を吐はきだして、エリエは拳を握りしめた。

　台座に寝ねかされた機械の少女。

　こうして仰向けに横たわる姿こそ大差ないが、その内部パーツは総修復に近い。もはや修理の手の入っていない部位はないだろう。

「電子神経節を修復して繫つなぎなおし、破損した関節パーツを総入れ替かえ。原動機を取り替えて接続。プログラムも現代ソースに変へん更こうしバグチェック。最後に人工肌はだのお手入れまで……いやはや、我ながら二人でよく頑がん張ばりました」

　ぐったりと台座の角によりかかるのは華宮カグラだ。

「これ、本来なら小規模研究チームが一ひと月つきかけて仕上げるボリュームですよ」

『まったくその通りです。ほとんど食事も休きゆう憩けいもなしで……二人には何といったらいいか』

　台座の上にちょこんと乗っかった機械水晶イリス。あとは彼女を本体に格納しての最終チェックを残すのみだ。

「さ、総チェックいきますよ。エリエ、疑ぎ似じ環かん境きようＡのプログラムは？」

「バッチリ完成してるよ。疑似環境Ａから疑似環境Ｉまで九段階、このまま連続でやっちゃおう」

　機械の少女の腕うでや頰ほお、肌に銀色のコードを触ふれさせて、それを台座の足あし下もとにある大型演算機と連結させる。

　──最後のシステム総精査。

　あらゆる戦せん闘とう環境をデータ上で再現し、それを基もとに電子神経や原動機に疑似負ふ荷かをかけることで動作を確かく認にんする。

「んじゃイリス、頑張ってね」

『はい。本当に久しぶりだから緊きん張ちようしますけれど……でも、やっぱりこの身体からだに戻もどれるのは嬉うれしいです』

　点てん滅めつする機械水晶イリスを機械少女の胸に格納する。と同時、台座横のモニターにプログラム起動を示す波形が描えがかれていく。

　一定のリズムを示す綺麗な波。

「うん、ちゃんと本体と連結できてるね。用意はいい？」

『問題ありません。疑似環境データを確認しました。仮想空間「天結宮ソフイア地上階」、敵勢力「小型幽ゆう幻げん種しゆ一体」、負傷条件なし、出力40パーセントで戦せん闘とうを開始します』

「あいあい。それじゃがんばっ──」

『戦闘終しゆう了りよう。敵個体の撃げき破はに成功しました。疑似環境Ｂへの移行をお願いします』

「って早っ!?」

『気合い十分です。それに、これくらいで時間をかけてはいられません』

　疑似環境はＡから始まり徐じよ々じよに戦闘難易度を上げていく。環境Ａよりも環境Ｂ、環境Ｂよりも環境Ｃの方がシステムチェックに時間を要するわけだ。

　……そうだね。

　……まだ揺ゆれは続いてるし、いまも地上には幽幻種が。

「わかった。先に進──」

　そう言いかけた矢先。




　地下フロアに、けたたましい警報が響ひびきわたった。




「警報っ!?　ど、どうしたのコレ!?」

　鼓こ膜まくをつんざくほどの大音声で鳴り響くブザーとサイレン。さらには天てん井じよう部に設置された照明が真っ赤な警けい戒かい色しよくに変わって視界が真っ赤に。

「……来ましたか」

　ただ一人、物静かな口調とともに華宮が立ち上がる。

「状じよう況きようとしては芳かんばしくありませんが最悪ではない。少なくとも修理段階までは堪たえてくれただけで良しとしましょう」

「え？　え？　ど、どういうこと」

「エリエ、あなたはここにいてください。何があってもシステム精査を続けることです」

　浮ふ遊ゆうする機マ械キ珠ナを従えて歩きだす彼女。

　その手には、実戦用の機械銃じゆうが握られていた。

「楽しかったですよ。こんなにも充じゆう実じつした一時を過ごしたのは久しぶりでした。あれだけ長い時間が一いつ瞬しゆんの夢のようです」

「……華宮？」

「静かに」

　華宮が見すえるのは正面扉とびらだ。

　堅かたく閉じられた鋼鉄製の機械ゲート。こうして自分たちが内部から施せ錠じようしているかぎり、通路側から誰だれかが入ろうとしても自力でこじ開けるのは不可能。

　それが──
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　どこからともなく、扉の向こうから奇き怪かいな呪じゆ詛その音色が伝わってきた。

　耳に触れるだけでぞっと全身が凍こおりつく。聞き間ま違ちがえようもない。この不気味な怨おん念ねんの旋せん律りつは────

「魔ま笛てきっっ!?」

　エリエがそう悲鳴を上げると同時、鋼鉄製の正面扉に生まれる黒い染しみ。

　小さな点ほどしかなかったソレは徐々に肥大化し、そこから濃こ紫むらさき色の霧きりが部屋の内側へと侵しん入にゆうしてくる。

「もうここまで!?」

「エリエ、後ろに下がって！」

　扉が破は裂れつした。

　魔笛によって侵食され腐ふ敗はいした扉が無数の金属片へんとなって散乱し、その奥から濃紫色の霧をまとった怪かい物ぶつが迫せまってくる。その狙ねらいは無防備なエリエへ──

「こっちです化け物！」

　怪物の足がぴたりと止まる。

　その鼻先を機械銃の熱線がかすめていく。直ちよく撃げきする間ま際ぎわ、ぎりぎりのところで感知した獣けものが踏ふみとどまったのだ。

『…………』

「お、敵意が私に向きましたか？　なら────こっちです！」

　機マ械キ珠ナを従えて華宮が全力疾しつ走そう。

　エリエから離はなれる方へ、獣を迂う回かいして正面扉を越こえて通路へと駆かけていく。

「華宮っっ！」

「敵はこいつ一体じゃありません。この地下にまで侵入してきたということは塔とうの大部分が侵しん略りやくされたということです。エリエ、急いでください！」

　幽幻種の追つい跡せきをかわして昇降機エレベータ側へと走っていく華宮。

　広大な作業フロアに残されたのは自分一人……

『エリエッ！　疑似環境Ｇに変更を！』

「……え？」

『疑似環境ＢからＦまでのシステムチェックは省略します。最重要となる殲せん滅めつ戦、超ちよう大型個体戦およびセラの虚きよ像ぞう戦を想定した確認だけ行います。急いで！』

「……わ、わかった！」

　手元の端たん末まつを操作、モニターに映るプログラムを書き換かえる。

『感謝します』

「迷ってる時間は……ないんでしょ」

　瞬またたきすら惜おしんでエリエはモニターを睨にらみつけた。

　正面扉から先の様子はここからじゃ見れない。何が起きてるかもわからないから、華宮を信じて託たくすしかないのだ。

「……お願い」

　頑張ってイリス、そして華宮。

　信じたい。

　統政庁まで出向いて、華宮とイリスと三人で塔の地下に籠こもってここまでやってきた。その意味を。
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　穢歌の庭エデン・第五鏡界──




　地平線までも広がる黒の世界に、二条の剣けん閃せんが銀色の光となって瞬またたいた。

　瞬き、火花を散らして衝しよう突とつする剣と剣。

　その剣けん戟げきはもはや音の速さをも置き去りにし、一瞬の光と風圧だけが余よ韻いんとなって凍いてついた空間に浸しん透とうしていく。

「はっ！」

　爆ばく発はつにも似た音を轟とどろかせ、レオンは金きん髪ぱつの剣士へと踏みこんだ。

　──一瞬でその懐ふところへ。

　勢いそのままに大剣を突つきだす。

　ヂッ、という音とともに剣先が何かに触れる。ぱらぱらと宙を舞まうのはアルマデルの金髪だ。コートの肩かた口ぐちから金髪数本を切りさいて宙を穿うがつ大剣。

　その空から振ぶりに終わった剣の峰みねめがけ、異い篇へん卿きようの拳こぶしが容よう赦しやなく叩たたきつけられる。

「ぐっ!?」

　打ち下ろしの拳を受けて大剣ごと重心が崩くずれる。

　その不安定な体勢を立て直すより先、立て続けに追つい撃げきの左拳がこちらの腹部めがけて横よこ殴なぐりに迫ってきて──

「っ」

　直後、目を見開いて拳を退いたのはアルマデルの方だった。

　その顎あご先さきをかすめたのはレオンの肘ひじ撃うち。腹部に一撃もらう覚かく悟ごで、こちらは逆に相手の踏みこみを利用した反撃を狙った……まではいいが、直前でそれを察した異篇卿が自ら後方に跳ちよう躍やくしたのだ。

「いつぞやより……」

　口元に不敵な微び笑しようを浮うかべる異篇卿。

「劣れつ勢せいからの切り返しが上達したか？　隙すきあらば撃ちこむつもりが、逆に誘さそいこまれたように反撃される。あの短期間でここまで対応してきたか」

「対応？　違うな」

　虚こ空くうを一いつ閃せんしてレオンは応こたえた。

　──呼吸も。

　──精神も。

　確かな昂こう揚ように包まれながら、自分でも不思議なくらい落ちついているのがわかる。疲ひ労ろうが蓄ちく積せきするどころか気き迫はくとなって己おのが剣を支えている。

「ただ対応することに何の意味がある。俺は、お前を越えるためにここにきた」

　理想の象しよう徴ちようであった兄の背中。今まさに相まみえている相手こそ、かつて追いかけていたものであることを知っている。

　……いや、それ以上。

　……理想どころの話じゃない。

　思い出は、時が経たつごとに美化されるものだと思っていた。

　追いかける理想もまた、いつしか形けい骸がい化してしまうものだと恐おそれていた。

　だが違う。時間を経てなお、自分が思い描えがいていた理想どおりの……いや、理想をも上回る強さで君臨する大剣使いがここにいる。

　アルマデル・ネストリウス・オーヴァ。

　異篇卿第一位、『白銀』のアルマデル。

「それはいつぞや言っていたことか？　俺が、お前の探している行方ゆくえ不明の兄とやらに似ているという件くだんの話」

　ゆらりと大剣を構える異篇卿。

「なるほど、兄を越えたいと。貴様の強さへの渇かつ望ぼうはそこにあるわけだ」

「そこにあっただ」

「なに？」

「確かにその思いはあった。が、それは以前の戦い一度きりと決めていた」

　あの時の決戦。

　切りたった断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。濛もう々もうと水しぶきの上がる瀑ばく布ふの前で──




〝春蕾シユンレイ〟

〝許せ、……俺の生しよう涯がい一度の我が儘ままだ〟




　兄の背中を追うために挑いどむのは一度きり。

　そう誓ちかった。
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　自分自身のために剣を振るうのは一度きりであると。それに敗れた以上、もう兄を越えるために勝利を求めることはない。

「ならばお前が俺に挑む目的は──」

「巫み女この前で千せん年ねん獅しは二度負けない。それ以上の理由は俺にない！」

　氷の大地を蹴ける。

　吹ふきすさぶ風を全身に感じながら、レオンは剣を真下から撥はね上げた。

「悪くない」

　その剣先が真横からの太た刀ちに薙なぎはらわれる。

　──が。

「っ！」

　レオンの大剣はアルマデルの剣を逆にはじき返し、凄すさまじい風圧でもって振りあげられていた。

「見事」

　驚きよう愕がくと歓かん喜きのいりまじった表情で異篇卿が進みでる。弾はじかれた大剣を瞬しゆん時じに引き戻もどし、その強固な鍔つばでもって剣を防ぐ。

「その言葉に偽いつわりなし。いつぞやの私情を交えた決戦よりも今の剣が遥はるかに鋭するどく、そして揺ゆるぎない」

　鍔迫ぜり合いによる均きん衡こうは一瞬。

　互たがいに真横に跳躍し、剣を振りかぶる。常人が見れば二人の間を無数の閃せん光こうが駆けめぐっているようにしか見えないだろう。

　──音も、そして視覚をも超ちよう越えつした剣戟へ。

　──剣先が風をまとう風圧を感じ、生じる旋せん風ぷうから剣筋を予測する。

　その技術に才能の有う無むはもはや関かかわりない。十数年、互いが自らに課してきた過か酷こくな訓練だけがそれを可能にするのだ。

「春蕾・ピア・ヌクレネン、最年少の若さで巫女に選ばれたと聞くが」

　刃やいばと刃。

　真正面から交こう叉さした大剣を凄まじい膂りよ力りよくで押しこんでくる異篇卿。

「イグニドが攫さらってきた本人を見た時は、久方ぶりに我が目を疑った。こんなにも弱々しい女が巫女になれるのかと」

「…………」

「決して楽ではなかろう。深く身を寄せる巫女を支える日常、決して剣にのみ集中できる環かん境きようではないだろうに。よくぞこの短期間で」

「……そう見えるか？」

　鼻先にまで迫せまった大剣の刃。

　それを、肩かたの筋肉が破は裂れつするほど力をこめてレオンは押し返した。

「それでいい」

「なに？」

「巫女に身を任せられてこそ本ほん望もう。全すべてを託されぬ千年獅に何の意味がある！」

　千年獅の任期は、巫女と比べて長くない。

　千年獅は巫女によって選ばれるが、千年獅の適性なしと判断すれば、巫女は錬れん護ご士しから新たな専属護衛を選ぶことになる。それは自分がそう感じていなくても、周りの巫女からそう諭さとされる場合、さらには周りの錬護士たちの声を受けての場合もある。巫女にとっても自分の命がかかっているのだから私情を挟はさむ余地はない。

　──特に、千年獅が敗れるようなことがあるのなら。

　塔とう全体の士気に影えい響きようが現れる。

「俺は、あの時点で春蕾から護衛の任を解かれてもおかしくなかった」

　けれど彼女はいまもなお、自分を千年獅として慕したってくれている。彼女の信しん頼らいに応える機会を与あたえてくれた。

「アイツの前では何者にも後おくれはとらない。相手が貴様であってもだ！」

「っ！」

　拮きつ抗こうする刃を振りあげ、アルマデルごとその大剣を遥か後方へ弾はじき飛ばした。

「その言葉……」

　音もなく着地したアルマデルが剣を上段に振りかぶる。

　まっすぐ天を衝つく剣先。

　一いつ切さいの防ぼう御ぎよを捨てた攻こう撃げき特化の型として知られる構えであり、その極ごく意いは神速の初太刀と超ちよう速そくの踏ふみこみ、そしてそれに至る間合いの支配にある。

「実現してみせろ」

「────」

　その意を察し、レオンもまた剣を上段に。

　シェルティスの双そう剣けんとは違う。大剣という武器の重量自体、そもそも連続の撃ちこみには向いていないのだ。

　一の太刀。

　気迫で上回り、間合いで制し、破は壊かい力で勝まさる。すなわち初撃に全てを注いだ構えこそが大剣の真しん髄ずいであるがゆえに。

　これが最後──

　決着が、近づいていた。
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　空気が弾ける。

　天をも焦こがさん勢いで燃え上がる炎ほのおに炙あぶられる大気。膨ぼう大だいな熱量を帯びた突とつ風ぷうがそのまま渦うず巻まく上じよう昇しよう気流と化し、炎をさらに広大な範はん囲いへとまき散らしていく。

　炎えん獄ごくの領域。

　全てを吞のみこみ、その熱量は時間を経るごとに強大化しつつあった。

「…………っ、はっ……はっ…………！」

　息を荒あららげ、たどたどしい足取りで黒くろ髪かみの巫女が地面を駆かける。

　その真後ろから迫る灼しやく熱ねつの壁かべ。後ろだけではない、左右からも含ふくめれば三方から噴ふき上がる炎の波が、彼女を押しつぶす勢いで迫りつつある。

「っ、…………っ！」

　炎の勢いが弱まるまで時間を稼かせぐ。

　その狙ねらいが完全に逆手を取られた。この極低温の穢歌の庭エデンにおいても、異篇卿の炎は時間を経るほどに強さを増していく。

　それはもはや、巫女であっても容易には止められないほどに。

「……っは、っ……く！」

　法ほう衣いの裾すそをひるがえして走り続ける。

　目指すは氷樹の森だ。凍こおりついた大樹が密集した場所なら、さすがに炎の壁も迫りくる勢いが衰おとろえるはず。

　が──

「あら、そんな遠くに逃にげていいのかしら？　ソッチは、あなたの千年獅から遠ざかる方向だけれど」

　炎の壁の向こうから響ひびいたのはナタラーシャの含み笑い。




「自分の千年獅を見捨てて、逃げるのね？」




「────」

　挑ちよう発はつだとすぐにわかった。

　けれど、それが耳に入った途と端たんに目の奥が猛もう烈れつに熱くなって、春蕾は無意識のうちに足を止めて灼熱の炎を睨にらみつけていた。

「……っ、逃げ……ない！」

　両手を前に突つきだして、噴き上がる炎の壁を食い止める。

　触ふれる指先と炎。

　直後、耐たい火か繊せん維いで織り上げたはずの法衣の裾が、一瞬にして肘ひじ先さきまで燃え上がった。

「っ、ぅ……ぁ……！」

　炎が肌はだを焼く激痛。

　腕うでの表面の皮ひ膚ふが灼やけ、みるみるその奥から真っ赤な鮮せん血けつが滲にじんでくる。腕の奥から沸ふつ騰とうするかのような激痛。それは巫女の苦行による痛みとはまた別種のものだ。

　……心、涼すずやかに。

　……痛みに取り乱したら一気に術式がもっていかれる！

「凍っ……て！」

　輝かがやく無数の氷ひよう片へんが春蕾を覆おおい庇かばうように顕けん現げんした。

　氷結鏡界を構成する氷結けつ晶しようだ。結晶の先せん端たんと炎が触れた直後、真っ赤な炎がみるみる蒼あおく染まって凍りついていく。

　連れん鎖さする氷結。

　凍りついた炎に触れた炎がさらに凍りつき、炎の壁だったものがまたたく間に巨きよ大だいな氷ひよう壁へきへと変わり、そして──

「……弾けて！」

　春蕾がそう叫さけぶと同時、無数の火の粉をまき散らして砕くだけちった。

「へぇ？　逃げてたのは術式を組み立てる時じ間かん稼かせぎね。可愛かわいい顔して、意外とズル賢がしこいところあるじゃない」

　火の粉と氷片とが舞まい上がる地上。

　どこからともなく声が響くものの、声の主の姿が見あたらない。

　……どこ？

　……どこに隠かくれたの？

　炎の壁の後ろにいたはずの異篇卿がない。炎が弾けた直後、あまりの光量に目が眩くらんだ時があった。その一瞬で身を伏ふせたに違ちがいない。

「あら、こんな目の前にいるじゃない」

　顎あご先さきに誰だれかの指がそっと触れる感覚。

　声は、自分のすぐ真横から。

「ほんと綺き麗れいな肌してるわねぇ。厳しい修しゆ行ぎようしてるって割に赤ちゃんみたいな肌。ねえ、ズタズタに焦がしちゃっていいかしら」

「っ！」

　ぞっと寒気が首筋を伝って背中を駆けぬけた。

「一いつ緒しよに熱くなりましょう？」

　右側の頰ほおに熱を感じた刹せつ那な、春蕾は左に向かって身を投げだしていた。

　ナタラーシャの腕を振ふりきって大地を転がる。法衣が乱れるのも、地面の氷で肌を切るのもかまわず、とにかく一瞬でも速く距きよ離りを────っ！

　轟ごうッ！

　直後だった。

　爆ばく発はつ音にも似た衝しよう撃げきと轟音が破裂して、たった今まで自分の立っていた空間が跡あと形かたもなく紅ぐ蓮れんの炎えん塊かいに焼きつくされた。

「あらぁ残念。せっかく素すっ裸ぱだかにしてあげようと思ったのに」

　クスクスと小さな笑い声。

　飛び散る火の粉を背景に浮うかびあがる人ひと影かげ。渦うずを巻いて燃え哮たける炎柱のなかから、自身のドレスすら焼きつくしたナタラーシャが現れる。

　まともに残っているのは下着だけ。その上から、わずかに残ったドレスの生き地じが素肌に貼はりついているような状態だ。もはや肌の露ろ出しゆつしていない部位の方が少ないだろう。

　その露あらわになった素肌を一目見て──

「……『コーの流る民みん』」

　熱によって渇かわききった喉のどを鳴らし、春蕾は小さく呟つぶやいた。

　一部の浮遊島ラグーンにひっそりと暮らす亜あ人じん種。もともとが熱砂地帯に住むとされていた彼らの皮膚は、過か酷こくな自然環境に耐たえるために暗緑色の鱗うろこに覆われているという。

「あら知ってるんだ。純血の一族なんて私含めてホント少なくなったのに」

　鱗に覆われた自身の腹部を指先でなぞる彼女。

　剝むきだしの二の腕や太ふと股ももは白い肌。おそらくは表面の鱗だけを摘てき出しゆつする手術をしたに違いない。腹部だけが済んでいなかったのか、あるいは残しておいたのか。

　……亜人種。

　……だから、あんなにも強力な炎を従えられる。

　自分の身すら灼き焦がす熱量だ。人間の身には到とう底てい扱あつかいこなすことのできない炎だが、熱に耐たい性せいのある亜人種ならば話は別。

「羨うらやましい」

　炎の気流に髪かみをゆらせる異い篇へん卿きよう。

「あなたが千レ年オ獅ンに寄りそうのは巫み女こだから？　それとも女として惚ほれてるから？」

「…………」

「どっちも、って表か情おしてるわね」

　口元に自じ嘲ちようの笑えみを浮かべるナタラーシャ。

「いいなぁ。これ、皮肉じゃないわよ。それは純じゆん粋すいに素敵なことだもん。あなたのように他人に身を任せられる素直さが私にあれば……よかったのにね」

　アルマデルに尽つくしたいと願う彼女。

　けれど、身を任せきることは彼女の自尊心が許さない。自己の全てを他人に委ゆだねるには、彼女はあまりに身も心も強すぎたから。

　そして、そうでなければ異篇卿としては不適格ゆえに。

「私はただ、アルマデル様の傍そばで勝利に彩いろどりを添そえるのみ」

　掌てを宙へ。

　飛び散る火の粉を愛めでながら彼女は続けた。

「向こうの戦いもそろそろ終わる頃ころね。貴女あなたも私も立場は同じ。加勢できないまでも、愛する人の側に駆けつけて見届けたい。でしょう？」

「…………」

　無言で、春蕾は頷うなずいてみせた。

「なら、私たちの舞ぶ台たいもそろそろ終しまいにしましょう」

　ボッ、と音を立てて彼女のハイヒールが燃え上がった。

　ぞっとするほどに赤い炎が一いつ瞬しゆんで彼女の靴くつを炭と化し、さらには彼女の全身を包みこむ。真しん紅くの髪と白い素肌をも焦がしながら、炎がさらに強さを増していく。

　……自分の炎で自分が火やけ傷ど？

　……もはや自分にも制せい御ぎよできないほどの業ごう火か？

「私の全すべて、受けとめられる？」

　渦巻く豪ごう炎えんにあおられて周りの大気が歪ゆがみ始める。

　この極ごつ寒かんの穢歌の庭エデンで陽炎かげろう？

　さっきの炎でさえ耐火繊維が一瞬にして溶とかされたのだ。いま目の前に顕現しつつある炎ほのおにはどれだけの熱量が……

　あるいは目の前のソレは、もはや炎ですらないのかもしれない。炎の姿を借りた純粋な高エネルギーの波動と言われても何一つ疑問には思うまい。

　……巫女が氷の結界に一生を捧ささげるのと同じ。

　……彼女もまた、炎の術式に全てを注いでここまで昇しよう華かさせた。

「耐えられれば認めてあげる」

　膨ぼう大だいな光量をともなった赤光が、彼女の背後で巨大な津つ波なみのかたちに膨ふくれあがる。彼女の背せ丈たけを遥はるかに上回り、そびえ立つ氷壁をも吞のみこむほどの高さにまで肥大化して、なおその熱量は上がり続ける。

　……まるで太陽。

　見上げるだけで目がチリチリと炙あぶられて激しく痛む。

「逃にげたい？」

「…………」

　奥歯を嚙かみしめて、春蕾はその場で両足を広げて腰こしを落とした。

「……に、に……げ」

「逃げ？」

「────────逃げたりしないっ！」

　声のかぎり叫んだ。

　喉の奥から振りしぼった声が大気を伝っていく。

　燃えさかる炎の勢いに負けない声で。こんなにも……こんなにも強く声を発したのは何時以来だろう。

「レオンが戦ってるの、だから逃げたりしない！」

　汗あせばむ黒くろ髪かみを指先ではらいのける。

　一呼吸。

　冷たい空気を肺に取り入れて心を鎮しずめる。炎に炙られた痛みも、昂こう揚ようする気持ちも、いまだけは心の奥底で氷の籠かごにしまっておこう。

　……顕現系・氷結の具現化。

　……あれだけの痛みの炎に、どうか耐えられる心の強さを。

「我、巫女の第四位！」

　隆りゆう起きする氷の大地。

　氷結鏡界によって生まれた氷の大気が、巫女の祈いのりによって吹雪ふぶきと化して荒あれ狂くるう。

「い、いざ……勝負です！」
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　美しい曲線を描えがく朱しゆ塗ぬりの弓。

　右手の指先に挟はさんだ矢もまた朱あかく、その数は実に四本。それら全てを同時に番つがえ、己おのれの膂りよ力りよくでもって限界まで引きしぼる。

「……銃じゆうで……なく、矢だと？」

「四つの矢。風と気流に乗せて、力の加減次し第だいで変へん幻げん自在の軌き道どうとなる」

　まともに声を上げる異篇卿に狙ねらいを定め。

「貴様に見きれるか？」

　ホルンは、番えた弓を撃うち放った。

　ひゅぅぅぅぅぅっ！

　甲かん高だかい風鳴り音を響ひびかせて同時に発射される四つの矢。上段に番えた二つの矢は頭上から撃ち下ろす軌き跡せきを描き、下段の矢二本は足あし下もとから掬すくい上がる軌跡を描く。

「これ……は……」

　ベルトマーが発する狼ろう狽ばいの声。この男のことだ、即そく座ざに気づいたに違いない。

　──この矢は撃ち落とせない。

　風を貫つらぬく銃じゆう弾だんの軌道と、風に乗る矢の軌道はまるで別種。

　全く同じ力でもって弓を張ろうとも、放つときに旋せん風ぷう一つ吹ふけばその軌道は大きく変わる。たとえ軌道を読もうとも、その時には矢が目前にまで迫せまっている。

「……試ためして……みるか」

　異篇卿の銃口が小さく瞬またたく。

　刹那、無音のまま放たれた超ちよう速そくの弾丸が風を切り裂さき、迫りくる矢を迎むかえ撃った。

　──ヂヂッ。

　虫の羽音にも似た摩ま擦さつ音。

　朱塗りの矢が二本、不可視の魔ま弾だんに矢先を潰つぶされて地に落ちていく。だが残りの二本は、その魔弾をもすり抜ぬけた。

「……ちっ！」

　外したと悟さとるや身を退く異篇卿。

　その脇わき腹ばらと肩かた口ぐちをわずかに掠かすめ、二本の矢がその足下の大地に深々と突つきささる。

「なかなかに……面めん倒どうくさい的だ」

「面倒くさい？　それだけで済むと思うなよ」

　ホルンの手にはすでに次の四本が握にぎられ、番えられている。

「真価はここからだ」

　放たれる四本。

　朱しゆ色いろの残光を帯びた四つの矢が、再び弧こを描く軌跡でもって異篇卿へと迫る。




　──孤こ児じ院いんに預けられた幼少時。

　──銃に用いる弾丸は、子供ホルンにとって高た価かすぎた。




　高精度銃弾一発が、子供の食費一回分。

　日々の生活費を労働で賄まかなうだけで精せい一いつ杯ぱいだった頃に銃を扱あつかう余よ裕ゆうなどあるわけもなく、かといって少女の腕わん力りよくで剣けんを振ふるうこともできず。

　……あの頃は。

　……私にとって弓コレしか選せん択たく肢しが存在しなかった。

　最初は矢すらなかった。

　木の枝を削けずって矢を作り、その一本を数えきれぬほど使い古した。市し販はんの正規品をホルンが手にしたのは、姉が巫女見習いとなって塔とうの支給品を送ってくれてからのことだ。

　双そう銃じゆう使いに転身したのが正護士時代。

　より強力な幽ゆう幻げん種しゆと戦うため、殺傷力の高い銃を手に取る必要を見すえてのことだ。

　それまでの十五年間。

　放った矢数は優に七桁けたを超こえて八桁に迫る。至った境地は──

「一発目と……さらに軌道が……っ？」

　異篇卿の放った銃弾。

　ホルンの銃弾をことごとく撃ち落とした不可視の魔弾が、今度は四本の矢のうち撃ち落とせたのは一本のみ。

「銃弾と同じだ。ピストル弾とライフル弾で空気抵てい抗こうが違ちがうのを忘れたか？」

「……矢羽か！」

　矢の最さい後こう尾びに取りつけられた羽だ。装そう飾しよくとしても美しいが、それは本来、矢の軌道を安定させるためという非常に合理的な理ことわりに沿っている。

　三枚羽と四枚羽では軌道がまるで別物。

　同じ三枚羽ですら、羽の形が違えば軌道が変わる。

「言い忘れたな。私の矢は全てが職人の手製だ。一つとして同じ形の羽はない」

「骨こつ董とう品の……意地と……いうわけか」

　低い嗤わらい声をもらす異篇卿。

「なるほどなるほど……腰の矢や筒づつから四本の矢をひき抜き、番え、弓を張る。よどみなく、そして洗練されている。即そく席せきにして……は……出来すぎた力量だ。矢の……用意も……万ばん全ぜん。いつ……どこでその技量を得た？」

「応こたえる義理があると思うか」

「その……反応で、予想がつくというものだ」

　放たれる三度目の矢。

　その四本のうち、ベルトマーが撃ち落とせたのは二本。残りの二本がそれぞれ左右の太ふと股ももを深々と抉えぐって奥の大樹へと突きささる。

「発想が……逆だったな。元々が……銃術でなく、弓道の出身か？」

「さあな」

「隠かくす必要はあるまい。こう見えて……褒ほめたつもりだが？」

　くくっ、と押し殺した笑い声をもらすベルトマー。

「白状しようか……一度目の戦い、失望しかけていた。相手は千せん年ねん獅し、それも浮ふ遊ゆう大陸で並ぶ者のない狙そ撃げき手であると聞いていた結果……俺の前に現れたのは女。そして肝かん心じんの技量も一流ではあるが特筆には及およばない。ただ『天球図画』による未来視だけが厄やつ介かいな相手……少なくとも俺の描く至高の銃戦にはほど遠い……そう思っていた」

「下らない。決けつ闘とうに至高も最低もありはしない」

「女にはわからない男の性さがというものだ……強つわ者ものとの出会いを望む性はな……」

　再びベルトマーから笑い声。

「たとえば、これが剣士であれば話は別。決定的に違うのは、これが狙撃手同士の対決だという点だ。邪じや魔ま者もの抜ぬきで狙撃手同士が対たい峙じするなど……望んだところでどれほど機会に恵めぐまれぬことか。剣士の比であるまい」

「────」

「そこまで望み、そして叶かなった一戦目の俺の歓かん喜き……そして失望は……理解できまい。音に聞こえた銃士とて所しよ詮せんは女だったか……そう思っていた」

「男だん尊そん女じよ卑ひもそこまでくれば清すが々すがしいな」




「それを改める程度には、今の貴様は愉たのしい相手になっている」




　孤こ高こうの銃士による最大の賛辞。

　そうホルンが気づくには、さほど時間はかからなかった。

「一度目の戦い。腹部に受けた銃じゆう創そうも決して軽いものではあるまい？　あの痛みを恐おそれ、もう二度と俺との勝負には乗らないと思っていたが、貴様は違った……恐れるどころか、さらに強気に剝むきだしの敵意で迫ってくる。その姿の、なんと美しきことよ」

「口説き文句としては三流だ」

「生きつ粋すいの射手でありながら……そこまで銃の技量を磨みがいた努力は賞賛に値あたいする」

　太股からの出血を手の甲こうで拭ぬぐうベルトマー。その仕草を見るに、出血による痛みの影えい響きようはほぼ皆かい無む。

「女というものは……大たい概がいにして手先が不器用な生き物と、思っていたが……これは意外というほかないな。確かに……銃弾にはない軌道、癖くせがある……」

　出血を感じさせぬ機き敏びんさで身を屈かがめる異い篇へん卿きよう。

　そして。

「だが、遅おそすぎる」

　その宣言と同時にベルトマーが動いた。

　ホルンの放った四本の矢を睨にらみつけ──銃を構えることなく、即座に身を退いたのだ。

「避よけるのが容易であれば……撃ち落とす必要など……ない……さらに……」

　複雑な軌道を描いて迫る朱色の矢。

　同時に放たれた四本の矢が射い貫ぬいた空間上にベルトマーの姿はない。矢の軌道から遥はるかに外れた位置まで異篇卿は一いつ瞬しゆんで跳ちよう躍やくしていた。

「その矢筒……あと何本残ってる？」

　ベルトマーの視線がホルンのベルト部にじっとりとまとわりつく。

「────」

「多くはあるまい。それほど小さな筒に……四本同時射出などしていれば、実はもう空か、そうでなくとも……」

「冷静だな」

　ベルトから矢筒を取りはずすや、ホルンはそれを投げすてた。

　カランと乾かわいた音を立てて転がる矢筒。空中で逆さになっても、地面に衝しよう突とつして転がっても矢はこぼれない。

　──空っぽだ。

　さらに朱塗りの弓を手放してみせる。

「万ばん策さく尽つきた……か？」

「好きに解かい釈しやくしろ。だが一つだけ忠告だ」

　軽く吐はき捨てて、ホルンは両の短機関銃サブマシンガンを再びひき抜いた。

「お前の魔弾、これ以上自在に撃てると思うなよ？」
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　どこまでも深く、そして美しい樹海。

　蒼あおく輝かがやく氷に覆おおわれた大樹がどこまでも連なる光景は幻げん想そう的で、そして怖こわくなるほどの静せい寂じやくに満ちている。

　その静けさが──




「……りづりるろ……づ……りづろるる……りづづるりづりろりるりづりる…………りり……るろづりづづづるる……る……りり……づろづづ……りるるるる…………」




　黄金の術者像が口ずさむ、奇き妙みような呪じゆ文もんによって乱された。

「例の三進法詠えい唱しようってやつか！」

「組み合わせの単語が変わってますね。前回のであれば一通り解法を頭に叩たたきこんではいたのですが、構成まで変わってるとなると……」

　鉄てつ扇せんを握る黒猫が忌いま々いましげに舌打ち。

「短期間での解かい析せきは難しいですね。ヒューイック様、来ます！」

「規定する」

　黄金術士の足あし下もと、凍いてついた大地から生まれる巨鳥の像。黄金に輝く沁しん力りよくを帯びて輝く石像が、その命を受けてみるみる姿を変えていく。

「地中の有機を抽ちゆう出しゆつして疑ぎ似じ創造。色は『暗色』、性質『獰どう猛もう』、形状かたちは『鳥』。体内に炎ほのおを有して顕けん現げんせよ。眼前の敵を巻きこむ破は壊かいを規定する」

　灰色の怪かい鳥ちようがその雄お々おしい翼つばさを羽ばたかせる。氷の大地から飛び立つや、猛もう烈れつな勢いでこちらに向かって飛んでくる。

　──こいつは！

　直後、第九ヒユーイツクの背筋を冷たいものが走っていった。

「やべぇ、確かこいつは……」

「鳥の形をした爆ばく弾だん。衝しよう撃げきを与あたえた瞬間に爆発します、墜おとしてはだめです！」

　有機化合物ニトログリセリン。

　わずかな衝撃でも大爆ばく轟ごうを引き起こす化学物質だ。それを鳥の形に形成し、あえて敵に撃げき墜ついさせることで敵ごと爆発に巻きこむ。

「手の内がばれているのなら直接叩きつけるまでです」

　黄金術士の真後ろに立つマハ。

「行きなさい」

　白髪の異篇卿の命を受けて怪鳥が速度を上げる。

　無数の木々をくぐり抜ぬけ、そのまま一直線に向かってきて──

「下がれ黒ク猫ロ！」

　叫さけぶと同時、第九ヒユーイツクは真後ろに跳とんだ。最寄りの大樹の陰かげに身を隠し、身を屈めて衝撃に備える。

　直後。

　凄すさまじい爆音と衝撃が、氷の樹海にこだました。

　熱波をともなった衝撃波が周囲の木々をなぎ倒たおし、生まれた風圧だけで身体からだが宙に吹ふき飛ばされそうになる。

　……とんでもねえ。

　……タネを知らなかったら一発退場の威い力りよくじゃねえか。

「天結宮ソフイアからの情報提供、様々ですね」

　苦く笑しよう気味に冷ひや汗あせをぬぐうのは黒猫だ。

「ヒューイック様」

「試ためしてみるかね、っと」

　濛もう々もうと立ちこめる砂すな煙けむりのなか大樹の陰から飛びだした。ベルトのホルダーから取りだす小型の短刀ナイフ。その数八本。

　……この爆発と煤すすだ。

　……向こうからもこっちの正確な動きは摑つかめねぇ。

「ふっ」

　軽い跳躍で跳び上がり、その勢いで両手の短刀ナイフ全すべてを同時に投げ放つ。

「──飛び道具!?」

　砂煙の向こうからマハの声。

　だが短刀ナイフの当たった感かん触しよくはない。第九ヒユーイツク本人の沁力で追尾術式マーキングを施ほどこした武器だ。全八本、どこに刺ささったかは手に取るようにわかる。

　氷樹の幹、枝、大地。

　避けられた短刀ナイフ二本がマハと黄金術士の真後ろの木に刺さっている。

　……いい位置だ。

　……かわされるまでが作戦どおりってな。

「悪くねぇ。なら──」

「沁力術式で具現化させる九本目の刃やいば、ですか？」

　どくん、と心しん拍ぱく数すうが一瞬で飛びあがった。

「手の内を知っているのは私も同じ。あなたの手口、ナタラーシャさんから話を聞いていないとでも？」

　淡たん々たんと告げる白の女性。

　その真横に立つ黄金術士が、地に刺さっている短刀ナイフを一本ひき抜いてみせる。

「八本の短刀ナイフで囲まれた領域を確定するのを条件に、その領域内に九本目の短刀ナイフを出現させる。あなたが第九と呼ばれる所以ゆえんだそうですね」

「さあどうだっけかね？」

「ナタラーシャさんの観察眼は信しん頼らいに値します。そして、これでもう九本目の短刀ナイフは出せないはず」

　パキンッ、と音を立てて砕くだけるナイフ。

　黄金術士に破壊させた武器を見下ろしながらマハが続ける。

「より正確に術式を説明するならば、沁力を付ふ与よした短刀ナイフ八本で沁力結界を作り、その結界の中心部に鋭えい利りな沁力結けつ晶しようを具現化させる──それが、あなたの投げる九本目の短刀ナイフの正体です」

「…………」

「否定してくださっても構いませんが？」

「いやいや、やっぱ女って怖こえぇって思っただけだ。否定する気も起きねぇよ」

　帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶったまま肩かたをすくめてみせる。

　完かん璧ぺきなまでに手の内を看破されたことへの心からの反応だ。足下の短刀ナイフを一つ破壊するだけで結界が機能不全に陥おちいることまで、そのものズバリ正解だ。

「てかやべぇ、俺これでやることなくなっちまった！　どうする黒ク猫ロ！」

「この役立たずっ!?」

「ならば潔いさぎよく消えなさい。この静かな森に、あなたたち二人は騒そう々ぞうしすぎる」

　あからさまな敵意混じりの視線で告げるマハ。

「私には…………時間が…………ないんだからっ！」

　黄金術士が跪ひざまずき、その両手で大地に触ふれる。




　────ピシッ




　蒼く輝く森全体が小さくふるえ、何かが弾はじける音がこだました。

　……いまのは氷の破壊音。

　……いや、凝ぎよう縮しゆく音か？

「っ！　ヒューイック様、退ひいて！」

　真後ろの黒猫が悲鳴。

　彼女の見つめる遥はるか前方で、虚こ空くうに巨きよ大だいな氷晶が結成されつつあった。

「規定します」

　地に触れたままの黄金術士。

　その後ろに立つ純白の女性が、両手を広げて天を仰あおぐ。

「地中の氷結晶を抽出して疑似創造。色は『透とう明めい』、性質『勇ゆう敢かん』、形状かたちは『騎き士し』。鉄の意志を有して顕現しなさい。全ての敵を打ち破る強さと誇ほこりとを規定します」

　主の命を受けて氷結晶たちが凝縮していく。

　巨大な鎚矛メイスを振ふるい、その身を重じゆう厚こうな鎧よろいで覆った馬上の巨きよ人じん。

「氷の騎士？……だけどなんて大きさ」

「黒ク猫ロ、跳べ！」

　真横に跳ちよう躍やく。

　その直後だった。

　身を投げだした脇わき腹ばらのすぐ横を、ぞっとするほどの風圧が掠かすめていった。

「なっ!?」

　思わず声が裏返る。

　──轟っ！

　ふり返った背後で地を揺ゆらす衝撃。

　たった今まで自分が立っていた場所の氷樹が跡あと形かたもなく粉ふん砕さいされた光景。その遥か後方に悠ゆう然ぜんと佇たたずむのは氷の騎士だ。今のがあの騎士の攻こう撃げきだというのはわかる。だが……

　……見えなかった。

　……こいつ、どんだけ恐おそろしい速度で駆かけぬけていったんだ。

「速さもそうですが、氷でできた透すける身体というのが厄やつ介かいですね。動きを捉とらえるのが困難極きわまりないです」

　地面に片かた膝ひざをつきながら、黒猫。

「しかも身体の構成が氷結晶であるというのなら、私の鉄扇はもちろん誰だれかさんの短刀ナイフも歯が立たないはず」

「悪かったなおい。てか、唯ゆい一いつまともに相手できそうな第一ゼアドールがあのザマじゃあな……」

　森の入り口に横たわったままの第一ゼアドール。

　今までの攻撃に巻きこまれていないのが不思議なほどだが、自分たちと離はなれて倒れているのが幸いしたのか。

　……あるいは、あえて見み逃のがしたか？

　……無傷で放置しておけば人ひと質じちにも使えるって魂こん胆たんかね？

「いずれにせよ早めに拾って連れ帰りたいところだがな」

「なら打開策をさっさ────ヒューイック様！」

　黒猫の二度目の悲鳴。

　と同時に、ほとんど直感で第九ヒユーイツクは大地を蹴けった。わずかな風の違い和わ感。それだけを頼たよりに真横へ跳躍。氷こおり漬づけの茂しげみに飛びこんで大地を転がる。

　爆音。

　自分の真後ろに立っていた巨木が、騎士の鎚矛メイスを受けて真っ二つに粉砕された音だ。まだ十メートル近くも距きよ離りがあったはずなのに問答無用で距離を詰つめられた。

「こりゃしんどいな。防ぼう御ぎよなんて言える破壊力じゃねえし、避よけるつったっていつまで保もつやら……」

「逆に、これでやることが絞しぼれましたけどね」

「だな。あの氷のデカブツを相手どるのは意味がねえ。仮に破壊できたって、あいつらさえ無事なら再生させられちまうのが関の山だ」

　悟さとられぬ程度に背後を盗ぬすみ見る。

　自分たちから二十メートルほど離れた場所に立つマハ。常じよう套とう手しゆ段だんなら本体である彼女を叩たたくのが確実。

　……だが気になるな。

　……あの黄金術士、さっきから地面に手をつけたまま微び動どうだにしてない。

　もしも自分が向こうの立場なら話は簡単だ。氷像の騎士をもう一体創つくりだすか、そうでなくてもさっきのような怪かい鳥ちようを再び創って追撃を考える。

　……そうしない。

　……ってことは、あの黄金術士が微動だにしないのと関係があるはずなんだ。

「どう考えるよ黒ク猫ロ？」

「維い持じコスト」

　相方の反応は早かった。

「あの騎士が氷結鏡界の氷結晶を利用しているのならば、です。巫み女こが結界を祈いのり続けるのと同じ理論が成り立ちます。すなわちあの騎士も、誰かが祈り続けなければ存在を維持できないという理論です」

「その祈り担当ってのが黄金術士ってわけか。まあそうだろうな」

　優先目標は決した。

　さて、どうやってあの黄金術士に対処するか。ここから向こうまでの距離二十メートル。たどり着くまでに間ま違ちがいなく氷の騎士の妨ぼう害がいを受ける。

「できることなら飛び道具で。あそこまで走っていって殴なぐりつけるには距離がありすぎます。確実にあの騎士に追いつかれる。……ヒューイック様、わかってますね？」

「まあな」

　自分の短刀ナイフを中あてて倒たおすと言いたいところだが、しょせんは短刀ナイフ。距離が空けば威い力りよくは激減するし元々の殺傷力も期待できない。

　確実なのは先の結界だ。

　あと一本、短刀ナイフを大地に突つきさせば結界が完成する。その中心にいる黄金術士に向けて九本目の短刀ナイフを直接叩きこむのがもっとも確実。マハ本人を狙ねらっても避けられる可能性が残るが、あいにく黄金術士の方は動かないことが祈りの条件だ。確実に九本目が届く。

「──走れ！」

　怒ど号ごうとともに走りだす。

　マハにとって右から第九ヒユーイツク、左から迫せまるのが黒猫だ。

「……気づかれましたか。でも遅おそい！」

　マハの呟つぶやきとともに、ゴッ、と大地が鳴動する。

「騎士が来ます！」

「避けろ、絶対に相手にするんじゃねえ。走りぬける！」

　真後ろから迫る超ちよう重量の気配。

　身をひるがえすと同時に、透明な巨人が突とつ風ぷうのごとき勢いで数センチ真横を掠めて通過していった。周りの木々など避ける必要もない。直線上にある木々も大地も全すべて抉えぐりとり、なぎ倒しての最短ルートでの疾しつ走そうだ。

「追いつかれた!?」

「くそ、だから機動力がデタラメすぎだってんだよ」

　一いつ瞬しゆんで目の前に立ちはだかる氷の巨人。

　氷の騎士が、その右手に握にぎった鎚矛メイスを高々と振りあげて──

「くっ、やるしかねえぞ！　黒ク猫ロ！」

「届け！」

　自分が短刀ナイフを。黒猫が鉄てつ扇せんを。

　それぞれが手にした武器を渾こん身しんの力で投げつける。騎士が反応する間も与あたえず、輝かがやく刃はと漆しつ黒こくの扇おうぎがそれぞれマハと黄金術士へと飛来する。

　が──

「異わ篇た卿しにだって、意地があります！」

　マハが吼ほえた。黒猫の投げた鉄扇を肩に受け、よろめきながらも自ら黄金術士の前に庇かばい出る。そして。

「……まさか！」

　今度こそ第九ヒユーイツクは己おのが目を疑った。

「──────かっ……は……っ」

　したたる鮮せん血けつが蒼あおい大地を赤く染め上げる。

　マハだった。鉄扇を受けながらも黄金術士を庇い、第九ヒユーイツクの投とう擲てきした短刀ナイフを自らの掌てで庇い受けたのだ。

　──こいつ、自分の身より黄金術士を庇うことを優先しやがった!?

　執しゆう念ねん。

　何が何でもこちらの策を潰つぶそうとする、異い篇へん卿きようの意地。

「しょせんは……短刀ナイフ。この距離で受けたところで…………」

　青ざめた表情のマハが凄せい惨さんな笑えみを浮うかべてみせた。掌からの出血などお構いなしに短刀を手にし、それを明後日あさつての方向へと投げすてる。

「終わりです」

　その一言と同時。

　第九ヒユーイツクは、黒猫もろともに氷の騎士の鎚矛メイスによって薙なぎはらわれた。

　…………

　……衝しよう撃げきは、感じなかった。
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　ただ一瞬で意識が根こそぎ奪うばわれ、気づいた時には吐と血けつした状態で地面に横たわっていた。黒猫もまったく同じ状態だ。

「っ……ぐ、はっ……」

　大地に手をついて、かろうじて片膝だけを起こす。

　だがそれで限界だ。これ以上身を起こすことも立ち上がることもできない。まして騎士の攻撃を避けようなどとは──

「決着ですね」

　自身よろめきながらも、マハが一歩、また一歩と近づいてくる。彼女の前には、依い然ぜんとして猛たけ々だけしく立ちはだかる氷の騎士。

「異わ篇た卿しの──」

「いいや」

　血の塊かたまりとともに第九ヒユーイツクはそう吐はき捨てた。

「俺の術式を潰せなかったアンタの負けだ。見ろよ、後ろの人形を」

「……え？」

　目をみひらくマハがふり返ったその先に。

　無言で佇む黄金術士。

　それが、再び元の砂金へと還かえりつつあった。

「ど、どうして……!?　八本目の短刀ナイフは確かに私が……」

「黄金術士の向こう側だ。そっちに何が突きささってるか見てみるんだな」

　蒼い大地に突きささった黒の扇。

　自分の短刀ナイフとともに黒猫が投げはなった鉄扇だ。マハの肩かたを掠かすめながらも虚こ空くうを旋せん回かいし、最後には大地に突きささった。

「あ、あれが八本目だとでも？　でもあれはあなたの短刀ナイフなんかじゃ──」

「……わた……し……の」

　擦すりきれた腹部を押さえながら黒猫が立ち上がる。

「私の……鉄扇の内側に……ヒューイック様の短刀ナイフが仕込んである可能性も……考こう慮りよしておくべきでした、ね……」

「────────────っ！」

　今度こそマハが言葉を失った。

　彼女の目の前で、祈りの途と切ぎれた氷の騎き士しがくずおれていく。乗っていた馬が無数の氷ひよう片へんとなって霧む散さんして、残る騎士も徐じよ々じよに溶とけるように姿を失って……

「…………まだです！」

　決死の形相でマハが叫さけんだ。

「騎士よ！」

　氷の騎士が、下半身を失いながらも身を起こした。

　左手で身体からだを支え、残る右みぎ腕うでで鎚矛メイスを振ふりあげる。背筋を反らし、自分たちに向けて鎚矛メイスを投げ放つ構えをとる。

「バカな、まだ動けるのか!?」

　こちらは自分も黒猫も動ける状態にない。あのまま超重量の鎚矛メイスを投げつけられたら避ける術すべは皆かい無む。

「黒ク猫ロ！」

「ちょ……っと、厳しい……かも……です、ね」

　氷樹に手をついたまま彼女が小さく咳せきこむ。と同時に、真っ赤な鮮血が彼女の口元からあふれ出た。

　……

　…………やべえ、これは勝負あったか？

　それを見て第九ヒユーイツクは深く深く吐と息いきを吐きだした。

　認めよう。認めるしかない。

　……俺らの完敗だ。

　……あいつの……執念の、勝利だ…………

　氷の騎士が鎚矛メイスを放つ。

　その瞬間をただ待ちかまえ。




「──────っ！　だめっっ！」




「なにっ？」

　第九ヒユーイツクは無意識のうちに目をみひらいた。

　そして我が耳をも疑った。

　氷の騎士の動きを止めたのは、ほかならぬ白髪の異篇卿本人だった。

「…………」

　鎚矛メイスを握ったまま氷の騎士が崩ほう壊かい。

　だがそれすらも気に留めず、マハが見つめるのは自分たち？　いや、自分たちのさらに奥に横たわる人物だった。

「…………ああ、危ない……ところ……でし、た……」

　ふっ、と口元に微笑ほほえみを浮かべる彼女。

　森の入り口で眠ねむり続けるゼアドールの姿をじっと見つめ、彼女は清すが々すがしささえ感じさせるほど安らいだ表情で立っていた。

　第九ヒユーイツクと黒猫、そして氷の騎士。

　──その直線上に横たわっていたのがゼアドール。

　──騎士が鎚矛メイスを投げれば、それは無防備な彼にまで及およんでいただろう。

「でも……悔くいは……ありま、せ……ん…………」

　なんだ？

　さっきから何を言ってやがる。

　自分たちなど眼中にすらなく、白髪の女性が見つめるのはその先に眠るゼアドールただ一人。彼を愛いとしげに見つめながら、彼女は────




「……なんて……なんて罪な御お方かた……

　ゼアドール様、あなた様に出会ったその時から……わたくし……は……

　……負けていた……のです、ね…………」




「……願わくば、次は……本当に…………二人だけの…………お茶会、を…………」




　その言葉を最後に。

　異篇卿の第三位、黄金のマハは静かに大地にくずおれた。




　　　　２




　距きよ離りおよそ十五メートル。

　無数の氷樹と茂しげみとを隔へだてた先に、ホルンは迷めい彩さい服の異篇卿と対たい峙じしていた。

　視線と視線。

　銃じゆう口こうと銃口とを突つきつけあったまま、互たがいに不動。

「……いま……なんと言っ……た」

「聞こえなかったか？　貴様の魔ま弾だんにこれ以上付き合うつもりはない」

「俺の……銃じゆう弾だんを……制せい御ぎよすると、でも……」

　低い嗤わらい声をもらすベルトマー。

「あまり……上質なハッタリ、にも聞こえん……な……。それが可能であるのなら……わざわざ先の弓矢のような……その場ば凌しのぎに……頼たよることもあるまい……」

「そのとおり」

　こちらも両手に短機関銃サブマシンガンを構えながら、ホルン。

「忠告したはずだ。あの矢の真価はここからだと」

「……なに？」

「矢を撃うち落とす選せん択たく肢し、早々に諦あきらめたのは失策だったな。あの矢を全すべて、あるいは半数以上撃ち落とされていたら私の敗北だった」

　足あし下もとに転がる矢や筒づつを踏ふみつける。

　──ピッ。

　空の矢筒から電子的な機械音がこだまする。と同時、小さな炸さく裂れつ音が樹海の至るところから響ひびきわたった。

　白はく煙えん。

　局所的に生まれた煙けむりがまたたく間に拡ひろがり、濛もう々もうと立ちこめる。化学反応による高密度の粒りゆう状じよう物質だ。風が吹ふかないかぎり一時間はその場の空間に留とどまり続ける。

「……煙幕……？　バカな……そんな挙動は……」

　煙の向こうから伝わる狼ろう狽ばい。

「いや違ちがう、先の矢を放った理由は──」

「気づくのが遅おそかったな。鏃やじりに取りつけた粉ふん塵じん機だ。この煙、容易に晴れると思うなよ」

　あの矢は、ベルトマーから外れるよう放ち続けたものだ。

　ベルトマーの周囲一帯に矢を放ち、その先せん端たんに取りつけた仕し掛かけで煙が生まれる。懸け念ねんしていた点があるとすれば、矢を多く撃ち落とされるほど粉塵機も破は壊かいされ、発生する煙の量もまた減っていたであろうということだ。

「ずいぶんと……頭が回る！」

「────」

　返事代わりに身をひるがえし、ホルンは白煙の中を駆かけだした。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて敵の気配。

　視界はゼロ、互いに敵の足音と風の動きだけを察知しての攻こう防ぼうになる。

　……条件は五分。

　ベルトマーの魔弾は撃ち落とせない。

　それが一度の敗戦を経てホルンの出した結論だ。

　初速千メートル毎秒を凌りよう駕がするベルトマーの魔弾は、もはや人間が視し認にんできる速度を超ちよう越えつしている。引き金を引いたと認識した時点で被ひ弾だんしているといっても過言でない。天球図画でも弾道を読むどころか、視認すらできなければ避よけようがない。

　ならばどうするか。

「お前なりの……不可視の魔弾と、いうことか」

「これならお前も私の銃弾を見切れない。同じ条件につきあってもらうぞ」

　煙に覆おおわれた樹海を全力で駆けていく。

　その真横を並走する気配が一つ。ベルトマーもまた、こちらの気配を察知して追いかけてきている。

「──はっ！」

　煙の先の気配に向けて引き金を引く。

　樹海に響く轟ごう音おん。

「ぐっ……」

「……っ……」

　千せん年ねん獅しと異い篇へん卿きようのそれぞれから同時にうめき声。

　ホルンは左ひだり肩かたを撃ちぬかれ。

　一方のベルトマーもまた弾だん丸がんが掠かすめていったはずだが、高速で動く気配に変化はない。

　……動きが止まらない。

　……浅かったか。

「決定的な……差……だな」

　そう告げる異篇卿の声はいまだ力強い。

「気配の察知能力、運動能力、経験、そして何より射しや撃げき手としての精度。銃使いとしての、純じゆん粋すいな技量の差……ゆえに……この条件であっても五分には……遠い」

「それは、解かい釈しやくが早すぎる！」

　動かない左肩を庇かばいつつ右手の短機関銃サブマシンガンを構える。

　射撃。

　強力な反動が右みぎ肩かたを伝わり左肩に激痛をもたらすが、それを鉄の意志で抑おさえこむ。

　が──

「無む駄だだ」

　拒きよ絶ぜつの一言とともに、樹海に鈍にぶい音が響きわたった。

　……今の鈍い金属音……？

　……まさか。

「『鈍にび色いろ』のベルトマー名は……伊だ達てではないということだ。まさか……鈍色がそのまま銃弾の色を示すとでも思ったか？」

　鈍色とは濃こい灰色。すなわちベルトマーの放つ銃弾を意味していると疑わなかった。だが違う？　その真実の意味合いは──

「金属の鈍い音色……こそ……我が鈍色の真名」

「銃弾の絶対撃げき墜つい技術、か」

　今の音もまた同じ。

　まさか、これだけ視界を塞ふさいでもなお銃弾を撃ち落とせるというのか。

「吹雪ふぶきのなかの……射撃と……さして変わらないな。気配から……おおよその見当がつくというものだ」

「軽く言ってくれる」

　苦々しい面おも持もちでホルンは苦く笑しようした。

　……なるほど、大した奴やつだ。

　……大した化け物だ。まさに銃の化け身しん。

　自分が弓道を学んでいた時も、銃使いに転身したその時も、この男は一いち途ずに射撃技術だけを磨みがいていた。その差をまざまざと見せつけられた気分だ。

「さあ……どうする？」

「こうするのさ！」

　全身に力をこめて再び疾しつ走そう。

　左肩から血が噴ふきだすのも、気配で位置を察知されるのも覚かく悟ごのうえだ。ただひたすら目的の場所を目指して──

「どこへ行く？」

「────」

「まさか……それで逃にげたつもり、というわけでもなかろうに」

　その問いには答えぬまま。




「敬意を表する」




　ホルンは、後ろを追いかけてくる気配に向けてそう告げた。

「なに……？」

「見事だ。見事というほかない技量だ。姉上の専属護衛は誰だれにも譲ゆずる気はなかったが、貴様にだけは任せてもいい。そう思えるほどには感服した。この戦いが私個人の戦いだったなら素す直なおに負けを認めていたかもしれない。が──」

　右手の短機関銃サブマシンガンを握にぎりしめ、ホルンは声高らかに謳うたいあげた。

「この勝負は譲ゆずらない。千わ年た獅しにも付きしたがってくれる部下がいるからな」

「……して、どうする気だ」

「次が最後の一発だ。次の一いつ瞬しゆんに全てを託たくす」

　奥歯を嚙かみしめて激痛に耐たえ、氷の樹海を奥へ奥へと走り続ける。

　無数の木々をかわし、茂みを抜ぬけたその先に。

「まさか、自ら白煙を……抜ける気か？」

「そうしなければ貴様の動きを捉とらえられない。この状じよう況きようでなお銃弾を撃ち落とされるなら、私が煙こ内こに留まる理由はないだろう」

「正論……だが、わかっているな？」

　煙こ中こであればベルトマーが銃弾の撃墜に失敗する可能性はわずかにある。それが、この煙の外に出たときどうなるか。

「自ら勝機の……ない、条件を取るか」

「あいにく私にはコレしかない。今の私は銃使いだ。姉上を守ってきたのも、部下の上に立つ千年獅としても、な」

「…………」

　視界の奥に光が見える。

　高密度の煙の向こう側へ。蒼あおく光り輝かがやく樹海へと、ホルンは最後の一歩を踏みだした。

「はっ！」

　銃使いの千年獅がふり返る。真後ろに迫せまる気配が森へと飛び出してきたと同時、右手に持つ銃で照準を合わせた。

「無駄だといっ…………何っ!?」

　銃を構える異篇卿の上げる驚きよう愕がくの声。

「その銃……っ!?」

　短機関銃サブマシンガンではなかった。

　ホルンの右手に握られていたのは一丁の大型拳けん銃じゆう。

　美しい銀色に輝くソレは、あたかも鉄の銃身そのものが強力な沁しん力りよくを宿しているかの如ごとく、神こう々ごうしいまでの光に満ちている。

　──銀の王ラステイハイト。

　──私の全て、お前に託す。

　大塩湖の古代幽ゆう幻げん種しゆを打ち倒たおした専用銃。それは今から少し前、ホルンが部下の整備士から渡わたされたものだ。

　その力は。

「決着だ。私たちとお前の、な」

　銀色の引き金を引く。

　緋ひ色いろの軌き跡せき──洗礼系の沁力術式をそのまま付与された一発の弾丸。

「遅いっ！」

　ベルトマーの銃じゆう弾だんから発射される不可視の魔ま弾だん。

　この至近距きよ離りでさえ確実にこちらの弾たまの軌き道どうを読み、そしてその銃弾を撃うち落とす……そのはずだった。

　緋色の弾丸と不可視の弾丸。

　それが真正面から衝しよう突とつした次の瞬間、見えざる弾丸が緋色の軌跡によって弾かれた。

「……なっ!?」

　緋色の銃弾は止まらない。虚こ空くうでさらに十二もの小弾へと分ぶん裂れつし、その小弾一発一発が銃の異篇卿を打ちすえた。

「こ……れは……？」

「銃弾の軌道を読まれるのなら、どう読まれても撃ち落とされない威い力りよくの銃を用意する。そう考えたまでのことだ。結果、コイツが手持ちで最大威力だったんでな」

　大きく肩かたを上下させながらホルンは続けた。

「だが貴様のことだ。そんな物を目の前で取りだせば即そく座ざに警けい戒かいするだろう？」

「それで……先の煙けむり……という、ことか！」

　短機関銃サブマシンガンから銀の王ラステイハイトへ。

　ベルトマーの視界のきかぬ煙のなかで銃を持ちかえることで、一度だけなら真正面から銀の王ラステイハイトで不意を突つける。

　……あとは威力で打ち勝つことに賭かけたはいいが。

　……それも際きわどい賭けではあったな。

「奥の手は弓矢と思わせて、その狙ねらいは煙による目くらまし……そう見せかけて……煙もまたさらに本命を、隠かくすための策……とは、な…………」

　力を失った異篇卿の手からこぼれ落ちる銃。膝ひざをつき、真後ろの氷樹に寄りかかるまで時間はそれほどかからなかった。

「もともと幽幻種用の銃弾だ、直撃とはいえ防弾衣止まりのはず」

「そんな……簡単に……言ってくれるな…………全くもって小こ癪しやくな……女」

　クク、と掠れた声で笑う異篇卿。

　そして。

「っ……先に進む……がいい……さ」

　異篇卿の第四位、鈍色のベルトマーはその場に倒れ伏ふした。
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　火。

　人類の生活に必要不可欠のものであり、古いにしえの哲てつ学がくにおいては世界の物質の根源、宗教においても神格化された存在として扱あつかわれることもある。

　そしてナタラーシャにとってもまた……




「世界彩色レイヤーコード『真朱ヴアーミリオン』────炎ほのおよ、目覚めなさい」




　その身に太陽のごとき輝きを宿す異篇卿。

　彼女を守護するかのように取り巻き燃えさかる業ごう火かは、その際限なく広がる頭上の闇やみをも焦こがし、もはや直視することも許さない熱と光とに満ちていた。

「…………」

　炎の輝きを前にして、春蕾は頰ほおを伝う汗あせを静かにぬぐい去った。

　……本当に凄すさまじい熱量。

　……ここが極ごつ寒かんの穢歌の庭エデンでなかったらどうなっていたんだろう。

　滝たきのように流れ落ちる汗は熱によるものか。それとも迫りくる圧あつ倒とう的な重圧から生まれる恐きよう怖ふによるものなのか。

　むろん自分とて迎げい撃げきのための術式は完成している。

　完成しているが、それでもなお胸中で不安の拡ひろがりが止まらない。巫み女この修しゆ行ぎようで経験したあらゆる熱波も炎も意味がない。目の前の炎はきっと、それ以上のあらゆる炎を超ちよう越えつした別次元の高みにあるから。

　──だからこそ思う。

　──力の均きん衡こうは長くない、瞬またたきほどの時間で決着がつくと。

　あの炎がまさに烈れつ火かのごとき速さで自分の迎撃術式を焼しよう滅めつさせるか。

　自分の防ぼう御ぎよが、あの熱と光を遮しや断だんできるか。

「…………」

　こくんと唾つばを飲みこもうとして、でもできなかった。喉のどにはもう一いつ滴てき分の水分も残ってない。カラカラだ。全すべてあの炎の熱に奪うばわれていった。

「……全部」

「？」

「全部……奪っていっていい。私の全部……何もかも」

　だけど一つだけ。

　巫女と千せん年ねん獅しの絆きずなだけは手放さない。どれだけ身を灼やかれようと──

「勝負……です！」

　喉が痛むまで春蕾は声のかぎり叫さけんだ。

【Lin Endes 我、万象連ネpel On Nes祝詞ヲ開放】

　歌いあげる開放序詞。

　それと共に、黒くろ髪かみの巫女の全身から淡あわい光の粒つぶが浮うかびあがった。歌う巫女を祝福し、その儚はかなく華きや奢しやな肉体を守護する光の壁かべへ。

「始まりに炎あり────」

　真しん紅くの異い篇へん卿きようによる絶対の宣言。

「炎よ！」

　光が弾はじけた。

　炎と呼ぶにはあまりに巨お大おきく、熱と呼ぶにはあまりに美しい輝き。目の前に噴き上がるソレはもはや、万ばん物ぶつを灼き薙なぎはらう純じゆん粋すいなる光波と化していた。

　眩まぶしい。

　春蕾が感じた最初の感覚は、それだ。

　両手を突きだす。押し寄せる光の大渦うずと、蒼い光の壁が正面から衝突した。

　光と光。

　熱波と凍気との鬩せめぎ合い。

　──ピシッ、ッシ……ピシリッッ！

　指先のすぐ向こうで氷の薄はく膜まくに亀き裂れつが入る。氷結鏡界を祈いのる巫女が、その全力でもって織り上げた防御術式が、未み曾ぞ有うの光熱の奔ほん流りゆうを前に徐じよ々じよに食いやぶられていく。

　一層、二層、三層四層五層、六、七、八、九……

　……ジッ。

　眩しいほどの赤光が、指先に触ふれた。

　……？

　……痛みがない？

　覚かく悟ごしていた熱も痛みもなかった。ただただ赤い輝きが自分の指先から掌てのひら、掌から手首まで浸しん透とうしていくのを春蕾は固かた唾ずを吞のんで見つめるしかなくて。

　そして。

　想像を絶する炎の痛みは、その直後にやってきた。

「っ！　ぁっああああぁっぁあぁぁっっっ────────────!?」

　びくんと全身が痙けい攣れんし、喉から強制的に悲鳴が洩もれた。

　痛い、痛い痛い痛い痛い痛い……っ！

　術式の制せい御ぎよも心鎮もまとめて意識の奥底に吹ふき飛んで、目の前の激痛だけで意識が埋うめられていく。

　──まぶたの奥から強制的に涙なみだがあふれ出る。

　──その涙すら、熱波に煽あおられて一いつ瞬しゆんで水分を奪われて蒸発していった。

　油断はしてなかった。

　ただ、光が指先に触れた瞬間にこそ激痛がやってくるものだと錯さつ覚かくしてた。

　激痛がなかったから、もしかしたら防御術式が破られたのも気のせいかと、一瞬だけ、そんな淡い可能性も頭を掠かすめてた直後のことだ。

「あっ、あああぁあああああああぁあぁぁっっっっっっっ!?」

　両手が真っ赤に腫はれている。

　……いいえ、違ちがう。両手の皮ひ膚ふが熱で剝むけて血が噴ふきだしているんだ。だけど光の侵しん食しよくはなお止まらなくて、マグマのような熱が骨の髄ずいまで浸透してきてる。

　……こんな、ここまで……

　……こんなにも……怖いことだった……なんて……

「────」

　戦うことが、こんなにも怖いことだと思わなかった。

　こんなにも痛いものだと思わなかった。

　……修行の苦痛と違う。

　……魔ま笛てきに侵おかされた時の怖おぞ気けでもない。

　寒気がするほどの覚悟が込こめられた術式は「痛い」。両りよう腕うでの皮膚が破けて血まみれになって、血管のなかで血が沸ふつ騰とうして、骨もが熱に灼かれる激痛。

　……これが……戦うということ……なの？

　……これが……誰だれかと傷つけ合う……ということ……なの？

　こんなの嫌いやだ。絶対に嫌だ。

　戦うことがこんなにも苦しいなんて知らなかった。わたしは……戦いのもっと勇ゆう壮そうで果か敢かんな部分しか知らなかった。

　それはなぜ？

　それは────




　千年獅あのひとが、常に自分のかわりに傷ついてくれていたからだ。




　銀ぎん髪ぱつの大たい剣けん使いレオン・ネストリウス・オーヴァ。

　五十人という錬れん護ご士しのなかで、なぜあの人を千年獅に選んだのか問われることがある。

　ヴィオラは自分の実妹を。

　メイメルは最も成績優ゆう秀しゆうな錬護士を。

　ユミィはずっと一いつ緒しよに暮らしていた幼なじみを、それぞれ心に決めていた。

　……では、わたしは？

　……わたしは…………守ってくれそうな気がした……から。

　……すごく、優やさしそうな人の……気がした、から。

　本当に直感。

　ただ、今でもその直感は正しかったと思ってる。周りの巫女からも、巫女見習いからも、最高の専属護衛を選んだと言われるくらい。

　……でも。

　……それはつまり、わたしのかわりにあの人が傷ついていたということ。

　塔とうの中で、彼は誰より過か酷こくな訓練を自分に課している。

　毎日傷つき、毎日疲つかれはてて、それでもわたしの部屋に来てわたしを気き遣づかってくれる。だからわたしは…………

　戦いというものを知らなかった。

　あの人が身を張って、いつもわたしを庇かばっていてくれたからだ。

「…………レオンっっっっ！」

　乾かわいた涙を流しながら春蕾は叫んだ。

「ごめんなさいっっ！　わたし、いつもっ！　いつも、レオンにばっかり苦しいこと────────っっっ！」

　痛みが止まった。

　胸の奥からこみ上げる激情が、炎の痛みを遥はるか彼方かなたへと押し流していったから。




　世界が、蒼に染まった。




「……なっ!?」

　炎の奥で術者が驚きよう愕がくの声を上げた。

　溢あふれる光の奔流が突とつ如じよとして動きを止めたのだ。まるで時間が止まったかのように、まるで……凍りついたかのように。

「わたし、もう泣かないから……レオンに痛い思いさせたくないからっっ！」

　輝かがやく光の結けつ晶しようたち。

　群れなす蒼の氷結晶が巫女の足あし下もとで生まれ、破は壊かいされた防御術式を修復していく。

「氷結鏡界の凍気を!?　さすが、やればできるじゃない！」

　ナタラーシャの覇は気きに応こたえて炎ほのおが吼ほえたける。

　天へと昇のぼり、闇やみをも焦こがす獄ごく炎えん。

　地に根ざし、闇をも凍らせる氷気。

　もはやそれは炎でも氷でもなく。赤光と蒼そう光こうの、煌こう々こうと世界を照らす二つの意地の衝しよう突とつだった。

「……勝つのは」

「…………レオンだから！」

「………………っ！　アルマデル様だって言ってるでしょ、この意地っ張り！」

　光が弾けた。

　火の粉が氷を溶とかし、凍気が熱気を奪う。対立する波動が真正面から混ざりあい、溶けあい、そして────







　残ったのは、汗あせばんだ髪かみを心地ここちよくゆらす微そよ風かぜだけだった。







　炎も氷もそこにはなかった。

　二つの波動が衝突しあった巨大な跡あとだけが大地の傷跡として残り、そこに二人の人ひと影かげが倒たおれていた。

　一人は黒髪の小こ柄がらな少女。

　もう一人は真紅の髪をした長身女性。

「……」

「……」

「…………」

「………………あー……サイッテー。服、ボロボロじゃない……」

　仰あお向むけに倒れたまま、呻うめき声でそう呟つぶやいたのはナタラーシャだった。

　着ていた真紅のドレスは黒い燃え殻がら状態。わずかに残った繊せん維いも切れ端はし程度、その内側の下着も似たような状態だ。

「……行きたい？」

「…………」

「行きたかったら勝手に行けば？……私、こんな丸まる裸はだかみたいなカッコじゃアルマデル様に会いたくても会えないし」

「…………」

　その言葉に、春蕾はよろよろと上半身を起こした。

　自分とて法ほう衣いの袖そでから肩かた口ぐちまでもが燃え尽つきている。裾すそも端がボロボロだし、帯も黒く焦げてしまっている恰かつ好こうだ。

「ウソウソ、……本当はもう動けないだけ。限界よ」

　深く溜ため息いきをつく彼女。仰向けに横たわったまま微び動どうだにしないということは、きっとそういうことなのだろう。

「勝負あり。やるじゃない巫み女こサマ、氷の術式が専門分野ってわけじゃないんでしょ？」

「……この場所だから」

「うん？」

「ここが……穢歌の庭エデンでなかったら……全然、相手にもならなかった…………」

　氷結鏡界の凍気に覆おおわれた極ごつ寒かんの世界。

　普ふ通つうの焚たき火であれば一瞬でかき消してしまう氷雪混じりの突とつ風ぷうに、足下は氷の大地。そんな場所で炎の術式がいったいどれだけ力を発揮できるだろうか。

　……この人が……それを知らないはずないのに。

「戦う場所を選んだのは異篇卿わたしたちの方。それは言い訳にならないわ」

　自じ嘲ちようめいた笑えみの彼女。

「でも……悔くやしいな？　これでも結構マジで頑がん張ばったのに」

　倒れたまま、ふるえる両手を持ちあげてみせる。

　そんな彼女の手は、自らの火やけ傷どによって痛々しく焼けただれていた。炎の使い手の宿命だ。あまりに強力すぎる炎であるがゆえの代だい償しよう。

「女らしさの欠片かけらもない肌はだでしょ？　ねえ────」

「…………」

　そう訊たずねる異い篇へん卿きように、黒くろ髪かみの巫女は自分の二の腕うでを近づけてみせた。

「……あなた」

　ナタラーシャの目が大きく見開いた。一目見て彼女にも伝わったのだ。

　紫むらさき色に染まった二の腕。

　凍とう傷しようによってズタズタになった肌。ナタラーシャの炎に対たい抗こうするための氷の術式、その代償であることに。

「…………おあいこ」

「……っ、ぷっ、あ、あはは！　な、なによ……そういうこと？　私だけじゃないってこと？　あーもう、なにそれ、私ってば自意識過か剰じようじゃない。恥はずかしい……っ！」

　胸を上下させて噴ふきだすナタラーシャ。

　そんな彼女を横目に春蕾は立ち上がり、向かうべき場所につま先を向けて──

「待って」

　その背中に声をかけたのが誰なのか、問うまでもない。

「手、出しなさい」

「…………？」

　ぽかんと首を傾かしげる春蕾の両腕が、ふんわりと暖かな蒸気に包まれた。

「……っ」

「その凍傷、放ほうっておいたら指一本か二本なくなっちゃうわよ。大事な男のためにつける指輪、入らなくなったら困るでしょ？」

　上半身を起こした彼女が、そっぽを向けたまま。

「その火、持って行きなさい」

「…………」

「ほら行った行った。私は疲れてんのよ」

「……ありがとう」

　深々と首を曲げてお辞じ儀ぎ。

　その仕草に。

「…………ふん」

　小さく鼻を鳴らして、異篇卿の第二位は再び仰向けに転がった。
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　始めに、大地を揺ゆらす強きよう烈れつな衝しよう撃げきが走っていった。

　次に、一ひと際きわ強くも澄すみきった銃じゆう声せいがこだました。

　そしてたった今。

　天をも焦がさんと燃え上がる炎が真っ青な蒼光に包まれて、心地よい一いち陣じんの風と化して吹ふき抜ぬけていった。

　──終わった。

　剣を上段に構えたまま、剣けん士し二人は戦いの終しゆう焉えんを悟さとった。

　それを口にしないのは、どちらの勝利で幕が降りたか二人にとってもわからないからだ。展開された三局、勝ったのは異篇卿か、それとも。

　──誰だれもが待っている。

　──第四局、自分たち二人の戦いの決着を。

　剣士二人は無言。

　鍛きたえぬかれた膂りよ力りよくによって支えられた剣はまっすぐ天に向けられ、その切っ先は極寒の風が吹こうと一ミリたりとも揺るがない。

　完成された制せい御ぎよ。

　完全なる剣と気、そして心の同化。

　天あめの一ひと滴しずく。

　地つちの一ひと粒つぶ。

　氷の樹海にそよぐ葉の一枚として、この剣士二人の意を乱すことはない。

　気が遠くなるほどの星せい霜そうを、風雨に晒さらされながら剣を振ふるい、陽に灼やかれながら汗を流してきた者のみがたどり着く境地。

　それは互たがいに──




　その見すえる先に、己おのれの絶対聖域たがえざるものがあったから。




　千せん年ねん獅しとして。

　異篇卿として。

　ただ無む闇やみに剣けん戟げきの極地を目指すのでなく、剣を振るうその傍かたわらに、常に己の望む展望を描えがいていたからこそたどり着いた。

　──その剣とて同じこと。

　巫女の祈いのる氷結鏡界、その氷結晶から精製された大剣。

　かたやマハの黄金六面体によって創造した鋼鉄。それをナタラーシャの炎が精せい錬れんし、ベルトマーが刀工となり、ノイエとノエシスの双ふた子ごが祈りを与あたえた大剣。

　ただの名剣では済まされない。

　その一ひと振ふりに、自分の背負うものがそのまま等身大の重みで宿っているから。

　互いにそれを理解しっている。

　だからこそこの戦い。

　次の瞬しゆん間かんこそが、きっとその未来の────────




　地が、戦おののいた。




　剣士二人が疾は走しった。

　互いの剣の間合いから、刹せつ那なの一瞬で自分の間合いまで距きよ離りを詰つめる。

　自分の間合いで足を止め。

　自分の間合いに入った瞬間に剣握にぎる手に力をこめる。

　そして──

　二人の剣士は、同時にその剣を振り下ろした。

「──────ッッッ！」

「────ッッッ！」

　無明の闇のなかで煌きらめく二条の剣けん閃せん。

　剣と剣、切っ先と切っ先がぶつかり合う。剣と大気との摩ま擦さつだけで火の粉が生まれ、切っ先と切っ先が触ふれた瞬間には輝かがやく金属色の光が飛び散った。

　それは星明かりよりも強く、けれど月明かりよりも儚はかない一瞬の煌めきで──

「……くっ！」

「……ぬぅっ！」

　交こう叉さした剣。

　切っ先同士が触れ、重なりあって均きん衡こうを保っていたのは一瞬のこと。

　直後、互いの剣の反動でもって、二人の剣士は同時に後方へとはじき飛ばされていった。

　──それは奇き蹟せきにも似た一いつ致ち。

　力も。

　速度も。

　間合いも、それに至る踏ふみこみも、そして覚かく悟ごすらまったくの互ご角かく。

　ならば勝負を決するのは……




　天が、震ふるえた。




　剣士二人は止まらない。

　後方へ吹き飛びながらも空中で姿勢を制御する。大地に剣を突つきさして着地するや、再び同時に大地を蹴けった。

「おおおおおぉぉっぉぉぉっっっっ！」

　声と声とが唱和し、穢歌の庭エデンにこだまする。

　アルマデルは上段の構えから剣を振り下ろし、レオンは剣を真下から振りあげる。

　互いに互いの剣だけを目で追って────

　否いな。

　金きん髪ぱつの異篇卿が捉とらえていたのは、確かにレオンとその大剣の軌き跡せきだっただろう。それが当然だ。この決戦、一瞬とて心乱した者が敗れるのだから。

　だが銀髪の千年獅は──

　レオンの視線はアルマデルの、そのさらに先へ。




　地平線から走ってくる黒髪の巫み女こへと向けられていた。




　よろめきながら。

　ぼろぼろに焼けこげた法ほう衣いと乱れた髪かみをなびかせながら、彼女は────

「──────」

　声は出なかった。

　咄とつ嗟さに言葉を思いつくほど器用な人間ではないし、何よりそんな場面ではなかった。黒髪の巫女の名前を叫さけぶ暇ひまもなかった。

　ただ、そのかわり──

　アルマデルとの剣が交叉してもなお止まらず、大地を一歩、アルマデルよりも一歩だけ多く、レオンは大地を駆かけぬけていた。

　一歩だけ。

　一歩でも走って彼女のもとへ。

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………なるほど」

　剣を振り下ろした姿勢でアルマデルが低く呟つぶやいた。

「その……一歩分、お前の…………踏みこみが上……回っていた、わけか」

　異い篇へん卿きようの手から大剣が滑すべり落ちる。

　その右みぎ肩かたには真っ赤な裂れつ傷しよう、剣を手放した指先にまで、鮮せん血けつ色のしずくが伝わり大地にこぼれ落ちていく。

「……どうかな」

　そう応こたえるのはレオン。

　自身もまた荒あららげた吐と息いきを隠かくそうともせず、大剣を地にさして杖つえ代わりにすることでかろうじてその身を支えていた。

「状じよう況きようが……逆であれば、勝敗も逆になっていた気がしてならない」

「……それもまた時の勝負さ。……ナタラーシャを責めるつもりもない」

　弱々しく唇くちびるを笑えみのかたちにつり上げるアルマデル。

　勝敗は決した。

　こちらに背を向けたまま、異篇卿の第一位は地面に片かた膝ひざをついた。

　そして。

「いつぞや、お前は言っていたな。兄を捜さがしていたと。そして、その捜している兄が俺と生き写しだと。……いや、俺の方がお前の兄と生き写しと言った方がいいのか」

「…………」

「答えは、あの時と変わらない。生ビ態オ生ト育ー野プで倒たおれていた俺は、偶ぐう然ぜんにノイエとノエシスに発見され、マハによって救出された。それ以前の記き憶おくはない」

「だが──」

　アルマデルにとってはそうだろう。

　だがレオンにとっては違ちがう。兄と酷こく似じした容姿、名前、そして卓たく越えつした剣けん技ぎ。どれもが兄以外の何者でもない。

「たとえ俺がお前の兄だとして、それが何になる？」

「…………」

「お前は……千年獅だ。そして俺は異篇卿。相容いれることはあるまい。俺にも……俺を慕したってくれる異な篇か卿まがいる。それにお前にも────」

　その言葉に。

　ようやくレオンは、自分の背中に密着する感覚に気がついた。

「春蕾、その火やけ傷どっ、それに……凍とう傷しようも」

「……大だい丈じよう夫ぶ。痛いけど、痛くない。我が慢まんできるから」

　真っ青になった凍傷を隠すように腕うでを背中へ回す少女。

「……行こ。ユミィ追いかけないと」

「…………」

「巫女の方がわかってるじゃないか」

　押し殺した声で笑う異篇卿。

「全すべてを出しきって負けた者の定めだ。もはやお前たちの行く手を阻はばむことはない」

「……そうだな」

　春蕾の肩かたを叩たたいてうながし、前方に見える樹海へとつま先を向ける。

　その時だった。

「……伝えておこう…………」

　金髪の異篇卿。

　背を向け、地に膝ひざをついたまま。

「俺は……お前の兄ではない。だがいつか……偶然にお前の兄を見つけることがあるかもしれない。その時には……伝えておこう」




「お前の弟は強くなった。もう、お前が弟の分まで強くなる必要はない、と」




「……そう伝えておこう」

　その背中に。

　かつて憧あこがれた兄の背中を重ねてしまうのは……それは……許されざることなのか。

「行け」

「────」

　無言で。

　レオンは、春蕾とともに歩きだした。

　ふり向きはしない。

　まっすぐ、まっすぐに。ユミィが走っていった方向へと穢歌の庭エデンを進んでいく。




　そんな二人の足音が消えて。

　その姿もまた遥はるか地平線へと沈しずんでいって。

「……アルマデル様」

　現れたのは、一いつ糸しまとわぬ裸ら身しんを晒さらしたナタラーシャだった。

　炭化した衣服は歩いてくる際に全て剝はがれ落ち、いまは己おのれの細ほそ腕うでで豊満な裸身をかろうじて隠している状態だ。

「はしたない姿だと思われますか……」

「いや」

　地に膝をついたまま、アルマデルは小さく苦く笑しようした。

　動きの鈍にぶい右肩に痛みが走るのもこらえ、自分がまとっていたコートを脱ぬぎ、それを彼女に向かって放ほうり投げてやる。

「着ていろ」

「で、でもこれは……その……」

「風か邪ぜをひく。この寒風のなかでいつまでそうしているつもりだ」

「…………」

　それ以上、彼女は何も言わなかった。

　ただ黙だまってうなずいて、真しん紅くのコートを背中から羽織って前を留める。

「お側そば、失礼します」

　自分の真横に腰こしかける彼女。

　その横顔は、憔しよう悴すいしきっていながらもどこか清すが々すがしく感じられた。

「…………」

「…………」

　静せい寂じやく。

　氷雪混じりの風が吹ふき上げる音を除くなら、二人の座る世界には何一つ物音をたてるものが存在しなかった。

「……静か、ですわね」

　最初に口を開いたのはナタラーシャだった。

　いつしか幽ゆう幻げん種しゆと天結宮ソフイアの部隊の戦いも終わっていたらしい。こちらが用意しておいた機兵たちも同様に、全て機能停止しているのが見てとれる。

「…………」

「…………」

「……すまない」

　蒼あおく輝かがやく地平線を見つめ、アルマデルは息を吐はいた。

　白く輝く吐息。

　一いつ瞬しゆんで氷の粒つぶとなり、風にさらわれて消えていく。

「どうにも俺は、お前のいう最強の男ではなかったらしい」

「あら？　らしくありませんわ」

　その懺ざん悔げに。

　ナタラーシャの応えは、とっておきの微び笑しようだった。

「あなたこそが一番です。あなたのその、何にも揺ゆるがぬ強きお姿こそ白銀の剣けんそのもの。わたしの……大好きなアルマデル様です」

　彼女の手が横から伸のびる。

　何をするかと思えば、くしゃ、と剣士の金髪を彼女は撫なでた。

　──搔かき分けられた金髪の奥。

　──そこに輝くのは、銀色の地毛だった。

　兄を捜しているという千レ年オ獅ンのそれと同色の地毛。

　アルマデルは最後まで告げなかった。

　白銀のアルマデルの「白銀」という異名が、その剣けん閃せんの鋭するどさからとったものではなく、その髪かみ色から名付けられたものだということを。

「あの時の傷、もうすっかり治りましたのね」

「何年前の話だ」

「……不安、と言ったら笑いますか？」

　弱々しく肩をすくめる彼女。

「いつかアルマデル様の記憶が戻もどって、どこか遠くに行ってしまうのが……怖こわいのです。私を置いて、ある日、部屋が空っぽになっている……それが怖くて」

「ないな」

「……ほんとうに？　ぜったいに？」

「ない」

　地平線を見つめたまま、アルマデルは頷うなずいた。

「俺は、俺だ。過去の記憶がどうなのか興味もないし、それに囚とらわれる気もない」

「…………」

　何も言わずに寄りそってくる赤毛の彼女。

　コートごしに感じる彼女の身体からだのぬくもり。その唇がためらいがちに首筋に触ふれるのを、アルマデルは決して拒きよ絶ぜつしようとはしなかった。

「……残るは」

「イグニドだけですわ。マハも、そしてベルトマーも……勇ましく戦いました」

「そうか」

　無傷という意味では双ふた子ごもそうだが、双子の結界は自分たち異篇卿がその発動までを護衛して初めて成せるものだ。

　イグニドだけが残っているが、それも果たしてどうなるか。

　事実上、異篇卿じぶんたちの計画は────

「…………」

「…………」

「綺き麗れい、ですわね」

　蒼く輝く氷の世界。

　穢歌の庭エデン。身を凍こおらせる極ごつ寒かんの地であることさえ除くなら、これほどまでに神秘的な世界はないだろう。

「もしも私が、二人きりでこの景色をずっと眺ながめていたいと言ったら……？」

「お前が風邪をひく前までだ」

「あら、もう少しロマンチックなお返事がいいですわ」

「…………」

　くすくすと悪戯いたずらっぽく笑うナタラーシャ。

　そんな彼女に肩をすくめ、金きん髪ぱつの大剣使いもまたふっと微び苦く笑しようをこぼした。

「……それも練習が必要か」

「ええ、ぜひ練習してくださいませ。僭せん越えつながら、私でよければ一いつ緒しよに勉強させて頂きますわ。これから先、ずっと先までお伴ともいたします……」
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　──全すべてが侵しん食しよくされていく。




　強化セラミック。

　二千度を超こえる高熱と強酸、そして強きよう靭じんな弾だん力りよく性をも兼かねそなえた機械扉とびらが、不気味な濃こ紫むらさき色の煙けむりを噴ふき上げながら溶とけだして、それに続く横壁もみるみるうちに壁へき面めんが腐ふ敗はいしてボロボロと腐くさり落ちていく。

　壁面内部の電気コードが腐り落ちて電気系統が停電へ。さらには信号ケーブルが切断されたことで、非常を示すブザーすらとっくに停止してしまった状態だ。

「華宮カグラッッ!?」

　エリエの上げた声はもはや悲鳴ですらなく絶ぜつ叫きようだった。

　天結宮ソフイア・地下エリア。

「……ぁ……っ、はっ…………ど、……どうですか……最終……チェックの進行は？」

「そ、そんなことより華宮の身体が──」

「来ないで！」

　駆かけよろうとする足が止まる。

　片手を上げて自分を牽けん制せいしたのは、ほかならぬ華宮自身だった。

「……いま……私に触れれば……エリエまで魔ま笛てきに、汚お染せん、されます。……汚染された手では電子端たん末まつも……触れなくなります」

　壁面に身体を預けることでかろうじて立っている華宮。

　儀ぎ礼れい衣いのうえに羽織っていたはずの白衣は魔笛に侵おかされて繊せん維いが崩くずれおち、原形を留とどめない姿で彼女の足あし下もとに落ちている。

「私、は……平気です。儀礼衣だって……そもそも魔笛の浄じよう化か作用があるから」

「うそっ！」

　華宮の言っていることは半分ウソだ。

　儀礼衣に魔笛の浄化作用があることは真実だ。護士でないエリエだって知っている。

　問題は、華宮の身が平気という言葉とはほど遠いことにある。

　──赤く染まった儀礼衣。

　背中の傷は幽幻種から逃にげた時に追いつかれたもの。腕うでの傷は、その幽幻種と至し近きん距きよ離りで衝しよう突とつした時の傷だ。

　頼たのみの機マ械キ珠ナすらとうに動作不良に陥おちいって。

　幽幻種と取っ組み合いになった時、彼女が壁かべに叩たたきつけられた音が遠くの廊ろう下かから聞こえてきたのがつい直前じゃないか。……平気なわけがない。

「そんなことより……どうなんですか。イリスの最終チェックは」

「も、もう終わるはずなの！　最後の疑ぎ似じ環かん境きように移ってるから、それさえ終わればすぐにでも動けるはずだから！」

　目を閉じたまま微び動どうだにしない機械の少女。

　イリスからの返事はない。

　こちらへの応答に回すわずかな出力さえ削けずって、〇・一パーセントでも演算効率を高めて最終チェックに挑いどんでいるのだ。

　……もう、いつ終わってもおかしくない。

　……でもまったく動きがない。

　エリエの脳のう裏りを不安が過よぎっていく。

　最終チェックの意義とは、システムが正常であることを証明するためのものではない。むしろ逆、本稼か働どう前に問題点を露ろ出しゆつさせることにこそ意味がある。

　そしてそれがシステム系統の致ち命めい的な欠けつ陥かんだった場合、疑似環境による最終チェック中にこうして応答不能になるケースが知られている。

　その時は、場の責任者の判断でチェックを再起動させなければならない。

　……つまり、あたしだ。

　……どうする？　このまま本当に待ち続けていいの？

　もしも最終チェックでエラーを吐きだした場合、このまま永遠に待っていてもイリスは起動しないことになる。……どうすればいい？　確実な策を出せと言われるなら即そく座ざに最終チェックの再起動と答えただろう。

　だけど──

　天結宮ソフイアも、浮ふ遊ゆう大陸も、そして目の前の華宮にも時間が────

「…………………………華宮っ！」

　声を振ふるわせて。

　カラカラに渇かわききった喉のどでエリエは叫さけんだ。

「あと少しだから！　大だい丈じよう夫ぶだよ、あたしと華宮が一緒にやったんだもん！　絶対、絶対イリスは起動してくれるから！」

「……最初から……あなたの技う術でを疑う気なんて、ありません」

　息を荒あららげながら血と汗あせとをぬぐう華宮。そして彼女は、よろめきながらも再び壁から身を起こした。

「だからあなたは、そこにいてください。……コイツ……の相手は、私の領分です」

　小さな銃じゆうを携たずさえて、空いた天てん井じようから降ってくる怪かい物ぶつを睨にらみつける。

　幽ゆう幻げん種しゆ。

　これで何体目だろう。

　一体目は昇降機エレベータの壁を突つき破やぶって現れた。二体目は、その一体目の魔笛によって空いた天井部から降ってきた。

　以降は、延々とその繰くり返しだ。

　そして華宮が延々と立ちむかい、傷つきながらも撃げき退たいしてきた。体力も気力もとっくに尽つきて、限界なんてとっくに超えているはずなのに──

「あぁ……なんとなく、あの時の言葉の意味がわかった気がします」

　そんななか。

　背中を向ける彼女がぽつりと呟つぶやいた。

「あの時に……私を守ってくれたあなたの……気持ちに……少し、近づけました」

「華宮？」

「……ヴァイエルあなたは…………本当に嫌いやみな男です」




〝で、でも……勝てるわけが……候補生が幽幻種に〟

〝うっせぇ、じゃあここに誰だれがいる？　正護士がいるか、千せん年ねん獅しがいるか？　わかったか、護士ってのはお姫ひめ様さまのピンチに助けてくれる騎き士しなんかじゃねえ。そこに居合わせた奴やつがいつだって踏ふんばるしかねぇんだよ〟




「あんなこと言われたら……私だって、逃げられるわけないじゃないですか……！」

　片手で壁に触れながら姿勢を保つ彼女。

　その折れ曲がった背中はあまりに小さくて弱々しくて、もう風が吹ふいただけで倒たおれてしまいそうなほど儚はかなく映って。

　それでも彼女は──

「さあ……来るです……黒毛玉……人間を……なめるな、です……」

　片手を壁について身体を支え、残る片手で銃を怪物へ。

　幽幻種が床ゆかを蹴ける。

　触ふれるもの全てを侵食する霧きりをその身にまとい、銃を構える華宮へと一直線に迫せまる。

　──銃を撃うてばあたる。

　華宮が交戦場を狭せまい通路に選んだ理由だ。エリエのいる広い作業スペースでは幽幻種の動きが速くて捉とらえられないが、この通路ではまっすぐ向かってくるしかない。

　けれど。

「華宮、いまだよ撃って！」

「…………っ………………、…………」

「……かぐ……ら？」

「…………──────」

　機械銃から熱線が放たれることはなかった。

　引き金が引かれない。

　銃を構えたまま、すでに彼女は立ったまま意識を失っていたから。

「華宮っっっっ！」

　返事はない。

　……だ、だめ。

　……だめだよ華宮、起きて。起きないと、そうしないと。

　首をがくりと垂らした彼女に向け、魔笛を宿した怪物がその巨腕を振り下ろす。

「やめてぇぇえええっっぇぇぇっっっ！」

　こだまする絶叫。

　張り裂さけそうな感情が乱響する、そのフロアに──




　Laphes Ilis 銀色の希望はvia-ol-dia ris生まれ、飛び立ち kiss hiz Laspha, 彼の者の待つ戦場へvilis Xe cross.と舞い降りる




　光が──

　輝かがやかしいまでの銀色の光が満ちた。

「総数一、有効射程距きよ離り圏けん内ないであることを確かく認にん。一刀で撃げき破は可能と判断します。エリエ、退がってください」

「……え？」

　一いつ瞬しゆんだった。

　エリエが後ろからの声にふり向くより早く、銀色の人ひと影かげが真横をすり抜ぬけていった。

　まず目に映ったのは鮮あざやかな銀ぎん髪ぱつだ。

　天井の光を反射する髪かみをなびかせて、ぼろぼろに破れた服とスカートをまとった少女が、レオンの大剣ほどもある巨きよ大だいな鎌かまを構えて通路を奔はしる。

　意識を失った華宮の真横で、ほんの少しだけ、速度を落として。

「──彼女に触れることは許しません」

　一いつ閃せん。

　彼女がふるう大鎌が横一直線になぎ払はらわれる。

　その直後には、銀色の光をまとった一撃に、目の前の怪物が障しよう壁へきごと核かく晶しようを粉々に打ち砕くだかれていた。

　……まるで夢のよう。

　光がフロアに満ちた時から幽幻種が消しよう滅めつするまで数秒とかかっていない。

「華宮、お疲つかれさまでした。本当になんと言えばいいか……」

　倒れかける彼女を抱だきとめる銀髪の女の子。

　彼女が華宮に触れた途と端たん、緋ひ色いろの光の粒つぶがざぁっと音を立てて湧わきあがり、華宮の服に付着する魔笛を洗い流した。

　……浄化？

　……でもまさか、あんなに簡単に。それに一瞬で？

「エリエ、行きましょう」

「え？　え？」

「華宮は私が負ぶっていきます。命に別状はありませんが、ここも安全ではありません。塔とう22階の医い療りようスペースへの搬はん送そうを提案します」

　やわらかな微び笑しようでそう告げる彼女。

　その愛らしげな面おも立だちに、じっとこちらを見つめる赤い双そう眸ぼう。小ぶりながらも形の良い唇くちびるでそう言ってくる彼女を見み間ま違ちがうはずがない。

　だって、だって目の前の女の子は……

「……イ、……イリ……ス？」

「はい。正式名めい称しよう『不完全神性機関イリス』です。ただいまよりエリエ、あなたの指示の下で戦場に赴おもむきます」

「あ、あたし!?」

　思わず自分を指さしてしまう。

　あまりに予想外のことに頭が空回りしそうだけれど、深呼吸してまずは気持ちを落ちつかせる。いまこの場で必要なことは──

「そ、それじゃあとにかく華宮を運ぼっ！　そ、それから先は……えっと、まず紗砂シヤサちゃんにイリスのこと報告しないと！」

「承知しました」

　にこりとうなずくイリス。

「現在、幽幻種による天結宮ソフイアへの侵しん入にゆうは四十九個体、計七フロアに及およびます。それらを殲せん滅めつしつつ紗砂と合流、しかるのち塔の最上階から────」

　華宮を背負いながら歩きだす機械の少女。その横顔は、強い戦いの意志を秘ひめながらも、どこか照れくさそうに微笑んでいた。

「イリスは穢歌の庭エデンの最深部へ向かいます。待たせている彼ひとがいるので」




　　　　２




　穢歌の庭エデン・第七鏡界──




　水すい晶しよう満ちる世界。

　蒼あおく輝く水晶の発するおぼろげで幻げん想そう的な煌きらめき。

　頭上には虹にじ色に輝く極光オーロラ。

　大気は奇き妙みような質量をもった波動によって満たされ、風鳴りのかわり、さざ波にも似た音が静かに天上へと浸しん透とうしていく。

「────」

　そこに一人佇たたずむのは、漆しつ黒こくの装よそおいに身を包んだ異い篇へん卿きようだった。

　金ボタンに彩いろどられた漆黒のスーツに漆黒の靴くつ、そして漆黒の鍔つば付つき帽ぼう。黒を基調とした衣い装しようの中で、純白の手て袋ぶくろだけが混こん沌とんとした調和を保っている。

「シェルティス……」

　悪あく魔ま的な美び貌ぼう。

　目ま深ぶかにかぶった鍔付き帽からのぞく淡あわい金きん髪ぱつ、そして端たん整せいな鼻筋と口元。目元こそ見えないが、その輪りん郭かくは整った顔だちを十分すぎるほど想像させる。

「早く、会いたいよ。こんな恰かつ好こうで変装なんかしてないで……この帽子も服も脱ぬぎ捨てて、本当のわたしを見てほしいの……ずっと辛つらかった……」

　閉じた口元から漏もれだすように言葉を紡つむぐ。それは、独り言と呼ぶにはあまりに感情のこもった声だった。

「でも……もう終わるから。待ってて……たとえどんな結末になったとしても……必ず、わたしが必ずキミを迎むかえにいくから……」

　帽子に手をかけてふり返る。

　──気配。

　誰かが早足で駆かけてくる足音、そして息づかい。それが誰であるのか、イグニドは最初から知っていた。

　そのたどたどしい足音も。

　長時間の疾しつ走そうで乱れきった息づかいも。

　聞き間違えるわけがない。自分と何から何まで同じなのだから。

「ようこそ、穢歌の庭エデンの第七鏡界へ」

　自分の存在に気づき、はっとした表情で少女が立ちすくむ。

　ユミィ・エル・スフレニクトール。

　淡い黄金色オフゴールドの髪は汗あせと疾走の風圧とで乱れ、純白を基調とした法ほう衣いもそこかしこに泥どろが付着している。その表情にも、わずかにだが憔しよう悴すいの色が見てとれる。

　当然だ。

　無数の幽ゆう幻げん種しゆを撃げき退たいしつつ、巫み女こである彼女が専属護衛もつけずにここまでやってきた。辛かっただろうし、それ以上に不安な道のりであったことだろう。

「……っ、……はぁ……っ……っ」

「お疲れさま。見込みどおり、私の追尾術式マーキングに気づいてくれたんですね」

「…………」

　身体からだをくの字に曲げ、それでも用心深くこちらを睨にらみつけるユミィ。

「……あなたの仲間は？」

「いませんよ、ここは私一人です」

「…………」

「信じられませんか？　でも遠視で周りを確かく認にんしたって誰だれもいないでしょう。……そう、ここは誰もいない場所。人間も幽幻種もいない唯ゆい一いつの聖域なんだから」

「幽幻種も？」

「そういう場所なんですよ。ここは貴女あなたと私、二人だけの場所。二人で、そして────二人だけの決着をつけるための場所だから」

「っ！……どういう意味」

　咄とつ嗟さに後ずさり警けい戒かいの姿勢をとるユミィ。

　そんな彼女に、イグニドはゆっくりとした仕草でもって天を仰あおいだ。

　──遥はるか穢歌の庭エデンの下層から。

　──浮ふ遊ゆう大陸へ。

「少しだけ、私の話をしましょうか」
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「……え？」

「ちょっとした昔話のようなものです。三年前に天結宮ソフイアで起きた些さ細さいな事件。気を張らず、何なら身体を休めるついでに聞いてくださって構いませんよ」

　ゆっくりと視線を地上へ。

　淡い黄金色オフゴールドの髪をした少女を見つめる。

「貴女と私が生まれた時の、話です」
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　穢歌の庭エデン・第六鏡界──




　夜が具現化したかのような闇やみ。

　どこまで走っても終わりがなく、また通りすぎる景色にも変化がない。吹ふき上がり、滞たい留りゆうし続ける濃こ紫むらさき色の霧きり。

　魔ま笛てきを帯びた風。

　常に沁しん力りよく結界を展開していなければ、その風を肺に入れただけで激しく咳せきこむだろう。

「────痛っ！」

「モニカ!?」

　前まえ触ぶれなく、太ふと股ももを押さえて立ち止まる桜色の髪をした少女。

　その足には包帯が幾いく重えにも痛々しく巻かれている。

「へ、平気……だ。痛み止めは効いている」

　額に脂あぶら汗あせを浮うかべながら呟つぶやく彼女。

　異篇卿の用意した重装機兵たちと戦った時の銃じゆう創そうだ。流れ弾だまの一発が彼女の太股を斜ななめに貫かん通つうしていった。骨には擦かすらなかったが、その時の衝しよう撃げきで太股周りの筋肉と血管がだいぶ痛めつけられている。

「消毒し直した方が……」

「さっきもしたばかりだ。それに関して心配はない」

　深呼吸をくり返しながらモニカが立ち上がる。

「シェルティス、すまないが前を走ってもらえるか。速度は変えなくていい」

「──わかった」

　モニカにかわって部隊の先頭へ。

　双剣を握にぎりしめ、シェルティスは無明の闇を走りだした。

「ヴァイエル、後ろで何かあればすぐに言って」

「ああ？　まあ気は張っておくがよ。まず問題ねーだろ。今までだってそうだったじゃねえか」

　最さい後こう尾びを担になうヴァイエルの飄ひよう々ひようとした返事。

「先走ってるはずの巫女サマが、あらかた倒たおしまくってくれたみてーだからな」

「…………」

　そうなのだ。

　いま自分たちが走ってる下り坂は、すでに先の樹海からさらに下った場所。ここはまたしても氷結鏡界の浄じよう化かから逃のがれた場所にあたる。

　──噴ふき上がる魔笛。

　──押し寄せる大小無数の幽幻種たち。

　そのはずだった。

　しかし走ること小一時間、自分たちはまだ一いつ匹ぴきの幽幻種にすら遭そう遇ぐうしていない。魔笛の浄化のためにモニカが沁力結界を展開している以上、幽幻種が近くにいればすぐに沁力の放出を感知して襲おそいかかってくるはずなのに。

「あらかたというより殲滅だな。追いかける分には楽でいいが、そのぶんあの子の負担が軽くないし、無茶をしていないといいが」

「そればっかりは僕らもわからないか……」

　泥のようにへばりつく地面を駆けながら、うなずいた。

　魔笛の浄化に関してユミィが皇おう姫ひサラ級であることは知っている。だがこの穢歌の庭エデンで、たった一人で先を進ませるのはそれでも不安が拭ぬぐいきれない。

　……どこかに倒れてないか。

　……負傷していることだってありえるんだし。

　だからこそ幽幻種がいないからといって気は緩ゆるめられない。周りを見回しながらの進軍だ。

「────」

　作動しない通信機。

　ユミィも同じ通信機を持っているはずだが、やはり通信部隊と離はなれすぎているせいで使えない。いまも氷樹の森にいるはずの天結宮ソフイア本隊とも連れん絡らくがつかない状態だ。

「モニカ気をつけて、だんだん道が入り組んできた」

　行く手を阻はばむ巨きよ大だいな大岩、それに瓦が礫れき。

　飛び越こせるものは跳ちよう躍やくでかわし、そうでないものは迂う回かいしながら進んでいく。

　が──

「……ち。おい、どうすんだよこれ」

　真正面の道をヴァイエルが睨みつける。

　進もうとしていた道が、崖がけ上うえからの大岩の崩ほう落らくで完全に埋うもれてしまっていた。

　しかも崩ほう壊かいの跡あとが真新しい。

　さらには、そこかしこから湧わき上がる魔笛の残ざん滓し。

　……間ま違ちがいなくユミィだ。

　……この道を遮さえぎっていた大型個体と戦ったのか。

　おそらくは激げき闘とうの結果がこの崩壊。周りの大岩が微み塵じんに砕くだけちり、少し離れた場所では巨大なクレーターが出来ている。

「魔笛が消えつつあるということは、あの子が無事に倒せたのか……」

「だろうね」

　単体相手なら、セラの虚きよ像ぞうのような例外を除けばユミィが負けることは考えにくい。だとすれば彼女は今も先を進んでいるはずなのだ。

　問題は──

「この塞ふさがった道をどうするかだな。この土つち塊くれをどうやって取り除くか」

「……たぶん、ユミィが通った後に自じ壊かいしたんだろうね」

　見上げるほど堆うずたかく積もった土砂。

　幽幻種の魔笛を受けて弱くなった土ど壌じようが、時間を経て自らの重みに耐たえきれず自壊したのだろう。全すべて魔笛を帯びている以上、容易に取り除けるものではない。

「迂回しよう」

　正面ルートから右に逸それた道を剣けんで指ししめした。

「……それしかないか。ユミィとは別の道を進むことになるが」

「こればかりは間に合うよう急ぐだけだよ」

　考え得る最悪のパターン。

　単体で穢歌の庭エデンを下っていくユミィが、異い篇へん卿きよう、あるいはセラの虚像の待ち伏ぶせを受けた時が恐おそろしい。

　……ユミィ。

　……どうか無事で。

「進もう」

　モニカ、ヴァイエルに目配せして再び走りだす。

　が、それはものの数十秒と保もたなかった。

　──道が消しよう滅めつしていた。

　目の前には断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。

　見下ろせば、その向こうにはどこまでも無明の闇が広がる深い穴。

「…………」

　足あし下もとの小石を拾い、シェルティスはそれを崖がけ下したに放り投げてみた。

　三秒……五秒……十秒……どれだけ待っても、その小石が地面に衝しよう突とつした音は返ってこない。

「足を踏ふみ外したらおしまいだな……」

「ぞっとしねぇよ」

　真下を恐る恐る眺ながめるモニカとヴァイエル。

「それでシェルティス、この先は」

「アレを飛び移っていくしかないと思う」

　シェルティスが指さしたのは、虚こ空くうに浮かぶ小さな岩場だ。まるで空に浮かぶ浮遊島ラグーン。理り屈くつまではわからないが、それが空中にいくつも浮かんでいる。

　直径一メートル前後。

　浮遊島ラグーンと浮遊島ラグーンの間は二メートル、ものによっては三メートルほど距きよ離りが空いているポイントもある。それがどこまで続いているかはわからないが、これ以外に先に進めそうな道がないのも事実だ。

「飛び移って下に進んでいくのか」

　モニカがごくりと息を吞のみこむ仕草が伝わってくる。

「おら大将、一番に跳とべや」

「わ、わたしがかっ!?」

「てめーが一番体重軽いだろうが。俺が先に渡わたって、渡ったはいいが崩くずれたらどうすんだ。足場がなくなっちまえば後ろのお前はどうやってついてくる気だ？」

「……う、うぐっ!?」

「つぅか大した距離じゃねえだろ。子供でも跳べるっつぅの」

「…………」

　あまりに筋の通った意見に押し黙だまるしかない部隊長。

「モニカ──」

「ま、待て！　大だい丈じよう夫ぶだ、余計な気き遣づかいは無用だ！　こ、これくらいの距離……野外訓練場でいくらでも跳びまわってきたんだから！」

　胸に手をあててモニカが深呼吸。

　と思いきや、次の瞬しゆん間かんには彼女は崖を蹴けって虚空に身を躍おどらせていた。跳躍の時間としては一秒にも満たないだろう。余よ裕ゆうをもった足取りで浮遊島ラグーンに着地し、彼女はゆっくりとこちらにふり向いた。

「……ど、どうだ？」

「モニカ、交代しよう。僕が先に行く」

「え？」

　軽く跳躍し、すぐさま彼女の立つ浮遊島ラグーンへと飛び移る。

　──トン。

　靴くつ先さきに伝わる硬かたい感かん触しよく。やっぱりだ。この岩、小さいけど相当硬い。

「モニカの着地見ててわかったけど、この地じ盤ばんなら問題ないよ。ほら、僕とモニカが二人乗っかっても全然平気。地盤も崩れないし重さで落下していく様子もないから」

　ならば自分が先導した方がいい。

　この浮遊島ラグーンを飛び移っている時にも幽ゆう幻げん種しゆの強きよう襲しゆうは覚かく悟ごした方がいいだろう。

「き、気をつけろよ」

「わかってる。モニカは僕の二つ後からついてきて。お互たがい、距離を空けながら浮遊島ラグーンを飛び移った方が────────っ、モニカ下がって！」

「え？」

「早く！　ヴァイエルの崖に戻もどって！」

　モニカを退かせ、自分は逆に一つ先の浮遊島ラグーンへと飛び移った。

　…………

　……いる。この浮遊島ラグーンの真下に何かがいる。

　圧あつ倒とう的な存在感。足下が一気に震ふるえそうなほどの重圧が、この底知れぬ真下の虚空から浮ふ上じようしてきているのがわかった。

　それは────

　血色の眼がん孔こう。

　大型幽幻種よりも大きな目が、真下から自分たちを観察していた。

「っ、これは……この化け物は……これが本当に幽幻種なのか!?」

「世界喰らいの王！」

　巨お大おきい。

　天結宮ソフイアそのものにも匹ひつ敵てきしかねない巨きよ体たいを誇ほこる超ちよう弩ど級きゆう個体。それが、凄すさまじい勢いで遥はるか地底から浮上してきていたのだ。

「シェルティス！」

「くっ!?　ここでこいつが────っ！」

　剣を交こう叉ささせ、真下から浮上する超巨大質量に備える。

　が──

　ソレは、自分たちなど眼中になく一いつ瞬しゆんで上空へと過ぎ去っていった。それだけじゃない。何百体という大型個体も引き連れた上でだ。

「…………なんだ」

「……上へ……昇のぼっていった？」

　同じく十字棍ロザリオを構えたままのモニカ。

　拳こぶしを構えたヴァイエルすら、怪け訝げんな眼まな差ざしで上空を見上げている。

「狙ねらいは私たちじゃなかったというのか」

「は？　じゃあ誰だれを狙うっつぅんだよ。一人で先行ってる巫み女こサマなら俺らより下に潜もぐってるわけで、樹海に残してきた本隊にしても方向が違ちがいすぎるだろうが。ありゃ完全に真上に向かって進んでたぞ。そんな上に何が────」

「ある」

　たった一言、奥歯を嚙かみしめながらシェルティスは頭上を睨にらみつけた。

　──一つだけある。

　──あの先に、世界喰らいの王ほどの個体が目指すだけの標的がある。

「浮遊大陸そのものを墜おとす気なんだ」

「そんなっ!?」

「……そういうことか。確かに、本当の意味での本ほん陣じんは浮遊大陸むこうだしな」

　怒ど気きを孕はらんだ口調で呟つぶやくヴァイエル。

「どうすんだよおい、浮遊大陸むこうはほとんど戦力も残ってねえんだぞ！　巫女も千せん年ねん獅しも、錬れん護ご士しの連中だってほとんど穢歌の庭エデンに出向いてきちまってる！」

「…………」

「……とにかくユミィを追いかけよう、時間がない」

　押し殺した声で自らに言い聞かせ、シェルティスは眼前の浮遊島ラグーンへと跳んだ。

　心臓が早はや鐘がねを打ち始める。

　……焦あせるな。

　……わかってたことじゃないか。

　覚悟の上だったはずだ。

　戦せん況きようも、時間が経たつほどに苦しい立場になるのは自分たち。

「進もう。僕たちは……」

　果てなき穢歌の庭エデンの底を見下ろして。

　シェルティスは、両手の双そう剣けんを握にぎる手に力をこめた。




「僕たちは、もう引き返せないところまで来てるんだ」







　あとがき







　──全ての終わりの、始まりへ。




　お久しぶりです。細さざ音ねです。

「氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン」12巻、いかがだったでしょうか。11巻から時間を空けてしまってごめんなさい。でもそれを補うくらい、ボリュームも内容も詰つめこんだつもりです。

　そう……いよいよこの巻と、そして次が「エデン」の集しゆう大たい成せいです。

　四年間という時間──

　著者近きん況きようのとおり12巻そして13巻の執しつ筆ぴつに関しては、すぐに原げん稿こうに向かうのでなく、「エデン」の１巻から11巻まで全てを読みかえすということから始めました。

　もちろん内容や伏ふく線せんにあたる部分は既すでにしっかり押さえているのですが、自分のなかでもう一度、「氷結鏡界のエデン」という物語をふり返ることからのスタートでした。

　二○○九年九月の第１巻から第11巻まで。

　そこにちりばめられた言こと葉ば遣づかいや表現の全て。

　それを懐なつかしいと思うのは自分が少しでも成長した証だと信じながら、けれど同時に、「エデン」を執筆し始めた「四年前の自分」という感性も、決して失ってはいけないものだと、今、こうしてふり返って強く感じます。

　そして肝かん心じんの12巻。

　集大成ということで、今までの物語の様々なイベントや会話を少しずつ想起しつつ、クライマックスへと昇しよう華かしていく内容にできれば……というのが、自分が自身に課した目標でもありました。

　最後の13巻の終わりの終わりまで、努力し続けたいと思います。




　幸せなシリーズ──

　13巻のあとがきが何ページあるかまだわからないので、これだけは、この12巻のうちに書き残させてください。

「黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかい（受賞作）は、幸せなシリーズだと思います」

　初代の担当編集Ｋ様から言われた言葉を、今でも強く覚えています。

　特別な大ヒットや話題になることはないけれど、読者の方が少しずつ口コミや紹しよう介かいをして支えてくれたシリーズであると。ライトノベルという業界において、それは本当に珍めずらしいことであると教えてもらいました。

　そして、それはこの「エデン」も同じです。

　今まで応おう援えんしてくださった全ての方に支えられ、最後まで物語を続けることができそうです。本当に……ありがとうございます。




　最後に、これからのことを少しだけ。

　まずは「氷結鏡界のエデン13」、いよいよこれが最後です。それに相応ふさわしいものになるよう、今まさに最後の総そう仕し上あげに入っているところです。

　そして。

　２０１４年３月、『氷結鏡界のエデン13』を経ての、

　２０１４年──、『─────────』

　また、歩き始めたいと思います。

　完全新作。

　エデン最終巻から遠からぬうち、まさしくエデンからのバトンを受けとるタイミングでスタートさせられるよう、こちらも用意を進めています。

（ここまでエデンを読んでくださった方のご期待に、応こたえられる物語だと思います）

　ともあれ、これについてはまた最終巻の後書きで。




　関係各位への謝辞についても、最終巻の総そう括かつで。

　……あとがき四ページってあっという間ですね。

　でも、この四年間はそれ以上にあっという間でした。

　最初に四年間の軌き跡せきという話題を出しておきながらも、その実、自分という作者より、作中の登場人物たちの方がはるかに成長した四年間だったと思います。見えてきた最後のゴールまで、どうかその道のりを最後まで見守っていただければ幸いです。

　それでは、全ては２０１４年３月。




『氷結鏡界のエデン13　楽園現奏─エデン・コード─』でお会いできますように。




２０１３年11月　冷たい風の吹ふく夜に


細音　啓けい
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